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　序章




「殿下」

　と呼びかけてから、『彼』ははっと押おし黙だまった。

　なるほど、目の前にいるのはまぎれもなくメフィウス皇太子その人である。

　が、右手にはなみなみと麦酒ビールの注がれたジョッキを持ち、左手にはややとうの立った娼婦の腰を抱きすくめている現在、その呼び方はいかにもふさわしくない。

「あなた、お仲間に殿下なんて呼ばれているの？」

　娼婦がさもおかしそうに笑った。メフィウス皇太子も大口を開けて大笑し、

「こいつ流の嫌いや味みなんだよ。見ろ、いかにも学のありそうな顔をしているだろ。無学のおれを蔑さげすむときに限って、そんな呼び方をしやがるんだ」

　酒を喉のどに流し込む。が、『彼』が仏ぶつ頂ちよう面づらで咳せき払ばらいをすると、皇太子はいかにも面めん倒どうくさそうに娼婦の腰を押しやった。

「さあ、これから国事に関する難むずかしい話がある。商売女は向こうへいっていろ」

「なにさ、馬ば鹿か」

　邪険にされて、娼婦は頰ほおを膨ふくらませた。が、すぐににやっと紅べにを引いた唇に笑えみを浮かばせ、

「じゃあまたね、『殿下』。お次もどうか、ごひいきにしてくださいますよう」

　かしこまった一礼をして、それからけたたましく笑いながら、別の客に色目を使いはじめた。数分後には、もう他ほかの男の膝ひざに尻しりを乗せている。

　酒の饐すえた匂においに獣けものじみた体臭が充満するなか、ごろつきたちの発する卑ひ猥わいな冗じよう談だんや、怒ど鳴なり声ごえ、それに商売女の媚こびを含んだ笑い声が絶え間ない。

「おまえもうかつだな」皇太子は皮肉そうに微笑ほほえんだ。「こんなところで肩かた肘ひじを張っていると、余計に怪しまれる。さあ、おまえも飲め」

「いえ、もうわたしは」

「昔は朝まで飲み比べをした仲だろう。おい、おまえら、ジュローム卿きようのためにいい酒を注文してやれ」

　ジュローム卿、とは、こうして素性を隠して行動する際、『彼』につけられた仇あだ名なのようなものだ。『彼』はまたも嘆息して、

「もうそれほど無理が利かないんだよ、アルゴス」

　こちらはこちらで皇太子につけた仇名で呼んでやった。『アルゴス』は歯を見せて、

「年寄りみたいなことをいう奴やつだな。いくつになった？　おれより三つ上のはずだから、三十にもならないだろう」

「若すぎはしないさ。アルゴス、きみもな。少なくとも、こうして身の危険も省みずにいつまでも夜遊びはしていられない」

「身をかためるのならおまえのほうが先だよ。おれは慎重な性分でね。おまえが家庭を持つのを見届けてから、十分参考にさせてもらった上で、じっくり嫁を選ぶことにする」

「なんだ、ご結婚なさるので、アルゴス閣下」

　同じ卓についていた男が、赤ら顔を向けてきた。頭には包帯を巻きつけている。まだ血が滲にじんでいた。彼のみならず、同じ卓にいる十名ほどが、いずれも顔や手足に傷を負っている。無理もなかった。彼らはつい数日前まで、殺意の叫きよう喚かん吹き荒れる戦場に立っていたのだ。

「嫁を選ぶなら、南沿岸の女がいい。特にゾンガーの女は、情が深くて、胸は豊か。それだけじゃなくって、いざ事あらば、親から譲ゆずり受けた守り刀で男を守ってくれもするんだ」

「知ったようなことをいうが、こいつはよその女なんて知りませんぜ、閣下」別の男が乱入してきた。「その点、おれは経けい験けん豊富。バロールの島娘とだって寝たことがある。肌の向こうに火が燃もえている感じがして、これがなんともいえぬ風情があって」

「いやいや、エンデの貴族娘に決まりだよ。メフィウスの土臭い女とちがって、文明的で洗練されている。なにより、あの肌の肌き理め細こまかさ！　北沿岸の肥こえ太った商人どもが、体重と同じ目方の黄金と引き換えにしてでも、こぞってエンデの貴族を搔かき口く説どいてるって話ですぜ」

　いつしか大勢加わって、各土地の女性批評などをはじめている。

　ジュローム卿と呼ばれた『彼』だけが加わらず、うっすらと煙の漂う天てん井じようを見あげていた。

　卓についた全員が昔からの顔なじみだ。

　ただし、戦いくさに発たつ前、やはり似たような安酒場で仲間内だけの『出陣式』をやったときに比べると、人数が減っている。

　負け戦だった。

　ジュロームもアルゴスも、背中を銃弾で脅おびやかされ、剣や斧おのが振りあがる際に巻き起こす鋼こう鉄てつの風を、何度も面前に受けた。

　仲間たちが目の前で倒れていく光景は、いくら酒に酔ってもジュロームの網もう膜まくから消え去ることがない。

　だというのに、アルゴスも、その他ほかの男たちも、『出陣式』のときと変わらず、くだらない与よ太た話ばなしに花を咲かせては、安酒を浴びるように飲んでいる。

　戦場は、奇くしくもアルゴス──メフィウス皇太子が初うい陣じんを飾った場所と同じだった。

　初陣そのものはもう八年前のことだ。隣りん国ごくガーベラの土地で、八年前のそのときに奪った領土を、ジオルグ・アウエル王自らが率いる軍勢に奪い返されたのである。

　皇太子の部隊も徐々に切り崩され、部下を大勢失った。それでも勝利への執念は旺おう盛せいで、アルゴスは最後まで戦うつもりであったのが、父であるメフィウス皇帝じきじきの命令で引き返さざるを得なくなった。その足で向かったのがこの酒場であった。

　やがて支払いだけ先に済ませると、アルゴスはジュロームひとりきりをつれて店の外に出た。

　厩うまやへ向かう。気前のいいアルゴスは、厩番の、にきび面づらの少年に過剰な金銭を渡してやった。何度も礼をいう少年を尻しり目めに、つないであった馬に飛び乗る。

　その後、アルゴスは店での乱らん痴ち気き騒さわぎが噓うそのように、むっつりと黙だまり込んだまま馬を飛ばした。ジュロームも無言で従った。

　いつもの場所に馬を止めた。

　ソロンの中心部を一望できる丘の上だ。普ふ段だんは見張りの兵が数名詰めている場所でもあるが、ジュロームがひと足早く向かい、彼らに場を譲ゆずり渡してもらうように要よう請せいしている。

　そのせいで、人の気け配はいはない。

　ちらちらと火の灯ともった家々の真ん中に、『黒の塔』がそびえたっているのが見えた。

「さっきの話ではないが」

　草っぱらに寝そべったアルゴスの、その隣となりに腰をおろしながらジュロームが口を開いた。

「さっきの？」

「嫁のことさ」

「ああ」

　興きよう味みない、という顔をして横を向くアルゴスに、半ば覆おおいかぶさるようにしながら、

「真剣に考えろ。そういう時期だ。皇太子になられたからには、きみひとりの問題ではない」

「必要なものか」

「当たり前だ。いずれ皇帝となるきみにとって、メフィウスとはわが子のようなもの。父ひとりきりでは目の届かぬ部分もあろう。子には、やはり母が必要なものさ。きみは子を抱きあげる強い腕こそ持っているが、安らぎを与えられる乳房は持ちあわせておらん」

「生あい憎にくとな」

　冗じよう談だんのように受け止めて、アルゴスはくっくっと笑った。

「さっきの話を蒸し返すつもりなら、おれもいわせてもらうが、おまえのほうはどうなんだ。決まった女はいないのか」

「こちらも、生憎と、だ」

「あんまりうるさいようなら、皇族の権限で、おまえに嫁を押しつけてやるぞ。それも、器量の悪い貴族娘たちばかりを集めて、くじ引きさせた上でだ」

　貴族の結婚には、メフィウス皇族の許可が必要である。さらに、いまアルゴスが冗談めかしたように、皇族には貴族の結婚相手を決めたり、離り縁えんを命じたりすることのできる権利さえあった。だから貴族たちは結婚の際、それらの権限行使を回かい避ひするための高い税金を払わねばならない。

　つまりは結婚のたびに税金をおさめさせること自体が目的であるから、初夜権と同じく、歴史上においてほとんど行使されたことのない、名目だけの権限といっていい。

　が、この旧友ならば本気でそれをやりかねないと思ってか、ジュロームは渋じゆう面めんをつくった。アルゴスがなおも笑う。

　それからまたしばし無言になった。

「陛下は、臆おく病びようになられたな」

　唐とう突とつに皇太子がいった。

「少なくともじかに戦場に立っていたころは、ああではなかったと聞いている。今度の戦いくさも、確たしかに一時は敵に押されこそしたが、踏みとどまるべきだった。勝てる戦だったものを」

「敵は飛ひ空くう艇ていを大量に投入してきた」ジュロームは慎重に言葉を選んだ。「騎き馬ばさえ不足しているわれらとでは、機き動どう力りよくに雲うん泥でいの差があった。陛下はそこを冷静に見極められたのだろう。焦るなよ。十分な対抗策を練った上で、『次』を見越しておられるのだ。いまは負けておいてやれ」

「一度敗れれば、兵の士気も衰える。国もまとまりを欠くというものさ」

「ほう？」

「なんだ、シモン」

　嫌いやそうな顔をして、皇太子は『彼』を本名で呼んだ。

「おまえがそういう声を出すときは、いかにも年長者ヅラをしたいときだ」

「ではいわせてもらうがな、グール」シモン・ロドルームは片目を閉じていった。「きみが皇帝の座についたそのときには、どのような戦にも、どのような相手にも勝ちつづけるというのだな」

「無む論ろんだ」

　とアルゴス──いや、グール・メフィウスは即答した。ほう、とシモンはもう一度唸うなって、

「皇帝とは、神のことではないぞ、グール。いかに国家最大の権限を手にしたからとて、国家のすべて、国民の命すべてを自由にできるわけではないのだ」

「いいや、神でなければならんのさ、シモン」

　グールはその場にすっくと起きあがった。前方を見据えたまま、腰の剣に手をやりながら、

「少なくとも、臣下や民たみに、神のごとき存在と思わせなければならない。であればこそ、人心はひとつにまとまり、まとまった国家は、なににも負けぬ強さを発揮する。無用な犠ぎ牲せいを払うことも、要いらぬ争いを内側に生むこともない」

「──」

「なるほど、父には父のメフィウスがあるだろうが、おれにはおれなりの国家像、おまえ風にいうなら、子育て論がある。おれはおれのやり方でわが子を大きくしてみせる」

「グール殿下」

「嫁のことなどは、のちのちで構わんさ」グールは、同じく起きあがったシモンを横目で見た。「正直、そこまで気はまわらん。いまはおまえがおれの女房だ」

　それから、彼は目を閉じた。

　闇やみに落ちた網もう膜まくに去来したのは、安酒場でのシモンと同様であったかもしれない。その証拠に、

（おまえが死ななくてよかった）

　とグールはほとんど囁ささやきに近い声で、そういったのだ。










　一章　静謐







　　　　１




　メフィウス第二の都市にして随一の貿易拠点であるビラクは、一見、『戦勝』後の空気に浮かれている。

　が、国外からやってきた者でさえ、街路をいく人々の表情やあちこちの日陰に溜たまってひそひそ話を交わしあう姿を見れば、

（なにが戦勝なものか）

　と、ビラク市民たちの胸中にある複雑な思いをたやすく見抜けたことであろう。

　皇太子ギル・メフィウスが南西のアプターより軍を率いて、帝都ソロンから派遣された討とう伐ばつ軍ぐんと剣を交えたのが五日前。

　討伐軍は兵数において皇太子軍を大きく上まわっていたにもかかわらず、数々の策略に翻ほん弄ろうされ、また決死の覚悟をかためた相手方の勢いに押されてここビラクまで敗走。ビラク領主フェドム・オーリンはこれを迎え入れ、都市に残っていた兵力とともに防備をかためて帝都からの援軍が来るまで持ちこたえる──かと思われたが、突如、その門もん扉ぴをかたく閉ざして討伐軍の入城を拒否した。

　前後の道を断たれては、もはや玉ぎよく砕さいを覚悟するしかなく、討伐軍の司令官フォルカー・バランはやむなく降伏を決意した。

　結果、ビラクの往来にギル皇太子が戦勝軍として姿をあらわすと、市民たちは街路の左右で手を振り、歓呼の声をあげて、いかにも歓迎ムードを演出することとなった。

　フェドム・オーリンから市民たちに通達があったのは、戦せん闘とうが起こるわずか一日前。ビラクの各所にある商会ギルドの支所を通じて、皇太子を支持する旨むねが伝えられていた。さらにさかのぼること半日前には、ギルドの主だった面々がフェドムの居きよ館かんに集められている。

　商売人たちは無む論ろん、これにひと言の異論もなく賛さん成せいの意を示したわけではない。

　皇太子を支持するということは、現在の皇帝グール・メフィウスと敵対する道を選ぶということだ。

　すなわち内戦の拡大であり、ビラクがメフィウスの攻こう撃げき目標となることをも意味していた。

　ギルドの主要メンバーらは一様に、

（この御ご仁じん、正気か）

　という顔でビラク領主の顔をまじまじと眺めた。

　そうした気分は、当然、市民たちにも共通するものがある。

　たとえば、南西のアプターなどはタウーリアと隣となりあっているために、西方と戦いくさになれば直接被害が出る恐れがある。一方、ここビラクは帝都ソロンのほうに近い。アプターの住民が西方との揉もめごとをなるべく回かい避ひしたい思いがあるのと同様に、ビラクの住民たちはソロンとの戦せん闘とうを危き惧ぐする思いが強かった。

　が、ビラクにも当然様々な意見がある。

　実際に戦いが起こる以前、アプターに皇太子ギルを名乗る人物があらわれて、西方への進軍をもくろむ皇帝に正面切って異を唱えた──という知らせは、ビラクにも大きな衝しよう撃げきをもたらしていたのである。

　ビラクは先ほど述べたようにメフィウス一の商業都市。もともとほかの地域に比べてはるかに自治意い識しきが高く、街路で顔をあわせた商売人たちは、経済のみならず政治のことに関しても忌き憚たんなく語りあう習しゆう慣かんがあった。

「陛下はつまり、本来は生きていた皇太子さまの死を偽装してでも、西方へ進軍なさろうとされたわけか」

「偽装というより、ご子息に直接手を下そうとしたという噂うわさもあるくらいだぞ。ギルさまはあらかじめそれを見抜いて、あえて死んだようによそおっていたのだとか」

「いやいや、アプターにあらわれたのはしょせん偽者だ。ギル・メフィウスの英雄的活動を懐なつかしんだ何者かが、くだらぬ義ぎ俠きよう心しんに駆られて血迷っただけのことだろう」

「それでは、なぜローグ将軍やオーダイン将軍までも従っておられるのだ」

「そもそも、このお二方が中心となって決起した、ということではないのか？　メフィウス各地の諸侯の同どう調ちようを促すために、あえて皇太子の名を使われたのだ」

「いずれにせよ──」

「そう、いずれにせよ、ほどなくソロンから軍が派遣されてくる」

「この一戦で決まるな」

（決まる）

　というのは、つまり、これがただの一地方都市で起きた単なる謀む反ほん騒さわぎで終わるのか、あるいは今後のメフィウスを左右するほどの内乱にまで発展するのかが決まる──というばかりでなく、商業都市ビラクがこれからどのような立場で行動するかも決まる、という意味をも含んでいた。

　とはいっても、アプターにある兵力だけで、メフィウスの正規軍に抗し得るなどとは誰だれも思っていなかった。だからフォルカー率いる討とう伐ばつ軍ぐんが実際にビラクを経由して、いよいよアプターへ進軍していくと、ビラク市民たちは勇ましい甲かつ冑ちゆうの群れを見送りながら、

（やれやれ、終わったか）

　というような顔をあちこちで見あわせた。

　そうした空気がビラク内に充満していたからこそ、ほどなくしてビラク領主の召集に応じた商会ギルドの主要人物たちは、

「わたしは、メフィウス皇太子ギル・メフィウスさまをお支えしたいと思う」

　とフェドムがいうのを耳にしたとき、

（正気か）

　という顔をしたのである。

　フェドムは、この戦いに先立ってギル皇太子から直接書状を受け取ったこと、そしてビラクの、ひいてはメフィウスの未来のためには、現皇帝グール・メフィウスでは好ましくないことを、時に熱ねつを込め、時に冷静な口く調ちようで長々と語った。

（馬ば鹿かな）

　と大半の者たちが思った。いかにもご立派な心持ちだが、それで皇太子が勝てるはずがない。

　が、このとき意外なところからフェドムを援えん護ごする声があがった。

　ザジ・ハーマン。数年前までギルドの長をつとめ、その座を退ひいた現在もギルドへの影えい響きよう力りよくが甚大な、ビラク一の豪商である。

　ある意味もっとも現実的な男であるから、フェドムの言を一いつ蹴しゆうするかに思いきや、

「皇太子どのは、西方とのつながりがあるのではないか」

　という。その証拠に、西方に派遣していたハーマン家の船が戻ってきたのだと説明を添えた。タウーリアとメフィウスとがアプター近郊においてぶつかりあった直後である。通常なら、船や貨物は拿だ捕ほされたまま戻ってこなくても不ふ思し議ぎではない。だというのに、

「タウーリアの商人たちからは、今後も取り引きをつづけてもらえるよう、伝言もいただいている。本来ならばあり得ぬことだ。アプターとタウーリア間でなにがしかの話がついていたとするなら。すなわち、皇帝陛下と関かかわりのないところで、戦せん闘とうが起こってなお信頼関係を結べる人物がいたとするなら」

　ザジは言葉を切って、しばし押おし黙だまった。

　ギルドの幹部たちもいっせいに沈ちん黙もくした。

　アプターにあらわれたのが本物のギル・メフィウスであるかどうかなど、正直、彼らにはどうでもよいことだった。いや、今後のメフィウスの国情を考えれば関心のないこともなかったが、当面は考えずともよいことである。

　いまは、アプターにあらわれたギル・メフィウスが勝てるかどうか。そして現皇帝の決定を覆くつがえすほどの影響力が行使できるかどうか、ということこそが重要であった。

（もしもその人物が個人的に西方と強いつながりを持っていて、フォルカー軍をも追い払うことができるとするならば）

　ギルド幹部たちの胸には同じ思いが巡っていた。

　この後の展開を知る者ならばわかるとおり、実際は、西方側が兵を率いてギルに加担したという事実はなかった。

　しかしギルドのメンバーたちは、ザジが西方の存在を匂におわせたことでフェドムの提案を安易に跳ねつけられなくなった。

　その提案がただ一時の思いつきによるものでなく、長いあいだフェドムが胸に期していたことであるという認にん識しきが次第に深まっていったこともある。

　また、現在は西方との商取引はほとんどザジひとりで取り仕切っていて、収益もハーマン商会が独占状態にあった。おおっぴらに国をあげての商売ができるようになれば、その蜜をビラクの商人全員で共有することも可能になろう。

　夕刻に集められた彼らだったが、明け方になるころには、

「ならば、やるか」

　ということで意見が一致した。




　ギル・メフィウスは確たしかに勝利を飾った。

　ギルドを通じて皇太子支持の通達を受け取っていた市民たちも、

（ビラクの領主さま、馬ば鹿かげたことをした）

　と考えていたのが大半だったから、この奇跡的勝利に沸いた。

　しかしそれも一時的なもの。

　いざ勝利の熱ねつ狂きようから冷めてみると、やはり未来への不安が目には見えない重石おもしとなってじわじわ両肩にのしかかってくる。

　アプター、ビラクと手中におさめたギル皇太子は、なるほど形の上ではメフィウスの西半分を制せい覇はした格好だが、皇帝側との兵力の差は埋めがたい。エンデ、ガーベラという二国に対する必要のあるメフィウスでは、もとより兵の大半は東側に配せられてあるからだ。この港町で兵を募るにしても、もう明日あしたにもソロンから大軍が押し寄せてくるかもしれぬという恐れがあった。

　豪胆な人物などは、

「なあに、いざとなりゃ」

　と、軒下で黒光りする、北方から買い寄せた大砲を指差しながら、

「これを数門並べて、オーリン公とギル・メフィウスを脅おどしてやりゃいい。市民が決起して偽者を追い払った、となれば皇帝陛下もビラクに害を及ぼそうとは思うまいよ」

　交易都市ビラクに物的被害が生じれば、無む論ろん、メフィウス全体が不利益を被こうむるのはまちがいないから、皇帝もむざむざ武力行使しまいということである。

　そういう意味では、ビラクの商人たちは現実的な計算ができており、豪気で、したたかでもあった。




　そうして、大都市ビラクが様々な感情と思惑に揺れているなか。

　領主フェドム・オーリンの住まう屋や敷しきのとある一角が、重苦しい空気に包まれていた。

　庭に面した二階の応接間で、真っ白いテーブルクロスのかけられた机には朝食が並んでいる。量も質もなかなかのものが揃そろえられていたが、机を囲む者たちは誰だれひとり手をつけようとしていない。

　黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だん団長フォルカー・バラン、風ふう雲うん弓きゆう団だん団長ユライア・マッター、火か炎えん槍そう団だん団長ザース・シディウス。

　すなわち、先の戦いで皇太子ギル・メフィウス率いる軍勢に敗れた、敗軍の将たちである。

　加えて、大隊長ウォルトの顔もあった。アプターとビラク間にあるジョズ砦とりでの守しゆ護ごを任されていた男で、やはりギルの罠わなにかけられてジョズを追い出されたばかりか、実際に戦場で剣をあわせる好こう機きに恵まれるも、討うち果たせず、ついには捕らえられている。

　その四人、先ほどから無言で長方形のテーブルに着いていた。ここビラクで軟禁の境遇にある。早朝に皇太子から呼び出しを受けたはいいが、その当の皇太子がなかなか顔を見せない。

　一時間ばかり経過したろうか。

　この重苦しい沈ちん黙もくに耐えかねたのは、ザース・シディウスであった。見た目こそ厳いかめしく、いかにも歴戦の将らしい面つら構がまえだが、その実、ここにいる者たちのなかではもっとも若い。さっきから何度も苛いら立だたしげに咳せき払ばらいをしていたのだが、

「おまえ、ウォルトといったな」

　その苛立ちの矛ほこ先さきを、ウォルト大隊長に向けた。

　先の戦いで、本陣の防ぼう衛えいを自ら志し願がんしたにもかかわらず、ギルの軍勢にやすやすと突破されたばかりか、その後方からの追つい撃げきすらおこなわず、おめおめ捕ほ縛ばくされたことを鋭するどく非ひ難なんしたのである。

「貴様、それでもメフィウス武人か。なぜ竜の尻しりに喰くらいついてでも敵を足止めしようとしなかったのだ」

「お言葉を返すようですが」

　ウォルトももとは剣けん奴ど隷れいとして死地を生きぬいた男であり、建国祭の剣けん闘とう大会で見事優ゆう勝しようを飾った身だ。銃弾を浴びた後こう遺い症しようで左右の頰ほおが大きく膨ふくらんでいるが、そのユーモラスな見た目に反して気持ちは強い。

「シディウス将軍にも落ち度はあり申した。火炎槍団を捨ておいて、自らギル皇太子との一いつ騎き打うちを所しよ望もうしたばかりに、団の規律は失われ、それこそ紙のように皇太子軍に引き裂かれたのではなかったかと」

「なにっ」

　ザースの目が異様なほど吊つりあがった。

「十二将のおれに、よくぞそんな口を利いた。剣奴隷め、人間らしい教育を受けてこなかったと見える」

「そういうシディウス将軍も、人並みの礼れい儀ぎ作法は身につけておられぬと見受けます。十二将であると胸を張るからには、将らしい威い厳げんをまとわりつかせ、将らしい実じつ績せきを立ててからにしてほしいものですな」

　両者とも席を蹴けった。

　さすがに武装こそしていないが、いずれも実戦で鍛きたえあげられた戦士。いまにも素手で摑つかみあった挙句に、殺しあいにまで発展しかねない。

　ユライアはうっとうしそうに椅い子すをずらして、距きよ離りをおいた。外見や態度も、年ねん齢れいよりずっと幼く見える男だ。一方、かつて司令官の立場にあり、いまは腕組みして、じっと時を待っていたフォルカーは、

（やめろ）

　いい加減、益のない争いに辟へき易えきしていたこともあって、そう声をかけようとした。

　と、

「元気がありあまっているようだな」

　快活な声とともに、新たな顔があらわれた。

　フォルカーをはじめ、全員の顔が緊きん迫ぱくの色に包まれた。ザースなどは、ウォルトにぶつけそこなった憎悪をも込めて、新参者の顔をぎろっと見やる。

　ギル・メフィウス。

　いうまでもなく、メフィウス皇太子。一時は死んだと思われていた男だったが、アプターにて突然よみがえったかと思うと、皇帝の西方進出に正面切って異を唱え、それがためにフォルカーたちの軍勢と一戦交えた。ここビラクを取ったことで、メフィウスの西半分を所領としている。

　フォルカーがこの軟禁生活のあいだに耳にしたことによれば、現在、アプターの駐ちゆう留りゆう軍ぐんが丸まるビラクに移動している最中だという。何気ないことのように思われるが、

（それもまた）

　目の前にいる、ギル・メフィウスの手腕によるものだとフォルカーには思える。

　ギルは『生前』、ほとんど独断で西との友好を取り決めた過去がある。今回の戦いも、その西方を守るためのものだ。であるから、その西──主に都市国家タウーリア──とも前もって約やく定じようを結んでおいたのだろう。

　西方への守りを固める必要がないから、アプターに集つどっていた軍勢をそのまま東へ移動できるのである。

「なんだ、喰くわんのか」

　そのギルは手つかずで残っている朝食を眺めまわしてから、席に着いた。指をぱちりと鳴らして小こ姓しようを呼ぶ。ほどなくして、彼の眼前にも豪勢な朝食が並びはじめた。

　すっかり冷めきった将たちの食事と異なって、あたたかそうな湯気をあげるそれらを、しばし無言で貪むさぼり喰くらう。

　もとより繁はん文ぶん縟じよく礼れいを嫌う性質の皇太子ではあるが、自分から呼びつけておいて、将軍たちを一いつ顧こだにしようとしない。

　ようやく顔をあげたかと思えば、また指を鳴らして、小こ姓しように卵料理のお代わりを命じた。いったんは席に戻っていたザースの顔に、ふたたび苛いら立だちの色が募ってくる。またなにか怒ど鳴なるかに見えたとき、

「単刀直入にいおう」

　口もとをハンカチで拭ぬぐいながらギルが切り出した。思わずはっとなるザースをはじめ、将やウォルトの顔を眺めまわしてから、

「おれに、力を貸す気はないか」

　ギル・メフィウスはいった。




　　　　２




「力を？」

　真っ先に応じたのはフォルカー・バラン。

　意外なことをいわれたとも、予想どおりの申し出だったとも、どちらともつかない顔をしている。

　ギルは顎あごを引いて、

「そうだ。おまえたちが率いていた兵の一部をここビラクに留とどめているが、当然彼らの面めん倒どうをみる費用も馬ば鹿かにならない。こちらの力になるというならそれも未来への投資になり得るが、そうでないというなら、ただの無む駄だ。ここでしっかり去就を定めてほしい。考える時間は五日間、十分に与えたはずだ」

「それはすなわち、あなたに従い、命令されるがまま、ソロンにいらっしゃる皇帝陛下と戦え、という意味か」

「戦うこと以外に売り込める力がおまえらにあるのか」

「そういう意味ではない。つまるところ、あなたは陛下に反旗を翻ひるがえしつづけ、このメフィウスを内乱の火で包むおつもりか、と聞いている」

「冗じよう談だんではない！」

　ザースが叫んで、椅い子すを後方に倒すほどの勢いでふたたび立ちあがった。

「バラン将軍、このような詐さ欺ぎ師し風情とまともな言葉を交わす必要などない。それこそ時間の無駄ですぞ。こ奴やつは皇太子を騙かたる謀む反ほん者ものにすぎない。いまさら力を貸せだと？　馬鹿馬鹿しい。いったん剣を交えたが最後、どちらかが降伏するか滅ぶまで戦う。それが武人の掟おきてだ！」

　突きつけた指の先からいまにも炎が飛び出んばかりの勢いに比して、

「ただの詐さ欺ぎ師しに敗れたのでは、シディウス家も立たつ瀬せがあるまいが」

　ギルは冷ややかなものだ。

　ザースは同席した人々全員の耳に聞こえるほどに、ぎりっと凄すさまじい歯ぎしりをした。

「なにをいうか。おれは敗れてなどいない。忘れたのか。貴様は、おれとの一いつ騎き打うちから逃げた。そんな弱虫がなにをいったところで、シディウス家の武人は聞く耳持たぬ」

「自分は負けなかった、だから敗北でないというなら、いまおまえはなぜここにいる。なぜ仲間とともに勝利の凱がい歌かをあげ、詐欺師であるおれの首を踏みつけていないのだ？　子供じみた論ろん争そうをおれにさせるな、ザース」

　ぴしゃりとギルは撥はねつけた。いまさらだが、ザースは十二将のなかでは最年少とはいえ、ギルより七つか八つは年上である。

　ザース・シディウスはいよいよ顔を血の色に染めながらも、なお勢いを振り絞るかのように怒ど鳴なりつづけた。

「き、貴様は、メフィウス人を殺したのだぞ。国家を脅おびやかす外敵を打ち破り、民たみを安んじるために死ぬのならば武人の誉ほまれでもあろう。しかし、貴様はメフィウス人を言葉巧たくみに操あやつって、同じメフィウス人を殺させたのだ。そんな男が、畏おそれ多くも皇太子を名乗るなどと、われらにとってこれ以上の侮辱があろうか」

　トリネアの戦いでもっとも数多くの部下を失ったのがザースだ。叫んでいるうちに感極まったのだろう、目にはうっすら涙が浮いている。失った命のなかには、若い兵士たちのみならず、父の代から仕えてくれた中隊長もいた。幼いときには遊び半分で剣の稽けい古こをつけてくれたり、

（ザースなら、父上に負けず劣らず、名を残すほどの勇将になれるぞ）

　などと持ちあげてくれたりした男たちだった。

　諸もろ々もろの思いを薪まきにしてさかんに噴ふきあがったザースの炎はしかし、ギルのまなざしを固着させた氷を溶かすことはできなかった。

「いまのまま捨ておけば、メフィウス皇帝はおれ以上にメフィウス人を殺すであろう」

「なにっ」

「たとえば」と、今度は逆にギルのほうからザースに指を突きつけた。「このまま兵も武装も返さず、おまえを丸裸でソロンに送り返したとしたら、陛下はどのように処されるであろうな。今回の敗戦が、おれとの一騎打ちにかまけようとしたばかりに部隊の統率を失ったせいだと情報を流したら？」

　ザースの顔をそれこそ火のように染めていた血の色が、さっと引いた。

「大義もない。家臣を納得させるだけの理由づけのひとつもない。そんななか、兵を率いて他国へ進出なさろうとする陛下だ。同じメフィウス人の首とてたやすく刎はねよう。国のためではなく、己おのれの都合ひとつのために」

「──」

「そのような国が立ちゆくと思うか。おれが立たずとも、いずれは別の誰だれかが剣先を皇帝陛下に突きつけたろうとは思わぬか。それがおまえたち自身でないと誰に予言できる」

　朝の陽ひ射ざしが応接間をいっぱいに埋めている。窓の外からは小鳥たちの軽やかな鳴き声も聞こえた。だというのに、ギル以外の全員、あたかも体温が二、三度は奪われたような顔色をしている。

「座れ、ザース」

　そう声をかけたのはフォルカーだ。非ひ難なんではなく、労いたわりである。この若い将軍、内心に受けた痛手はどうあれ、いまは皇太子を名乗る人物のいかなる命令にも従えぬだろうと見たからだ。ザースは無言で腰をおろした。

　フォルカーはそれを見届けると、

「いかにも正せい論ろん」とギルのほうへ顔を向けた。「が、正論ばかりでは国が立ちゆかぬのも事実と思われますが、いかがか」

「ほう」

「あなたは、これからどうされるというのです。陛下を非難し、こうして実際に楯たてを突かれて、その先になにをなされるおつもりです」

「もはやおれが引き返せぬ身であるのは、おまえたちも十分承知しているはずだ」

　それが答えだ、とばかりに、今度はギルのほうが席を立った。

「ま、待たれよ」

　思わずフォルカーも腰を浮かしそうになったとき、

「おまえたちがほしい」

　機き先せんを制するようにギルはいった。はっと動きを止めたのはフォルカーばかりではない。ザースも、先ほどからずっと無言だったユライアも、ウォルトも同様であった。

「いますぐおれの馬前に立って死ねとはいわん。だが、フォルカー・バラン、おまえには戦地においてさえ沈ちん毅きにものを見ることのできる才がある。ユライア・マッターはいずれガーベラのどの人物にも引けを取らぬ空軍の将となるであろう。ザースはどのような苦境にあってもなお敵をおびやかす勇猛果敢さがある。ウォルト、貴様の行動力とまっすぐさも得がたきものだ。いずれも、おれは手もとにほしい」

　名前をあげられた四人は、あたかも突然父親に平手打ちされた幼子のような顔になって皇太子を見あげていた。

　ギル・メフィウスはそれ以上切せつ言げんすることもなく、

「先ほど、五日間は与えたといった。だが性急に答えを求めはすまい。よくよく考えることだ」

　あらわれたときと同様の唐とう突とつさ、あるいは身の軽さで、四人を置き去りにして応接間をあとにした。




　ギル・メフィウス──すなわち大帝朝皇太子の『仮面』を顔にまとわりつかせた、元剣けん奴ど隷れいオルバは、応接間を出ると、すぐさま館やかたの最上階にある、フェドム・オーリンの私室へと足を向けていた。

（痛いところを）

　通路をいきながら、苦笑いがこみあげてきそうなのを堪こらえている。

　フォルカー・バランの、

「あなたは、その先になにをなされるおつもりです」

　という問いかけは、常日ごろから、オルバが自身へ問いかけていることでもある。ということは、つまり彼自身明めい確かくな答えがない。だから、

（痛い）

　のである。

　たとえばこれから会うフェドムなどは、ただ単に新体制のメフィウスにおいて、これまで以上の権力を得ることのみに執着している。彼がギルを擁よう立りつするために集めていた、いわば反皇帝派の人々──そのなかには、過日、オルバが直接戦場でまみえたナバールの名もあった──も同様であろう。

　しかし、彼らが果たして『次』のメフィウスをいかなる形で夢想しているかは疑問だ。

　そう、皇帝の非道を正すべく立ちあがった──のはいいにしても、国の体制を一度壊こわす以上、さらにその『次』を見据えていなければならない。つまるところ、暴ぼう君くんを倒したとて、物事すべてが平らにおさまるわけではなく、むしろ国は混乱に陥るばかり。フォルカーの問いとは、すなわち、

「おまえはどのような皇帝になるのか」

　ということと同義である。

（なるほど、その答えを明確に示さなければ、フォルカーのような男はついてこない）

　オルバは改めてそう思わずにはいられなかった。実感としてはまちがっていないものの、

（どのような皇帝になる、か）

　別の意味で苦笑いを禁じ得ないのは、水みず涸がれ谷だにで生まれ育ち、奴隷の烙らく印いんを背に負った少年などが頭を悩ませるべき問題ではないとも思えるからだ。

　もちろんオルバとて覚悟はとうに固めている。ただそれは命を懸かけて戦う覚悟であり、ついてきてくれた仲間のために生きる覚悟である。その先になにを見据えるのか、いまのオルバにはわからない。だから半分は逃げるようにフォルカーたちの前から立ち去ってきた。

（いつまでも、そうしているわけにはいかない）

　そろそろ、明確な言葉として答えを見み出いださねばならぬ時期であった。たとえそれが大勢の人間を納得させるためだけの方便であるにしても、大義として掲げる旗はこれからどうしても必要になる。

　オルバは表情を引きしめて、歩きつづけた。

　通路のあちこちに、武装した兵士の顔が見える。皇太子を守備するためであろうが、オルバ自身は命じた覚えがないから、ゴーウェン辺りが気をまわしているのだろう。

　フェドムには先客があった。

「おお、皇太子さま。ご足労をおかけします」

　フェドムがいうと、彼と相あい対たいしていた先客がはっとした顔になり、直立の姿勢を取った。フェドムの紹介によると、ザジ・ハーマンからの遣つかいの者だという。

「ザジにはまた世話になったようだな。いずれ、じかに顔をあわせる機き会かいを設けよう」

「は、ははっ」

　遣いの者は深々と頭をさげた。近ごろ、オルバが新しく会う顔は大体が同じ反応をする。ギルの生存を知らされても心の底からは信じることができず、だからこそじかに顔をあわせると、本気で亡ぼう霊れいがよみがえったように思えて、畏い怖ふと驚きよう嘆たんとがない交ぜになったような表情をするのだろう。

　ビラク領主と皇太子の二人ふたりに挨あい拶さつしてから商人が去っていくと、

「ザジにはこれから大仕事がある」

　フェドムがどこか浮うわついた調ちよう子しでいった。

「各地に檄げき文ぶんを飛ばすには、彼の飛空船と、ハーマン商会が独自に開拓した飛行ルートが必要になる」

「徹てつ夜やしたようだな」

　オルバは、あえてのんびりと声をかけた。フェドムの目は赤々としている。

「これが眠ってなどいられるか。各地の諸将、諸侯に余すところなく書状をしたためねばならなかったのだぞ」

「全員がすぐさま味方につくとも思えないが」

　壁かべ際ぎわに背を預けて腕組みしたオルバに対して、フェドムは室内を意味もなくうろうろとしていていっこうに落ち着かない。ゆったりとした袍ほうからのばした手を終始上下させるような仕し草ぐさで、

「わたしとて、皇族以外のすべての人間がこちらに味方するなどとは思っておらん。だからといって、ひとりでも計画から外そうとすれば、そのひとりが思わぬところから足を引っぱってきかねんのだ。だから全員に檄を飛ばす。それでいながら、ほかの御ご仁じんはどうあれおまえにだけは格別に期待している、と思わせることが重要だ。こういうのは駆け引きだよ。わたしに任せてくれればいい」

　フェドムはフェドムなりに、この一年足らずのあいだで築きあげた反皇帝派の地じ盤ばんがある。その自負があるのだろう。

　オルバは微笑した。

「まあ、任せるさ」

「それよりも、とりあえずは目の前のことだ」フェドムは徹てつ夜やのせいか、いつもより口が滑らかだった。「檄げきを飛ばすにしても、彼らがこの声に応こたえるには時間が必要だ。皇帝とて無む論ろん、座したまま自らの破滅をむざむざ待ちはしまい」

　ギル・メフィウスがビラクを取ったという意味は大きい。

　メフィウスのおよそ西半分を手中におさめたというばかりでなく、北方との交易がおこなわれているのはこの都市のみである。ここが取られたままでは、メフィウスが日に日に消耗するのは目に見えていた。

　皇帝グール・メフィウスはなんとしてでも即時奪回したいと願ねがうだろう。

　フォルカーらに率いさせた以上の大軍を動かしてくるかもしれない。ただし、武人たちに求心力のあるローグ・サイアン、そしてガーベラとの友好の証あかしであるビリーナ王女をそばに置き、なおかつ寡か兵へいをもってフォルカーの大軍を退しりぞけたことで、これまで以上に皇太子の存在感が増したことは皇帝とてわかっているはずだった。

「そう……、グール皇帝は味方から背後を衝つかれるのをなにより恐れるだろう」オルバは腕組みしたままいった。「大軍を動かせば、当然、帝都に隙すきが生じる。グールにしてみれば迷いどころだろうな」
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　グールが迷うかもしれない、ということは、同時に、そのグールの行動が読みづらくなった、ということだ。

　こちらとしても、時期を待ちすぎては皇帝側に大軍編へん成せいの時間を与えることになるし、さりとて性急すぎては諸侯らの同どう調ちようを得られないことになる。いうなれば、互いに次の一手に踏んぎりがつきにくくなったというのが現状だ。

「大丈夫だ」

　と、いつになく強気にフェドムは請うけあった。

「たとえ諸侯がためらい、迷いを見せようと、キルロのインドルフ・ヨークはまちがいなくこちらの味方についてくれる。皇帝が大軍勢を進発させたその直後に背後を衝つけば、ほかの者たちも自然とこの動きに同調してくれよう。ソロンを丸裸にできるぞ」

（ふむ）

　オルバは声にもならない返事をしたばかりだった。

　敵方や味方になるかどうかわからぬ者たちの動向はもちろん気にかかるものの、眼前にいるフェドムとて、オルバは絶対の信頼をおいているわけではなかった。

　まだ彼はいくつかのことをオルバに隠したがっている。本物のギル・メフィウスがすでに死去しているのはもうまちがいないことだし、そこにフェドムがなんらかの形で関与しているのも疑いがないのだが、彼はこのことに関しては口が重たかった。

　ビラクを取った直後、

「知っていることはすべて話せ」

　とオルバに詰め寄られたときも、目を終始泳がせながらも白しらを切りつづけていた。

（この男）

　オルバは半ばあきれる思いがした。この期ごにおよんでも、まだ自分に対してイニシアチブを取れると思っている。だから肝かん心じん要かなめのことは秘しておきたいのだろう。

（まあ、いいさ）

　フェドムも、事態が二転三転するなか、それでもあきらめきれずに長々と謀む反ほんの計画を練ってきた男だ。その計画の全権が、いまや操あやつり人形だったはずのオルバひとりの手にわたってしまった、などと実感したが最後、精神のたがが外れて、土ど壇たん場ばで裏切りかねない。多少は『遊び』を残しておかねばならないということだ。

（いずれソロンを調しらべればわかる）

　そしてソロンへ戻るためには、当然、片づけねばならぬ大仕事がある。




　こうして皇太子として表おもて舞ぶ台たいに返り咲き、また初の軍事行動にも一定の成果を得たいま、当然ギル・メフィウスのもとに顔を見せたがる人物は大勢いる。

　ビラクにいる各かく職しよく種しゅギルドの幹部やら、主だった商売人、また交易相手の使者など。

　それぞれに顔をあわせる時間をつくらねばならなかった。

（厄やつ介かいだな）

　とオルバも思わぬでもない。

　しかし、戦いくさは、ただ兵の数や、剣や銃を扱う腕前だけで決するものではなく、こうしたことの数々も戦いをつづけていく上では必要なことだった。

　とわかってはいるものの、執務室にひとりこもって、人と面会したり、数々の書類に目を通したり、という仕事ばかりでは、オルバの気も滅め入いる。

「パーシル、やっているか」

「これは」

　昼を過ぎたころ合、オルバが足を運んだのは円形の訓練場だった。パーシルが目を丸くしている。

　汗みずくになっていた半裸の若者たちも、驚おどろいたようにオルバのほうを見た。

（あれは）

（鉄の虎とらだ。リュカオンを討うち取ったという、あの）

（いまや皇太子殿下の右腕だというぞ）

　近日中に戦になるというので、ビラクからは離はなれていく市民もある一方で、各地から集まってくる人々もいる。大半は傭よう兵へい志し願がんの若者たちだった。

　そうした新参者たちを、ギルはほぼ無条件に雇い入れた。

　そのことにパーシルは不満を隠さなかった。数日前、

「殿下、しばしよろしいでしょうか」

　夕刻近くに顔を見せたときも、その件だった。

　もともとパーシルには近この衛え隊たいの歩兵頭を任せている。とともに騎き馬ば隊たいから精せい鋭えいを選び抜いた小隊の隊長をも兼任させていた。

　オルバに劣らず、彼のほうも目がまわるほどの忙しさに追い立てられている。

　ともに出しゆつ自じは剣けん奴ど隷れい。一日を生きながらえるためだけに剣を振るい、相手の命を奪ってきた。いま思い返しても地獄のような日々だが、ある意味で単純極まりない野性のルールがそこにはあった。

　強き者は生き残り、弱き者は死ぬ。

　野をうろつく獣けものさながらの日々を過ごしていた彼らが、いまや国を左右しかねない勢力の要よう職しよくについて、日々、忙殺されている。

　そんな慣なれぬ仕事に対する疲れが出たのか、珍しくパーシルの目は荒すさんでいた。

　室内に皇太子と二人ふたりきりになると、

「新参者たちの世話など、おれひとりでは荷が重すぎます。ゴーウェン隊長なり、サイアン将軍やロルゴ将軍の傭兵隊にいくらか分散させていただきたい」

　オルバは、ビラクに集つどった新しい傭兵たちの訓練から指揮まで、いってしまえば彼らにまつわる面めん倒どう事ごとのすべてをパーシルに担わせていたのだった。

「ゴーウェンには、ビラク市民や、ビラク剣けん闘とう商会から買いあげた剣闘士たちからなる傭よう兵へい隊たいを任せている。あの爺じいさんは爺さんで、忙しそうだ」

「そもそも、彼らを無条件に雇い入れるなど、無む警けい戒かいにもほどがある」パーシルはこういうとき、言葉を選ばない。「ソロンからの密偵がまぎれ込んでいるかもしれん。いや、確かく実じつに入り込んでいるでしょう」

「だから分散させずに一箇所にまとめているのさ」とオルバは返した。「そのほうが見張りはつけやすい。怪しいと思う奴やつには、むしろ片っ端から気さくに声をかけてみろ。出身を聞いたり、訓練のときにわざと強く当たって、自分が疑われているのではないかと思い込ませてみたり。綻ほころびを生じさせるんだ」

「おれには向きません」

「おれもさ」くすっと笑う。「そういうのは、シークが得意だった」

　口にしてから、オルバはすぐに笑えみを消した。それからは早口で、

「これから大勢の味方をつけねばならない皇子が、門もん扉ぴを固く閉ざしているわけにはいかない。まあ、上う手まくやるさ」

　そのやり取りから数日経たった現在。

　オルバは、虎とらを模した鉄仮面を顔につけ、パーシルがじきじきに訓練をつけている最中に顔を出したのである。

「なぜ、ここへ」

　パーシルが声をひそめるのを、

「皇太子殿下が、上う手まくやるといわれたのだろう」

　さらりと受け流すようにいってから、オルバは若者たちの前へと進み出た。

「腕に覚えのある者はいるか。殿下が、使える者がいたら近この衛え隊たいに取り立てろとのことだ」

　と大声を出した。

　一介の傭兵と皇太子直属の近衛隊とでは、当然、得られる名声も、給金にも、雲うん泥でいの差がある。血気盛んな若者たちがにわかに色めきたった。

　オルバが手にしたのは木ぼつ剣けんだが、

「おまえらは鉄製の武器を使え。当たるとは思えん」

　などといった。

　パーシルが顔をしかめるのにも構わず、ひとり目と対たい峙じした。長身の男だった。北方ヴァルシール人の血を引いているのか、色白で、金きん色いろの産うぶ毛げに汗が溜たまっている。

　鉄製の剣を振るうのに任せ、オルバは等とう距きよ離りを保ったまま円運動に徹てつした。

「いけ、いけ」

「英雄どのにひと泡吹かせてやれ！」

　仲間たちの歓声に押されて突きかかってくる。上うわ背ぜいがあるために迫力があった。しかしそれだけに『振り』が大きい。オルバは三度目に突いてきたところをひょいと身を屈かがめて避け、木剣の先を男の喉のどにぶち当てる。目をまわして、昏こん倒とうした。

「次」

　息も乱さずオルバがいうと、彼の前に長蛇の列ができた。

　二人目、三人目は最初のひとりとほぼ同じ運命を辿たどった。

　四人目がオルバの懐ふところまで迫った。足さばきに意外性がある。オルバが短いストロークで放った反はん撃げきの剣を受け止め、そのままぐいと距きよ離りを詰めた。

　と、オルバ自身も足を進めて腰を触れあわせた。

　どこをどう、力を込めたとも見えないのに、オルバは下半身のひねりだけで相手の体勢を崩すと、そのまま足もとに倒した。

「少しはやる」

　オルバは自分の木ぼつ剣けんを眺めた。中央から亀き裂れつが入っている。それを投げ捨て、パーシル配下の兵に代わりのものを持ってこさせた。

　五人、六人、七人とつづいた。

　さすがにそのころには息が荒くなり、奴ど隷れいの烙らく印いんが刻まれた背中に大量の汗が光りはじめている。

　八人目に多少手こずった。

　九人目がオルバの前に立とうとしたとき、

「そこまで」

　パーシルが手を叩たたいた。十人までは、とオルバは胸に決めていた。振り返り、

「勝手に口を出すな」

「つづけたいなら、相手に本物の武器を使わせないことだ。でなければ、これ以上は許可できん」

「貴様、誰だれに向かってものをいっている」

「オルバ、さながら皇子殿下その人のような口をおれに利くが、近この衛え隊たいの歩兵頭はおれだぞ。おまえこそ、おれの方針に勝手に口を出すな」

　なにがしか、はっとしたようにオルバは押おし黙だまった。

　それから、パーシルは別の男に訓練を任せ、オルバを訓練場の裏へと連れ出した。

　一歩ごとに、身体からだを支配していた熱ねつが逃げていくようである。そして汗が完全に引いたとき、オルバは数分前まで自分に鋼こう鉄てつが降りかかってきていたという現実が、にわかに信じがたいものに思われた。

（ちっ）

　鉄仮面の近衛兵オルバとして、直接新兵たちの訓練をおこなう──と決めたときは、とてもいい考えのように思えた。だが、そのときは本物の武器を相手に使わせるなどとは考えていなかった。現場でのとっさの思いつきだ。

　それが、不意に恐ろしくなった。

　自分の気持ちが乱れている。その理由に思い当たるものがないではない。だから、余計に恐ろしいし、ついでに腹立たしくもなった。

　そう思えばこそ、パーシルと二人ふたりきりになった途と端たん、

「なにか、文句でもあるか」

　ふてくされた弟同然の態度でオルバはいったが、

「殿下に近しい立場のおまえにいっておく」

「なに？」

「これからは殿下に護ご衛えいをつけさせてもらう。昼夜問わず、必ず二人は殿下のお側そばにつかせようと思う」

「誰だれがそんなことをやれといった？」

「おれが考えた。皇子はおひとりの身体からだではない」

　そういい張る。となると、居きよ館かんの護衛を命じたのもパーシルだろう。

　オルバには意外な思いがした。これまで命令に歯向かったことはなくても、パーシルが進んでなにがしかの行動を起こすのは珍しい。

　と、パーシルはさらに言葉を重ねた。

「だから、無む茶ちやをされては困る。皇太子の身、あれこれと考えることも、悔いることも多かろう。だからといってここで大おお怪け我がをされては元も子もない。前の戦いで支払った犠ぎ牲せいも無む駄だになろうというもの。今度は止めさせてもらうぞ」

「──」

　オルバは無言で、鉄仮面の、虎とらの双そう眸ぼうにあたる空くう隙げきからパーシルの陽ひに焼けた顔を見つめた。

（こいつ）

　この瞬しゆん間かん、オルバの胸中では、言葉があれこれと複雑な形で絡みあっていた。先ほど（恐ろしい）と感じたことと、パーシルの言葉は奇妙に符合している。

「それは」

　と口を開きかけたとき、

「やっと見つけたぞ」

　今度はそこへギリアムが姿を見せた。パーシルよりもさらに筋骨隆々とした体たい軀くの持ち主だから、この二人に挟まれただけで熱ねつ風ぷうが吹きつけてくる思いがする。

「ここにいた、いや、いらっしゃった、いやちがう、いやがったのか」

「どうした？」

　危険な場面だとは思いながらも、オルバは苦笑いを禁じ得ない。立場によって態度と言こと葉ば遣づかいを変えねばならぬわずらわしさに、まだギリアムは慣なれていない。

　と、ギリアムもにやっとした笑えみを返した。あたかも、

（笑っていられるのもいまのうちだ）

　とでもいいたげだ。それを見たオルバは、

（帝都が動いたか）

　と表情を引きしめた。

　が、ギリアムが口にしたのはそれとは別の知らせだ。

　ある意味で、オルバすら予測できなかった種類の脅威だった。

　ビリーナ王女がビラクへやってきたというのだ。
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　メフィウス南西端の都市アプターよりビリーナ王女が発たったのは、トリネアの戦いが終わってから七日後のことである。

　無む論ろん、すでに勝利の知らせは届いていた。民たみは、自分たちの家や田でん畑ばたに被害が出ずに済んだ、という安あん堵ど感かんとともに、またも不利な状況を覆くつがえして勝利した皇太子ギル・メフィウスを、あたかも軍神そのものであるかのようにたたえた。

「あのお方は負け知らずじゃ」

「あのお方が皇帝陛下におなりあそばせた暁あかつきには、メフィウスの土地も人民も安あん泰たいだ」

　そんな声があちこちから囁ささやかれ、気の早い者など、

『メフィウス皇帝ギル・メフィウスさま万歳』

　などといった意味あいの垂れ幕を店先に飾ったものだから、さすがに見かねた警けい備び兵へいに撤てつ去きよされる──という事件まで起こしていた。

　アプターでは、メフィウス各都市に先立って、西方との交易も次第次第にはじめられている。

　往来には、西方の商売人たちの姿も目立っていた。いままでは考えられなかったことだ。

　タウーリアとの友好はすなわち、アプターの平へい穏おんな日々を意味するものであるから、人々が浮かれ気分になるのも無理はなかった。

　ガーベラ王女ビリーナも、アプターの城じよう館かんで人とすれちがうたびに、

「おめでとうございます」

　と声をかけられる。

　王女はそれに笑みで応じつつも、

（外出はしばらく控えたほうがよいか）

　と考えていた。

　ビラクへの出しゆつ立たつも先延ばしにしていた。

　無む論ろん、王女とて勝利の報には心底から喜んでいた。今回の戦いに関しては不安要素も多かっただけに、ギルが出陣したのちはひとり、食事もせず、親しい者と言葉を交わすこともせずに、無言で、自室においてただただ皇子の勝利を願ねがうばかりであった。

　睡眠もまともに取れなかった。一夜明けて、

「皇太子殿下、フォルカー以下の敵将を捕ほ縛ばくしたのち、ビラク入りなされました」

　という伝令の報告を耳にした瞬しゆん間かん、いつしか肩や背中が硬くこわばるほどに心身を緊きん迫ぱくさせていたのだが、長いため息とともにそれが一気にほぐれるのを感じた。

　このまま飛ひ空くう艇ていに飛び乗り、ビラクで皇子や知りあいたちの無事な顔をひと目見たい思いにも駆られた王女である。しかしあえてその気持ちを押し殺していた。

　アプターはいまでこそ連日がお祭り騒さわぎのようだが、フォルカー率いる軍勢が目と鼻の先にまで迫ってきたときには、街中でも意見が真っ二つに割れていたと聞く。皇太子を支持して、いざとなれば自分たちも武器を取って戦うべきだという意見、畑が軍靴に踏み荒らされ、家が燃もやされるくらいならば降伏を進言すべきだという意見。

　現在のビラクは、いままさにその状況にあろう。

　だから、向こうでの情勢が落ち着くまでひとまず待とうということになった。

　といっても、せいぜいが三、四日のことである。

　アプターの市民たちとはちがって、情勢が差し迫っていることは王女にもわかる。明日あしたにでもソロンの大手門が開かれ、なかから完全武装した兵士や軍馬の群れが、甲かつ冑ちゆうと武具に陽ひ射ざしを浴びながらビラクめがけて行進してきかねない。

　多少でも情勢が安定すれば、皇太子から呼び出しの馬なり飛空艇なりが来るだろう、とも思っていた。

（甘かった）

　その認にん識しきそのものが、である。

　三日経たっても、五日経っても、皇太子からは音おと沙さ汰たがない。

「どうせ、また夢中になっておられるのだろう」

　ビリーナは小さく肩をすくめた。かと思うと、

「あのお方はいつもそうだ。なにかはじめると、周囲のことがまったく目に入らなくなる。いわんや、他国人の姫のことなど、とうに頭のなから消え去ってしまわれているのだろう。あっはっは」

　細い顎あごを反そらして笑い声をあげる。

　まだお側そば仕づかえをはじめて間もないライラなどは戸惑った顔をしたが、長年のつきあいがあるテレジアは目を伏せて主人に同意を示したばかりだ。

　笑うのにすぐ飽きたビリーナは、きっとテレジアを見据えて、

「出しゆつ立たつの支し度たくを」

　という。あたかも、

（進軍の準備を）

　と部下に命じる武将さながらのご面相だった。

　テレジアも反対はしなかった。

　部隊をビラクに移す作業のために一時アプターに戻っていた武将ローグ・サイアンのもとへ赴おもむいて、物資を運ぶ飛空船に同乗させてもらうことになった。

「お手数をおかけします」

「なんの」ローグは闊かつ達たつに笑ってから、「ここより東は、いつ戦場になってもおかしくない土地。ゆめゆめご留意なさいませ」

　真顔で忠告してくれた。

　本来、ローグは古い種類の武人だ。激げき戦せんの最さい前ぜん線せんになるかも知れぬ土地に女性がのこのこ赴くのには反対したい気持ちも強い。

　が、

（ギル殿下は、お寂しい方だ）

　ローグは、未来の主しゆ上じようともいうべき男にそういった感想を抱いている。

　どこをどう、とはいえぬまでも、大勢の部下や仲間たちに囲まれ、酒を酌くみ交わしている最中でさえ、ギル・メフィウスの頭上にだけ雲がかかって、さっと孤独の影かげを投げかけているように見えるのだ。

　それは、彼が若かりしころから見守ってきた、現皇帝グール・メフィウスとも共通するものである。

　そしてその過去の幻げん影えいは、ある種の苦い記き憶おくと結びついていた。

　だから、いっそうのこと、

（いまの殿下にこそ、明るい陽ひ射ざしが必要だ）

　ローグにはそう思えるのである。

　手早く準備を済ませたビリーナ一行は、飛空船へと乗り込んだ。

「ライラさんは、ビラクははじめてですか」

「え、ええ」

　飛空船の窓から外を見やりながら、ライラの血色はよくない。

　朝からこんな調ちよう子しだったので、ビリーナは、

「お加減がよろしくないなら、アプターでお待ちいただいても」

　と勧めたのだが、ライラは自ら同行を志し願がんした。

　もちろん、このときガーベラ王女にライラが胸に抱いた暗い懸け念ねんが理解できたはずはない。

　ビラクの領主はフェドム・オーリン。

　ライラとは浅からぬ縁えんがあった。縁というよりは因いん縁ねんだ。なにしろこの両者、皇太子殺害の現場に居あわせていたのだから。

　直後、ライラの父が家族をつれて急ぐようにソロンを出しゆつ立たつしたのは、おそらくこのフェドムから口封じの刺し客かくが派遣されるのを恐れてのことだったろう。

　顔を見られるわけにはいかなかった。さりとて、ここで王女と離はなれるわけにもいかない。

　いや、王女というより、この場合、皇太子ギルのそばから離れたくなかった、といい換えるべきだった。

　先ほど、『皇太子殺害の現場』と表現したとおり、ライラは、その目で皇太子ギル・メフィウスが命を落とすのを見ている。彼女自身の父親が至近距きよ離りで銃を撃うったのだ。ギルは背中を痙けい攣れんさせていたが、ほどなくして血だまりに沈んだまま動かなくなった。その光景をライラははっきりと覚えている。であるのに、そのギルが、

（死の世界からよみがえった）

　アプターの館やかたで民たみに向かって演説しているギルの姿を見たとき、全身がわななくのを覚えた。

　悪鬼のごときあの男が、ふたたび自分を、そして周囲の愛する人々に恐ろしい災さい禍かをもたらすために、死の世界から復活してきたのだと思えた。

　だからこそ、ライラは、ギルから目を離すわけにはいかなくなった。

　眼下に流れる山の起伏を、そして崖がけを生息地としている鹿しかの群れを見るともなしに見おろしながら、ライラは終始青ざめた顔をしていた。




　こういうとき、いつもなら前もって忠告のひとつや二つはくれていた人物がいた。

　だが、いまはもうその人物はない。

　それゆえ、王女来訪の知らせを受けたとき、

（気がまわらなかった）

　オルバは自身の行動を悔いた。

　ビラクに入城した時点で、なにがしかの連絡はしておくべきだったのだ。

　王女と再会したとき、

（力を貸してほしい）

　と自ら乞こうておきながら、またも婚約者を放置していた形だ。

　いますぐに部へ屋やへ戻って鉄仮面を脱ぎ、皇太子としての新たな『仮面』と衣装を身につけねばならない。

　パーシルの前から去り、オルバはビラクの館に足を向けかけたが、

「どうした」

　後ろをついてきていたギリアムが、足を止めたオルバに声をかけた。

（そうか、そうだったな）

　忠告というなら、オルバはすでに受け取っていた。

　皇太子としてでなく、近この衛え兵へい士しのオルバとして王女と顔をあわせておいたほうがいい、と再三いわれていたのだ。

　だから、結局着替えはおこなわず、ギリアムとともにそのまま港へ向かうことになった。

　アプターから来た船団のうち、一隻だけが、貴人専用の発着場に着いていた。城じよう館かんのすぐ近くにある丘きゆう陵りように設けられてある。

　風に、きらきらとする髪を散らしながら、少女が船から降り立ってくる。と、思いもかけぬ出迎えに、彼女は一いつ瞬しゆん目をみはった。

「オルバ。お久しぶりです」

「は」

　オルバは一礼したが、次の言葉が出てこない。

（アプターからはるばるご苦労さまです）

　とでもいうつもりだったが、なんだか自分が口にすると皮肉のように聞こえてしまうのではないかと、要いらぬ危き惧ぐを抱いたせいだ。

　ビリーナのほうは気にせず、西方の村で命を救われた礼を口にし、また、同じくオルバに家族を救われたライラを紹介した。

「また、殿下にこき使われているのですか」

「それは。……いえ、なぜです」

「お忙しくしていらっしゃるようですから」

　王女のほうこそ皮肉めいたことをいったが、ふとその視し線せんが、オルバの隣となりにいる巨漢に向いた。

　慣なれぬ仕し草ぐさでかしこまっている。ビリーナはやや思案するようにその顔を眺め、

「ああ、ギリアム」

　と囁ささやくようにいった。

「思い出しました。ギリアムという名でしたね」

「は、ははっ」首をすくめるようにギリアムは一礼した。「よく、よくおれなんぞの名前を覚えておいでて」

「忘れるはずもない」

　ビリーナは懐なつかしそうに目を細めた。実は、西方でその名を聞いたときに思い出せなかったことがあるのだが、いまは瑣さ末まつなことだ。

　鉄仮面と巨漢の戦士を代わる代わる眺めて、

「こうしていると、ザイム砦とりでのことが思い出されてくるようです。リュカオン将軍に命を断たれそうになっていたまさにそのとき、あなたたちが駆けつけてくれた。オルバ、ギリアム、シーク。あなた方三人が、いまも変わらず殿下のために働いてくださっていることが、わたしには……」

　そこまでいってから、ビリーナは左右に視し線せんを泳がせた。

「そのシークはいまどちらに？　殿下とごいっしょですか」

　何気ない問いかけに、オルバはこの一いつ瞬しゆん、胸の辺りを強く殴りつけられたのと同じ衝しよう撃げきを味わっていた。

　いっとき間をおいてから、

「彼は、先の戦いで戦死しました」

「なんといいました？」

「シークは、殿下のために力を尽くして戦い、命を落としたのです」

「まあ」

　と思わず声を洩もらしたのはテレジアだ。

　ビリーナのほうは言葉を失っていた。

　唇を開いては、閉じる。

　瞬まばたきの回数ばかりが増えた。

　と、

「殿下は？」

　王女は突然、夢から醒さめたような顔になっていた。

「殿下は、いまどちらにおいでです」

「それは、その。……す、すぐに呼んでまいりましょう」

　オルバが動揺した証あかしに、主君たる皇子を『呼ぶ』などと口にしてしまっている。

　シークのことから、なぜいきなり皇子に会うなどという話の展開になったかわからない。

　結局、数分後に王女自ら皇子の私室へ伺うかがうことになった。

　オルバとしては当然急いで部へ屋やに戻らねばならない。

　仮面を外し、小こ姓しようのディンに手て伝つだわせながら大あわてで着替えた。

　ほどなくして、ノックされる。

　ドアが開いて、王女が姿を見せた。

　表情は険しい。

　オルバは内心ひやりとしたものを感じつつ、

「よく参られた。なにぶん多忙ゆえ、王女をお出迎えすることもできなかったが」

「いえ」

　王女は言葉少なにかぶりを振った。

　ディンが一礼してさがると、部屋に二人ふたりきりになった。

　てっきり、矢継ぎ早に文句を浴びせかけられると思っていたオルバだから、このあとにつづいた沈ちん黙もくが重苦しくのしかかってくる。

　オルバは腰に下げた剣の柄つかをいじりながら、

「聞かれる前に答えておくが」

　と前置きして、フェドムと相そう談だんしていたような今後のことを語った。

「これからは、『待つ』時間が必要になるでしょう。父上がいかに動くか、そしてメフィウス各地の諸将たちがどう反応するか。流れを見極める時間が必要です」

　固着するはずだった『時』を動かすことには成功した。あとは投げかけられた波紋がどこまで飛び散り、影えい響きようを及ぼすのかを見定めねばならない、とオルバはつづける。

　フェドムが指摘したように、皇帝とてメフィウス一の貿易都市をいつまでも占拠させておきたくはないだろうが、またも強引に動けば後ろを衝つかれかねない。

　皇帝は国内の締しめつけを最初に考えるであろう。その結果もたらされるものを正直、オルバは考えたくない気持ちもある。『待つ』といいながら、『待ちすぎては』不利になる可能性とて大きい。皇帝とオルバの距きよ離り、そして時間の測りあいが勝敗をわけることになる。

「やや焦じれるような時間を過ごさねばならないかもしれん。勇敢な姫のことだ、おれの尻しりを蹴け飛とばしてでも行動させたいだろうが……」

「シークのことを聞きました」

　ぽつりと王女がこぼした。見ると、険しかった表情が崩れ落ちて、目には哀切さを帯びている。
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　言葉そのものよりも、そちらのほうによほどはっとなってオルバは一いつ瞬しゆん目を逸そらした。

「そうか」

　といえたのは、だいぶ経たってからである。

　王女はスカートを無む意い識しきのうちに摘つまんだ小さな手を震ふるわせながら、

「殿下とシークは、常にごいっしょのように見受けられました。さぞ、おつらいでしょう。……申しわけありません、こういうとき、どうお声をかけたらよいか、わたしにはわからないのです」

「先の戦いくさでは、大勢の兵が亡くなった」

　オルバは窓まど際ぎわに寄った。

「シークばかりでない。未来のある若者たちを数多く失った」

　王女がためらうように近づいてくる。

　一歩ごとに、足を運ぶ間隔が遠くなった。

　なぜだかオルバはその仕し草ぐさに、言葉であらわしきれない情動を覚えた。

　手を差しのべたのを、自分では不自然だと思わなかった。

　ビリーナは、

（あっ）

　というように一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、二人ふたりの距きよ離りを埋めたその腕に自分の手を重ねた。

　オルバが軽く引き寄せると、ともに、窓から外を見やる格好となる。

「……その犠ぎ牲せいに応こたえられる未来を築かねばならない」

「力をお貸ししたく思います。微力なれど」

　オルバはかすかに顎あごを引いた。

　そのとき、茶の用意を終えた小こ姓しようのディンは、ドアの前で立ちすくむと、そのまま踵きびすを返していった。










　二章　ネダイン
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　メフィウス帝都ソロン。

　華々しい進軍式こそなかったが、市民たちはもちろんフォルカー・バラン率いる軍勢が数日前、進発していったのを知っている。

　ビラクを経由し、目指す先はアプター砦とりで。西方の手で暗殺された皇太子ギルの名を不ふ遜そんにも騙かたった愚か者と、謀む反ほんの気け配はいを見せたローグ・サイアン、オーダイン・ロルゴの二将を討とう伐ばつするためである。

　が、敗れた。

　皇帝みずから編へん成せいしたメフィウスの正規軍が、皇太子の偽者に打ち負かされ、あろうことか貿易都市ビラクまでもが奪われた。ビラク領主フェドム・オーリンなどは諸もろ手てをあげて皇太子を歓迎し、

「真の王者がビラクに帰き還かんされた」

　とまで口にしたという。

　人々は震ふるえあがった。

　これより戦火が一気にメフィウス全土を喰くらい尽くすことになる──という予兆もさることながら、彼らがもっとも恐れたのは皇帝グール・メフィウスである。

　彼らは、さながら皇帝の怒りがいまにも黒雲となってソロンの上空を渦巻いて、雷を振るい落としてくるのではないかと本気で恐れている風に見えた。

　すでに噂うわさの数々がソロン各地で囁ささやかれている。

　曰いわく、怒りのおさまらぬ皇帝は逃げ帰ってきた兵たちのうち、およそ半数を竜に喰わせた。

　曰く、皇帝は敗戦の腹いせに、配下諸侯から奴ど隷れい百名ずつを差し出させ、彼ら全員の首を手ずから刎はねて、竜りゆう神しん教きよう神殿を血の色に赤く染めあげた。

　曰く、皇帝は国境守備隊をも含む全軍を近いうちにソロンへ呼び集め、そのすべてをもってビラクにあたるつもりだ──。

　ここのところ専横の振ふる舞まいが目立ちはじめた皇帝は、市民たちからしても恐ろしげなイメージが定着しつつある。

　竜神教神殿建こん立りゆうのために数々の事業があとまわしにされたこともあって、人々にとって皇帝と竜神教はまったく同一の存在である。彼らが決して足を踏み入れることのできぬ領域のその奥で、いまこのときにもおどろおどろしい企たくらみが進行しているのではないかという恐れを抱かせていた。

「この先、どうなるのであろうな」

　市民たちは顔をあわせれば、この話題だ。

　将来に対するおおいなる不安は、結局のところ、アプターも、ビラクも、ソロンも、すなわちメフィウス全土の民たみが共有しているものだった。




　皇帝グール・メフィウスは噂うわさどおり、確たしかに激げき怒どした。

　主宮殿に集つどった人々は揃そろって頭こうべを垂れ、あたかも神の祟たたりを恐れる背教者たちの群れのごとき様相を呈していた。

　しかし長いきざはしを隔てて彼らと相あい対たいした皇帝は、怒声を発することも、水晶を飾りにつけた杖つえの柄を床に叩たたきつけることもしなかった。

「フォルカーも敗れた」

　普ふ段だん、朝の評ひよう定じようの際に集まった人々に対し、昨日きのう起こったなんでもない出来事を話すのと同じ口く調ちようで、皇帝はいった。

「しかもフォルカー、ユライア、ザース、三将ともがビラクに捕らわれておるそうだ。完敗という奴やつだな。コーライン、敵方より身代金の要求はないのか」

「は。い、いえ、まだ、それは」

　皇帝にいまもっとも近しいとされる貴族コーライン・イスファーンでさえも、まともに皇帝の顔さえうかがえないようだった。

「もっとも、こちらとしても敗軍の将に見あう金きん額がくがどれほどか、判断できんがな。まああのような輩やからでもいまは惜しい」

　玉ぎよく座ざに座したまま淡々と語るそのものいいが、むしろ謁えつ見けんの間に死のような沈ちん黙もくを呼び込んでいる。

　皇帝グール・メフィウスは、市中で噂されているように奴ど隷れいやら兵やらを手にかけることはなかった。

　が、

「ローグとオーダインの家族はソロンに留とどめおいていたはずだな」

　玉座を立とうかというまさにそのとき、グールはごく小さな確かく認にん事項のようにコーラインに尋たずねた。

「は、ははっ」

「四し翼よくの塔、いずれかの地ち下か牢ろうに閉じ込めておけ。無む論ろん、二将ともそれくらいのことは覚悟の上であろう」

　集った人々はひと声も口を挟めなかった。

「本気であろうか」

　皇帝が謁えつ見けんの間を去ったあと、その場に居残ったわずかな貴族や軍人たちが声をひそめていた。

「陛下は、本気で将軍らのご家族を処刑されるおつもりであろうか」

「まさか。脅おどしをかけるだけのことだ」

「ならばその脅しに、ローグらが屈せぬときは」

「そのときは──」

　人々の喉のどがぐびりと鳴る。しばし、身が縮ちぢみそうな静寂を共有したあと、

「こういうとき、シモンさまがいらっしゃってくだされば」

「いうな」

「いや、いまからでも遅くはない。ロドルーム公にかけあい、陛下への書状をしたためていただこう」

「どうやってかけあう。シモンさまは自宅軟禁の身だぞ。屋や敷しき周辺は見張られているし、出入りする人間はきっとひとり残らず陛下に報告されてしまう」

　またも静寂。

　メフィウスの主だった貴族、軍人らにも当然、ビラクを奪われた衝しょう撃げきはある。皇太子を名乗る人物が果たして何者なのかという興きよう味みも、未来への漠然とした不安もある。しかしそのことごとくを上まわる感情は、やはり皇帝への恐怖以外のなにものでもなかった。




　竜心皇帝──、と、畏い怖ふと揶や揄ゆを含めて呼ばれるグール・メフィウスの、このときの真の胸中を推おし量はかれるものはなかなかいなかったにちがいない。

　グールはすぐさま軍団の再さい編へん成せいを急がせたが、さりとて、これ以上力押しに攻めても内乱が広がるばかりだという懸け念ねんはあったようだ。

　その証拠に、グールは家臣に命じて、とある集団を呼び集めた。

　場所は、竜りゆう神しん教きよう神殿の一角。

　時刻は深夜。

　六人の奇妙な集団がそこにいた。

　全員、フードを深くおろして顔を隠している。ものもいわず、石を切り出した床に片かた膝ひざをついていた。まるで、これから儀ぎ式しきの名のもとに首を断たれる瞬しゆん間かんを静かに待ちつづける生いけ贄にえの集団のようにも見える。

　彼らは全員、ここ数日中にソロンへやってきた者たちばかりである。

　しかしその経けい緯いはことごとく異なっていた。

　たとえば、ある者はイドロの防ぼう衛えい軍ぐんで傭よう兵へい稼か業ぎようをしていたが、七日前に、ほとんど脱走同然に抜け出して、ここソロンへと辿たどり着いている。

　ある者は、北方、ゾンガーとの国境緩かん衝しよう地帯に点在する寒村に居を構え、家族とともに暮らしていたが、これもおよそ七日前、家族もろとも姿を消したかと思うと、忽こつ然ぜんとソロンにあらわれた。

　さらには、つい半月前まで東のガーベラで道具職しよく人にんとして働いていた者もあれば、エンデの村々で小間物を売り歩いていた者もある。

　その実態は、皇帝子飼いの密偵たちであった。

　地方や外国の情報収集を主な任務とし、その土地に根づいた生活を送っている。なかには、外国の土地で家族を持って、代を重ねる者たちまである。

　そうした者たちのうち、特に腕利きの六人が呼び集められていたのだ。

　蠟ろう燭そく一本の灯あかりが揺らめくなか、ひと声も発せず、じっとうずくまっていた彼らの前に、やはりフードで顔を隠した猫背気味の男があらわれた。

「密書である」

　と告げる。

　灯りの下で広げられた文書に、六対の視し線せんが集中した。

『ビラクへ忍び込んで情報を集めよ』

　──とある。

　軍勢の規模、将軍らの動向、ガーベラ王女の生死確かく認にん、守しゆ衛えい兵へいの配置、街の雰囲気にいたるまで、項目は数限りなくある。

　皇子ギル・メフィウスに関するものも含まれていた。その素性を探るのはもちろん、

「機きがあれば、殺せ」

　いま、猫背の男が粘ねばっこい声でいったとおりの内容も記されてある。

　すなわち、暗殺指令だ。

「ただし、そのときは陛下の関与を気け取どられてはならん。毒による暗殺などはもってのほか。あくまで、国の動乱を憂うれえた義士の仕業に見せかけねばならん」

「──」

　誰だれも声を発さない。ということは、この困こん難なんな任務に対してなにひとつ疑問もなければ、躊ちゆう躇ちよもないということだ。

「では、いけ。いって、皇帝陛下の御おんために命を賭として働くのだ」

「承知いたしました」

　はじめて彼らが発した声は、六つ見事に重なりあっていた。




　同じころ。

　やはりソロンの竜りゆう神しん教きよう神殿において、余人には決して知られぬ会合が開かれていた。

　夜深い時刻だというのに、神殿の奥まった場所にあるその部へ屋やには、竜神教の主だった面々が顔を揃そろえている。中央には水晶のテーブルがあった。

　そこにはもともと老人たちの顔をおぼろげに照らすくらいの最小限の灯あかりしかなかったが、

「消せ」

　誰だれかがそう命じると、室内は暗くら闇やみに落ちた。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。

　テーブルの下から新たな光が灯ともされたか、水晶の長机にいくつかの青白い光点が浮きあがった。

　ひとつ、二つと最初はゆったりとした速度で灯っていたそれが、徐々にその間隔を狭せばめ、最後には文字どおり瞬またたく間に増えていく。あたかも、真夜中の星空が老人たちの前に現出したかのようであった。

　その空に手をついて席を立ったのは、先ほど「消せ」と命じたのと同じ老人。

　長老衆のなかでは若いほうだが、皆、彼を見つめる視し線せんには畏い敬けいの念がある。

「われらは小さい」老人は改めて口を開いた。「小さく、あまりにか弱き存在だ。われらひとりひとりの力など、この天空にたとえるなら、目には見えぬていどの星がごとき存在」

　老人は長机の一点を指した。なるほど、目を凝こらさねばわからぬほど微弱に瞬いている光点がある。

「しかし、たとえば、別の、もっと大きな光をこのそばに導みちびくことができたら」

　老人は指をちがう場所に動かした。そこにはもっと強い光度で輝かがやいている点がある。老人が指を強く押しつけると、おびただしく震ふるえたその点は、指の動きに従って移動を開始した。

　かすかな軌跡を引きながら光同士が近づいていくと、双方の光が照らしあってか、どちらもはっきりと光度を増してきた。

　老人はさらに、両手を巧たくみに動かして、ばらばらに散っていた光をあるいは呼び集め、あるいは引ひき離はなしながら、架空の星空に無数の輝ける軌跡を引いていく。

「ひとりを導けば、別のひとりをも巻き込み、その別のひとりがまたほかの運命をも多数引きずり込む」

　それは一種の職しよく人にん芸げいのようにも見えた。老人が指をひらめかせるたびに星々は輝きを増し、また、指で引かれたそれらの航跡そのものが光を放って、一種の図形を構築していくのである。

「これが、運命の図式。いずれは外部から手を加えずとも、これら運命が共鳴しあうことで、自ら黄金率を求めて動き出し、わしが理想に描いたままの世界を構築するであろう。やがてこの世はよりよき魔素エーテルで満ち満ちて、地上の支配権を目もく論ろむ『あの存在』に対抗し得るというものだ」

　いまや水晶はまともに直視できぬほどの青い輝きを放っている。

　長老衆たちはまぶしそうに、もしくは畏おそれ多いように目を閉じ、この、得えもいわれぬ不ふ可か思し議ぎな光を顔に浴びていた。

　が──、

　ふっとそれらの光が、搔かき消えた。

　列をなした蠟ろう燭そくの炎が強い風に吹き散らされたかのごとく。かろうじて抵抗しようと瞬またたいていたいくつかの星もあったが、それらは弱々しげに光を喘あえがせると、やがてはその他の光と同じ最さい期ごを迎えた。

　ふたたび暗くら闇やみに落ちた世界で、長老衆たちの目が開くのを待ったみたいに、

「ギル・メフィウス」

　例の老人は、ぞっとする響ひびきでその名をつぶやいた。

「おかしなことだ。本来、すでに消きえ失うせたはずの星が、ここへ来て、思わぬ輝かがやきを放っている。思わぬ、どころではない。これは、わしがグールを中心に構築してきたメフィウスの運命図を乱しかねないほどのものだ」

「偽者」

　長老衆のひとりがしゃがれ声でいった。

「……でありましょう、まちがいなく。かつての皇太子は、これほど運命図に影えい響きようを及ぼす輝きなど持ってはいなかった」

「そなた、いままでなにを見てきた」別のひとりが口を挟む。「人など、その輝きをたやすく変える。われらが導みちびいてきた者たちのなかにもそうした変化は多々あったはずだ」

「偽者か、本物かなどはどうでもよいこと」

　さらに、別のひとりが重々しく遮さえぎった。先の老人を見あげながら、

「消しましょう」

　という。

　他ほかの長老たちもそれに追随することをいったが、

「もはやここまでの輝きを放つ者、われらが直接介入するわけにはいかん」

　老人は奇妙なことをいった。

「すでに大勢の運命を導きはじめている。あるいはこれもわれらが手を下して星々を動かしてきた結果、いや過程のひとつといえなくもない。これにわれらが強い力で介入すれば、運命は自ら共鳴しあうのをやめて、また無からつくりなおさねばならなくなる」

　老人は、普ふ段だん空虚な穴のようにさえ見えるその目に、あきらかな憎しみを燃もやしていた。

「アークスを消そうとしたときも、相当の星とそれを取り巻く軌跡を無む駄だにした。結果的には失敗に終わってしまったがな。おかげで、西方への影えい響きよう力りよくはいちじるしく失われた。忌いま々いましきバルバロイの介入が、予測より早すぎたのだ」

「では、この皇太子も、まさかかの地のものが？」

「いや。まったくの無関係でないにせよ、わしにはこれが何者の差し金か、わかるつもりだ。だからこそ今回はなるべく魔素エーテルを使わず、あくまでこの皇太子の運命を人の手にゆだねなければならん。……案ずるな、やり方はいくらでもある」

　老人はいうと、すっかり灯あかりの絶えたテーブルの下端に、ふたたび自らの指をかざした。

　そこにいくつかの、小さな砂粒のごとき光があらわれた。

「ここに新たな運命の導みちびき手を加える。本来なら、われらが描き出す図式には不必要な者たちばかりだが……この際、いたしかたあるまい。彼らを導け。導いて、そして──」

　老人は、ふたたび虚無を思わせる口く調ちように戻りながら、いった。

「ギル・メフィウスを殺させるのだ」




　　　　２




　皇帝が、ローグ将軍、オーダイン将軍の家族を塔の地下に幽閉した。

　この事実がビラクに知れわたるのに、そう時間は要さなかった。

　あくまでも噂うわさにしか過ぎなかったが、皇帝もこれを否定したり、噂の拡散を止めたりすることはなかった。むしろこの『噂』をビラクへ届けることも目的のひとつであったろう。

　予想は十分ついていたとはいえ、オルバも無関心などではいられなかった。

　ローグの妻と息子むすことは、彼の邸宅でじかに顔をあわせたことがある。

　また、オーダインの娘とも面めん識しきがあった。

　ローグの息子ロムスが、ホゥ・ランのもとに足しげく通っているというので、オーダインの娘ラニーがからかっていた光景が自然と思い出された。

　その彼らが、いまは冷たい石いし壁かべのなかに閉じ込められている。

　明日あした、明後日あさってには処刑がおこなわれるかもしれぬという恐怖のうちに過ごす日々。果たして十二、三歳の少年少女がどこまで耐えられるものか。いや、それどころか、いまの皇帝ならば本気で幼い彼らの首と胴を断ちかねない。

　胸の煮えるような思いがした。

　もとより、動かずにただ待つというのが苦手な性分だ。

　いますぐにでも剣の柄つかを握って、ソロン宮殿へ乗り込んでやりたいという願がん望ぼうがこみあげてくる。

（こんな野郎についていく貴族、軍人というのも大おお馬ば鹿かぞろいだ）

　正面切ってそうぶちまけられたらどれだけいいか。

　しかし、当然、いまは容易に動けない。大勢の命に責任を負っている身である。命ばかりでなく、無数の期待や覚悟があり、そしてそのなかにはほかならぬローグ、オーダインのものもある。

　その二将が、揃そろって顔を出した。

　自軍の編へん成せい表ひようを出しあい、今後のことについて話しあう。

　ローグはザジ・ハーマンを通じて何隻か船を買って戦力を増強している。ただし操そう船せんする人間がどうしても不足気味であった。さすがに新参者や傭よう兵へいに任せるわけにはいかない。現在は団の新人育成のため、日々船や艇ていをビラクの上空に飛ばしつづけていた。

　オーダインも新型の大砲をいくらか買いつけている。ビラクの砲台陣地を強化させるとともに、こちらは民兵を集めて銃の訓練に汗を流させていた。

「いい時間を得た」

　と二人ふたりは声を揃そろえる。

　戦いくさを直前に控えた独特の空気のなか、兵たちの成長度あいは目をみはるばかりだというのだ。

「長いこと使えぬと思っていた男が大化けし、いまや中隊の頭をつとめているほどです」

「サイアン将軍のところもですか。わたしの部下にも、この前のトリネア以来、見ちがえた者が多数おります」

　きれいさっぱり、まるで垢あかをこそぎ落としたような顔でいいあう両者を前に、オルバは口数が少ない。

「殿下」

　と、ローグが笑いかけたのは、陽ひが没しかけ、小こ姓しようが部へ屋やのランプに火を灯ともしにあらわれた直後である。

　ランプの灯に照らされた老将軍は、目にどこか童子のような輝かがやきを宿しながら、

「お気持ちは痛いほどにおわかり申す。時が経たてば経つほどに、民たみたちの心は乱れ、国も荒れる。しかし殿下が最初にわれわれにいわれたがとおり、いまは待つが大事」

「さようですな」オーダインも頷うなずいた。「国が乱れるこのわずかな時期、多少の犠ぎ牲せいはやむを得ない。少数の犠牲を守ろうとして、大火を招いたのでは愚の骨頂かと。いまは歴史の大きな分ぶん岐き点てんなれば、大局を常に見とおしておかねばなりません」

　二人は、まるでオルバの焦る心を見抜いて、たしなめにでも来たかのようだ。

（少数、というのか）

　オルバは息が詰まるのを感じた。

　このとき二人が暗にほのめかした『犠牲』には、無む論ろん、二人の家族も含まれているのだろう。

　机の下でオルバは拳こぶしを強く握りしめた。

　多くの犠牲を出さぬために立ちあがったつもりであっても、その足もとで傷つき、倒れる者たちはどうしても出てしまう。

　それがわかっていても、いまやオルバの決断は彼ひとりきりのためのものではない。

　待つしか方法がなかった。




　大局的に見れば、オルバがいったんビラクにおいて進軍の足を止めたのは効果があったといっていい。

　グールがもっとも警けい戒かいしたのは、メフィウス内部の亀き裂れつがこれ以上広がることであり、同時に、偽皇太子が西と独自のつながりを持っていることであったろう。

（わざと足を止め、こちらが出るのを誘っているのか）

　と、グールは考えたのではあるまいか。

　皇帝にしてみれば、これ以上の敗戦は、経済の要かなめであるビラクを放置しておく以上に危険なものがあった。人心はますます皇帝から離はなれ、新しき英雄に熱ねつ狂きようするであろう民たみのみならず、貴族や軍人たちの離り反はんをもさらに誘発することになる。

　だから、慎重にならざるを得なかった。

　いずれビラクを取るときは、満足のいく精せい鋭えい軍ぐんを編へん成せいし、敵の情報を満足いくレベルで採集できた上で、必ずや、満足のいく日取りを選ばずばならなかった。

　毎日が軍ぐん議ぎの連続であったのは、だから、オルバもグールも同じことであった。

　皇太子の再さい臨りん、そしてビラクを奪った際に、激はげしく歴史は揺れ動いた。それは立てつづけに大小のうねりを呼び込んで、瞬またたく間にメフィウス全土を、あるいは大陸中央部全体を『変化』の波で満たすかに思えた。

　が、実際は、激げき震しんの波紋がまだ広がりゆくさなかにあって、時は、不自然なまでに固着した。

　オルバが懸け念ねんしたとおりに、これは、皇太子も皇帝も、互いがどう動くか、一歩先のことすら読みづらくなったからでもある。

　そしてこれも双方、時間をかけすぎてはならないという思惑がある。

（進め、歩め、動け）

　オルバは、いかにも平静さをよそおって、訓練中の兵や、ビラクで商売に精を出す民たちに声をかけながらも、内心はひたすら呪じゆ文もんのように同じ言葉を唱えていた。

（時よ、進め）

　そして──、

　いよいよ事態が動いたのは、オルバがビラクを取ってから約半月後のこと。

　東のネダイン。

　ビラクと帝都ソロンの中間にある都市だ。西方との交易があった数百年前に、飛空船の中継基地として築かれた施設がもとになっている。その後、北の都市国家イオとの戦争を経て、砦とりで付随の都市として発展したが、いまは活気が薄うすれ、無骨者揃そろいで知られるメフィウスにおいてさえ『田舎いなか』の代名詞のような地方である。

　このネダインでは、皇太子がアプターにおいて復活の名乗りをあげる以前、とある事件が起こっていた。

　古株の商家に仕えていた奴ど隷れいのひとりが、主人を殺して逃亡した。キルロで奴隷の乱が起こった時期であり、おそらく若い血の昂たかぶりに耐えかねてそこに加わろうとしたものだと思われたが、ネダイン領主ジェイラス・アビゴールはこれに過剰とも思える反応をした。

　近きん隣りんの村へと逃げ込んだ奴隷はまだ少年の身であった。その若さを哀れに思ってか、村人たちは事情もほとんど知らぬまま彼をかくまった。

　ジェイラスはそこに一軍を派遣した。そして、村ごと少年も民たみも焼きつくしたのである。

　ネダイン領主は火種を強引に踏ふみ潰つぶすことで、キルロの二にの舞まいをなんとしてでも避けようとした。

　しかしそこに小さからぬ遺い恨こんがあった。

　最初に領主の行動に異を唱えたのは、レイモン・ピースラウという若い貴族。ジェイラスに仕えて周辺の村々の警けい備びや管理を統括しておこなっていた青年である。

　レイモンは帝都ソロンにまで赴おもむき、このジェイラスの行動を皇帝の御前であきらかにした。しかしメフィウス皇帝はこれに少しの関心も払わなかった。結果、レイモンはジェイラスの手で捕らえられ、ネダインへ連れ戻されると幽閉の身にさせられた。

　時同じくして、ネダインを珍客が訪れた。

　誰だれあろう、ガーベラ国王女ビリーナ・アウエル。

　彼女はジェイラスと食事の席のさなか、このレイモンのことを話題に出した。弁舌を尽くしたわけでないにせよ、王女はあたかも自分の言葉が皇帝陛下の意に沿ったものである、という含みを持たせることで、ジェイラスを脅おどすことに成功した。

　レイモンは解放された。

　もともと性根が優やさしく、普ふ段だんから民たちと接する機き会かいも多いので、ネダインの市民や、近きん隣りんの村人たちには慕したわれている青年だった。村々が共同で心づくしの祝いの宴うたげまで用意したほどだ。

　そのネダインに、ふたたび騒そう乱らんの気け配はいが忍び寄っていた。




　ボイス・アビゴールは、通路の向こう側からピースラウ兄妹が歩いてくるのを見つけて、仲間たちとともにいったん足を止めた。

「ほう、これは。お顔を拝見するのは久方ぶりになるな、レイモン」

「ボイスさま」

　レイモンも妹のルイーズと歩みを止める。一礼した。

　ボイスは体格のいい青年で、二十六歳のレイモンよりひとつ年下だが頭ひとつは高い。

　その姓が示すとおり、ネダイン領主ジェイラスのひとり息子むすこである。汗で光った顔は精気で満ち満ちており、そのぶ厚い身体からだとあいまって、野の獣けものじみた雰囲気がある。

　聞くと、狩りの帰りらしい。

「ボイスさまは、三頭も鹿しかをお仕留めになられたのだ」

　取り巻きのひとりが歯を剝むいて笑った。

　レイモンの背後で、ルイーズが顔色を暗くさせたのに気づかなかったか、ボイスはずいと兄妹に顔を近づけて、

「さっそく庭で肉をあぶって喰くらおうと思っていてな。お二人ふたりもいかがかな。ちょうど、商家からよい酒も貰もらってきたところだ」

「いえ、わたしどもは」

「そうか、バーダイン教徒は肉を喰らえぬのであったかな」

「いいえ」レイモンは苦りきった顔でかぶりを振った。「口にできぬこともありませんが、そのためには命を奪う以前の動物を神へお捧ささげする必要があります。三日間、朝夕の祈りを欠かさず、そのあとでようやく口にできるのです」

「それはまた、つまらぬことだな」

　ボイスは一いつ蹴しゆうした。

「喰いたいときに喰い、飲みたいときに飲む。それがなによりの幸福であろうに」

「確たしか、バーダイン教徒の女などは、決まった男ひとりとしか寝所をともにしてはならぬとか」

「ははあ。バーダインの神とやらは、よくよく人間に枷かせをはめるのがお好きなようだ。信者どもは、虐しいたげられることに快感を覚える種類の人間でなければつとまらんな」

　仲間たちと大口を開けて笑いあう。

　レイモンの顔にさっと怒りの色がよぎった。が、握りしめた拳こぶしに後ろからほっそりとした白い手が添えられる。

　かろうじて、顔を伏せることでレイモンは感情を露あらわにせずに済んだ。

　レイモンは現ガーベラ領土にある土地の豪族出身だ。一時期、メフィウスの支配下に落ちたことがあり、そのときにピースラウ家はメフィウス貴族の地位を得ている。地方の慣かん習しゆうに従い、家柄は代々バーダイン教徒であった。

　それゆえに、竜りゆう神しん信仰が国教となったメフィウスでは肩身が狭い思いをすることが多々ある。いまのように軽んじられ、蔑さげすまれる場面もいくらか経けい験けんしてきた。

「して、今日きようは何用で父上の邸宅に参ったのだ」

「定例の評ひよう定じように参っただけのことです」

「そうかな？　おれはてっきり、またぞろレイモンどのの悪い癖くせがお出になられたのかと思ったが」

　ボイスは大きな唇をゆがめて笑う。

「悪い癖？」

「レイモンどのは小さなことでも大きくまくし立てられる悪あく癖へきがおありになられる。前に、奴ど隷れいの餓が鬼きひとりを巻き込んだ騒そう動どうもそうであった。まさか、皇帝陛下にじかにお伺うかがいを立てられようとはなあ」

　レイモンは押おし黙だまった。

　先日、ネダイン領主ジェイラス・アビゴールは、またもおのが領民に手をかけた。

　南西のアプターに皇太子を名乗る男があらわれ、帝都ソロンの皇帝に書状を送りつけた、という噂うわさが伝わった直後のことだ。

　若者数名が居酒屋でこの話題を口にしていた。すっかりできあがった彼らは、

「さすが、英雄となられたお方は不死身だ」

　だの、

「西方を守ろうとなさるとは、いかにもガーベラとの義を重んじた皇太子さまらしい」

　だの口々にいって盛りあがり、しまいには、

「ジェイラスさまにかけあって、ぜひ皇太子さまに協力していただこう」

「いや、正義を重んじる皇太子さまが、われらが領主にいい感情をお持ちなものか。ジェイラスさまは断罪されるのを恐れて、むしろ逃げ惑ってしまわれるぞ」

　などといって笑いあった。

　それがジェイラスの耳に入った。

　彼は激げき怒どして、若者たちを連行させた。

　青ざめた顔を並べた五人のうち、四人は平伏して、酒が進んでつい口が過ぎたと弁明した。

　ただひとりが、やはり血の気の引いた顔で、しかし、

「閣下。義は、皇太子さまにあります。メフィウスの未来を、どうかお守りください」

　と正面切って口にした。

　その三日後に、彼はネダインの広場で縛しばり首くびにあった。わざわざ朝市の開かれている時間を選んだため、その屍しかばねは大勢の領民の目にさらされることとなったのである。

　ボイス・アビゴールはこのことを持ち出し、

「そのことで、また父上にご意見なさろうとしたのであろう？」

「いえ。わたくしから、特別にジェイラスさまに申しあげることなどありません。失礼いたします」

　レイモンはふたたび一礼し、妹の手を引くようにしてボイスの前から去っていった。

　すれちがう寸前、ボイスの視し線せんがルイーズの横顔に当てられた。十七歳の少女だ。顔から、その肢体にかけて這はわせたボイスの眼光が、あたかも蜘く蛛もの糸のようにねばい。

「なんだ、張りあいのない」

　二人ふたりの背中がまだ見える距きよ離りで、取り巻きのひとりが聞こえよがしにいった。同じくボイスの仲間が縦たてに大きく首を振って、

「この前のことがよほどこたえたのであろうな」

「はっ、豪胆なレイモンどのも、さすがに雄々しき牙きばをへし折られてしまったか」

　ボイス本人はなにもいわなかったが、口もとには蔑さげすんだ笑えみがへばりついていた。
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　その夜。

　ネダインの北東に、比較的規模の大きな採石場がある。

　闇やみに沈んでいた。遠くから戯ざれ歌うたなどが風に運ばれて聞こえてくる。泊まり込んで働く石工たちが安酒に酔っているのだろう。

　そこへ、フードを深々とおろした人物がふらりとあらわれた。石切り場に通じる幅の狭い道を進んでいくと、

「おや、お客さんかい」

　数人の石工たちがいく手を阻はばんだ。

　いずれも千鳥足で、フードをおろした人物に左右から絡んでくる。

「悪いが、仲間内で騒さわいでんだ。部外者は困るぜ」

「せめて土産みやげくらいは持ってねえとよ。酒は持ってきたのかい」

　日がな一日力仕事をしている連中だから、体格はいい。が、フードをおろした人物はあわてず騒がず、

「今日きようは持ちあわせがない。が、いずれはソロンで祝杯を」

　奇妙なことを口にした。

　と、酩めい酊てい状態に見えていた男たちが、ぱっと直立の姿勢を取る。

「これは、レイモンさま」

「ご無礼をしました」

「いや」フードを跳ねあげた下にあらわれたのは、まぎれもなくレイモン・ピースラウの顔だ。「よく徹てつ底ていしてくれている。そうでなくては、逆に困ろうというものさ」

　暗号のやり取りを決めたのはレイモン自身だった。

　石工の案内で、彼らが寝泊まりをしている場所まで出向いた。

　崖がけの一部を掘り抜いた人工の洞どう窟くつだ。

　三百人近くの男たちが騒いでいたが、入り口付近にレイモンの姿があらわれると、先ほどの見張りと同様に、全員が直立してこれを出迎えた。

「皆、楽にしてくれ」

　レイモンは声をかけたが、男たちの態度は揺るがない。

　筋骨隆々とした身体からだに粗末でぼろぼろの衣服をまとい、汗と埃ほこりといった労働の汚れが黒ずんだ垢あかになって顔中にこびりついている。

　しかしレイモンを見つめる目には熱ねつっぽい輝かがやきがあった。

　年ねん齢れい層そうは二十代から五十代まで様々。実のところ職しよく種しゅも様々で、本来の石工はこの半数ほどにしかならない。残りの半数は農民や商家、職しよく人にんといった家柄の次男、三男連中である。

　ひとり、そのなかから進み出てきた男が、無言でレイモンの手を取った。

　三十代半ばの、どこにでもいそうな男であった。しかし彼の存在こそが、レイモンをとある決意へと導みちびいたのであった。

「レイモンさま、よくいらっしゃいました」

「ドルフ」

　レイモンは相手の名を呼び、硬いその手を握り返した。

　ドルフ、とこの男が名乗りをあげたところで、たとえばネダイン領主アビゴール家の親子などは、はて、どこの誰だれであろう、と首を傾かしげたに違いないが、ドルフ当人は、このアビゴール家に並々ならぬ感情を抱いていた。

　憎しみである。

　ドルフは、先ごろ縛しばり首くびにあった若者の兄であった。

　とともに、ジェイラスが派遣した一軍に焼やき討うちされた村には、彼の姉が嫁とついでいた。

　すなわち、この短い期間に彼は姉夫婦と弟を失ったのである。領主ジェイラス・アビゴールの手によって。

　村が焼かれたときにも、彼は「ジェイラスを殺す」と息巻いていた。しかし、弟から涙ながらの説得を受けた。弟は結婚が決まったばかりだった。無む論ろん姉を失った痛手は彼も同じく共有していたが、

「いま、兄貴まで失えば、残されたおれたちはどうなる」

　と縋すがりつかれては、ドルフも躊ちゆう躇ちよせざるを得なかった。もとより、復ふく讐しゆうといっても成功する見込みは限りなく薄うすい。

　そこへ、事情を知ったレイモンその人が駆けつけてきた。

「ドルフ、頼む。こらえてくれ。わたしはいまからソロンへ馬を飛ばす。皇帝陛下にこのことを直訴するつもりだ」

　ソロンでは新しい神殿が完成したとかで、ジェイラス自身も帝都へ赴おもむく予定だった。その目の前で、ジェイラスの行為を明るみにすると言い張った。

「わたしが帰ってくるまで、決して短絡的になってはいけない。わたしを信じて、待っていてくれ」

　若いながらも、レイモンは領民たちに気配りの利く貴族だった。そのレイモンに必死の形ぎよう相そうで説得されたのだから、ドルフもこれを承知せぬわけにはいかなかった。

　その後、レイモンは一時幽閉の処分にあった。そのときにも心の搔かき乱されたドルフだったが、ほどなくレイモンは釈放。

　なにやらその直後から国内が騒さわがしくなった。南西アプターにおいてタウーリアとの戦せん闘とうがあったと聞かされたかと思えば、槍やりを掲げた大軍がネダインを経由して西へ向かっていき、ではふたたびタウーリアと戦争するのかと思えば、相手はアプターにいる偽皇太子の軍だという。

　田舎いなか町まちネダインは混乱に陥った。

　数少ない魔素エーテルを消費してまで、都市から方々に飛ひ空くう艇ていが散った。

　レイモン自身、情報収集と、領民の安全確かく保ほの計画を練るために、しばし仕事に忙殺された。

　おまけにジェイラスは民兵を三百集めて、ネダインの城じよう郭かくに詰めさせろと命じてくる。

（いったい、善良な領民たちの何割が、命を懸かけてあなたの命を守るとお思いか）

　そんな言葉が口をついて出かかったが、かろうじて飲み下した。

　若者が処刑されたのはそんなときである。レイモンが止める間もなかった。

　その若者がドルフの弟だと聞かされたレイモンは、すぐさま馬を走らせた。

　村が焼やき討うちにあったときと同じである。石切り場に辿たどり着いたときには、ドルフはすでにそこを飛び出ていた。すかさずあとを追った。

　ネダインへの道のりを半ばほどまで来たとき、かろうじて追いついた。が、今度はドルフも聞く耳を貸さなかった。手に、つるはしを握っている。これを必ずやジェイラスの首に打ちおろすのだと息巻いた。

　馬から飛び降りたレイモンは、ほとんど彼の背中にしがみつかんばかりの体勢になった。

　何度振りほどかれようと、レイモンはあきらめなかった。ドルフはつるはしを握っていないほうの手に、小箱を握っていた。

　中身はわからない。だが、レイモンには想像がついた。本来、酒や女が大好きなドルフが、ここ数ヶ月は飲みの席にもつきあわないし、娼婦遊びもしていない、と労働者仲間が噂うわさしていたのを知っている。きっと、少ない給金を切り詰めて、貯蓄していたのだ。弟の結婚祝いを買うために。

　レイモンは、気づけば腰から剣を引き抜いていた。

「それで、おれを斬きりなさるか」

　ドルフは泣なきっ面つらでわめいた。決死の抵抗も辞さない態度であったが、しかしレイモンはむしろその柄つかを相手の手に握らせた。啞あ然ぜんとなったドルフの耳もとで、

「この剣で、ジェイラスを討て」

　と囁ささやいた。何度も地面を転がったレイモンの顔も、汗と、土と、涙にまみれていた。

「ただし、わたしもこの柄から手を放さぬ。ともにやろう、ドルフ」

「レ、レイモンさま」

「だが、いまは駄だ目めだ。わたしたち二人ふたりだけでは、ただジェイラスに返り討ちにあうだけのこと。それでは意味がない。人数を集め、時期を待って、必ずや、ジェイラスを追い詰めるのだ」

　口にした時点では、レイモンにも確かつ固こたる勝しよう算さんや計画があったわけではない。しかしただ一時逃れの言葉でもなかった。レイモンはこのとき、確たしかにジェイラス・アビゴールをネダインから追い出す決意をかためていたのである。

　そして、時勢がそれに味方した。

　いうまでもない。皇帝の行動に異を唱えていたギル・メフィウスを名乗る一派が、帝都から派遣されてきた大軍を打ち負かした。ビラク領主フェドム・オーリンなどはすぐさま呼応し、あっさりと皇太子側へと鞍くら替がえした。

　この影えい響きようは大きい。

　レイモンはドルフを中心に、ジェイラスに不満を抱いている男たちを駆り集めた。

「レイモンさま、頻ひん繁ぱんに足を運んでいただけるのはうれしいが、気づかれてはいませんか」

「大丈夫さ」

　ドルフはすっかり反ジェイラス団体のリーダーになっている。レイモンにも遠えん慮りよがない。若き貴族は苦笑して、

「幽閉から解放された直後は監かん視しがついていたが、いまはすっかり相手も安心しきっている。ジェイラスの息子むすこなどは、こんなときだというのに近くの森に狩りに出かけていたようだ」

「ほう。狩りに」

「とはいえ、彼らも見かけほど余裕があるわけじゃないだろう。ジェイラスも近ごろ、方々を駆けまわって兵を集めている。ソロンへもひっきりなしに使者を飛ばしているようだ」

「では」

「ああ、近いうちに必ずや機き会かいは訪れる」

　レイモンは力強く顎あごを引いた。

　男たちがわっと沸き返る。黒ずんだ顔の群れが、きらきらとした眼光を無数に放っていて、一いつ瞬しゆん、レイモンはまぶしささえ覚えた。

　いかに彼らがエネルギーに満ち満ちているとはいっても、無む論ろん、この三百の人数だけでネダインの砦とりでを乗っ取ろうというわけではない。

　レイモンは機を見てビラクへ向かい、皇太子に面会するつもりであった。

　派兵を要よう請せいする。

　時同じくして、この三百の人数がネダインにて決起。

　奴ど隷れいひとりをかくまった村を焼やき討うちにし、酒に酔って戯ざれ言ごとを口にした若者を処刑したくらいだから、ジェイラス・アビゴールはことに自分の土地で乱が起こるのを恐れている。正せい確かくには、そのことが皇帝の耳に入るのを恐れている。

　ザット・クォークが建国祭で謀む反ほんを起こし、またキルロの土地で奴隷の一斉蜂ほう起きがあってから、皇帝自身、こうしたことにひどく敏感になっているのだ。

　ジェイラスはこれを無視できまい。火が燃もえひろがらぬうちに、と必要以上の軍勢をもって決起した男たちに当たるはずだ。

　兵が迫れば、男たちはここ採石場に逃げ込む段取りを決めてある。ジェイラス軍は必ずや追つい撃げきしてこよう。

　そこへ、レイモンが皇太子軍を手引きするのだ。

　しょせん武器もまともに持たぬ民たみが相手、と見くびっていたジェイラス軍はこの奇き襲しゆうに手も足も出まい。

　そして大人数を割さいたジェイラスは丸裸も同然になる。

　皇太子ギルが悠然とネダイン入りする光景が目に浮かぶかのようだ。そしてその傍かたわらには、婚約者である王女ビリーナの姿もあるにちがいない。

　レイモン・ピースラウは胸が熱あつくなるのを感じた。彼が幽閉されていたとき、ネダイン領主に自分の解放を持ちかけたのが、ほかならぬそのガーベラ王女であるということは噂うわさに聞いていた。

　義を重んじる皇太子と、自分のような者まで救ってくれた王女。この二人ふたりがネダインをも救ってくれるとなると、自分たちのことのみならず、メフィウス一国の未来までもが明るい気がする。

「だが、そのためには慎重を期する必要がある。焦るなよ、ドルフ」

「もちろん」ドルフは石のように硬い胸板を拳こぶしで叩たたいた。「この手でジェイラス、そしてボイスの首に縄なわをかけるためとあれば、火の上に座ってでも時期を待てましょう」

（ボイス・アビゴール）

　レイモンは、夕刻、そのボイスとすれちがったことを思い出した。

　村が焼やき討うちの憂うき目めにあったとき、命令を下したのはもちろんジェイラスだが、実際に行動に移したのはその息子むすこボイスだ。

　朝から晩まで、狩りに明け暮れているような男である。鹿しかや猪いのししに狙ねらいを定めるのと同じく、彼は領民めがけて銃弾を放ち、そして剣を振りあげて女子供を惨ざん殺さつした。

　レイモンはネダイン近辺の村々へ何度となく出向いている。ネダインは確たしかに田舎いなかと揶や揄ゆされるのも無理なき土地柄であるが、人々はそれだけに素朴で、あたたかな気質の者たちばかりだった。

　もちろん、ボイスに焼かれた村のこともレイモンはよく知っている。

（許せぬ）

　という思いは、あるいは家族を失ったボイス以上のものがあったかもしれない。

「それは？」

　レイモンが、石いし壁かべの松たい明まつをかける場所になにかを飾りつけるのを見て、ドルフが聞いた。

　花だ。ただし、薄うすい高級紙を折ってつくった造花のようだった。

「お守りさ」レイモンが薄く笑った。「ルイーズが昨晩、皆のために折っていた」

[image: ]

「ルイーズさまが」

　レイモンの妹の名を聞きつけると、男たちがいっせいに寄ってきて、淡い色あいの造花を取り巻いた。

　妹も、レイモンと同様に村々の人気が高い。身体からだが決して丈夫なほうではないので、兄のようにじかに足を運んだことがそう何度もあるわけではないが、わけへだてのない性格は村人たちにも十分伝わっていた。

「ほう、きれいなものだ」

「馬ば鹿か、触るな。おまえのそのごっつい指で触ったら、壊こわれちまう」

「なんだと」

　わいのわいのと騒さわがしい。

　紙で花を折るのは、ピースラウ家の古い慣かん習しゆうだ。というよりも、もともと領土としていた土地に伝わるもので、似たような風習がガーベラ北方部にはいまも残るという。

　ピースラウ家の娘は、十五歳を迎えるとともに母から高級紙を贈おくり物ものとしてもらう。それを、友人や世話になった者たちに花を折って、今度は自分からの贈り物とする。最後には、結婚が決まった際、残りの紙を使って花束をつくるのだ。

「おい、モルト。おまえもそんな隅っこにいないで、こっちへ来いよ」

「あ、ああ」

「気をつけろよ、ただでさえおっちょこちょいなんだから、おまえは。下へ手たに触ろうとするな」

　ただ一いち輪りんの折り紙に、男たちは一度か二度見たきりの少女の姿を重ねあわせているのだろう、先ほどまでのぎらぎらしたものとあきらかに異なる種類の活気に、レイモンは微笑した。

　兄妹の親は、レイモンが若いときからいなかった。父は十年前にはじまったガーベラ戦争の初戦で戦死。ピースラウ家はもともとガーベラ領土の豪族だということもあって、家族への風当たりも気にしたのだろう、自ら率先して軍列に加わったのだ。

　父の死を伝えられた母も、ほどなく身体からだを壊こわして病没した。

　レイモンは当時十五。両親を失った悲しみに暮れる間もなく、家督を継いだ。

　そしてルイーズが同じ十五歳を迎えた一昨年おととし、レイモンは母の代わりに妹へ高級紙をプレゼントした。

　その、最初に折った花が、いま石いし壁かべに飾られているものだ。最初だから、正直にいえばあまり出来はよくない。記き憶おくにある母の造花はもっと繊せん細さいで、もっと手の込んだ品だったように思う。

　それでも、妹が苦心しながらはじめて折った花は、こうして周囲を照らさんばかりに輝かがやいている。

　ピースラウ家の現在と未来を象徴しているかのようだった。




　ついに絶好の機き会かいが訪れた。

　ジェイラス・アビゴールが、帝都へ発たつのだという。おそらく援軍のことを直接要よう請せいするためか、あるいはすでに派遣が決まり、守備隊を含めた軍の編へん成せいを帝都でおこなうためだろう。

　領主が帰るまで、その父に代わってネダインを守備せねばならぬ立場にあるボイスも、相変わらず狩りに明け暮れている。

（よし）

　レイモンは意を決した。

　陽ひが没するとともにビラクへ向かう。

　街道は、ネダインの守備隊が交替で見張りにあたっているため、それを避けての行程となるだろう。都市間にあるズィム川も見張られている可能性が高い。南に迂う回かいしてのルートを辿たどるとなると、馬を飛ばして三、四日はかかる。

　保存食や衣服の準備はすでに済ませてある。

　レイモンは、ピースラウ家に仕えてくれている小こ姓しようや世話人たちを集めた。

「しばし留守にする」

　いく先は伏せてあるが、事情はほとんどすべての者が察知している。皆、神妙な顔で、あるいは涙しながらこれに頷うなずいた。当主レイモンが拘こう禁きんされたときには、屈辱と不安、怒りに耐え忍んだ者たちばかりだ。レイモンの決定に異を唱える者はなかった。

　もとより口数の少ない妹のルイーズも、その大きな目を不安そうにみはるばかりで、特別になにかをいうでもない。ただ、

「兄にいさん」

　いよいよ出発のとき、見送りに立ったルイーズはそっと兄に手を差し出した。

　掌てのひらの上に、白い折り紙があった。

　夜風に吹かれて飛んでいってしまいそうなほどに、小さい。レイモンは受け取り、それをそっと胸にしまった。

「少しは、上手じようずになったでしょう？」

　ルイーズがはにかんだように笑う。

　レイモンも笑いながらかぶりを振り、

「まだまだ。結婚を決める前に、もっともっと腕を磨いておかねばな」

　そういって妹をいろいろな意味で赤面させた。

　日没。

　暗く沈んだ山々の稜りよう線せんを背後に、レイモンは馬上へと身を投げた。

（いよいよだ）

　歴史が動く。

　未来が変わる。

　そして、その未来のなかで、領民たちは明るく暮らし、妹のルイーズも相手を見つけて幸せな結婚生活を送るであろう。

　レイモン・ピースラウはそのための一歩を、まず踏み出した。

　街道から外れていくその姿を、後方からじっとうかがう影かげがあることになど、気づきもせずに。




　　　　４




　レイモンがビラクの門をくぐった。途中、馬を休める意味もあって小休止を何度か取ったが、ほとんど夜どおしで駆けてきた。

　ネダインをあとにして四日後の未明である。

　若いとはいえ、さすがに疲れを隠せない。しかしネダインに残してきた妹や仲間たちのことを思えば、横になりたいなどとはとうてい思えなかった。

　早朝、オーリン公の邸宅に赴おもむき、門番の兵に己おのれの素性を明かした。

　どれほど待たされることかと思ったが、

「すぐに会おう」

　と皇太子はすかさず面会に応じた。

　ビラクに辿たどり着いて二時間後には、レイモンは、卓を挟んで皇太子ギルと顔をあわせることとなった。

　夜が明けて間もないというのに、皇太子の顔にも疲れや眠気はない。

（この方が）

　もちろん知ってはいたが、面と向かうと、

（若い）

　と改めて思う。

　一見、少年じみたこの皇太子が、短い期間に数々の武ぶ勲くんを立てたとは、正直信じがたい部分もある。

　だが、こうしてじかに相あい対たいしたからこそ、真正面に腰かけた相手の存在感を重々しく感じるのも事実だ。

　挨あい拶さつもそこそこに、

「して、ネダインのご領主に仕えるそなたが、いまやメフィウス中から首を狙ねらわれるおれのところに何用だ」

　とギル・メフィウスは聞いた。自分の首に手しゆ刀とうをあてがい、

「義ぎ憤ふんに駆られ、単身、おれを『取り』に来たか」

「め、滅めつ相そうもございません」

「では、話せ」

　最初からペースを握られながらも、レイモンはネダインの現状、領主ジェイラス・アビゴールの悪あしき行状などを語った。ギルはひと言も口を挟まない。いよいよ本題、というときになって、

「お食事をお持ちしました」

　ドアの向こう側から声がする。

「あとにしろ」

　とギルはいいかけて、途中でなぜか口ごもった。

　苦々しい顔になって、

「お入りなさい」

　と語ご調ちようをも改める。

　ドアが開いて、姿を見せたのは、白金プラチナの髪をした少女であった。

　あっ、と思わずレイモンは声を発しそうになる。あるいは皇太子ギルが入室してきたとき以上にかしこまった態度で直立した。

　後方に侍女長テレジアを従えた王女ビリーナは、トレイから朝食をテーブル上に並べていく。

　あたたかな湯気をあげるそれらを、ギルは仏ぶつ頂ちよう面づらで見守りながら、

「王女、なぜあなたが」

「朝食もまだだというのに、殿下がさっそくお仕事をはじめたと耳にしまして。張りきるのもよろしいですが、あまり根こんを詰めるとお身体からだに毒でございます。さあ、ピースラウどのも」

　王女は朗らかにいったが、客人の名をすでに知っているところからすると、

（陰でこそこそするな）

　と釘くぎを刺さしにきたようにも思える。

　ギルが嘆息するのをよそに、王女はにっこりとしてレイモンに一礼する。

「お目にかかるのは、はじめてですね」

「はっ」レイモンは直立の姿勢のまま、「あのとき助けていただいたご恩、一日たりとて忘れたことはございません。しかし今日きようこの日まで、お礼を申しあげる機き会かいもなく、ご無礼をつかまつり……」

「なんのことでしょう？」王女は、二人ふたりのコップに手ずから牛乳を注ぎながら、「さあ、あたたかいうちにお召しあがりください」

「まさかとは思うが、王女がおつくりになられたか」

「まさか？」王女が目を細めてギルのほうを向いた。「まさかとは何事です、殿下」

「い、いや」

　短い朝食を経て、レイモンは本題に入った。

　ちなみに王女ビリーナは室内に留とどまったままだ。一いつ瞬しゆん、レイモンはそれを気にしたが、ギルはかぶりを振って、

「構わん」

　と促した。半ば、あきらめの境地であろう。

　レイモンは頷うなずき、現在ネダインで進行させている計画のことを語った。

　自分から合図があれば、すぐさまネダインで暴ぼう動どう騒さわぎが起こる。ジェイラスは必ず大軍をもってこれの鎮ちん圧あつに当たろうとするはず。手はずどおり、採石場へおびき出すので、皇太子さまの手助けがほしい──。

　最後まで耳にしたあと、ギルはコップに残った牛乳を飲み干し、ほとんど癖くせのような仕し草ぐさでコップを後ろへ掲げてお代わりを要求した。進み出てきたのが王女だったので、ギルは一いつ瞬しゆん、また苦い顔になったが、素直に彼女が注ぎ終えるのを待って、

「面おも白しろい」

　といった。

「その計画が上う手まくいけば、労せずしてネダインを取れる。レイモン、そなた、戦いくさの経けい験けんはあるか」

「恥ずかしながら、ただの一度も」レイモンは目を伏せた。「父も祖父も生きつ粋すいの武人で、手ほどきは受けましたが、ピースラウ家に仕えてくれる兵はいまやなく、現在は屋や敷しきひとつの家族暮らし。わたくしも、戦場で功を立てる機会には恵まれませんでした」

　ギルはこのとき、どこまで相手の事情を把握していたのか。もう一度コップをあおり、七割方まで空にすると、

「では、いずれネダイン砦とりでの要よう職しよくにつけてやろう」

　とこともなげにいった。

　レイモンにしてみれば、めまいのするような思いであった。

「しかし」

　と、ギルは表情と声を改め、

「先ほどもいったが、おれはメフィウス皇帝から偽者と断じられた身だ。なぜおれを信じる気になった」

　あたかも敵将と腹の探りあいをしているかのような態度で問う。レイモンは気け圧おされるものを覚えつつも、かろうじて声を発した。

「無む論ろん、皇太子さまが義を重んじられる方であると思えばこそ──」

「それは血筋とかかわりのないことだ」

　きっぱりとギルはいい、一いつ瞬しゆん、レイモンの目を泳がせた。

「どうした。率直に申してみよ」

「わ、わたくしが、こう申しあげるのも僭せん越えつなれば」

　レイモンは眼前の『皇太子』に畏い敬けいとも恐怖ともつかぬ感情を抱きながら、しかし腹を決めた。

「皇太子さまを信じたのではなく、わたくしをお救いくださった王女殿下を信じたのです。かの方がおそばにおられるのならば、きっと、いや必ず、真実の皇太子さまであることにまちがいはなかろう、と」

「ほう」

　皇子は、王女と目配せする一瞬を挟んだのち、

「わかった。ではおれも、王女を信じるそなたを信じるとしよう」




　レイモンからの使者があらわれた。

　行商人に扮ふんしたビラク砦とりでの兵士である。彼の手から届けられた書状を持つドルフの手が震ふるえた。

　真夜中にビラクから部隊が進発する。その二日後、街道近くに待たい機きするから、暴ぼう動どうを起こしてジェイラスの兵を引きつけよ──とある。

　いよいよ行動に移すとき、すなわちネダインの土地を愚劣なる簒さん奪だつ者しやから奪うとき、そしてドルフにとっては待ちに待ちわびた復ふく讐しゆうを果たすときであった。

　翌日の真夜中、いったん仲間たちが全員採石場に集まった。

　ここで最後の段取りを終えてからネダイン各地に五十人単位で散る。騒さわぎを起こし、あらかじめ目をつけてあったアビゴール家御ご用よう達たしの商家や無人の家に火を放つ。軍が派遣される段になって、ふたたびこの採石場に集まる──という流れだ。

　ドルフは、このときのために残しておいた最後の酒を皆に振ふる舞まった。

「いよいよだな」

　誰だれしもが、そういってドルフの肩を叩たたく。

　それに頷うなずきつつ、酒を口に含む。もとより酒には強いが、今宵こよいは特に酔いがまわらない。人工の洞どう窟くつのなかには、あちこちから搔かき集めた武器がずらりと立てかけられてある。剣や槍やりはしかし数えるていどのもので、あとはつるはしや鍬くわがせいぜい。それでも、ドルフの目にはこの上もない力と、勝利の象徴に見えた。

　そして、壁かべに飾られた一いち輪りんの白い造花。

　予定どおり弟の婚礼がおこなわれていれば、きっとこれによく似た花が花嫁の頭に飾られていたことだろう。

　ドルフは酒を片手に涙した。




　そのころ、石切り場へつながる一本道の入り口に、フードつきのマントで全身を覆おおった男がふらりとあらわれた。後方に、ぞろぞろと同じような格好をした男たちを従えている。

　見張りの男が、レイモンを出迎えたときと同じく、酔った振りをして近づいていく。

「よう、新参者か？　酒は持ってきたか」

　今宵新たに、この計画に賛さん同どうした三十人ばかりの男が加わる手はずになっていた。当初から計画に参加していたモルトという男の手柄だ。農民出身の、普ふ段だんは風ふう采さいのあがらない男だったので、皆これに驚おどろいて、昨夜は大いに彼の手柄を持ちあげた。

　その、モルト率いる集団が来た。

「ソロンで祝杯を──」

　合言葉を口にしたことで、見張りの男は安心して、さっそく石切り場の味方にこれを知らせようと後ろを向きかけた。

　瞬しゆん間かん、フードの下から剣が引き抜かれていた。

「──あげられるとでも思ったか」

　音もなく見張りの男が倒れる。

　返り血を浴びたマントがかなぐり捨てられた。後方の男たちも、やはり外がい套とうをいっせいに脱ぎ捨てる。夜よ闇やみに忽こつ然ぜんとあらわれたのは、武装した兵士たちの群れ。それぞれ銃や剣を手にしていた。

「いけ！」

　剣を振るった先頭の男が怒ど鳴なりをあげると、兵たちは蛮声を轟とどろかせながら石切り場へと殺到した。

　ほどなくして銃声が連続して起こった。

　つづけざまに、常人ならば耳を押さえたくなるほどの悲鳴が湧わき起こる。

　ボイス・アビゴール旗下の、ネダイン防ぼう衛えい軍ぐん一個中隊相手に、奇き襲しゆうをかけられた民衆が抗し得るはずもない。

　人工の洞どう窟くつ内部はたちまちのうちに、銃弾を喰くらい、斧おのや剣を頭部に受けた死者の群れにうずもれた。

「き、貴様ら」

　剣を振るって決死の抵抗を見せたドルフも、兵の剣で手首ごと剣を宙に放られてはなす術すべもない。

　ぐあっ、と蛙かえるの潰つぶれたみたいな苦鳴をあげてドルフはその場にしゃがみ込んだ。手首からしぶいた血が、壁かべにかかった花を真まっ赤かな色に汚していくのを、誰だれも知らぬげに殺さつ戮りくはつづいていく。




「そろそろはじまったころ合か」

　星の瞬またたく夜空を見あげて、そうつぶやいたのはボイス・アビゴール。

　彼は石切り場に向かわなかった。彼がいま眼前にしているのは、ピースラウ家の屋や敷しきである。

「レイモンも馬ば鹿かな男だ」

　ボイスは彫りの深い顔に陰いん惨さんな笑えみを浮かべた。

　幽閉から解いたのち、しばらくはわざと目立つように監かん視しの兵をつけていた。しかしすぐにその兵の姿を隠したことで、レイモンはすっかり油断したらしい。ドルフの弟を処刑した直後などは、またぞろレイモンが妙な気を起こすのではないか、とむしろ監視の網あみは強化させていたのだ。

　そして、案の定──といおうか、予想よりよほど大きなことをレイモンは目もく論ろんだ。

（だが、好こう機きでもある）

　ボイスは父を説得して、レイモンの計画を利用し、ビラクからよこされるであろう兵団を迎むかえ撃うつ準備をととのえた。父のジェイラスがソロンへ向かったのは、正式に援軍を要よう請せいしにいくという目的も確たしかにあったが、レイモンを泳がせるという思惑もあった。

（帝都から援軍が来る前に、自力で偽皇太子軍を打ち破ることができたなら）

　皇帝陛下のアビゴール家に対する評価も一気にあがるだろう。

　偽皇太子討とう伐ばつに失敗したフォルカーやナバールの代わりに、十二将に抜ばつ擢てきされることも考えられる。

　ボイスはこの野望に胸を黒一色に染めあげた。

　民たみにかける情けなどごく一片もない男である。そのあたりは父ちち譲ゆずりというべきだろう。領民たちにあえて謀む反ほんを起こす手はずをととのえさせ、その上で惨殺するという計画に、彼の胸は少しも痛まない。それどころか、計画をより完全にするため、モルトという男を味方に引き込んだ。

　母が病だというので、モルトは当面の金を必要としていた。ボイスは自腹を切ってソロンから医師を招くことで、彼を間かん者じやに仕立てあげたのだった。

　いまごろ、採石場は一方的な狩猟場と化しているだろう。

　狩りの好きなボイスは、そちらに赴おもむきたい気持ちもあったが、彼は彼で別の用事があった。

（よし──）

「いくぞ」

　ボイスは、完全武装した兵の列に声をかけると、強引にピースラウ家へと侵入した。

　そのとき、屋や敷しきのなかではちょっとした騒さわぎが起こっていた。

　別段、ボイスの襲しゆう撃げきを予測できていたというわけではない。レイモンは、万が一のときに備えて、謀む反ほんに加わる領民たちの幼子たちを十数名、この屋敷で預かっていた。子供たちはもちろん事情など知らされていない。ただ、父親には泊まりがけの仕事があるから、とだけいい含められていた。

　最初のうちこそ、全員、借りてきた猫のようにおとなしかったが、五歳から十歳までの遊びたい盛りの子供らだ。

　ルイーズが枕まくらもとで本を読んで聞かせているうちに、皆、寝息を立てているように見せかけながらも、環かん境きようの変化、それもいままで見たこともない広いお屋敷にすっかり興こう奮ふんしてしまっていた。すぐに目を覚ました彼らは、夜中になってから、かくれんぼや追いかけっこをはじめたのだ。

　そこへ、

「レイモンはどこにいる！」

　ボイスが土足で屋敷内を踏み荒らした。

　突然、甲かつ冑ちゆう姿すがたの男たちがあらわれたので、子供たちは悲鳴をあげて逃げ惑った。

「な、なに用でございます。このような時間に」

　古くからピースラウ家に仕えている執事が応対に出たが、ボイスは邪じや魔まくさそうに太い腕のひと振りで追い払った。

「レイモンを搜せ。あの謀反者を吊つるしあげるのだ！」

　などと怒ど鳴なり声ごえをあげながら、部へ屋やのひとつひとつに踏み込んでは、机を薙なぎ倒したり、柱を斬きりつけたりと暴あばれていく。

　当然、ボイスはこの場にレイモンがいないことなど承知の上である。

　二階にまであがって、扉を蹴けり破った。子供たちが隠れひそんでいた。いっせいに火がついたように泣き出す声を耳にして、

「ボイスさま。これは──何事です」

　青ざめた顔で、ルイーズが駆け寄ってきた。

　振り向いたボイスの目が強い光を放った。前々から目をつけていた。特に、この前、アビゴール家の邸宅ですれちがった際、すぐ横あいをすり抜けた肢体が熱ねつを放っているようで、忘れられなかった。

　すでにこうなることを予期していたからでもある。欲望のうずきは耐えがたいまでに高まっていた。

「そなたの兄、レイモンはどこだ。なぜ屋や敷しきにいない」

　喉のどに絡んだ声でボイスは聞いた。ルイーズは大きな目をきょろきょろとさせながら、

「あ、兄は、近くの村へ赴おもむいております。急ぎの仕事があるとかで……」

「ふん、しらばっくれるな。おれがなにも知らないとでも思ったか。採石場に集まった愚か者どもは、いまごろどうなっていると思う？」

　はっとした顔になって、ルイーズは全身をわななかせた。

「あなたは……あ、あなたは、まさか……」

「その様よう子すを見ると、そなたもこの謀む反ほんの計画を知っていたらしいな。来い！　おれがじきじきに取とり調しらべてやる」

　手た折おれそうなほどに細い腕を摑つかんで、ボイスはルイーズを無人の部へ屋やへと連れていった。










　三章　旧き血
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　ビラクから進発した部隊は、数にしておよそ七百。

　歩兵三百、騎き兵へいが百五十。足の速い小型竜テンゴの騎竜兵が五十で、残り二百は銃兵隊。率いるのは銀ぎん斧ぷ団だん将軍オーダイン・ロルゴ。何人かいる歩兵隊小隊長のなかにはギリアムの姿もある。

　念のため、ローグ将軍にも部隊を編へん成せいさせてビラク市街の内外に待たい機きさせていた。

　オルバ自身、夜半のうちに部隊が出発するのを見届けたあとは、寝室ではなく、執務室にこもった。

　これからは、すべての戦いくさの最さい前ぜん線せんに立って指揮を執とるわけにもいかない。

　皇帝との戦いを勝利に導みちびいた『その後』を考えるなら、いまこうしてじっと執務室のなかでひとりきり、腕を組んで座っている時間にも慣なれておかねばならなかった。

（その後。……その後か）

　執務室の机には地図が広げられているが、オルバは先ほどからずっと目を閉じている。フォルカー・バランから突きつけられた命題に、いまだ確かくたる答えは浮かんでいなかった。

　室内には、オルバと、パーシルが強引につけた近辺警けい護ごの兵が三人。

　レイモンとの会かい談だんのときに顔を出したビリーナ王女は、しかしその後、戦争に関してはなにも口出しはしなかった。

「今回は皇子にお任せします」

　というような意味の言葉を、以前耳にしている。

（ネダインが今日きようのうちに取れるか。取ったら、『その後』はどうなる。メフィウスに残された主要都市はソロン、キルロ、イドロ。フェドムの言が確たしかなら、キルロの領主インドルフはこちらの味方になってくれよう。そうなれば、メフィウス皇帝グールは全軍に通達を発し、ソロンに集めようとするにちがいない）

　実際、各地に散っていた十二将軍の部隊が、街道をすでに移動しつつあるという情報がある。

　本来、ソロンには帝都を防ぼう衛えいする軍事部隊以外の船や兵団は入れない。ということは、全軍を帝都防衛にまわす意思のあらわれだ。

（まあ、いい）

　オルバはいったん目を見開き、遠い未来に思いを馳はせるのはやめた。

　窓の外は黒々としている。先ほどから風が出てきたようだった。

　その風のなか、オーダインが指揮する七百の兵は夜を徹てつして行軍中。

　ビラクとネダインを分断するズィム川にかかる橋は当然見張られているだろうから、レイモンがビラクに来たときと同様、街道を迂う回かいしながら北上することとなる。

　先せん導どうするのはレイモンだ。いっぱしの武人のように、腰には剣を差し、背中に銃を負っている。当然、胸には妹のくれた手づくりの花が白くひそやかに飾られていた。

　周囲に斥せつ候こうを飛ばし、街道に兵が伏せられていないかどうかを調ちよう査さしながら進軍。

　夜明けを三度迎えた。

　約束の期限まで半日足らず、というときになって、街道沿いから兵の姿が消えた。

　行商人に扮ふん装そうさせた斥候を街道の宿場町に飛ばして情報を集めたところ、ネダインでなんらかの騒そう動どうが起こってか、兵たちがあわてて引き返していったという。

　その知らせを受けて、オーダインとレイモンが馬上で目配せしあった。

「よしっ」

　オーダインは意を決して街道を横断し、ネダイン北部へと出た。

　ふたたび日没。

　あと一時間もしないうちに採石場へと辿たどり着く。オーダインは軍馬をいったん止めて、やはり偵察用の騎き馬ばを三騎、前方へ飛ばした。

　ほどなくして戻ってきた彼らは、採石場周辺にたくさんの灯が掲げられていると報告した。アビゴールの部隊だろう。計画どおり、誘い出すことに成功したのだ。

　レイモンは馬上でふつふつと血がたぎるのを覚えた。

　なるほど、これが戦場の空気というものかと思った。戦いくさそのものの経けい験けんはないが、いまこうして全身を駆け巡る血の奔ほん流りゆうに意い識しきをゆだねれば、十人でも百人でも敵兵の首が狩れそうな気がしてきた。

　オーダインが再前進の号令を下した。

　まずは一斉射しや撃げきを浴びせかけるため、ここからは銃兵を先行させる。敵の掲げた灯あかりがよい標的になってくれるであろう。

　射撃のあとは、もう息をひそめる必要はない。一気に距きよ離りを詰めて、敵軍団を背後から急きゆう襲しゆうするだけだ。

　レイモンはいつしか剣を引き抜いている自分に気づいた。実はもう二時間も前から痛いくらいに柄つかを握りしめている。極度の緊きん張ちようゆえにだ。

（ボイスめ、あの包ほう囲い網もうのなかにいるだろうか）

　いてくれればいい、と思う。できるならば自分の手で討うちたい。

　戦いとは無む縁えんの生活を送ってきたレイモンにして、そう思わせる危険ななにかが、勝ち戦にはある。

　静かに鞭むちをくれて馬を前進させていく。

　瞬しゆん間かん、頭上に激はげしい雷が落ちた。

　そのように錯さつ覚かくするほど、激しい衝しよう撃げきがレイモンを見み舞まった。

　ご、ご、ごおおん、と落雷のたびに、馬上から武者がふるい落とされていく。静せい謐ひつから一転、辺りは血と馬のいななきと兵たちの怒号とに満ちた。

　左手側にあった林のなかに銃兵がひそんでいたのだ。前面に群れなす灯りに気を取られてまったく気づかなかった。奇襲をしかけるべきオーダイン側のほうが、一斉射撃を浴びた格好となった。

　レイモンのほうに騎き馬ば兵へいの身体からだが倒れこんできた。その頭が銃弾に射抜かれ、口からだらりと舌が垂れているのを見て、レイモンの頭が真っ白に染まった。あわてて振り払うと、その兵士は馬から崩れ落ちた。鐙あぶみに足がかかったままだったので、そのまま駆け出した馬にひきずられていった。

　そうしているあいだにも銃丸でばたばたと兵が倒れていく。

　ようやく落雷が終わったかと思えば、今度は前方から鬨ときの声が轟とどろいてくる。

　ボイス・アビゴール率いる騎兵の群れであった。

　銃兵を前面に出していたオーダインの隊は、これに少しの粘ねばりも見せられずに崩れ立った。

「将軍！」

　身を低くしたギリアムが促すまでもなく、

「退ひけ、退け、退けっ」

　オーダインは馬上で何度も同じことをわめいていた。

　次々と馬首を翻ひるがえし、来た道を逆に駆け戻っていく。レイモンは一いつ瞬しゆん、これに取り残されそうになったが、

「なにしてやがる。こっちだ、早く！」

　隊の最後尾についたギリアムが駆け寄ってきて、レイモンを強引に導みちびいた。ほぼ無む意い識しきのうちにレイモンはこれに従った。顔中、汗と涙と鼻水にあふれている。

　薄うすい胸のなかでは、心しん臓ぞうがいまにも張り裂けそうなほどに高鳴っていた。何人でも敵を討うてそうな気がしていた、あの武人の心境などすでに遠い。いまはとにかく銃声、鬨ときの声などなにひとつ聞こえてこない静寂のなかへと逃げ込みたかった。

「そこにいるのはレイモンか」

　すぐ背後から、ボイスの声が聞こえた気がした。

「逃げるか、臆おく病びよう者ものめ。おまえの妹はおれがもらったぞ」

　それは恐れが生み出した幻げん聴ちようであったか、真実の声であったか、レイモンはのちのちまで判断がつかなかった。

　オーダイン率いる兵団は、命からがらビラクへの道を辿たどった。追つい撃げき隊たいの足を止めるため、あえて足を止めて戦うことを決めた歩兵たちもいる。レイモンの背中に反はん響きようした絶叫は、彼らが放った気合の一声であったか、はたまた断だん末まつ魔まであったか。

　これ以上もない敗戦であった。

　ネダインから南に走って数十キロ。ズィム川のほとりでいったん彼らは足を止めた。かろうじて追撃は振り切ったが、しかし大勢の者が脱落した。いまや半数以下になっている。

　即製の陣形を築きながら、

「殿下に使者を」

　とオーダインはいった。

　その役目を自ら志し願がんしたのは、レイモンだった。

　逃走のあいだになんとか恐慌状態から脱することはできたものの、正気に戻れば戻ったで、強い悔かい恨こんと自責の念がレイモンの首を強く絞めあげてきた。

（気け取どられていたのだ）

　自分としては細心の注意を払って行動してきたつもりだった。しかしそうしたことに慣なれぬ自分だから、きっと気づかぬうちに重大な過あやまちをいくらも犯してしまったのだろう。敵の罠わなにみすみすかかってしまった。

　オーダインはしばらく黙だまってレイモンの目を見つめた。将軍の顔にも、泥と、血の塊がこびりついている。

「よし、いけ」

　オーダインは言葉少なに許可を出した。

　馬上で表情を引きしめたレイモンは、ふたたび馬を駆ってビラクへひた走った。

　三日後、ギルの御前に膝ひざをついたレイモンは、敗戦の報を知らせた。

　そして、

「申しわけありません。わたくしの不ふ手て際ぎわで……」

　いったん堰せきを切った感情の歯止めが利かなくなった。

　床についた手の甲が、次々とレイモンの涙を弾はじいた。暴ぼう動どうを起こす手はずだった労働者たちは大半が命を落としたろう。いや、皆殺しにされたかもしれぬ。さらには、

「わたくしの屋や敷しきも襲おそわれたでしょう。あそこには、領民から預かっていた子らもいた。彼らもどうなったか。い、妹のルイーズも、なにをされているか。ボイスめは、前々から妹に執心だった」

　皇子に述べてもどうにもならぬことまでつらつらと語った。ルイーズはバーダイン教徒であるから、自害は教義において禁じられている。それが幸であったか、はたまた不幸であったのか、妹を見み舞まったであろう災さい禍かを思えばわからないことだ。なにしろバーダイン教の女性は、純じゆん潔けつを捧ささげた相手との婚こん姻いんも義務づけられている。暴力に襲われたばかりか、教義と絶望の板ばさみにあった妹の心痛はいかばかりか。

　涙ながらの述じゆつ懐かいを、その場に居あわせたビリーナも痛ましげな顔をして耳にしている。と、

「で、殿下」

　レイモン・ピースラウは、ギルのマントにすがりつくような格好で、

「わたくしに、二百の、いえ百の兵をお貸しください。必ずや、か、必ずや、命と引き換えにジェイラスを、ボイスを討うち取ってごらんに入れます。殿下、どうか！」

「殿下！」

　瞬しゆん間かん、ビリーナが、はっとしたように叫んだ。

　ギルがいったん屈かがみ込んだかと思うと、レイモンの首根っこを摑つかまえて強引に引きあげた。とともに、その横よこっ面つらを殴り飛ばしたのだ。

　レイモンの身体からだが執務室の床を転がった。

　その頭を踏みつけんばかりの勢いでギルは近づいていき、

「貴様に兵を預けたところで、その百だか二百だかの兵は無む駄だ死じにだ」

「で、殿下」

「今度の敗戦がおまえの責だとでも思っているのか。思いあがるな。決断を下したのはおれだ。兵をむざむざ死なせたのもな」

「──」

「ローグを呼べ」

　オルバは小こ姓しように命じ、ローグ・サイアンを招いた。手早く事情を説明したのちに、

「発たてるな」

　とだけ聞く。老将は「はっ」と踵かかとを揃そろえた。いつ出陣の命令が来てもいいように準備はととのえてある。

「敵がアビゴール家の兵だけだったということは、まだソロンから援軍が到着していないということだ。すぐに発って、オーダインの隊と合流。街道に配してある兵たちを平らげろ」

「は」

「ただし、敵がネダインの都市に引いたらそれ以上の追つい撃げきは避けろ。近きん隣りんに布陣しておけ。場所は──」

　オルバは机上に広げられた地図の一点を指した。

「砲と飛ひ空くう艇ていを船で運び、兵らは地上をいけ。くれぐれも深追いするな」

　オルバとて、この敗戦で痛手を覚えているのは当然だ。もとより権力者を憎み、簒さん奪だつ者しやを恨うらめばこそ、修しゆ羅らの道を歩んできたオルバだった。ジェイラスやボイスに対して、腸はらわたが煮えくりかえりそうな怒りとて抱いている。

　なればこそ、ここは冷静に、そして的てき確かくに二の矢をつがえる必要があった。

（ただ負けたままでは）

　皇太子軍の名折れである。ビラクを取った勢いも一気に失うせてしまうだろうし、周辺への聞こえも悪い。ということは、諸侯や諸将の態度にも影えい響きようがあるということである。ここで時間を消費した意味さえもなくなってしまう。

「レイモン」

「は、ははっ」

　殴られた拍子に、床へ横たわったままだったレイモンがあわてて平伏した。

「ローグ将軍に同行せよ。周囲の地理にはあかるかろう。陣を築くための道案内をせよ」

「は、はい」

「暴ぼう動どうのことをジェイラスが知ったということは、村々にも被害がおよぶかもしれん。ローグ、村を守りつつ、民たみから兵を募って自軍に加えるのだ。うまくゆけば、ネダインの内部からもジェイラスを脅おびやかせるかもしれん」

　ローグも深々と頭こうべを垂れた。

　いずれにせよ、皇太子がネダインにその標的を絞ったことは、ソロンにもネダイン内部にも知れわたったはず。影響はある。特に、ジェイラスの横暴に耐え忍んできた民たちにとって、その意味は大きい。

　時おかず、ローグ・サイアン率いる五百の兵と、物資を積つんだ飛空船二隻が出発。

　そのころボイス・アビゴールは、ビラクをも奪った偽の皇太子軍を自力で追い払ったことに気を大きくして、暴徒の『残党狩り』と称し、周辺の村々においてあたかも侵入してきた敵対国がやるような乱捕りをはじめた。

　理由をつけては金品を奪い、男を殺して、女を襲おそった。

　自分はもはやネダイン領土にこだわる必要がない、とすらボイスは考えていた。近い将来、十二将への抜ばつ擢てきが待っているであろうからだ。

　それだけに、ローグとオーダイン、二将の混成軍が砲声を鳴らしながら前進してきたときには、村の納屋で飛びあがるほどに驚おどろいた。組くみ敷しいたばかりの娘の肢体から身を離はなしつつ、

「見張りはなにをしていた！」

　叫んだが、時すでに遅い。

　足しげく村々に通い、周辺の地形を熟じゆく知ちしていたレイモンに比べれば、ボイスの敷いた見張りの配置などは穴だらけにも等しかった。

　そして当然、兵の指揮に関してはローグ、オーダインがはるかに上まわる。

　剣を交えたが、まったく歯が立たずに、結局ボイス・アビゴールは衣服をととのえる間もないままにネダインへの敗走を余よ儀ぎなくされた。

　これはオルバの予想どおり、ネダイン周辺の村々に大きな影えい響きようをおよぼした。

「自分も兵に」

　と志し願がんしてきた若者が五百ほども集まったのである。ジェイラスやボイスへの恨うらみばかりが原因ではない。ことここにいたっては、もはやアビゴール家をこの一帯から追い出さぬ限り、村すべてが焼やき討うちにあう恐れもあったからだ。

　そしてギルから下された命令どおりに、ローグ、オーダインはネダインから西にいくこと三十キロ地点に陣を構えた。

　レイモン・ピースラウは二将を近きん隣りんに案内し、地理の知ち識しきを駆使して兵の配置に口添えしながら、ある日の夕暮れ、わずかな兵とともに北の採石場へ向かった。

　無残に放置された死体が転がっていた。

　ドルフのものもある。無念そうに目をかっと見開いていた。

　レイモンは嗚お咽えつをこぼしながらも、彼らを埋まい葬そうした。

　そして労働者たちの寝泊まりする場であった人工の洞どう窟くつに足を踏み入れたレイモンは、壁かべにかかっていた造花に気づいた。

　本来慎つつましやかに白く輝かがやくはずのそれは、赤黒い血の色に染まっている。

　レイモンは壁から手に取り、それから、自分の胸に飾っていたものとともに、皆を埋葬した丘きゆう陵りようの頂上に、そっと添えた。

（わたしは誓う）

　心の内側でレイモンはつぶやいた。いま、声に出そうと口を開いてしまえば、こぼれるのはふがいない嗚咽ばかりだとわかっていたからだ。

（いま、捧ささげることができるのは造花ばかりだが、必ず、ここにジェイラスとボイス、アビゴール親子の首を並べてみせる。必ずだ）




　　　　２




　ネダインへソロンから一千の援軍が駆けつけたとき、それと入れちがうようにして、帝都にもネダイン初戦の動きが伝わっていた。

　皇帝は、つづけざまに千五百の部隊を送ることを決意。

　グール・メフィウスも、ここに来て、いよいよ『時』が動いたのを悟ったのである。

　ただし、交易で潤うるおうビラクと異なって、ネダインには大人数の軍隊をまかなうだけの余力がない。自然、物資も大量輸ゆ送そうせねばならず、これには手間と金が要いった。

　余力がない、といえば、帝都ソロンとて同じことである。防ぼう衛えい線せんをかためる意味もあって、ソロンには各地から部隊が続々集結しつつある。いまはまだいいが、経済の要かなめであるビラクを失っている現状では、果たして何ヶ月兵を置きとどめられるものか。

　いざ『時』が動いたならば、早期決戦を望むは必ひつ定じよう。

（あるいは──）

　と、メフィウスの民たみや、軍人、貴族たちは同じことをひそやかに噂うわさしあった。

（こたびの合かつ戦せん、あるいは、グール皇帝陛下その人が采さい配はいを振るうべく、ネダインへ移動されるかもしれぬ）

　いずれネダインの軍容は膨ふくれあがり、となれば、皇太子側もアプター、ビラクに駐ちゆう留りゆうさせていた全軍を集結させるであろう。

　すなわち──、

　田舎いなかと揶や揄ゆされるネダインを巡る攻防は、思いもかけぬ形ではじまったメフィウス内乱の、最終決戦の様相を呈しつつあったのだ。




　ジェイラス・アビゴールが援軍となる部隊をつれてネダインへ舞まい戻った直後のこと。

　皇帝グール・メフィウスはとある決意をかためた。

　これから大規模な軍事行動に出なければならない。そのためにはまず、背中の安全を確かく保ほする必要があった。この場合の『背中』とは隣りん国ごくガーベラやエンデのことではなく、メフィウスの愛すべき家臣や将たちのことである。

　これ以上の離り反はんを誘い招かぬために、グールは国内の締しめつけを計った。

「明日あした、ソロン中央の競きよう技ぎ場じようで予定されている剣けん闘とうすべてを中止。サイアン、ロルゴの両家族を引っ立てて、場内にて処刑せよ」

　と命じた。

　競技場は無料開放することとし、また現在ソロンにいて、急ぎの軍務のない貴族や軍人たちにも参列を強要した。

　見せしめである。

　いずれはこのときが来るだろう、と予期はしていたものの、人々は大きく揺れた。

　いうまでもなくローグは長きにわたって将軍の座にあった人物であり、オーダインも厳げん格かくで有能な軍人として名が知れていた。大勢の人々に慕われている。加えて、両将軍の息子むすこ、娘はいずれも成人の儀ぎを済ませたばかりの身。

「おれは、この目で見たんだよ」

　敷しき石いしもない街筋が曲がりくねった向こうにある、いかにも場末の酒場で、小太りの男が肩を震ふるわせていた。貴族、軍人たちの邸宅が並ぶ通りにほど近い場所で、商店を構えている男だ。

　彼が『見た』というのは、ビラクが偽皇太子軍に占拠された直後、ローグ・サイアン、オーダイン・ロルゴ、二人ふたりの家族が、邸宅から引っぱり出されて、兵士に往来をつれていかれる光景のことだった。

「ロルゴ将軍の娘さんなんて、真まっ青さおな顔で、いまにも倒れるんじゃないかというほどだった。それを、もっと幼い、サイアン将軍のご子息が大声で励ましていたのさ。大丈夫、ぼくらの父上は天に恥ずべきことなんてなにひとつされていない、だから大丈夫、必ず助かるはずだ、って──」

　ローグ・サイアンの長男ロムス、そしてオーダイン・ロルゴの次女ラニーは、いずれも、今こ年としの建国祭で、竜の背に乗るという古めかしい儀式をしたことで、民たみから顔と名前を知られていた。

「見せしめのために捕まえただけだと思っていた」

「まさか、本当に処刑されるとは──」

「ああ、皇子さまが寸前で駆けつけてくださらないものか。英雄物語の主人公めいたあのお方なら、きっと今度も奇跡を起こしてくださるにちがいない」

「馬ば鹿か、滅めつ多たなことをいうな。おまえも処刑されたいのか」

「大体、その皇子さまを名乗る不届き者のせいで、将軍たちは運命を狂わされたんだ」

　酒は進むが、客の顔色は曇くもるばかり。

　この夜、メフィウス各地で同じような光景、同じような会話が多々繰くりひろげられた。

　無む論ろん、それは民たちのみならず、皇族に仕える主要な家臣らも同様である。しかし彼らは集会、会食の類たぐいはなるべくおこなわなかった。こそこそ集まってよからぬことを企たくらんでいる、と皇帝から要いらぬ詮せん索さくを受ける可能性があったからだ。

　この処刑を中止するよう、皇帝に直訴するような貴族、軍人はいなかった。ただ、長らく両家族に仕えてきた使用人たちが涙ながらに宮殿敷地前に押しかけるという事態があって、これは速やかに番兵たちによって追い払われた。

　その夜は、ソロンに住まう大勢の人々にとって長いものとなった。

　シモン・ロドルームも、同様である。

　もっとも古くから皇帝に仕えてきた家臣であり、現在、『生前』の皇太子側について皇帝に進言したかどで、自宅に軟禁されている。

　その邸宅内は静まり返っている。

　真夜中だから当然といえば当然だが、人の気け配はいというものがない。

　シモンは、書斎の机でひとり静かに読書をしていた。灯あかりは、机に置かれた燭しよく台だいひとつきり。

　黙もく々もくと読み進めていたシモンは、やがてひとつ嘆息すると、本を閉じた。

　振り返ると、そこは本の山である。気にかかってはいたが、時間がなくていままで読めずにいた本を、ここぞとばかりに小こ姓しようたちに命じて集めさせた結果であった。

　そのすべてを、いま読み尽くした。

　シモンは椅い子すから立ちあがると、大きく伸びをした。

　窓辺に立って、夜空を見あげる。

　星の見え方からして、あと三時間ほどで夜が明けるだろうと思われた。

　長い夜だった。

　ただ書物の字を追う作業に集中していたようにも見えるが、ともすれば読書の妨げになる思いが次から次へと浮きあがってきて、それを追い払うのにも苦労が要いった。

（まだまだ）

　自分も未み熟じゆくだな、とその都度思わされた。

　そういうわけで、三冊の本を読み終えるのに、意外なほどに手間取った。

　シモンは、窓辺から離はなれ、部へ屋やの中央まで戻った。

「さて」

　何気なくつぶやくと、シモンは机の上から燭台を手に取った。

　それを、うずたかく積つまれた本の頂上めがけて傾ける。溶けた蠟ろうが滴したたり落ちるのに構わず、なお近づける。

　部屋のあちこちに築かれた書物の山すべてに、シモンは同じことをした。

　やがてまた部屋の中央に舞まい戻る。そのまま無造作に燭台を床へ落とした。

　目を閉じる。

　いがらっぽい煙が鼻び腔こうと口をついた。

　瞼まぶたを落としていてさえ、火の色が網もう膜まくに侵入してくる。

　今日きようこのとき、自分はいったいなにを思い、なにを考えるであろう。

　以前からシモンは疑問に感じていた。興きよう味み深ぶかいテーマだった。

　が、いざとなってみれば、脳裏に浮かんでくる言葉ひとつない。

　シモンは思わず微笑ほほえんだ。計画を決めてから、今日この日にいたるまで、多くの葛かつ藤とうや迷い、そして記き憶おくを洗いざらいさらうほどの長い追憶があった。そのなかで、もはや言葉などはあらかた消費し尽くしたかのようだった。

　と、

（見たかったな）

　唐とう突とつに、そんな思いが浮かんできた。

（噂うわさの、ギル・メフィウスとやらを）

　現在、皇帝グール・メフィウスと矛ほこを交わしている勢力、その頂点に立つ皇太子のことだ。

　世間では、偽者だという。ローグやオーダインが、権力ほしさに、よく似た別人を皇子に仕立てあげて謀む反ほんを起こしたに過ぎない、と。

　だが、それをいうならば、『生前』のギルも、ある時期を越えてからは、それまでと別人のように振ふる舞まうようになっていた。聖せい臨りんの谷で王女を救い、ザイム砦とりででリュカオンを討うち果たしたかと思えば、ソロンにおいてはザットの謀反を未然に防いで、さらにはアプターに赴おもむいた際にはタウーリア軍の奇き襲しゆうを退しりぞけた。

　父である皇帝のみならず、家臣たちからも『うつけ』と陰口を叩たたかれていた皇子が、である。

　シモンも不ふ思し議ぎに思わぬではなかった。ほかの家臣たちに比べると、シモンは皇子の後見人がごとき態度を取っていたから、やや近しい立場にいた。それだけにより大きな疑惑を抱くべきだったろうが、このときシモンは、

（似てこられた）

　というひと言で、それらの疑問への解答を得ていた。

　皇子が変わった、というより、皇子が日に日にとある人物に似てきていた、という風にシモンには見えていた。それもそのはず、父子だから当然であろう、とシモンは結けつ論ろんづけていたのだった。

　今回、死したはずのギルが実は生きていて、皇帝に立ち向かっていると聞かされたときも、

（きみも、同じことをしたかもしれないな）

　とすら思ったほどである。

　すなわち、若いころ、皇太子であったころのグール・メフィウスその人とて、もし父が現皇帝のように振る舞っていたなら、やはり軍馬を率いて立ち向かっていたのではあるまいか。

　シモン・ロドルームにはそう思えた。

　だから、いまのギル・メフィウスを改めて、もう一度見てみたかった、とこの瞬しゆん間かん、強い願がん望ぼうを抱いたのである。

　そしてかなうならば、そんなギル皇太子に仕えたかった、お支えしたかった、とも思う。

　かつて友と夜どおし語りあった、理想の国家、理想の未来がそこにはある気がした。

（だが）

　シモンにその権利はない。少なくとも彼本人はそう思う。

　自分は、その友を支えられなかった。歳としを経ていくなかで、若かりし理想を先に捨てたのは、あるいは自分のほうではなかったか。

　もし、ギル・メフィウスが新たな未来をこのメフィウスにもたらすとしたなら、その未来のなかに自分の役目はない。

　古き者は敗れるか、自ら立ち去ってゆくのみ。

（そして、新しきものが、敗者の屍しかばねと、燃もえ落ちた宮殿の灰のなかから、次の歴史をつむぎ出す）

　シモンは、いま煙と熱ねつで満たされつつあるこの部へ屋やを、過日、ガーベラ国王女ビリーナが訪ねてきたことを思い出した。

　ギルとビリーナ。

　芽め生ばえの兆候を、そのどちらとも自分は目まの当あたりにできていたのかもしれない。

（ならば、あとは、もう）

　考えるべきことも、思い、案じるべきこともない。

　シモンは肩の力を抜いた。

　そしてこの瞬しゆん間かん、肌身に感じたのは荒野の風だった。

（おうっ）

　もう、振り返る場面のひとつすらないと思っていたのに、いま、シモンは強い風を受けながら、愛馬を駆って、不毛の峡きよう谷こく地帯を駆けていく。

　土地柄、メフィウスに野生の馬はほとんど育たない。限られた地域で瘦やせた馬が放牧されているだけだから、ガーベラの一地域から買い受けたばかりのこの馬がシモンには自慢だった。

　幼いころからの知りあいが、隣となりでやはり馬を飛ばしながら、それを羨うらやましがっていたのを思い出す。

「おれに売ってくれ、シモン」

「どうするかな」

「金だけじゃないぞ。おまえがご執心だった、イヴィー家のご令れい嬢じよう。筆の下へ手たなおまえに代わって、おれが手紙を書いてやろうか。いや待て、皇族の権限を使って、結婚を命じてやろう」

「すでにきみの魔ま手しゆがのびたあとだという噂うわさだが」

「馬ば鹿かなことを」

「おっ、あれを見ろ。谷底手前の、あの竜の角つのみたいな岩山が見えるか？　あそこに、わたしより早く辿たどり着けられれば考えてやってもいい」

「おまえの馬の速さがほしいといっているんだ。それじゃあ本末転倒だろう」

「何事もやってみなけりゃわからんさ。そら、いくぞ！」

「待てっ、この無礼者め。おれが皇帝になった暁あかつきには、おまえを光ひと筋射ささない場所に幽閉してやるから覚悟しろ。くそっ、待てというのに」

　二人ふたり、笑いながら駆けていく。

　現在のシモン・ロドルームも、目を閉じながら、やはり笑った。あまりに大口を開けたものだから、ここぞとばかりに煙が侵入してきて、激はげしく咳せき込んだ。

　それでもなお、シモンは笑いつづけた。




　翌朝早く。

　グール・メフィウスは寝台の上で飛び起きた。

　ここ数日、皇帝の眠りは浅い。

　床についたかと思えば、すぐに起きあがって、書斎やら執務室に向かってこもりきりになる。そんなわけだから、近辺に仕えている者たちも一様に寝不足気味だった。

　皇后メリッサも、最近は寝室に近づけていない。

　グールはひとり、どこか呆ぼう然ぜんとした顔つきで額ひたいの寝汗を拭ぬぐった。

　予感というのだろうか。

　直後、着替えて外へ出た皇帝は、すでに控えていた近きん習じゆの者が青ざめた顔をしているのに気づいた。

「なんだ」と前触れもなくグールは聞いた。「なにがあった」

「へ、陛下。たったいま、帝都警けい護ごの兵から連絡がありました。ろ、ロドルーム公の邸宅が火事になったと」

「なに？」

　皇帝は、常からぎょろりとした目をさらに剝むいて、あたかもその近きん侍じが自分の死を伝えにきた冥めい界かいからの遣つかいであるかのように見据えた。

「シモンはどうした」

「見張りの兵が気づき、すぐに救助へ駆けつけたものの、火のまわりが早く……消火を終えたあとになって、発見されましてございます」ごくりと多量の唾つばを飲み込む間を挟んで、彼は顔を伏せながらつづけた。「すでに、ご、ご遺体となられて」

　グールはしばし口を閉ざしたままだった。

　近侍は、涙ながらに語っていた。ここ最近、シモンは家に仕えている人間たちと夜中まで騒さわいでいることが多かった。なかが騒がしいので、見張りの兵が不ふ審しんに思って窓を覗のぞくと、ちょうどシモンと目があい、

「この歳としになって酒のうまさを覚えたものでね」

　と照れたように笑ったという。

　グールの知る限り、シモンはほとんど下げ戸こに近い。

　その夜も、泥でい酔すい状態になったシモンは、突如下働きの者たちに激げつ昂こうして、

「出ていけ。二度と顔を見せるな」

　などとわめいて、家から追い出しにかかった。

　仕えていた者たちは主人の変化に戸惑ったものの、慣なれぬ酒におぼれただけのこと、どうせ明日あしたにはまたいつもどおりのシモンさまにお戻りいただけるだろう、とひとまずその場は引きさがった。

　そして、この火事であった。

　酔いつぶれたシモンが火の不始末をしたせいだと考えられた。

「馬ば鹿かな」

　長い沈ちん黙もくのあと、皇帝は首を左右に振った。唇を、冷笑とも取れる不気味な形にゆがめている。

「あのシモンが、いかに年老いたとてそのような。近きん隣りんを騒さわがしている偽皇太子の真ま似ね事ごとか？　死んだと見せかけて、あとになってわしの前に姿をあらわそうというのだろう。搜せ。近くにいるはずだ」

　そう命じた皇帝は、正気とも、そうでないともつかなかった。

　そこへ新たな報告があった。シモンに仕えていた小こ姓しようのひとりが、皇帝への面会を求めて門前にあらわれたという。

　すでに宮廷はこの事件を知って騒がしくなりかけている。

「通せ」

　と皇帝は許可した。

　面どおりを許された小姓は、誠実さを顔に貼はりつけたような少年だった。

　ひと目見ただけで、いかにもシモンに似あっていると思える。家柄もいいのだろう、シモンの死を知らされた直後、それも皇帝の御前だというのに、彼は真まっ青さおな顔をしながらも、自身にいいつけられていた役目を精いっぱい果たそうとしていた。

「おとついの夜、ロドルームさまに呼ばれ、これを受け取りましてございます。明日の夜が明けたら、これを陛下にお渡しするように──と」

　それは、片手で抱えられるていどの木箱だった。小姓は、自分の立場で皇帝陛下にお会いできるはずがない、と最初は受け取れなかった。ただでさえ、シモンと関係の近い者は宮殿から遠ざけられている。が、シモンは謎なぞめいた笑えみを浮かべて、

「なあに。ちょっとしたからくりがあるのさ。明日の夜が明けたらわかる。必ずや、陛下はおまえに会ってくださるだろう」

　そういった。

　まるでそのときが来るのを楽しみにしていろ、といわんばかりの態度だったので、なにかの冗じよう談だんかもしれない、と小姓は思って、結局その木箱を受け取ったのである。

　まさか、シモンが口にした『からくり』とやらが自身の死にかかわりのあるものだとは思いもせずに。

「やはりか」皇帝は、半ば怒ど鳴なりかかるようにいった。「シモンめ、やはり自分で屋や敷しきに火を放ったのだな。見せてみろ」

　本来、下しも々じもの者から皇帝が直接なにかを手渡されるということはない。必ず第三者の手を経由し、安全を確たしかめてからになるが、皇帝は自分から奪い取るようにしてその木箱を手に取った。

　蓋ふたを開ける。

　なんともいえぬ顔になった。

　先ほどの冷笑はすでに消え、さりとて、そこには怒りも悲しみもない。

　皇帝は人払いを命じて、木箱を手に寝室へ舞まい戻った。

　グール・メフィウスは木箱から中身を取り出し、その手に掲げた。

　カーテンの隙すき間まから注ぐ朝あさ陽ひに黒光りするそれは、旧式の拳けん銃じゆうだ。

　新品同様だった。

　シモンのことだから、護ご身しん用ように持ってはいても、試ためし撃うちのひとつもしていないのではあるまいか。
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　木箱の中身はそれだけだ。書状が入っているわけでもない。ただ、その拳銃ひとつきりがおさめられてあるだけだった。

　弾層を確かめると、そこには一発の弾丸が込められてある。

　回転式の弾層を指で弾はじいたあと、グールは引き金を引いた。

　かちりと空むなしい手ごたえが返ってくる。あとは立てつづけに引いた。一回ごとに弾層が回転していく。

「これで」

　とグールは室内にほかの誰だれがいても聞き取れぬような小声でつぶやいた。

「おのが頭を撃うち抜いたほうが、よほど楽であったろうにな」

　シモンの心のうちなど読めている。おそらく、いまグールが口にしたとおりの魂胆があるのだろう。

（本来なら、これでおれの命を断つか、おまえの命を狙ねらうか、どちらかにしたほうがいいのはわかっている）

　シモンはそういいたいのだ。

　理由も、もちろん皇帝には思い至っていた。皇太子側についた二将軍の家族についてだ。処刑を決めた直後、シモンからなにがしかの反応があるはずだと思っていた皇帝だから、むしろ無言を決め込んでいたのが意外な思いがしていたところだった。

「それが、このような」

　そういう理由ならば、なおのこと、シモンはこの拳けん銃じゆうを手に取り、壮絶な自決を遂げるべきだった。そのほうがよほど効果的なはずだからだ。書状のひとつでも添えていればさらにいい。

　皇帝をいさめるような言葉を残した上で頭を撃ち抜けば、シモンを慕っていた大勢の貴族、軍人たちの胸をも打ったはずだ。義ぎ俠きようの人という評判も立って、シモンの名は長らくメフィウスに残される。

　それなのに、シモンはあえてなにも言葉を残さず、酒におぼれた末に火事を招くといった醜しゆう態たいを演じた。

　その意図も、皇帝には読めた。

　彼は、命と引き換えにしてでも、旧友を気き遣づかったのである。

　皇帝ただひとりにこのメッセージが伝わればよいと、彼は自らの屋や敷しきに火を放ったのだ。

「痴しれ者ものめ」

　今度は、大声で皇帝は怒ど鳴なった。

　一、二歩、大おお股またで足を運ぶ。あたかも、その場にいないはずのシモンに摑つかみかかるような素振りで、

「驚おどろきだな。おまえほどの男にも、やはりわからぬか。わかってはおらぬか」

　グールの目は吊つりあがり、頰ほおは激はげしく震ふるえていた。涎よだれの糸を引いて搔かき開いた口から、次々と怒号の言葉が洩もれ出ていく。

「この、痴れ者めが。愚か者、大おお馬ば鹿か者ものめ。これで、満足か。わしの許しもなく、その命を勝手に使いおって。はるか高みからわしを見くだして、それで満足か」

　と、皇帝は手にしたままだった拳銃を胸の高さまで掲げた。

　引き金を引く。

　銃声とともに、部へ屋やの高価な調ちよう度ど品ひんに穴が穿うがたれた。

「陛下！」

　側そば仕づかえの兵が、部屋の扉の向こうから大声をあげるのが聞こえる。「構うな」とそれに叫びをくれてから、皇帝は硝煙を立ちのぼらせる銃口を眺めて、

「これが貴様への弔ちよう銃じゆうだ。見ているがいい、シモン」

　叩たたきつけるように叫んだ。




　──その後、皇帝は竜りゆう神しん神殿にシモンの亡なき骸がらを運ばせた。

　元評ひよう議ぎ会かい議長シモン・ロドルームの葬そう儀ぎを優ゆう先せんする形となったため、ローグ、オーダインらの家族の処刑は、一時取り止めとなった。

　が、シモンの死がなんの影えい響きようもおよぼさないはずがない。

　たとえば、ソロンに集つどいつつあった各地の軍兵の、その足が鈍にぶった。

　キルロやイドロ領主などは、なにか理由をつけては軍の派兵を遅らせ、また物資の運搬も遅れがちになったため、ネダインへ追加で送るはずの援軍が、いまだ編へん成せいもととのわない状況にある。

　各地では以前よりいっそう、皇太子ギル・メフィウスを支持する声がおおっぴらに囁ささやかれるようになり、そうした風向きを感じ取った家臣たちも、ひそかに顔をあわせる機き会かいをつくっては、将来の身の振り方について真剣に議ぎ論ろんしあった。

　そう、風だ。

　風は、まちがいなくギル・メフィウスに吹きつつあったのだ。




　シモンが命を落とした直後、ガーベラとエンデにとある動きがあらわれるまでは。




　　　　３




　ガーベラ王国第二王子ゼノン・アウエルは飛空船の艦かん橋きようにいた。

　首都フォゾンから、北の国境地帯を守しゆ護ごするザイム砦とりでめがけて飛行中だ。

　軍務である。

　少なくともゼノン本人はそう胸に期している。

　父である国王アインや、兄のラゼッタは国の内乱を恐れるあまりにおよび腰になっていたが、ゼノンは今回のサラマンドの行動がガーベラに必ずや取り返しのつかぬほどの災さい厄やくをもたらすであろうと確かく信しんしている。

　サラマンド・フォーゲル。穴あな熊ぐま騎き士し団だん副団長として多少の勇名を馳はせている男だが、リュカオン信奉者で、メフィウスとの戦争をつづけたがっている男でもあった。

　曰いわく、『騎き士し道どうの誇りを守らんがため』だ。

　かつてはゼノン王子も同じことを考えていた。しかしいまはちがう。では、『騎士道の誇り』を失ったかといえばそうではない。人それぞれ、信条、信義がある。

　サラマンドは、メフィウスにて反逆者の汚名を着せられたビリーナ王女をこの手に取り戻すべし、と国王を説いた。

　そのビリーナ、メフィウスで行方ゆくえ知れずになっているという話まである。これが民たみに知られれば、メフィウスへの感情が一気に悪化するのは避けられない。そして民族感情というのは、時に、為い政せい者しやの思惑を超えて歯止めが利かなくなる事態を生み出す恐れとてあるものだ。

　国王アイン・アウエルは他ほかの家臣からも説得され、メフィウスへ書状を送ることを約束した。それを帝都ソロンへ持っていく役割をおおせつかったサラマンドは、

「こちらが本気であることを示すため」

　と称して、自身の率いる騎士団の数個中隊をザイムへ向かわせることも王に承服させた。部隊の移動そのものが武ぶ威い行動につながり、メフィウスの恭きよう順じゆんを促すだろうというものである。

　が、リノア・コチュン嬢じようや、友人のノウェからの情報によると、すでにザイム砦とりでにはサラマンドと同どう調ちようした人間たちの手引きによって多数の武器が運び込まれ、またザイム砦自体がそうした種類の人間たちに乗っ取られた可能性が高いという。

（サラマンドめ、あるいは）

　王の許可を待たずして、メフィウスへ切り込むつもりではないのか。

　そう考えたゼノンは、すぐさま甲かつ冑ちゆう姿すがたで国王に謁えつ見けんした。サラマンド討とう伐ばつの許可を求めたが、いまだサラマンドの真意が読めぬ王や兄は慎重になった。だから、

「まずは少数でザイムへ向かいます」

　と、ゼノンも言葉を選んで、ひとまずはザイムへ向かう許可を取りつけた。その足で、リノアの用意してくれた船に飛び乗る。騎士二十名を供に、ガーベラの草原を眼下にしながら北上した。『まずは』といったものの、実はこの時点で配下の猛もう虎こ騎き士し団だんをすでに各地で飛び立たせている。それらの船を準備してくれたのもリノアだ。

　途中の補給基地で、そのうちの一隻と合流。ノウェ・サウザンテスがいた。

　船内にあるぜノン専用の私室にて、二人ふたり顔をあわせる。と、

「まずい知らせがあります」

　ノウェは挨あい拶さつもそこそこに、そう切り出した。

「なんだ。サラマンドがザイムへ辿たどり着いたか」

「それもあります」

「父上がもう少し早く決断してくださっていれば──といっても詮せん方かたなきことだが。で？　さらに悪い知らせとはなんなのだ」

　ゼノンはさりげない目配せで、室内で茶の準備をしていた小こ姓しようを室外へと追い出す。

　誰だれもいなくなったあと、ノウェは肩にかかった黒髪を指で弄いらいながら、おかしなことを口にした。

「メフィウスにおいて、ギル・メフィウス皇太子を名乗る男があらわれました。その傍かたわらに、わがガーベラ国王女ビリーナさまのお姿もあるとか」

「ほう？」

　と一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をしたゼノンだが、すぐに、

「ほう！」

　鋭するどく語尾を跳ね上げた。

　しかし、またなにやら複雑そうな顔になって、

「待て、なにが悪い話だ。わが妹が生きていて、それのなにがよくない。いや、しかし皇子を名乗る男だと？　あの男、家臣の裏切りにあって死んだはずだな。ということは偽者か。ではそうなると、傍らにいる妹も偽者ということになるのか？　わからん！　わかるように話せ」

　息継ぎひとつ挟まず一気にいう。ノウェはくすりともせずに頷うなずいて、彼が得たメフィウス領での情報をかいつまんで説明した。

　ゼノンは黙だまって聞いていたが、

「面おも白しろい」

　といった。

「これが国境を接しておらぬ、まったく別の国の出来事ならばそうも思えたのだが。ノウェ、おまえはどう思う。皇太子、ひいてはビリーナも、本物であると思うか」

「まだ確かく証しようを得られるほどのものはありません。しかし、可能性は高いと思われます。アプターにて蜂ほう起きしたローグ、オーダインは、ともに実直な武人として知られております。皇帝の独裁政治に異を唱えることは、まあ、それゆえにありそうなことですが、そのための大義を得るためにわざわざ偽者を仕立てるような者どもではありますまい。また、偽者を立てるにしても、ガーベラ王女のことなどは、いうなれば放っておいてもよいこと。むしろアプターにおいて西方との戦いに巻き込まれて死んだ、ということにしたほうが、皇帝の悪あく辣らつさを引き立てることができましょう。王女の敵かたき討うちということにすれば、わがガーベラとものちのち関係を再構築しやすくもなる」

「なるほど」

　ゼノンは首を縦たてに振りながらも、複雑そうな表情を維持していた。

　ビリーナが生きていたとあれば、無む論ろん喜ばぬ兄ではない。また、ゼノンはメフィウス皇太子ギルとは面めん識しきがある。

　たった一度だけだが、印象深い男だった。

（うつけと聞いていたが、なかなかどうして、油断のならない相手になるやもしれん）

　そうも思った。そしてそのすぐあと、ゼノンは宮廷にてギル・メフィウスが家臣の男に狙そ撃げきされ、命を落としたという話を聞かされたのだ。

　そのギルが、生きていた。

　もしそれが真実なら、ギルは自分の死を偽装したということになる。国家ぐるみの陰いん謀ぼうでないのは、今回、皇帝と正面からぶつかろうとしていることからも明らかだ。ギルひとりか、つながりのある一部の人間と共きよう謀ぼうした上での計画だろう。果たして妹ビリーナもその一部の人間であったかどうか。

　ともかく、このことでメフィウスは分裂の危き機きを迎えている。いや、聞けば、すでに戦端は開かれ、内乱がはじまっている状態だというのだ。

「それで」ゼノンは試すような眼まな差ざしでノウェを見た。「繰くりかえすが、その話のなにがまずい」

「サラマンドもこの話を耳に入れておりましょう。その上で宮廷にさらなる揺さぶりをかけることが予想されます」

　なるほど、メフィウスが内乱状態にあるとなれば、こここそ好機、と意気込む将も大勢いるだろう。

　それも、現体制に歯向かっている皇太子側には、ガーベラ国王女の存在もある。

　この内乱に介入する余地が十分あるということだ。

「そして火事場泥どろ棒ぼう的にメフィウスの土地や財産を奪うということだな」

「考えられます」ほかに誰だれもいないというのにノウェは声をひそめて、「そればかりか、いったん内乱がおさまれば、あとはメフィウスを平らげるのにもっとも邪じや魔まな相手をひそかに消しにかかる──という可能性もあり得ましょう」

「ギル皇太子のことか」

「ビリーナ姫です」

　ノウェがいうと、ゼノンはやや唇を尖とがらせ、思わず口をついて出そうになった驚おどろきの声を吞のんだ。

「皇太子が勝つにせよ、皇帝が勝つにせよ、メフィウスが内乱で弱体化するのは避けられない。あとは和平の象徴たるビリーナ王女が消えさえすれば、戦時中メフィウスへの徹てつ底てい抗戦派であった人物たちはいよいよ政治力を増しましょう。それを止める確かつ固こたる理り論ろんを持たぬ王は──失礼ながら──彼らに乗せられ、軍事部隊を本格的に動かすことが、予想されます」

「──」

　そうなればガーベラは確たしかに利益を得る。しかしメフィウスへの徹底抗戦派は、いまのゼノンとはいわば論敵に当たる。政敵とさえいっていい。

　ゼノンはしばし考えたのち、

「王族を葬ほうむってまで他国を滅ぼそうとする者どもが、ガーベラの騎き士し道どうを具現化した未来を築けるはずがない」

「まことに」

　ノウェは細い顎あごを引いた。

　いかにも国の未来を案じる壮士がごとき態度であるが、もし彼の過去を知る者が近くにいたならば、

（狐きつねめが）

　と思ったかもしれない。なにせ、ノウェ・サウザンテスはまさにビリーナ王女を亡き者にしようと目もく論ろんだことがあったからだ。

「ビリーナのことはともかく」ゼノンは拳こぶしを胸の位置まで掲げていった。「サラマンドが手段を選ばず、王族を軽んじている男なのはまちがいない。奴やつめが賢さかしい知恵を振るってわが父上を揺さぶる前に、なんとしてでも動きを封じねば」

　この戦いに打ち勝ってこそ、

（ギル・メフィウス。本物か偽者か、この目で確たしかめる楽しみができるというものだ）




　それからゼノン一行は、道中、障害らしいものもなく、ザイム砦とりでを目前にする位置まで飛行した。

　わざと姿を見せつけるように、歩ほ哨しようの兵の目が届く位置で着陸する。

　王族の人間が乗っている証あかしに旗まで立てたというのに、ザイム砦からは迎えも出ない。

　その代わりに、槍やりを携えた兵たちが待ち受けていた。

　ゼノン・アウエルは船から降りると、供を数名従えて、門前まで徒歩で近づいた。

「お待ちを、ゼノン殿下」

　兵たちの槍が眼前で交差するのを、ゼノンは珍しいものでも見るような目つきで眺める。

「その槍、誰だれに向けているかわかっていような」

　返事はない。兵たちは一様に青い顔をしていたが、そのなかにあって目だけが赤々と炎の色をたたえているように見える。

（ザイムは、ふたたび謀む反ほん者ものの手に落ちたか）

　王子の胸中でそんな言葉がよぎる。リュカオンが蜂ほう起きし、リュカオンが討うたれた地である。

「サラマンドは出てこんか」

「出てくれば、殿下と討ちあいになりましょう」

「なるほど、わが身を気き遣づかってもらっているのか。では、またいずれ」

　ゼノンも長々とした口こう舌ぜつは好まない。

　マントを翻ひるがえして、ふたたび船に乗り込んだ。

　船の姿が宙の彼方かなたに消えていくまで見届けた兵たちは、いよいよ王族に逆らったことに表情を硬くしながらも、

（これで時間が稼かせげた）

　ひとまず目的を果たせたことに安あん堵どもした。

　が、

「敵てき襲しゆう、敵襲！」

　偵察に出かけていた飛ひ空くう艇ていがそんな叫びをあげながら、文字どおり飛んで戻ってきたのは、そのわずか一時間後。

　門前を守しゆ護ごしていた兵たちにも、ほどなくしてそれが見えた。

　土煙をあげて、騎き馬ばの一団が接近してくる。ゼノン・アウエル率いる猛もう虎こ騎き士し団だんの旗が、夕ゆう闇やみにも勇ましく翻ひるがえっていた。

　ゼノンは、門前で追い払われたことで、王に約束した「まずは少数で訪れる」という課か題だいを突破した。第二の手がこうも早かろうとは、王も、サラマンドも予測しなかったはずだが、そんなことはいまのゼノンにとって問題ではない。

　リノアから借り受けた船五隻に、一千あまりの兵を分乗させていた。さらに残る一隻が、武装をととのえた旗き艦かんとして後方に位置している。

　当然、砦とりでの内外は大おお騒さわぎとなった。

「猛虎騎士団だ！」

「馬ば鹿かな、早すぎる。殿下は最初からわれらを討うつおつもりであったか？」

「そんなことはあとまわしだ。敵襲、敵襲！」

　ザイム砦が、リュカオンの蜂ほう起き以来、ふたたび戦火の兆きざしにざわめいた。




「ゼノン王子が来襲？」

　サラマンド・フォーゲルがその知らせを受けたのは、武装や糧りよう食しよくといった準備を終え、いままさに馬を走らせようとしていたときである。

　ただし場所は砦の西門。ゼノンの襲しゆう撃げきをこれほど早く予期したわけではない。

　サラマンドは自身の部下八百を率いて、夜のあいだに西へ砦を出る。その後、砦に残したわずかな手勢が一隻の飛空船を用いて、メフィウスの国境守備隊に砲撃。守備隊が混乱に陥った隙すきに、ブルーノ丘きゆう陵りようを越える手はずをととのえていた。つまりは、王から預かった書状を、皇帝へ正式に届けようなどという気ははなからなかったのだ。

　が、ゼノンは存外にすばやかった。

　メフィウスとの戦いくさ以来、どこか腑ふ抜ぬけになってしまった王族のなかでは唯一サラマンドも将として認める男である。

「いかがいたします、サラマンドさま」

　穴あな熊ぐま騎き士し団だんの配下が、面おもてに緊きん張ちようをたたえて問うた。

「このまま戦になれば、メフィウスにザイムの動向を気け取どられ、守備を手厚くさせてしまいます。計画を早めて、いまのうちに船で守備隊へ攻撃をしかけますか」

「いや、それでは砦の人員があまりに足りなくなる。ゼノン王子にあっという間に砦を乗っ取られれば、後ろが危うい」

　焦りの声をあげる部下たちを前に、むしろサラマンドはいままさに飛び乗ろうとしていた馬から手を放し、その場にどっかと座り込んでいた。

　将ならば、こういうときこそ磐ばん石じやくの姿勢を見せつけるべきだ、と彼はリュカオンから学んでいる。サラマンドはいったん目を閉じたのち、

「まずは砦とりでの防備をかためろ」鋭するどく双そう眸ぼうを見開いて叫んだ。「このザイム、たとえ敵の兵力が二倍も三倍も上まわろうと、一回や二回の突とつ撃げきで破られる砦ではない」

　それにむしろ、ガーベラで内乱が起こったと知れば、国境守備隊の動きは活発になろう。増援が来るまでのあいだならば、むしろ平素よりも隙すきを見み出いだしやすくなるのではないか。

　サラマンドは、ガーベラ騎き士し伝統の重じゆう甲かつ冑ちゆうを軽々と着こなした体たい軀くを勢いよく立ちあがらせた。

「戦せん闘とう配置につけ！」




　ゼノン・アウエルは宣戦布告の合図に、遠方からの艦かん砲ぽう射撃をおこなった。

　ただしザイムは北のエンデ、西のメフィウスから国を守るガーベラ一の砦である。破は壊かいするわけにはいかない。威い嚇かくに留とどめた。

　砲声とともに地面が波打ち、土砂を多量に打ちあげる。

　それを皮切りに、ゼノンは猛もう虎こ騎き士し団だんへ突撃を命じた。

　しかしいま述べたように、ザイムはガーベラでもっとも堅けん牢ろうな砦。道はほとんど南に開けているのみなので、その平らな場所のあちこちに塔、砲台が築かれていて、射撃、砲撃をさかんにおこなってくる。

　歩兵、騎馬たちはいっこうに近づけず、また射しや線せんは空をもカバーしているために、飛ひ空くう艇てい部隊も隊列を組んだままでは接近できない。

「さすがにザイム、一千ていどの兵で地上戦は無む謀ぼうに過ぎるか」

　つぶやいたノウェ・サウザンテスは、空中にいる。

　飛空艇の後部に乗って、戦場を双そう眼がん鏡きようで眺めていた。

　敵は門から打って出ることもせず、ただただ騎士団の突撃を跳ね返している。

　それを見て取ると、

「狼煙のろしの合図」ノウェは、地面に降り立つなり伝令兵にそう指図した。「退却、退却だ」

　交戦時間は二時間にもならない。

　猛虎騎士団は引きあげにかかった。

　ザイム砦のほうから、意気あがる兵たちの怒ど鳴なり声ごえが聞こえる。

　全員が旗艦の位置まで引きさがるまで、ノウェは相変わらず砦を眺めていたが、

「やはり追撃の手は出ずか」

　とつぶやいた。

　彼自身も船に戻り、艦かん橋きようにいたゼノン王子に報告をおこなう。

「サラマンドめ、籠ろう城じよう戦せんでもやるつもりか？」

　ゼノンはついに国こく賊ぞくとなった男の名を吐き捨てるように口にした。

「それも考えられますが」ノウェはほっそりとした指を顎あごにあてがった。「本気で王家と対立する道を選ぶなら、むしろ殿下を砦とりでに引き込んで、油断したところを討うつか、捕ほ縛ばくするか、という手を選ぶでしょう。すでに王家に剣を向けた以上、手段は選んでいられぬはず。だというのに、あえて受け手にまわって、しかもこちらが退却しても追つい撃げきしてこなかった」

「どういう意味だ？」

「ザイムは捨て石です。時間を稼かせいで、その間にサラマンドに国境を越えさせようというのでしょう」

　国境を越える、と聞いて、ゼノンの顔つきが変わった。ノウェがあらかじめ読んでいたとおり、そしてリノア・コチュンが危き惧ぐしていたとおりに、サラマンドは自らが死してでもメフィウスに楔くさびを打ち込み、ガーベラに戦いくさの覚悟を促すつもりだ。

「では、こちらこそ手段を選んではいられんな」

　ゼノンは決意を固めた様よう子すでいった。

「敵にさほどの船はあるまい。こちらの船の砲撃で門を崩し、一気に突撃するか」

「いえ──」ノウェは長い髪を揺らめかして頭を振った。「ここは、待ちましょう、殿下」

「待つ？」

「そう。ゼノン殿下が思いのほか早く駆けつけたので、サラマンドも事情が変わりました。ここは、敵が焦じれて自分から打って出るまで、のんびりと静せい観かんするといたしましょう」

　ノウェの表情は涼しげだ。

　敵が時間稼ぎをするつもりだと、自分の口で指摘しておきながら、ここは「待つ」という。

　呆あつ気けに取られたゼノンだったが、これからの計画を説明されていくうちに、徐々に引き込まれていった。




　実際、そのときサラマンド・フォーゲルは焦れていた。二回、三回目の突撃があるものと思って防備をかためていれば、ゼノンは最初の来らい襲しゆう以降動かない。メフィウスの国境守備隊も静観の構えらしく、さしたる動きが見られなかった。もとより、内乱が起こったのはメフィウスのほうが先だ。本国に救援を申し入れたところで、その返答が予定外に遅れることもあり得るため、なまじのことでは動けずにいるのだろう。

（だからこその好こう機きだというのに）

　サラマンドは、騎き士し団だんの名前になっている熊くまにもよく似た風ふう貌ぼうで歯は軋ぎしりした。

　船を出してメフィウス守備隊の目をひきつけるのが、最初の計画だった。

　しかしいま船を出せば砦とりでが手て薄うすになる。後ろからゼノンに喰くいつかれれば、国境を越えたとて意味がない。

「おのれ、ゼノンめ」

　二日が過ぎたとき、サラマンドは余計な時間を費やされたことに気づいた。

　時が経たてば経つほど不利になるのはこちらのほうだ。北のエンデに補給を約束させていたリュカオンのときと異なり、サラマンドは孤立無援。食しよく糧りようや水が尽きれば、もはや騎き士し道どうなどとはいっていられなくもなる。

（ならば）

　サラマンドとて、並大抵の覚悟でここにいるわけではない。

　真夜中、船に乗せていた酒さか樽だるすべてを空けて、兵たちに振ふる舞まった。

「飲め、飲め」

　とサラマンドは煽あおった。

「リュカオン将軍のもとへいち早くはせ参じようという勇者は、剣を掲げよ。真っ先に死地を与えてやるぞ」

　サラマンドは、自分とともに国境を越えさせるつもりだった部下からも三百名を選んで、決死隊に編へん入にゆうした。

　ゼノンが陣を張って三日目。

　ちょうどゼノンが三日前にザイムを訪ねたのとほぼ同じ時間帯に、門もん扉ぴが開いた。

　砦にあるほとんどの兵力が、雪崩なだれを打って飛び出してくる。

　この突とつ撃げき戦せんで敵の度ど肝ぎもを抜くつもりであったサラマンド軍である。

　が、この瞬しゆん間かん、王子の陣が左右に割れた。その中央から、小高い丘の斜面を滑るようにして姿を見せたのはゼノン軍の旗き艦かんである。襲しゆう撃げき時刻を予期したとしか思えぬタイミングで船が舞まいあがっていくのを見て、サラマンド軍の兵たちは兜かぶとの下に驚きよう愕がくの表情を並べた。

　船は、猛もう虎こ騎き士し団だんの騎兵隊とサラマンド軍の歩兵とがぶつかりあうその頭上を飛び越えて、ザイム砦上空へと向かう。地上部隊の突撃を援えん護ごしていた砦側の砲や銃は、狙ねらいを定めるのに間にあわなかった。

　旗艦の下部砲塔が回転、立てつづけに砲撃した。

　どん、どどん、と地面が激げき震しんした。大気も打うち震ふるえた。

　砲撃が終わり、船が対空砲火を恐れて砦から離はなれたときには、ザイムの南門ばかりか、防ぼう壁へきも粉々に打ち砕かれていた。

　それを見届けると、船はわっとばかりに小型の飛ひ空くう艇ていを放出した。これで一気に砦に迫るかと思いきや、艇は船が地上に降りるまでの護ご衛えいにつとめる。そして着地するなり、今度は多数の兵馬を内部から吐き出した。

　この新たな騎士部隊はサラマンドの地上部隊を背後から挟きよう撃げきにかかった。飛空艇隊のほうはいよいよ砦とりでに迫り、銃火の無効化を狙って爆ばく撃げきを開始。

　国境を守護する自軍の砦を破は壊かいするという、一種暴ぼう挙きよにも思える乱暴な手だが、

（ザイム砦は、北に向かって堅けん牢ろうであればいい）

　とはゼノンの言である。南側は破壊しても差し支えないと決断した。

　サラマンド軍がにわかに崩れ立ったと見るや、

「突撃！」

　ゼノン王子自ら軍馬を駆って、親しん衛えい隊たい三百を率い、正面から砦へ迫った。




「おのれ」

　サラマンドは、自軍がのこのこ誘い出されたと気づいて呪じゆ詛その声をあげた。あげながらも、

「よいわ、馬を飛ばせ。これだけ派は手でに粉ふん塵じんがあがれば、メフィウスの守備隊もザイムを無視できまい。犠ぎ牲せいを覚悟に突っ切るのだ！」

　即断したのは、さすがにゼノンにも一いち目もく置かれる軍人というべきか。

　そしてこの果断な処置が、不運つづきのサラマンドにもわずかばかりの幸運を呼び込んだ。

　この決断が遅れていれば、メフィウスの国境守備隊はザイム砦の出口に陣取って、サラマンド隊五百の突撃を跳ね返していたであろう。だが彼らの対応は、ゼノンやノウェが思ったよりも遅れていた。ザイムから粉塵があがっているのを知った彼らは、一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいした。そしてその隙すきを突かれる形で、側面からサラマンド部隊の突撃を受けたのである。

　サラマンドは守備隊を殲せん滅めつさせる必要はなかった。どうせこの直後、ゼノンの部隊がこちらを追ってくる。国境を越えてまで追跡してくるかどうかは疑問だが、敵をそこに残しておいたほうが、双方に混乱を招ける公算が大きい。

「者ども、飛ばせえっ！」

　隊の先頭で、喉のども裂けよとばかりに声をあげながら、サラマンドは馬の脇わき腹ばらを蹴けりつづける。

　地上から閃ひらめいた槍やりの穂先を馬上でかわし、無造作に撃うちおろした剣でメフィウス兵の首を刎はねた。

（リュカオン将軍がために。未来のガーベラのために）

　血しぶきも省みずに突き進むサラマンドは、胸中で呪文のごとく唱えている。

　一歩でも帝都に近づき、そしてできればメフィウス軍の本隊とぶつかりあって、死ぬ。それが、それだけが、サラマンド唯一の望みだ。

　ビリーナ姫奪だつ還かんのための決死の行動と喧けん伝でんされれば、大義名分も立つし、ガーベラ国の世せ論ろんを一気に対メフィウス戦へと持っていける。

　一方、ゼノン・アウエルはサラマンド軍の地上部隊を殲滅させていた。しかし思ったよりも手間取った。敵はそれこそ決死の勢いで戦っていた。

　兵ひとりひとりに、リュカオンの亡ぼう霊れいを見る思いがした。

（おまえは、それほどまでに）

　返り血で赤々と染まった甲かつ冑ちゆう姿すがたのまま、ゼノンはザイム入りを果たした。恐れていたとおりに、サラマンドとその隊は国境を越えている。

　メフィウスの国境守備隊に使者を走らせようにも、相手はサラマンド隊の突とつ撃げきで被害を出している。半数はこれを追い、半数はこちらを警けい戒かいするあまりにまともに取りあってくれそうになかった。

　ゼノン・アウエルは激はげしく舌打ちした。

　国境を迂う回かいさせてでも、帝都へ直接使者を送るしかない。

　ゼノンは数人の猛も者さを選んで、それぞれ別々の方角からメフィウス帝都ソロンに向かわせることにした。

　その命令がいき届いてはじめて、ゼノンは自分がまだ血にまみれた剣を握りしめていたことに気づいて腰に戻した。

　このままサラマンドがおのが計画を遂行させることになれば、本国は真っ二つに割れよう。

（父上ならば）

　国が割れるよりはいっそ、と、メフィウスの内乱に乗じる形で兵を出す恐れがある。

　為い政せい者しやとしては正しい判断にも思えるが、一時の混乱を恐れるあまりに扇動者たちに乗っかってしまったのでは、王家の威信も絶える。となれば、メフィウスのみならず、ガーベラにおいてさえも次の支配者を巡っての内乱が起こりかねない。

（リュカオン）

　粉ふん塵じんも、硝しよう煙えんもいまだ立ち込めるザイムの砦とりで内。

　もうもうとした煙のなか、甲冑を着込んだ威風堂々とした若武者の姿が、ゼノンの目には見えた気がした。










　四章　介入
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　ネダインを巡って、皇太子軍一千ていどとメフィウス軍一千五百余りがにらみあいをはじめて十日ほど。

　ビラクで座していたオルバのもとに、立てつづけに連絡が入った。

　ひとつ目は、帝都ソロンで起こった火事についてである。

　すなわち、シモン・ロドルームの死であった。

　ローグ、オーダインはこの知らせに、人知れず涙した。シモンの死に関してはもちろんその真相は伏されていたものの、彼の葬そう儀ぎを優ゆう先せんするという名目でローグらの家族の処刑がいったん中止になったと聞かされれば、その裏もおのずと知れる。

「あのお方なれば、必ずやわれらの強いお味方になってくれると信じていたものを」

　とオーダインがいえば、

「いや」とローグは目を閉じたままかぶりを振った。「陛下とはもっとも長いおつきあいのある方だった。そして誰だれよりも義に厚きお方であった。なればこそ、陛下のおそばを離はなれることも、そのお心を裏切ることもかなわなかったのであろう」

　オルバも、

（あの人が）

　と、しばし呆ぼう然ぜんとなった。

　深いつきあいがあったということもない。ただ、シモンは『以前』のギル・メフィウスの後見人がごとき立場を取っていたというから、何度か顔をあわせたり、声を交わしたりする機き会かいはあった。

　物腰の柔らかな男だった。人を強く惹ひきつけるカリスマ性や、烈火のごとき行動力を持ちあわせているわけでもない。にもかかわらず、この一年足らずのあいだ、オルバも大勢の王侯貴族と顔をあわせてきたが、それらの記き憶おくのなかに決して埋没することのない男だ。

　聞けば、メフィウス内でなにか問題が起きたときに、真っ先に相そう談だんされる男だったというし、貴族や武人たちとのあいだで揉もめごとが起きた際、仲介役をいの一番に頼まれるのもシモンだったという。

　わかる気がした。

　そんな男が、死んだ。

　ローグ、オーダインの家族らを救うためであったろう、ということはオルバにももちろんわかる。もうひとつ、皇帝の心変わりを期待してという理由もあったかもしれない。

　オルバは、この人物の死に思いがけないほど強い衝しよう撃げきを受けている自分に気づいた。

　感傷ではない。

　シモンが皇帝ににらまれるきっかけをつくったのは、確たしかにオルバ自身だ。皇帝の意に反して、ガーベラへの援軍に駆けつけた皇子をかばい立てするような発言をしたために、シモンは自宅に軟禁処分となった。そしてローグ、オーダイン両将が皇帝に真っ向から立ち向かったのも、ギルの仮面をかぶったオルバの行動ゆえであるから、その二人ふたりの家族を救うためにシモンが死を選んだのも、オルバに原因があるといえよう。

　だが、それをわざわざ、

（おれのせいだ）

　などとは、もうオルバも考えない。

　暁ぎよう光こう翼よく将軍ローグや、銀ぎん斧ぷ将軍オーダインがそうであるように、シモンとて自らの信念と義をもって、自ら行動した。それだけのことだ。

　しかし、命をも捧ささげて行動した彼らに、オルバは、あの西方の地で目まの当たりにした数々の英傑や、誇り高き后きさきの姿を垣かい間ま見みる思いがした。

　かつては、メフィウスの武人や貴人など、憎むべき対象に過ぎなかった。それどころか、全員を火の海にくべて丸焼きにしたいなどと思っていた。だというのに、こうして広い視野をもって見わたせば、かくも大勢の英雄がいる。

　そしてそのうちのひとりが、メフィウスがために自ら死を選んだと知ればこそ、オルバも言葉を失うほどに衝しよう撃げきを感じたのだった。

　当然、それはオルバやローグたちのみならず、メフィウスの領民や高位にある者たちとて同様であったろう。

　シモンが国を支える柱のひとつであったのは明白だ。それを失ったいま、家臣や民たみたちはますます将来への不安に駆られるはず。

　こういうときに必要とされるのは、新しき指針。新しき血。新しき英雄。

　そう、シモンの死は、ある意味でオルバの背中を後押しする風となった。

　それが証拠に、ついには帝都ソロンにおいてまで、

「皇太子殿下を名乗っているという男」

「ビラクを取った手腕は、やはり只ただ者ものではない」

「フォルカーをはじめ、敵対した者たちの首も取らずにいるという。これは、ただの詐さ欺ぎ師しと決めつけてよいものか」

　などと囁ささやかれるようになり、さらに、

「陛下は軍事部隊で討とう伐ばつされるおつもりだが、ここは、ひとつ使者を放って、御前に招かれるべきではなかろうか」

「おお、そうだ。われわれとてじかにこの目にすれば、それが本物か偽者であるか判別がつくというもの。そうすれば無益な戦いくさも避けられよう」

　という声すら、あちらこちらから洩もれはじめていたのだ。

　以前にも述べたとおり、風は、新しき英雄ギル・メフィウスに吹きつつあった。

　しかし、その風は唐とう突とつに乱れたのである。

「ザイム砦とりででガーベラ軍がぶつかっただと？」

　オルバは執務室で眉まゆをひそめた。シモンの死に次いでもたらされた知らせは、オルバにも予想外のものだった。

　ザイム砦、といえばオルバにも縁えんの深い地だ。ガーベラ北端の国境にある難なん攻こう不ふ落らくの砦。ギルとして初うい陣じんを飾ってリュカオンを討うち取った地であるし、また、エンデとガーベラがこの砦を挟んで衝しよう突とつしたとき、はるばるアプターから援軍に駆けつけたこともある。

　このザイムでガーベラのゼノン王子とサラマンド・フォーゲルなる男の部隊が激げき突とつした。そしてサラマンドはそのまま国こつ境きよう線せんを突破、メフィウス領に侵入。

　その目的──すなわち国境を侵してまで果たさねばならぬ彼の大義──とは、ガーベラ王女奪だつ還かんにあるという。

　サラマンドは声高に、

「メフィウスはわが国の尊き血を軽んじておる」

　と叫んでいた。

「婚約者である皇子ギルが死したのちも、あれこれと理由をつけて王女を国内にとどめていた。メフィウス皇帝は西方への野心があったため、王女を人質に取る形でわが国を足止めしたかったのだ。さらには、一時は王女の身を幽閉していたというし、かと思えば、今度は反逆者のもとに王女の身が寄せられているともいう」

　ガーベラ王女に関しては、一時その行方ゆくえが知れなくなったこともあり、メフィウス側にも弱みがあった。以前、王女が西方に加担したためだ、という噂うわさを流布させたことがあるが、その西方と結びついたと思おぼしき皇太子とともにふたたびあらわれたのだから、事情は複雑化する一方。

「もとより、メフィウスはわれらと和平を結ぶつもりなどはなかったのだ。戦の敗色が濃のう厚こうになったから、一時しのぎに婚礼を利用しようとしたに過ぎない。いますぐに王女をわれらのもとへ返していただこう。その上で、ふたたび雌雄を決するのだ」

　サラマンドはソロンへ使者を走らせ、そういい放った。当然、その使者の首などは皇帝の手でとうに刎はねられている。

　しかしそれも想定済みであったか、サラマンドは大胆にもヴラド高地近きん隣りんにあった村を占拠。兵を宿泊させつつ、メフィウス側の動きを待っている。

　無む論ろん、メフィウスとてこれを放置するわけにはいかない。さりとて、これを討うてば、サラマンドの死を足がかりにガーベラ本国が乗り出してくるのも目に見えている。当の王女が皇太子側についているため、彼女を返すということもかなわなかった。

（ガーベラめ、こちらの政情を見抜いてのことか）

（あちらのほうこそ、和平だ、婚礼だなどといいながら、王女を利用して、こちらが弱るのを待っていたのだ）

　十年戦争の幕引きに関しては、ガーベラと同じく、メフィウスにおいてもそれを不満とする者たちは多かった。すでに独善傾向の強かった皇帝グールの決定によるものだったため、表立って反対する者が少なかっただけで、潜せん在ざい的てきにはガーベラへの抗戦派が数多く存在している。

　すなわち、サラマンドの存在をきっかけに、メフィウス、ガーベラ、双方の国民感情に火がつきつつあったのだ。

　これが、ギル皇太子へ吹きつつあった風を散らしてしまった。むしろいまはその存在が邪じや魔まになりかねないほどだ。

　グール皇帝がどのような反応を見せているか、噂うわさではわからない。

　ガーベラ国王へ書状を送ったとも、サラマンドを討とう伐ばつすべく、ソロン防ぼう衛えいのために呼び集めていた兵を割さいたともいわれている。

　ともあれ、

（これが長引くようなら厄やつ介かいだ）

　オルバは部下たちの手前、表情にこそ出さなかったが内心は強く歯は嚙がみしていた。

　グールにしてみれば、ある意味ではわたりに船ともいえる。

　皇太子やガーベラ王女の求心力が落ちれば、ひとまず国内をまとめあげることはできる。あとは隣りん国ごくへの対応だが、内ない憂ゆうに比べれば外患のほうがまだしもだと思う為い政せい者しやは多かろう。ガーベラと同盟を結びながらもエンデとのつながりも模索してきた皇帝だから、いざガーベラとことあらば、エンデと軍事的同盟を結ぶことも考えられた。

「サラマンドとやら、よもや、陛下の差し金ではありますまいな」

　ローグがいった。冗じよう談だんなのかどうか、真顔なのでわからない。

「そうであっても驚おどろきはしない」オルバもあえてしかつめらしく答えた。「しかし、これでまた様よう子す見みの時間が増えたかもしれん」

　そのとき、前ぜん線せんから定期報告のためにギリアムがビラクへ戻ってきていた。

　まだにらみあいの時間がつづく、と聞かされて、

「うんざりだな」

　心底、辟へき易えきしたようにいった。こちらはよほど胸の内が読みやすい。

「レイモンの奴やつが焦じれていていけねえ。妹やネダインの民たみのこともあって、ありゃ、我慢ならなくなったらたったひとりで乗り込んでいきかねないな」

「そのときは、ぶ厚い身体からだを張って止めろ」

「そのために、おれはこのご大層な身体からだを親から貰もらったんだからな──だろ？」

　二人ふたり、なんとなく声をあげずに笑った。

　それから、ギリアムはずいと顔を寄せて、

「サラマンドとかいう奴やつの手勢、たかだか六百かそこらだろう。皇子さま、いざとなったらおれに二百の兵を預けな。少人数で搔かきまわすのは得意だぜ」

　不敵にいい放った。

　考えておこう、とオルバは返した。

　だが、実際のところ、皇太子側がサラマンドを討うったとて、皇帝側が手を下したときとガーベラの内情はさほど変わるまい。

　オルバも、いまのところ隣りん国ごくとの戦争は避けたかった。政情の混乱を招いている本人だからこそ、なおのことだ。

（くそっ──）

　ビラクを取って以降、そしてネダインの攻略に失敗してからは、『待ち』の姿勢を徹てつ底ていさせてきた。しかし、情勢が変わったいま、この姿勢を果たして維持させていてよいものか。ここで焦って動いては、いままでかけた時間はまさしく浪費ということになるし、外敵の侵入を許したこの状況においては、国をいたずらに荒らすことになりかねない。

　兵を動かすもならず、座していても事態は動かず。

　シモンの死が、ここに来てさらなる痛手ともなった。

　彼がある意味で皇帝以上に求心力のあった人物なのはまちがいない。いざとなれば、彼本人、もしくは彼が政治の表おもて舞ぶ台たいに返り咲くことを望んでいる人物らと接触して、ソロンにおいて動きを誘発させるという目もく論ろみもオルバのなかにはあったのである。

　しかしその選択肢は潰ついえた。

　残った手ごま、考えられる手段は数少ない。

　じかに命を狙ねらわれているのとはまた異なる、別種の脅威が槍やりと剣とを形づくり、オルバの首周辺をずらりと取り囲んでいるようでもある。




　一方──、

「サラマンド。聞かぬ名だな」

　部へ屋やの窓まど際ぎわに立って、そうつぶやいたのはビリーナ・アウエル。

　腰に手をあてがって、目はきりりと吊つりあがり、いかにもいっぱしの武者らしい姿だったが、

「窓をお閉めになってくださいな、姫」

　後ろから侍女長のテレジアに叱しかられた。

「体たい調ちようをお崩しになられているのに、夜風はお身体に毒です」

「崩してなどいない。緊きん急きゆうの事態に直面しているときに身体を壊こわすような者は、そもそも武人の風上にもおけない。それはただの阿あ呆ほうだ……」

　ビリーナはやはり生き真ま面じ目めにいったが、すぐに表情をゆがめると、「くしゅっ」と壮絶なくしゃみをした。テレジアはあきれ果てたように、

「姫さまは武人でもなければ、阿呆でもありません。ほら、あたたかいお茶を淹いれましたから、こちらへお早く」

　ビリーナは昨日きのうから軽い風か邪ぜを患わずらっている。慣なれぬ土地でのことゆえ、テレジアはことさらに心配していた。ビリーナはいったん素直に窓を閉めて、テーブルに着いた。

「サラマンドの名、テレジアは聞いたことがあるか？」

「さあ。わたくしは、軍のことはなにも」

「知らぬ男が、わたしの名前を出し、手前勝手な騎き士し道どうを説きながらメフィウスを牽けん制せいしている。いや、この場合メフィウスのみならず、ガーベラもか。気に喰くわん」

「気に喰わんといって、サラマンドとかいうお方を討うち取りにいこう、などとお考えではないでしょうね」

「ふむん。名案だな」

　カップを手にしてビリーナは答えた。

　表向き、まだ冗じよう談だんめかす余裕があるようだが、こちらもオルバと同様に胸中はもう少し複雑だ。

　テレジアが話題を変えた。

「そういえば、ロドルーム公がお亡くなりになられたそうですね」

「うん」

　お茶をひと口含んで、ビリーナもさすがに神妙な顔つきになった。

　シモン・ロドルームと挨あい拶さつ以外で言葉を交わしたのは、ソロンを発たつ直前に邸宅を訪ねたときがほとんど唯一といっていい。だというのに、彼の死を知らされると、ビリーナの胸にも決して小さすぎない痛みが生じた。

　穏おだやかだが、身体からだと心の内側に一本芯しんの通ったような人物だった。

　彼とのなごやかな会話は、ビリーナに、どこか祖父との時間を思い出させていた。

「殿下の後見人のような立場であられたと聞く。殿下も、さぞお嘆きであろう」

「わたしも何度か、ビラクの民たみ人びとたちがロドルーム公のためにお祈りを捧ささげているのを見かけました。ご立派な方であられたようですね」

「ああ。最後の最後まで、選ばれし者の矜きよう恃じをお示しになられた。誠の騎士道とは、これだ。サラマンドなる男に、突きつけてやりたい」

　王女は、どうしてもこの話題から逃れられないようだった。テレジアが肩をすくめる。主人の感情が昂たかぶると長いことおさまらないのを知っているから、

「お茶を飲んだら、お休みなさいまし。姫がお身体を壊こわしたとあれば、ギル殿下が心配なさいます」

「わかっている」

　足手まといにだけはなりたくない王女だ。

　うなされるほどの高こう熱ねつを出そうが、手足がもげそうな痛みがあろうが、誰だれにも気け取どられまいと歯を食いしばってひとりで耐え忍ぶ恐れがある。テレジアもわかっているから、ひどくならないうちにと口やかましく王女に休息を迫った。

　そうした二人ふたりのやり取りを見ていたライラは、翌日、ビラクの市場へ買い物に出かけた折、

「つい五日前ごろからかな、評判のいい薬物商が朝市のほうに来ているよ」

　顔見知りになった魚市場の女将おかみが教えてくれた。

　同じ感冒とはいえ、その土地ごとに特性があり、それだけに土地ごとの治ち療りよう法ほうというものがある。ライラはそれを尋たずねていたのだ。

　教えられた場所へいくと、確たしかに露ろ店てんが出ている。

　年配の男が道端に、乾かん燥そうした植物の根や、瓶に粉末を詰めたものを並べていた。

　ひと目でゼルド人だとわかる。西方で暮らしていた経けい験けんのあるライラならなおさらだが、それにしては衣装が見み慣なれない。ゼルド人の民族衣装、というより、『メフィウス人が抱く西方人の歪わい曲きよくされたイメージ』でわざわざ仕立てあげた服装に見える。

　そういったところが好感を呼ぶのか、あるいはもともと外国人との交易に慣れたビラクゆえにか、西方出身と見える老人のその露店は、なかなか繁はん盛じようしているようだった。

　ライラの足が向いた。

　先客の男があれこれ物色している。老人とたわいない会話をしていた。その内容を耳にしたライラが一いつ瞬しゆん足を止めたのは、男がどうやらビラクの館やかたに勤める兵士のようだったからだ。いくらフェドム・オーリンに近いからといって、そんな男がライラの顔を知っているはずはないのだが、フェドムに存在を知られれば父もろとも明日あしたの命さえわからぬ身、警けい戒かいが過剰になるのも無理はない。

　露店の主人も、

「ほう、あんたお屋や敷しきにいるのか。では、噂うわさの皇太子殿下ともお会いなさったかね」

　と興きよう味みを示した様よう子すだった。

「そりゃお見かけくらいはしたが」

「ぜひわたしを紹介してくださらんかね。これでも薬を調ちよう合ごうする腕前は西方一、いやさ大陸一と自認しておるのだが」

「そりゃいい。いいが、殿下もお忙しい身だ。法ほ螺ら吹ふきをまともに相手なさるとは思えんねえ」

「誰だれが法螺吹きかね。そうだ、戦いくさつづきで殿下もきっとあれこれ身体からだに不調が来ておられるはず。あんた、それとなく探ってくれんかね。腹痛でも、頭痛でも、腰痛でも、うちの薬はなんにでも効く。効果がありゃ、殿下もわしに会ってくださる気になろうってもんだ」

「しつっこいな、爺じいさん」

　男は老人との会話を楽しみつつ、結局はなにも買わずに去ってしまった。

　彼の姿が見えなくなってから、ライラは老人の露ろ店てんで薬茶などを買い求めた。

　そのまま去ろうとしたが、

（毒）

　視界の隅に、偶然その文字が留まった。看板に出ている。

「ここは、毒物も扱っておられるのですか？」

「毒は、上う手まく扱えば薬になり得るものもございます。毒をもって毒を制す、というやつでして。なにかご所しよ望もうのものはございますか？」

　ライラは口ごもった。胸に渇望するものがありながら、それを認めてしまうと自分が取り返しのつかぬ道に入り込んでしまうという恐れもあった。老人は莞かん爾じとして、

「見るだけ見ていったらどうでしょう。あちらの、いまは使われなくなった民家に、何種類も保存させていただいています。知ち識しきだけでも仕入れておけば、のちのち役に立ちますよ」

　ライラは押しの強い老人に抗あらがえなかった。

　通りから一本外れた場所にある民家に足を踏み入れる。

「そちらが段になっております。お気をつけを」

　先に進んでいた老人が手を差しのべた。何気なくライラがその手を取る。

　瞬しゆん間かん、意識が途と絶だえた。

「ふむ」

　老人の低い声が耳もとで聞こえたとき、民家に入ってからいくばくの時間が流れ去ったか。

「これは、よいものが飛び込んできてくれた」

　老人は、店で見せていた快活な様よう子すをすっかり面おもてから消し去っていた。そうしていると目つきはいかにも油断ならず、厚い胸をそびやかしている様子は、一介の商人とはとても思われぬほどの威い厳げんをかもし出している。

　西方でガルダの乱が起こった際、その『ガルダ』の近くに仕えていた老人──ザファルであった。




　　　　２




　マルキーオ・ル・ドーリアが崩御した。

　メフィウスとガーベラに挟まれる形で存在する、歴史の古い国エンデ。その大公である。

　マルキーオは、いってしまえば目立った活かつ躍やくのない、ごく平凡な国家君主であったが、逆にいえば目立った失策もなかった。

　メフィウスとガーベラが十年の長きにわたって戦いを繰くりひろげていたときも、口を出すでも手を出すでもない。北の国境地帯ダイランをいく度となく脅おびやかしつづけてきた騎き馬ば民族を、さらに北の位置にあるゾンガーが援助しているとかいう噂うわさが立って、ややゾンガーとの関係が悪化したこともあるが、そのときにもマルキーオはやんわりと家臣をたしなめ、ゾンガーには使者を送ることで事なきを得ている。

　それを、

（国に平和をもたらす名君だ）

　と称たたえる声もあれば、

（いかにも事なかれ主義で、歯がゆいばかりだ）

　という声とてある。

　エンデ国はその文化こそ魔ま道どう王朝の繁はん栄えいを受け継いでいて、絵画や詩、文学、建築などにおいては他国の追随を許さぬものがあるが、民たみの暮らしが決して豊かすぎるということはない。ここはいっそメフィウス、ガーベラいずれかに加担して、戦勝国としての蜜をすするべきだという意見は、十年戦争当時からあった。

　実をいえば、穏おん健けんで知られる大公マルキーオも一度だけその気になったことがある。

　ガーベラから王女ビリーナを、次男エリック・アマン・ドーリアへ輿こし入いれさせるという申し出があったときだ。

　本来、エンデは外国の血を入れることを好まない。世界をほぼ統一した魔道王朝時代から歴史を継いできたという自負がある。

　しかしマルキーオは自分の命がそう長くないことを知っていた。そのときでさえ三日執務をこなせば、一日はほとんど寝たきりになるという状態だったのだ。

　だから、

（ここは賭かけてみるか）

　という思いがあった。

　秘密裏に、婚礼の準備は進められた。メフィウスに進軍する未来を予期して、軍の再さい編へんすらおこなわれた。しかし当のガーベラのほうからこの計画は取りさげられた。二人ふたりの息子むすこ──長男ジェレミイと、王女と婚礼するはずであったエリック──は、エンデの誇りと歴史に泥を塗られた、と怒りもあらわにしたが、マルキーオ本人は、

（まあ、つまりは賭けに負けたということか）

　と、さしてこれを気にしなかった。ガーベラのほうからお詫わびの意味も込めてゼノン第二王子が使節として訪れたときも歓待し、変わらぬ友情を誓いあった。

　もっとも、息子二人はそれではおさまらなかった。

　長男のジェレミイ・アマン・ドーリアは、ガーベラでリュカオン将軍が蜂ほう起きしたときにひそかにこれを支援し、また、弟のエリックなどは礼を失したガーベラを『成敗』すべく部隊を進めてザイム砦とりで近辺においてガーベラ、メフィウス混成軍と剣を交えている。一時は、ガーベラ軍を率いていたゼノン王子をあと一歩のところまで追い詰めたという話だ。

　大公はもはや寝たきりになっており、息子むすこ二人ふたりのそうした行動を制御できなかった。枕まくらもとに息子を呼びつけることもほとんどなかった。噂うわさでは、すでに正常な意い識しきすらないのではないかともいわれていた。

　エンデで重要な位にある者たちは、兄のジェレミイ、弟のエリック、どちらにつくかで迷いに迷った。エンデの文化と風習に馴な染じみ、思し慮りよ深ぶかいとされるのがジェレミイ。一方、北方のダイランに長く詰めて騎き馬ば民族と戦ってきた経けい験けんから、その軍事的統率力と行動力こそ評価され、エンデの宮廷文化に馴染めず、またやや短たん慮りよな部分があるといわれるのがエリック。

　剣なき暗あん闘とうが国内各地で繰くりひろげられた。誰だれしもが次代のエンデを担わんと願ねがい、その障害になり得るものを、ある人物は力ずくで排除して、ある人物は財や弁舌を行使して味方に取り入れようとした。

　兄弟公子たちもお互いを非ひ難なんしあい、自分こそが次期大公にふさわしいと主張をつづけた。

　それをいさめるべき大公の声は、いっこうに聞こえてこない。

　皆、そのときが近いと予期した。予期すればこそ、命いのち懸がけで方々を駆けまわり、どちらが優ゆう勢せいか状況を見極めながら仲間を集めて、支持する側の公子から信頼を得ようと必死であった。

　そして、そのときはごく静かに訪れた。

　折しも、首都サフィアの頭上には暗雲が渦巻いていた。朝から民たみ人びとたちが不安げに空を見あげていた。視界の端に、サフィアの宮廷がある。都市部とは豊かな湖で隔てられた丘の上の宮殿も、いつもならば神こう々ごうしいまでに輝かがやいて見えるのに、その日はどこか陰いん鬱うつで、寂しげにたたずんでいるようであった。

　最上階に近い位置ではためく、魔ま道どう王朝の旗。

　エンデ公家の正統を示すそれがひときわ激はげしく揺れていた正午前、大公崩ほう御ぎよを意味する鐘かねが打ち鳴らされた。

　民たちは嘆きの声をあげ、誰だれしもが大公の安らかな眠りと、これからのエンデの平へい穏おんを祈って、精せい霊れいたちの名を口々に唱えた。

　一夜明けて。

　大公の側近たちが、主要な家臣たちを呼び集めた。

　場所は、儀ぎ礼れいごとに用いられることの多い水上宮──白鳥の宮。

　サフィアに集つどっていた大勢の貴族たちがいた。もちろん、ジェレミイ、エリックの二公子も水晶の敷しき詰められた床の上に顔を揃そろえている。

　側近のひとりが、ころあいよしと見て、大公の残した遺書を読みあげはじめた。

　下に川が透けて見える水晶の間に、緊きん張ちようの糸がぴんと張り詰める。なかには、さっそく青白い顔をして、いまにも倒れそうな者とてあった。

　ジェレミイは編あみ込んだ髪を弄いらいながら、エリックは腕組みをした姿勢のまま、その瞬しゆん間かんを待ちわびた。

「エンデ公国次期大公の御名は」

　年老いた側近が、次に発した声は、宮殿の隅々までひびきわたるかのようだった。

「エリック・ル・ドーリア」

　瞬しゆん間かん、宮内がどよめきに満たされた。

　当の二公子も、あたかも呪じゆ文もんにかけられたかのごとく硬直して、一見、どちらが勝者でどちらが敗者であるかもわからぬほど、似かよった仕し草ぐさで立ちつくしていた。

　側近が促すのに従って、おずおずとエリックが前へと足を進める。その彼に向かって年老いた側近はうなずきながら、

「今日きようこの日よりアマンの称号を捨て、この名を名乗られるがよい。今日この日よりそなたに私事はなく、そなたの姿、そなたの声、そなたの考えことごとくがエンデとなる。そなたの生きてきた年月、年ねん齢れいにももはや意味はなく、魔ま法ほう王朝の歴史、その過去と未来すべてをわがものとして背負って、精せい霊れいたちの加か護ごのもと……」

「でたらめだ！」

　叫んだのは、ジェレミイ公子である。普ふ段だんは化粧栄えのする、そののっぺりとした顔に怒りの色も露あらわにしながら、細い指を弟に突きつけた。

「こ奴やつめはガーベラに軍馬を進めた際、父上のお言葉を改ざんした疑いがある。今度もそうでないとはいいきれぬ！」

　それに同どう調ちようする声があるかと思えば、しかしジェレミイの声は水上宮にむなしくこだましたばかり。

　ジェレミイも『場』を読めぬ男ではない。弟よりよほど長たけているといっていい。

　彼は形ぎよう相そうが変わるほどに歯を嚙かみしめると、風を巻く勢いで身を翻ひるがえし、水上宮を出た。あわててついていった忠臣は十名にもならない。

　無む論ろん、ほかにもジェレミイの支持者たちは多数いた。残された彼らは青ざめた顔をしばし見あわせていたが、そこは歴史の長いぶん、エンデの貴族は権けん謀ぼう術じゆつ数すうに秀でた者たちばかりだ。

　ジェレミイが去った途と端たん、わっ、と歓声をあげるエリック支持者に混ざって、いかにも自分たちは昔からエリックが大公になる日を待ちわびていたといわんばかりの態度で、諸もろ手てをあげ、ともに声を張りあげて、口々にエリックへ祝いの言葉を述べた。




　その夜、エリックは次期大公になるための儀ぎ式しきを執とりおこなうために、彼が大公になると発表を受けたのと同じ水上宮に詰めていた。

　食事も摂とらず、また一睡もせずに、水晶の広間で膝ひざをつき、祈りを捧ささげつづけねばならない。

　エンデを守護してきた精霊たちが無言のうちに語りかけるのに耳を傾け、閉じた瞼まぶたの向こうで祝いの舞ぶ踏とうを披ひ露ろうするのに目を凝こらして、心身ともにエンデ大公として生まれ変わるという儀ぎ式しきだった。

　しばし、エリックは闇やみと一体化するような心持ちで、この歩みののろい時間のなかに身をおいていた。

（大公）

（おれが、大公か）

　そうなるべくして身を削る思いで戦ってきたというのに、いざ明日あしたからおまえは国を丸ごと担う人物になるのだといわれてみても、実感がない。どころか、心にうそ寒いものすら覚える。

（おれでよかったのか）

　という疑念さえ湧わいてきて、鍛きたえあげられたエリックの身体からだをわなわなと震ふるわせるのだ。兄と張りあっていたときには存在しなかった感情だ。

（長い歴史を持つエンデの頂点に立つのは、やはり兄がごとき男のほうがふさわしかったのではないか。おれは、ダイランに詰めて、気心の知れた仲間たちと馬を飛ばしつつ、兄の補佐をしていたほうがよほど似あいだったのではあるまいか）

　心しん臓ぞうの音が、鼓膜をおびただしく打ち震わせるほどの静寂。魔素エーテルからもたらされた輝かがやきをかすかに、燐りん光こうのごとくちらつかせる宝石が天てん井じように埋めつくされた空間。

　眼下の水の流れに反射したそれら輝きが、エリックの苦悩の表情をありありと浮き立たせている。

　が、

（なにを弱気になっている）

　ふと脳裏をよぎったのは、ガーベラの領土にて顔をあわせた二人ふたりの男だった。

　片や、ガーベラの第二王子ゼノン。片や、メフィウスの皇太子ギル・メフィウス。

　いずれも若い。ギルなどは少年とすらいっていい年ごろだ。であるにもかかわらず、ギルはゼノン、エリックの両名を相手に、少しも怖おじ気けを誘われることなく、堂々と渡りあっていた。

　そのギルが死したと聞かされたとき、まさか、と思ったものだ。とともに、

（あれほどの男なら、同じ勢力内に敵をつくりやすいものかもしれん）

　そうも考えた。

　が、あれから時を経たいま、ギルはよみがえってメフィウスを真っ二つに割らんばかりの存在となっている。その情報ももちろんエリックには届いていた。

　偽者なのか本物なのかはわからない。十中八九、前者であろうと噂うわさを耳にしたときエリックは思ったものだが、

（本物であれば、面おも白しろい）

　いまはそう思う。

　家臣からも命を狙ねらわれるほど危険な少年が、現体制に歯向かい、味方を増やしつつ帝都へ攻めのぼる。

　その姿は、無骨な育ちながらも、エンデというカビが生はえるほどに古い体制を抱く国の頂点に立つ自分と、不ふ思し議ぎに重なる部分があった。

（カビを払うのが、おれの役目だ）

　エリックは姿勢を正して、深呼吸をしながら改まってこの闇やみに、単身、挑みかかった。

（兄などは、政敵になるであろうおれを追い落とすためだけに、ダイランの地を竜に襲おそわせた男だ。おれがあと一歩間にあわなければ、大勢の無む辜この民たみが竜の牙きばにかかっていたであろう。そんな男に、国を預けるわけにはいかん）

　気持ちは自然と落ちついていた。




　だが、その未明。

　晴れがましい気持ちで戴たい冠かん式しきの朝を迎えたエリックだったが、彼が儀ぎ式しきを終えるのとほぼ同時に、エンデ公国首都サフィアは大おお騒さわぎになっていた。

「なにっ」

　足もとに転ころげんばかりにあらわれた兵からの一報を受けて、エリックの顔つきがこわばった。

　ジェレミイ・アマン・ドーリアは、エリックが想像し得る限り、最悪の行動に出ていた。

　彼は夜が明ける寸前、わずかな手勢を従えて行動を起こした。

　武力行使である。

　エリックのこもる水上宮を襲しゆう撃げきにやってきた──のであれば、エリックとて、

（兄上、ならばここにていっさいの恨うらみを残さぬため、存分に撃うちあおうではないか）

　と応じたかもしれぬ。

　しかし兄ジェレミイは、エリックが水上宮にこもっていたその隙すきを衝ついて、主宮殿上部に侵入、本来なら戴冠式の朝、まんまんと風を受けて誇らしげにたなびくはずの魔ま法ほう王朝の旗を盗み出したのである。

　旗を守っていた衛えい兵へい十数名が、その騒そう乱らんにおける最初の犠ぎ牲せい者しやであった。このような時刻に接近してきたジェレミイの姿に不ふ審しんを覚え、問い詰めようとしたところ、第一公子は懐ふところから取り出した粉を空中に散布、それを吸い込んだ兵たちが激はげしく咳せき込んで足もともおぼつかなくなったところへ、ジェレミイ配下の兵たちが斬きり込んだ。

　犠牲者の血を赤々と浴びた旗を翻ひるがえしながら、ジェレミイは首都サフィアを出しゆつ奔ぽん、越境しようと試みた。

　これがエリックの知るところとなり、宮殿内が上へ下への大騒ぎになっていたのとほぼ同じころ、俗世間とはかかわりがなさそうなエンデ魔道局でも騒ぎが起こっていた。

　宮殿にある地下倉庫は、魔道局の管かん轄かつする場所であるが、そこの扉が開け放たれ、いくつもの『魔道器』が失われていた。魔法王朝から伝わる、遺跡からの発掘物の数々であり、なかには大公自身の許可がなければ公子といえど持ち出し不可のものまである。

　とともに、魔ま道どう局きよく所属の魔道士ヘズルの行方ゆくえも知れなくなった。

　魔道局の局長ヴォーダンは怒髪天を衝つくほどの勢いで怒りくるった。

　エリックは当然国境封ふう鎖さを命じたが、どうやら魔道士の力を得たと見えるジェレミイは、飛ひ空くう艇ていによってか、いち早く国境を越えていた。場所は北西、いくつかの港を抱える国家ゾンガー。

　エリックは戴たい冠かん式しきをおこなう間もなく──どのみち、魔法王朝の旗がなければ『正式』な儀ぎ式しきを執とりおこなうことはできない──追つい撃げき隊たいを編へん成せいした。エリックの性格上、自分自身が軍を率いて追いたいところだったが、サフィア内に兄の手の者が残っている可能性も否定できず、次期大公はサフィアに留とどまらざるを得なかった。

　エリックはただちにゾンガーに書状を送ったが、この国はかつて北方沿岸諸国との商取引きで潤うるおっていた商業大国であり、いまもその時代の気風を残している。大陸中央部の小こ競ぜりあいなどには無関心をよそおった。

（ジェレミイめ、手まわしのいいことだ）

　自分が次期大公に選ばれなかったときにどうすべきかも計算に入れておいたのだろう。そのしたたかさは舌を巻くほどだが、それゆえに、兄にはせいぜい大公の側近役が似あっているとも思う。

「引く道をあらかじめ用意しているようでは、王者の器うつわではない」

　エリックの思考を言葉にすればこうなる。しかし、だからこそ、いまや公然と敵にまわったジェレミイは油断ならぬ相手でもあった。

　長きにわたって、エンデにおいて繰くりひろげられてきた無言の闘とう争そう劇げきは終結した。

　そしてなにがはじまったかといえば、今度は剣けん戟げきと銃声をともなった闘争であった。すなわち、血と犠ぎ牲せいをともなうという意味でもあった。

「まさか、ゾンガーを味方につけてこちらに攻め入るような真ま似ねはすまいが」

　エリックが恐れるのは、ゾンガーよりも魔法王朝の旗、その行方ゆくえだ。それはある意味においてはジェレミイの存在そのものよりもエンデの未来を左右しかねないものである。




　そのジェレミイ。

　国から出しゆつ奔ぽんしたこのかつての第一公子は、旗を盗み出したのと同じくらい、いやそれ以上に弟エリックが予測し得る限り最悪の手段に出ていた。

　ゾンガーの港を通じて、東の強国アリオンへと連絡を取ったのである。

「エリックは魔法王朝の系けい譜ふを継げる人物ではない。ここに王朝の旗がある。いまこそわれらの意思はこの旗の下もとに統一されてしかるべきだ」

　そんな書状をしたためていた。

　そして、アリオンからの返事が、ゾンガーに滞在するジェレミイのもとへ届いたのが二週間後。

　アリオン王国第一王子カセリア・ジャミルからの書状は、魔ま法ほう王朝の歴史とその威光を守るために戦士団の派遣を約束していた。

　特に、敵対する者に無慈悲な殺さつ戮りくをおこなうことで知られる、カセリア直属の戦士団である。それが、二千もの数で船団とともにゾンガーを訪れるという。

　書状を手にした、ジェレミイの細い身体からだが震ふるえていた。

　強い後悔の念が、心のどこか──どころか、ひょいと顔を近づければ表層部にたゆたうほどの近い位置に──あった。アリオンの力を得て王者になったとて、いずれはアリオンに蹂じゆう躙りんされ、併へい吞どんされる未来は目に見えている。アリオンは大陸中央部への足がかりを必要としていた。今回のエンデの内乱は、まさしく得たりや応の心境であったろう。

　あまりに反応が早すぎる。

　ジェレミイが書状を腰の位置まで落としたとき、

（まさか、ヘズルが前もって根まわししておいたか）

　ふとそう思い至っていた。第一公子がここまで思いきった行動に出たのも、思えば、つきあいの長い魔道士の進言があればこそだった。

　あの男は最初からアリオンと通じていたのではあるまいか。もともと、魔法の研究に誰だれよりも血道をあげていた人物だった。西方でガルダを名乗る魔道士があらわれたと聞けば、魔道局やジェレミイの許しも得ず、単身赴おもむいて情報収集していたほどである。

　彼は、魔道王朝からわかたれた二国をひとつにし、その上で両国の歴史書やら魔道書やらをもとに研究を進める環かん境きようを欲していたのかもしれない。

　しかし、

（このままではわたしは永遠に敗残者だ。たとえかりそめであろうと、一いつ瞬しゆんであろうと、わたしの名は大公として、エンデの王として歴史書に残されねばならない）

　ジェレミイはそう決意していた。

　もはや、起きた事実は覆くつがえせぬ。

　どのように偉大な魔道士にも、そればかりは不可能なことであった。
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　時勢は一変した。

　エンデのお家いえ騒そう動どう、そしてアリオンから船団がやってくるという話は瞬またたく間に大陸中央部を駆け巡った。

　この情報を得てもっとも機き敏びんに反応したのが、メフィウス領内に留とどまっていたサラマンド・フォーゲルの部隊だ。

　彼らはいくばくかの金銭を謝しや礼れい代わりにか、いままで滞在していた村に置いていくと、すぐさま進発。

　西ウエント川に沿い、イドロの方角めがけて北上した。

　イドロはメフィウス東端の守しゆ護ごを担う砦とりでだ。領主ユリウスはあわてて帝都ソロンに打電した。が、ユリウスは時の趨すう勢せいを見極めようと、皇帝の派兵要よう請せいに対してなにか理由をつけては先延ばしにしてきた弱みがある。

（われらの力のみで迎むかえ撃うつべきか）

　とも考えたが、なにしろ、このサラマンドの部隊に対して本国がどのように対応するか、いまだ明めい確かくな知らせがない。

　一方、サラマンド隊が北上するその西に位置するのはキルロ。領主はインドルフ・ヨーク。すなわちビラクのフェドムが味方に引き込んだ反皇帝派である。こちらはこちらで、いずれはフェドムや皇太子と結託して行動を起こそうとしていた身だから、突然の他国軍の侵入にどう対処していいかわからない。

　結果、サラマンド隊の背中を見送る形となった。

「面おも白しろいものだ」

　馬上でサラマンドは剽ひよう悍かんな体たい軀くをゆすりながら笑った。

「なにもかもが、おれの背中をあと押ししてくれているようだ」

　サラマンド・フォーゲルは自分の死に場所を探すためだけに、メフィウス内をさまよっている。最初は、どこでもよいからメフィウスの軍にぶつかって、散ればいいと思っていた。

　だが、キルロ、イドロ、ともに帝都との連携が取れていないこの状況を利用すれば、

（存外、大きな獲え物ものも釣れるかもしれん）

　内乱に揺れるメフィウスは、心と手足がばらばらに動いている巨人のようなものだ。こうも長くサラマンド隊が領内に留とどまっていられること自体が、その状況の異様さを物語っている。

「皆、これはすべてリュカオン将軍が天にてわれらを見守ってくださる証あかしである」

[image: ]

　サラマンドは天空に腕を突きあげて怒ど鳴なった。兵たちは皆同じ仕し草ぐさをした。リュカオンの信奉者たちだ。なかには、髭ひげ面づらを涙で濡ぬらしている者もある。

「この風景を覚えておけ。たとえこの先、われらは見ることかなわずとも、いずれは正しき騎き士し道どうのもと、愛すべきガーベラ領となる土地である」

　そして、エンデ。

　公子エリック──そう、いまだ戴たい冠かん式しきをおこなえぬため彼はまだ『大公』の身分ではない──は、主宮殿に主だった廷臣、将たちを集めた。なかには、精せい霊れいを鎮ちん守じゆする各地の祠ほこらから呼ばれた、エンデの神官戦士たちの姿もあった。

　アリオンの船団は海上を進んでいる。飛空船、飛ひ空くう艇ていの類たぐいは魔素エーテルを温存する意味あいもあって、いち早くゾンガーの港に停泊させてあるようだ。もっとも、問いただしたところでゾンガーはこれを一言のもとに否定するだろう。

（それが唯一の強みか）

　むしろエリックはそう思う。

　兵たちを空路にて運ぶ余裕がないということだ。いかに強大なアリオン王国とて、いまは大規模な戦いくさが終わった直後。アリオンはアリオンで、内部にちょっとした騒そう動どうがあったとも聞く。第一王子カセリアの部隊といえども、万全な状態ではない。

　というより、今回、ジェレミイの要よう請せいに対して、アリオン国王はあまり乗り気でない態度を見せたというが、カセリアたっての希望で、彼率いる戦士団のみを率いての派兵ということになったらしい。

（血に飢えた獣けものめが）

　噂うわさくらいは耳にしたことがある。カセリア・ジャミルは詩と音楽を愛するのと同じくらいに女性を愛めで、そして息をするのと同じ感覚で人を殺す。なにかを破は壊かいし、誰だれかを殺していないと禁断症状が出る、との噂まであった。

「敵の数は二千かそこら。これから増えるにしても、倍以上にはならないでしょう」

　軍ぐん議ぎに用いる卓上で、将軍たちが論ろんを戦わせていた。

「ダイランにエンデ全軍を呼び集め、迎げい撃げきするのです」

「全軍などは不可能だ。いまはメフィウスもガーベラも政情不安定。こういうときこそ東西南北の守りを固めておかねば、どのようなならず者が国境を越えようとするか」

「それに」裾すその長い衣服を着た老提督がしきりに目をしばたたかせた。「撃げき退たいできたとして、あとにつづくはアリオン正規軍十数万。ここで干かん戈かを交えるのが正しいか否か」

「事の発端はジェレミイ公子──いえ、公子の位は剝はく奪だつされたので、ジェレミイ。彼を捕らえ、エンデの法にて正式に裁けば、彼は国家反逆の大罪人となります。アリオンは介入すべき大義名分を失うでしょう」

「大義？」はっ、というようにもつれ髪の将軍が喉のどを反そらした。「アリオンが大義を重んじる国ならば、聖ディティアーヌも、『沈ちん黙もくの王者』シャザーンも滅びてはおらん。奴やつらは自分たちに都合のいい『正義』を振りかざす術に長たけておる。どのみち、戦いくさは避けられん！」

「沿岸諸国に援軍の申し入れを。あれらは商売人の国家です。アリオンがこの地域に台頭してくるのを恐れる国主は大勢いるでしょう」

「太鼓腹の、手足のねじくれた神々を信奉するような奴らと手を結ぶのか？　エンデのよき精せい霊れいの数々も、それではわれらを見限るでしょうな」

「いまいうべきことか！　国家存亡の危き機きであるぞ」

「存亡の危機に瀕ひんしているからこそ、国が示すべき矜きよう持じというものが──」

　歴史の長いエンデだけに、時に、伝統や歴史そのものが人々の思考を錆さびつかせるということもある。

　この短い時間で、エンデ公子エリックはそのことを思い知らされた。いままで、軍ぐん議ぎといえば、ダイランの草原にて天幕を張ったその下で、いかに効率よく敵を屠ほふるか、いかに味方の損害を抑えるか、そして勝ったあとの祝宴はどこで、どのような規模でおこなうか──という、ごく単純で、ごく効率的なものしか経けい験けんのなかったエリックだから、いま、眼前で飛び交う言葉の数々になんと時代の重みがあることか、それでいてなんと存在の軽いことか、というある種矛む盾じゆんしたおかしみを覚えていた。

（そう、なんとも邪悪でユーモラスなことだな）

「皆の者」

　エリックは手を突き出して、廷臣たちの、いつ尽きるとも知れない論ろん戦せんに割って入った。

　皆、はっとしたように、次期大公の姿を仰あおぎ見る。

　そこに、無数の思惑が見え隠れしていた。

　少しでもこの次期大公に気に入られて地位を確かく保ほしようとする者、若じやく輩はいの身、それもダイランにて野戦しか経験しておらぬ、いわばこの田舎いなか者ものが未み曾ぞ有うの危機にどのように対処するか見極めようとする者、ただ血気にはやって『出陣』の触れをいまかいまかと待ちわびる者。

「沿岸諸国に援軍要よう請せいを出すのは妙案だ。彼らとわれらのつながりは古い。その古い友人らに力を借りるのが恥だというなら、われらの歴史をも否定することにつながる。ちがうか？」

「は」

　廷臣たちは頷うなずいた。先ほど、「神々云うん々ぬん」で否定した者も、この危き機きを回かい避ひするにはそれしかないとはわかっている。それでも否定意見を口にしたのは、これも歴史のなせるわざといおうか、表向きは形式にこだわらねばならなかったためだ。

（ひとまずは）

　それで、アリオンを牽けん制せいするしかない。場の空気が固まりかけた。が、

「そして、メフィウス、ガーベラ」

　エンデの次期大公になるべき若者は、人々の驚おどろきを誘う言葉を口にした。

「彼らにも、援えん軍ぐんを要よう請せいする」

「なんと」

「メフィウスは内乱に揺れております。ガーベラにもその兆きざしが。それに……」

　とひとりの将軍がいいかけて口をつぐんだ。ガーベラとエンデはつい先ごろ、軍事部隊の衝しよう突とつがあったばかりだ。その際、エンデの部隊を率いていたのはエリック当人である。勇ましく門を打って出たはいいが、結局、メフィウスの横よこ槍やりも入って引き返さざるを得なくなった。直後、ダイランにて竜退治の勇名を馳はせたエリックであったが、あるいはその事実がなく、ただ逃げ帰ってきただけならば、彼は敗軍の将として次期大公候補から外れていたかもしれぬ。

　エリックは、将軍に微笑ほほえみを与えた。

「アリオンの狙ねらいがわれら一国でないことは明々白々。そのことは、海を挟んだ諸国のみならず、当然、メフィウスもガーベラも承知していよう。彼らがいまそれぞれの苦境にあるのもわかっているし、どれほどの力を得られるかはわからない。だが、いまは志を同じくするべく檄げきを飛ばすことそのものが大事だ。これからのためにも」

　エリックはいうと、席を立った。皆、それにならうのにあわせて、

「武人どもは剣と槍、銃を取れ。いつでも使えるよう、兵もろとも準備を怠おこたるな。文官たちは文ふみを書け。沿岸諸国、メフィウス、ガーベラ、それぞれに文の形式も異なろうし、それぞれの人種の胸を打つ言葉の選び方もおのずと変わってこよう。いずれも戦いである。命をかけ、国を守るための戦いである」

　生来、口くち下べ手たなエリックだから、いま口にしたような言葉などは事前に準備していたものだ。多少の緊きん張ちようは禁じ得なかったが、しかし効果はあった。頷く家臣たちを見わたしてから、

「それぞれによき精せい霊れいの加か護ごあらんことを」

「精霊の加護、あらんことを」

　皆の喉のどが同じ言葉を発した。

　エンデがそのように古い体制をいまだ留とどめながら、新しき血を苦労して迎え入れようとしているさなか、メフィウス領ビラクでは。

　オルバはエンデでの後継者争い、そしてアリオンの動向を遅ればせながら摑つかんでいた。

　ソロンではすでに噂うわさとなっており、そこからさらにビラクへと伝わってきた形なので、それによるソロンでの反応もうかがい知ることができた。

（まずいな）

　オルバは、フェドムの屋や敷しきにあてがわれた自室をうろつきまわっている。

　ビラクにて待ちに待って、ようやく風が吹きはじめたかと思いきや、サラマンドのことやエンデのことなどが立てつづけに起こった。

　皇太子を支持する声は小さくなりはじめ、ばかりか、国がまとまってこの難なん事じに対する必要に駆られたいま、内乱の種であるギル・メフィウスはただの邪じや魔ま者ものになる恐れがある。

　このままサラマンドがどこかの都市を襲おそったり、ジェレミイの要よう請せいに従ってアリオンの軍勢が大陸中央部にあらわれたりするようなことになれば、ますますギルの立場は悪化しよう。

　思いもかけぬ方向から計画を乱された格好だ。

（将軍らの言葉もあながち冗じよう談だんではない）

　と思うのは、ローグらが以前、サラマンドのことを「陛下の差し金か」といったのを思い出したからだ。

　無む論ろん、グールがサラマンドを手引きしたというのとはちがう。いま、グール・メフィウスはあえてサラマンドの部隊を放置している可能性があるということだ。領内に被害があれば皇族の威信も堕おちようが、それと秤はかりにかける形で、ここはいったんギル・メフィウスが邪魔であるという空気をつくりあげることを優ゆう先せんしたのではあるまいか。

　ソロンで囁ささやかれている噂うわさのひとつには、サラマンドは偽の皇太子と呼応したのではないか、というものもある。偽のギルは西方やガーベラと手を結んで、メフィウスを混こん沌とんに陥れようとしているというのだ。

　噂の出所は不明だが、皇帝が糸を引いていてもおかしくない。

　目の前にはネダインに控えた一千以上の部隊。

　オルバとしてはこれを退しりぞけねば前には動けず、しかしながらいま軍事行動を起こせば、それこそ国の難事に乗じて私欲を満たそうとする反逆者の汚名を着させられよう。

「わかる話です」

　オルバからの相談を受けて顎あごを引いたのはローグだ。ネダインの飛空船団の指揮をいったん副官に任せて、ギルのもとへ伺し候こうしていた。

「殿下の求心力が落ちたところへ、陛下は精せい鋭えいをもってサラマンドを打ち破るおつもりでしょう。民たみは、やはり国を守るのは皇帝でなければならぬ、という印象を持つ。のちのちガーベラとの戦いくさになる可能性もありましょうが、国の内乱に比べればそんなことは二の次。民も、挑発行為をしたのがガーベラであることは承知しておりますゆえ、特別に煽あおらずとも国をあげての戦になることも予想されます」

「エンデ、アリオンのこともある。こうなった以上、ガーベラもそう容易に兵はあげられまい。となれば」

　ガーベラは矛ほこを引き、自国の防ぼう衛えいに専念する可能性もある。つまりは、やはり国を守ったのはグール・メフィウスということになるのだ。

　オルバは『時』が動くのを待ちはしたが、その『時』がこうもめまぐるしく展開しようとは予想だにしていなかった。

（アリオンはどこまで本腰を入れてくる。サラマンドは本当にガーベラに黙もく殺さつされるのか。そしてグールは、次の一手をどこで打ってくる）

　オルバは懊おう悩のうの時間を過ごした。

　あまりに思考の範はん囲いが広がりすぎている。それにあわせて視野も広く持たねばなるまいが、まだオルバの経けい験けんと思考は事態に追いついていない。

　目の前にいく万もの敵軍が迫ってきた、という脅きよう威いのほうがまだしもオルバには対処しやすかったろう。

　食事の時間でも、家臣から定時報告を受けるときでも、軍ぐん議ぎのときも、排便のときさえ、とにかくオルバは考えごとに没頭した。なにしろ、

（いっしょのときは、常に気を張っていなければ）

　と本人が強く心がけているはずの、王女と過ごす時間のなかでさえ、オルバは彼女の呼びかけを無視することがたびたびあった。

　あとになって、

（しまった）

　と思うものの、同じことを繰くりかえしてしまう。

　ただ、少し奇妙なのは、そういうとき、怒りを直接ぶつけてくるか、そうでなくとものちのちまで態度が硬化しそうな姫君が、特に気にした素振りを見せていないことだ。さすがにたびたび注意するのも疲れたのだろうか、などとオルバは考えている。

「聞いておられますか、殿下」

「ああ」

　と答えたときも、オルバはたったいま目が覚めたような顔つきをしていた。『幸い』にも、近くに立っているのは十四歳の少女などではなく、パーシルだ。

「新参兵たちのほうは、どうだ」

「いまのところ怪しい動きは。……使えるかどうかというお話なら、多少連携の見栄えはよくなりましたが、まあ、半数以上はいざ戦いくさとなれば逃げ出すでしょう」

「ほう？」

「死からよみがえった皇太子殿下、という英雄的な逸話を耳にして、一時的に酔いしれているようなものです。自分もお近くで働けば英雄になれるのじゃないか、と確かく証しようもなく思っている。実際、すでに訓練の厳きびしさで逃げ出した兵も百を下りません」

　パーシルは厳しく現実を見つめている。が、オルバの、半分からかうような眼まな差ざしに気づいたのだろう、

「なにかおっしゃりたいことでも？」

「そこまで見えている男が、なぜ逃げ出さん」

（え？）

　という顔をパーシルはした。

「もう、ミラやほかの剣けん奴ど隷れい仲間を人質に取っている状況とはちがう。とっとと逃げればいいものを。命と引き換えにしてでも近この衛え隊たいの禄ろくが惜しいか？」

「──さあ。皇太子殿下が、勝てぬ戦いくさをするとも思えませんので」

「どうだろうな」

　いいつつ、オルバはもうもとの思考に戻っている。正しく現実を見るというなら、トリネアで敵対したフォルカーもそうだった。おそらく、パーシルもフォルカーも、いまのままではギル・メフィウスが自滅するだけだという推すい論ろんに異は挟むまい。

「いっそ、ソロンにまで足をのばしてみるか」

　ぽつりとオルバがつぶやくと、パーシルがぎょっとしたように見やった。彼が、これほど驚おどろきをあらわにするのは珍しい。

「冗じよう談だんだ」

　といってオルバは席を立った。

（本当に、冗談のつもりだったか）

　着替えて、外に出たあと、オルバはひとり思い返している。口にした自分でも思いがけぬ言葉だった。

　ちなみにこの場合の『着替え』とは、衣装を変えたばかりでなく、黒い胸甲、脛すね当あてに鉄の籠こ手てといった具ぐ足そく一式に、顔には鉄仮面。

　アプターで戦いに発たつ直前に、オルバはソダンという腕のいい鍛か冶じ師しを呼んで、以前につけていた虎とらの鉄仮面に似たものを打たせている。だから、西方でつけていたものとはまた別物だ。

　オルバは、こうして皇太子や近衛兵としての顔を使いわけて、ビラクの各地に顔を出す。

　仲間たちからの報告に信をおいていないわけではないが、じかに顔を出して得られる情報はまた『質』が異なる。オルバ本人はそう信じている。少しでも視野に広がりを持たそうという努力の一いつ環かんであり、また、やはり『待つ』と決めていても、じっとしているだけなのは性分にあわない。少しでも身体からだを動かすことで、焦じれた気持ちを和やわらげる意味もあった。

　兵舎をぐるりとひとまわりしたあと、オルバは飛ひ空くう艇てい隊の訓練を見守った。ローグの暁ぎよう光こう翼よく団だん所属の中隊長が鬼教官となって部下の兵をしごいている。船や艇はハーマン商会から提供を受けたものも多く、なかにはガーベラ製のものまであった。

　だからというわけではないだろうが、

（ほう。やはり、飛空艇に惹ひかれるものらしい）

　オルバは背後に気け配はいを感じた。そろりそろりと近づいてくる。しばし、どうするか決めあぐねた。

　結果、

「皇子からお聞きしたとおりだ」

「きゃっ」

　背中に体温を感じるほどの距きよ離りで、ビリーナ・アウエルが小さく悲鳴をあげた。振り向くと、地面に転がった棒切れをあわてて隠そうとしている。驚おどろいて、落としてしまったのだろう。

「姫は、退屈されると男を討うち取ろうとなさる」

「馬ば鹿かなことを」

　ビリーナは耳まで真まっ赤かにしながら、せいぜい胸をそびやかした。不意打ちを見抜かれたのと、らしくもない悲鳴をあげてしまった羞しゆう恥ちゆえか。

「また、兵士を教育するためにやってこられましたか」

「ふん、からかうんじゃありませんことよ」

　ビリーナはぷいと顔を逸そらしつつ、オルバの傍かたわらにぺたんと座り込んだ。ともに、空を横切っていく飛ひ空くう艇ていの隊列を見守る格好となる。

　こんなときだというのに、オルバは、隣となりから伝わってくる体温が、不ふ思し議ぎと心地ここちいいのを感じていた。
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　今け朝さ方がたのことだ。

　定時に起きたビリーナ・アウエルは軽い朝食を済ませたのち、自室の机に向かっていた。

　体たい調ちようは戻っている。テレジアにいわれたとおり早めに身体からだを休めていたのと、ライラが市場で買ってきてくれた薬が効いている。

　本を開いて、詩の朗読をはじめた。

　最近の習しゆう慣かんだ。

　以前、アプターにおいてタウーリアの姫君エスメナ・バズガンを歓待した折に、ビリーナは自分が本当になにも知らぬ小娘でしかないことを思い知らされた。あの場に居あわせたイネーリ・メフィウスの助けがなければ、さぞエスメナには退屈な時間を過ごさせてしまっただろうと思うと、いまでもいたたまれない心境になる。

　だから、急いで教養を身につける必要に駆られた。思い立てば即行動である。テレジアに頼んで、メフィウスの詩集などを買い求めさせた。

　それを、ビリーナは声に出して朗読する。曰いわく、

「黙だまって読んでいると、没頭しすぎて現実を忘れそうになる」

　からだというが、テレジアが何度か目もく撃げきしたところによると、ただ単に眠気が襲おそってくるからだろう。まあ、ある意味それも『現実を忘れそう』ではある。

　今け朝さも、最初こそはきはきとした声で詩を読みはじめた。テレジアはそれを耳にしながら、

（姫が読まれていると、どれも戦いの詩に聞こえてくるから不ふ思し議ぎだわねえ）

　そんなことを思いつつ、衣装棚の整せい理りをしている。

　なにせ、ソロンを発たったときは、わずか数日間で戻る予定だった。それが、ネダイン、アプター、ビラクと、あれよあれよという間にメフィウス各地を転々としてきている。抜かりのないテレジアだから、その土地土地で姫のために服を用意してはいたが、一からあつらえる時間的余裕がないため、どうしても既存のものに頼らざるを得ない。たいてい、どの場所にも貴人専用の仕立屋が複数いるものだから、テレジアはそういう人々の仕事をひととおり見て、誰だれにするかを決めてから、買い求めた服を渡し、アレンジを指示することにしている。

　と、十分もしないうちに、声が聞こえなくなった。

　今朝はまた格段に早いな、と思いながら振り向くと、案に相違して、ビリーナの目はぱっちりと開いている。

　ただ、その視し線せんは本ではなく、窓を通して外へと注がれていた。

　集中力を欠いて、茫ぼうとしているのではない。むしろなにかに一心になっているときの顔だ。見ようによっては、朝あさ陽ひに溶けそうなほどにはかなげな美しさ──とも表現できた。

　もう少し見とれていたい気持ちに駆られながらも、テレジアは声をかけた。

「姫さま」

「……おお、偉大なる風、ミネルのあどけなき子らよ！　くるえる魔ま術じゆつの跳ちよう梁りようを制し、火花散る鋼こう鉄てつの愚かしき儀ぎ式しきをも時の遺物に変へん化げさせしものよ、いまわが頰ほおを嬲なぶりしそなたも、青白き雪頂きし峰みね々みねを越えていずれは世の果てを知るや……」

「姫さま」

「いま熱ねつ中ちゆうしていたんだ、邪じや魔まをするな」

　振り向いたビリーナはいかにも不満そうにいったが、テレジアは、

「お勉強熱心でなによりです。でも、ずっと部へ屋やにこもっていては息が詰まるでしょう。これからお散歩などいかがです？」

　などと提案した。




　ビリーナは数日ぶりに陽ひ射ざしを浴びながら屋や敷しきの外へと出た。

　部屋にこもっていたのは考えごとをしていたからでもあるし、また、サラマンドがメフィウスを騒さわがしているいま、ガーベラ国王女がみだりに外を出歩いては、ビラクの民たみや兵にも要いらぬ波紋を投げかけかねないと判断していたからでもある。

　この王女にしては『殊勝』な心がけであったが、いかんせんじっと同じ箇所に留とどまっていると気持ちの落ちつかぬ性た質ちである。

「テレジアがいうなら、まあ、仕方ない」

　といった態度でマントを身につけたビリーナだったが、実のところ、テレジアには心の内側を覗のぞき見られたような気恥ずかしさがあった。

（さて）

　なるべく浮うわついているようには見られぬよう、表情を引きしめ、さながら見まわりの任務を請うけ負った兵士がごとき足取りで、屋や敷しきの周囲をまずは一周する。

　ビリーナの足取りは軽快だった。今け朝さに限らず、王女はいつも早足なので、ついていくテレジアは苦労させられる。が、今日きようは懸けん命めいに追いつこうとしていて、特に口を挟むこともない。

　それほど時間をかけることもなく屋敷を一周した。その後、ビリーナはふと思い立って、クラウのところに顔を出してみることにした。

　彼女も先日、船団の移動にともなってビラク入りしていたはずだ。大方、飛空船ドックの目立たぬ場所で、例の巨体をでんと投げ出して居眠りしているのだろうと思いきや、

「ほら、急いで！　とろとろ歩いてる奴やつなんて、飯めし喰くう資格なんてないんだからね。そこも！　エンジンのチェックは終わったのかい？　なに、いまからだって？　おやおや、あんたの一日はさぞ長いんだろうねえ。陽ひが暮れないうちにさっさとしないかえ」

　ドックに入った途と端たん、油とエンジンの焼ける独特の臭においとともに、クラウの怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。

　いつもの怠たい惰だな姿はどこへやら、丸々とした身体からだをよくもと思えるほどあちこちへ走らせ、船の整せい備びや組み立てに指示を飛ばしている。いつからそうしているのか、全身すでに汗みずくだ。

　聞くと、今日の午後、ザジ・ハーマンが屋敷を訪ねてくる予定があるという。

　ザジのことだから、そのとき飛空船の様よう子すを見に来るのはまちがいない。なにしろ、皇子が復帰した祝いに新型の船を三隻も寄き贈ぞうしたばかりだった。それらの船が整備不良であったり、早くも汚れが目立つようだったりしたら、怒られるのは自分だという意い識しきがクラウにはあるのだろう。

　クラウはかつてザジに仕えていた奴ど隷れいの身分だから、彼が船に関してことさら厳きびしい性格なのは身に染みている。しかし裏を返せば、すでにザジは彼女の主人ではないということだ。それなのにクラウが血相を変えてでも整備に一いつ所しよ懸けん命めいなのは、ザジがクラウにとって船の師匠でもあるからだ。この関係性は、たとえ奴隷と主人という互いの身分が入れ替わるようなことがあろうとも、切れるものではない。

「ああ、ほら！　そこの荷物が邪じや魔まで、ハーマン商会の紋章が見えないじゃないか。どうしていわれないとなにも動こうとしないのかね。あんたらに考える頭はあるのかい！」

　本気で焦った風なクラウの金切り声を耳にしながら、ビリーナは微笑ほほえみつつ、邪魔にならないよう、早々に立ち去ることにした。

（どうせ）

　近いうちに、クラウとはじかに顔をあわせて相そう談だんせねばならぬこともある。その話は彼女が落ちついてからでも遅くはないだろう。

　次に、ビリーナの足が向いたのはホゥ・ランのところだ。クラウと同様、これもわざわざ搜さずとも居所はわかる。

　とはいえ、

「まあ」

　テレジアが驚おどろきの声を発したとおりに、ビリーナもさすがに面食らった。

　ホゥ・ランは予想どおり、竜舎のなかにいた。それも、中型竜たちを閉じ込めてある檻おりの向こう側だ。おびえている様よう子すの奴ど隷れい数人に高さ三メートル近くもある研とぎ板いたを持たせている。そこへランは竜を誘ゆう導どうさせ、爪つめを研がせているのだった。

　これもクラウと同じく、動きは軽快そのものだ。まだあちこちに包帯を巻いてはいたが、怪け我がの後こう遺い症しようは見受けられない。聞いたところによれば、ランは銃を構えた兵たちの前面に立ち、竜の盾になったという。

（すごい）

　ビリーナは率直に感嘆を覚えた。とともに、こうしてランが今日きようも無事な姿で竜たちの世話を見ているのがうれしくてならなかった。

　と、

「ビリーナか」

　まだ距きよ離りがあるというのに、それもランは檻の外側を見てもいないのに、いきなり声をかけられた。

「よく、おわかりになりましたね」

「この子らも、ようやく姫の顔を覚えてきたようだ」

　とランはいう。

　まったく説明になっていないのだが、ビリーナはひとまず納得することにした。どうせあれやこれやと問いただしたところで、いま以上に混乱するような答えが返ってくるのはわかっている。

　ランは王女に背中を向けたまま、作業をつづけた。ビリーナが見る限り、竜たちは飼いならされた犬同然だった。バイアンも一角竜ユニオンも茶ちや褐かつ色しよくの鱗うろこをしたゴルも、ランの指示に喜んで従っているようですらある。

　何度見ても驚おどろくべき光景だ。

　王女の母国ガーベラにも騎き竜りゆう隊たいはある。ただし、メフィウスや西方ほどその扱いに熟じゆく練れんしているとはいいがたい。だから余計にランの一挙手一投足が奇跡のなせるわざに思えてくるのだ。

「ランには、竜の気持ちが手に取るようにわかるのですね」

「さあ」とランは素っ気なく返した。「わたしの聞いている『声』はあくまでも、わたしなりに理解したものだ。この子たちの気持ちすべてが、ひとつのまちがいもなく読み取れるわけじゃない。だからこそあれこれ考えるし、少しでも気持ちをわかちあいたくて、触れあう時間を多く持とうとする」

「なるほど」

　ビリーナはいまの言葉に本気で感銘を受けた。深く深く頷うなずく。テレジアはといえば、さっきから鼻と口をハンカチで押さえつつ、竜からは目を逸そらし気味だった。本音をいえば、さっさとこんなところからは立ち去りたくて仕方ないのだろう。

　しばし経たって、

「わたしの顔になにかついているか？」

　とランが唐とう突とつに聞いてきた。

「え？」

「最近、オルバが、わたしの顔をじろじろ見てくるんだ」

「そ、そうなのですか」

　なんとはなしにビリーナは赤面させられた。

「わたしが気づかないだけで、わたしのなにかが変わっているのか」

「特に、いつもより変わったところは」

　あまりに気の利かない返事だったのに業を煮やしてか、テレジアがここに来て助け舟を出した。

「ランさんほど美しい方なら、それは殿方なら見とれたくなることも多々あるでしょう」

「そうかな」

　ランは研とぎ板いたの角度を奴ど隷れいたちに指示しながらも、首を傾けている。テレジアはやや面おも白しろがってか、

「さすがのあなたも、男性の気持ちまでは読み取れませんか」

「オルバは単純だよ」

　ランはいう。

「顔を見れば考えてることはたいていわかる。だけど、時々、本当に時々、この子たち以上に気持ちが難むずかしくなることがある。厄やつ介かいな奴やつだ」

「仮面をつけてらっしゃいますしねえ」

「まあ、あんなものは飾りだ。あいつが厄やつ介かいなのは、顔だけじゃなくて、全身をなにか別のもので覆おおい隠しているところだ」

「オルバどのに限らず、人とは、得えてしてそういったものではないでしょうか。ランさんが竜をわかろうとするとき、なるたけ多くの時間を使って触れあうことを心がけるように、人も、時間と思いやり、無為にも思える会話の数々をもって、互いの気持ちをわかろうと努力しあうもの。そうやってひとつずつ、仮面や鎧よろいを剝はぎ取っていくのでは」

「なるほど」

　ランのほうはランで、いまのテレジアの言葉になにかしら納得するものがあったらしい。かすかに首を上下させている。

　と、ビリーナはそのとき、ランの腰にぶらさがっているものに気づいた。記き憶おくが確たしかならば、いままで彼女がそんなものを身につけているところなど見たことがない。

「ラン、その笛は？」

「オルバがくれた」

　ランは即座に答えた。腰帯に、異国製と思おぼしき笛を無造作に入れている。皇子とともに西方へ赴おもむいて戦っていたオルバだから、その土産みやげの品なのだろう。

「気がまわること。どこぞの皇子さまとちがって」

　テレジアがこっそり小声でいった。ビリーナは聞こえなかった振りをして、

「西方の笛ですか。噂うわさには聞いています。実に、情感のあるひびきを奏かなでるのだとか」

「わたしは吹いたことがない。だけど、クラウは見事に吹いた」

「あの方が？」

　ビリーナは失礼に当たるとは思いながらも、意外、という表情を隠せなかった。ランはなぜかここへ来てうっすら微笑ほほえんで、

「クラウはなんでもできるよ。歌うのも、踊るのも、博ばく打ちも得意だ。いずれ笛も教えてくれるというけど、クラウみたいになれるかどうか」

　思えば、ホゥ・ランともおかしな関係だった。二人ふたりともに皇子を搜して陽ひが没したあとの山道を馬で進んでいったこともある。ネダインから船でアプターへ向かったときにも同行した。その直後にアプターの兵たちに捕まったと聞くが、同じ時期に謎なぞの襲しゆう撃げきを受けたビリーナがオルバに救われたのと同様、彼女は帰き還かんしてきた皇子ギルにその身を救われた。

　が、いまはそうした感慨とはよそに、

（そうか、笛か）

　ビリーナは内心意気込んでいた。

　詩の朗読ばかりつづけていても文化人になれるとは思えない。というより、どうにも『あれ』は自分の性にあっていないような気がしてきた。

　楽器を奏でられるというのも、貴婦人のステータスにはちがいない。

（よし、次は笛だな。詩はやめて、笛を学ぼう）




　テレジアは昼食の準備のためにいったん厨ちゆう房ぼうへ向かった。姫の口に少しでもあうよう、服を仕立てるのと同様にあれこれ口を出しているのだ。

　ひとりきりになって、ふとビリーナは飛ひ空くう艇ていの様よう子すを見にいきたくなった。

　ちょうど、隊が飛行訓練をおこなっている。そちらへ赴おもむいた際に見かけたのが近この衛え兵へいオルバである。後ろ姿を見せて、なにやらたたずんでいる。ちょうどよいことに、足もとに棒切れが転がっていた。こんなものがあったところで『ちょうどよい』と思う姫君もなかなかいなかろうが、ともかく、ビリーナはそれを手に取った。

　そろりそろりと近づいていき、「お覚悟」と仮面に振りおろすつもりである。もちろん、当てるつもりなどはない。メフィウスで、そして西方でも英雄とたたえられていた若者を驚おどろかせてやりたいだけだったが、あっさり気け取どられ、あろうことか、「きゃっ」と女性らしい悲鳴まであげさせられた。

　さすがに気恥ずかしい思いはしたものの、

「相変わらず、お忙しそうで」

　立ちつくすオルバの隣となりにむしろふてぶてしい態度で座り込み、声をかける。

「まあ、それなりには」

　オルバは言葉を濁にごすようにいった。

　不ふ機き嫌げんさをよそおおうとしていたビリーナだったが、その反応に先ほどのランとの会話を思い出して、ついつい噴ふき出してしまった。

「なにか？」

「いえ、ランが、あなたは時々竜以上に気持ちが難むずかしい、といっていたもので」

「そうでしょうか」

　なんとも答えようのないオルバだったが、しかしビリーナの次の言葉に息を吞のんだ。

「よくよく考えれば、ランと竜とは言葉もなく通じあっているようですが、あなたとギル殿下も同じですね。ともにいるところ、いっしょに会話をしているところを、わたしなどはほとんど見たこともないのに、なんとはなしに通じあっているのがわかります。通俗的にいえば、つうかあ、の関係というものでしょうか」

「いえ、そのような、おれにも、殿下に関してはわからぬことは多々あります。わからぬゆえ、疑問を挟む余地もなく、ただただ従っているようなものです」

「西方でも？」

「え？」

　オルバが西方でも鉄仮面の英雄として活かつ躍やくした話は、そろそろアプターやビラクにも広まりはじめている。ビリーナはそのことを話した。

「……それも、無む論ろん、皇太子殿下のご指示があればこそ」

　ビリーナは感心したように頷うなずいていたが、やがて嘆息した。

「こと戦いくさに関して、殿下がお上手じようずなのは認めましょう。それにしてもまったく、敵をあざむくには味方から、を地でいかれるお方。今回のこともすでに策がおありになるのか、そうでないのか」

「…………」

「ただ、ランではないけれど、最近はちょっとだけわかるようになってきました。これもランの言葉ですけど、あの方は、根は単純だと思うのです。ややこしく見せてるだけの話で──おや」

「どうかされましたか」

　オルバの言葉に、ビリーナは首を傾かしげる。彼女は一いつ瞬しゆん、自分が誰だれのことを話題にしているのか──すなわちオルバのことか、ギル皇子のことか──わからなくなり、こんがらがったのだ。ランのいった、『根は単純だが時折わからない』という評価がその両者にもぴたりと当てはまったからである。

　もちろんオルバには、姫の内心などわからない。

「わかるとおっしゃるなら、王女から見られて、いまの殿下はどうなのです」好奇心に駆られて、オルバは聞いてみた。「なにか、いまの状況を打開する策がおありになるのかどうか」

「それは──」

　いいかけて、ビリーナは口を閉ざした。

　頭上高く、飛ひ空くう艇ていが舞まっていく。さすがに翼よく竜りゆう士官の部隊だけはあり、以前に見た半人前の訓練とはわけがちがう。それを見あげながら、

「いまは、内ない緒しよにしておくといたしましょう」

　片目をつむり、唇の前に人差し指を立てていった。

「な、なぜです」

「殿下の真ま似ねです。ああ、真似といえばオルバ、殿下にひとつ伝言を頼まれていただけませんか」

　ビリーナは突然立ちあがると、スカートの裾すそを正しながらそんなことをいった。

　オルバに差し向けた眼まな差ざしが、奇妙に澄すんでいる。なんとはなしに、西方でちらりと見かけたことのあるソーマ湖の輝かがやきを思い出させた。

「それはよろしいですが……いったい」

「ガーベラ国王女ビリーナは、『噓うそつき』だと、そうお伝えください」

　王女は軽く微笑ほほえむ。

　オルバに、その真意は読めなかった。それこそランの言葉を持ち出すのなら、

（女など、誰しもが竜以上に難むずかしく、厄やつ介かいなものだ）

　という認にん識しきがオルバには芽め生ばえはじめている。




　ビリーナは、同じ過あやまちを犯すつもりはなかった。いや、過ちというなら、これからの行動そのものがまさにそうかもしれない。だが、近しい人たちをふたたび裏切るつもりはなかった。

　だから、テレジア、ライラの前で、きっぱりと王女は語ったのである。

　自分が今後──というより、いますぐに──どう動くか、ここ数日胸に秘めていた計画を、一いつ切さい合がつ財さい打ち明けた。

「わたしは反対です」

「テレジア」

　王女が生まれたときから傍かたわらにいた侍女長は、静かにかぶりを振る。

「わたしの立場で、それ以外のなにがいえましょう？　ただ、よくぞ話してくださいました。王女ももうそろそろ十五。ご自身が考え、決断されたことを、わたしが邪じや魔ますることもありません」

「ありがとう、テレジア」

　王女はぱっと顔を輝かがやかせたが、ライラはというと、反面、不安げに顔色を曇くもらせている。なにかいおうとするのを、

「ライラさんは、ビラクに残っていてください」

　ビリーナは先手を打つかのようにそういった。ライラが息を吞のむ。王女に、ライラの抱える事情などはもちろんわからない。だが、当時まだ国交のなかった西方でメフィウス人の彼女たちが暮らしていた以上、なにか深い理由があるのだろうとは思う。だから、これより向かう先にライラを同行させるわけにはいかない、ともあらかじめ考えていたのだった。

「大丈夫です。この話を聞かなかったことにすれば、ライラさんに累が及ぶことはありませんから」

「で、ですが王女。わたしのことなどより、王女のほうがよほど危険にさらされるのではありませんか」

「それは……」

　ビリーナはなにか言い逃れをしようとして、しかし直後にはそんな自分を恥じるかのように微笑ほほえんだ。

「承知の上です」

「あのお方のためなのですか」

　突如、ライラは叫ぶように問いかけた。姫は一いつ瞬しゆんきょとんとなる。

「あのお方？」

「ギル・メフィウス皇太子さまです」

　ああ、と合が点てんがいったように一度姫は頷うなずいてから、目を伏せた。先ほどと同様に、なにかいいかけて、ふと唇を閉ざす。ためらい、迷いというよりも、答えがわかっていながら、他人にそれを説明できないもどかしさに似たものがあった。

　ややあって、

「祖国のため、骨を埋めると決めたこの国のため、皇子殿下のため、あまたの民たみのため──わたしがそう口にしたとして、それらの言葉が噓うそだとは申しません。ですが、あえて誰だれかひとりのためなのか、と聞かれれば、結局のところ、それは自分のためなのかもしれません。わたしが納得するため、わたし自身がのちのち後悔しないため、わたしの判断で赴おもむくのです」

　王女が説明するあいだにも、ライラはまるで駄だ々だっ子こが嫌いや々いやするみたいに長い髪を振り乱している。目からは涙がこぼれ落ちていた。

　それが、自分の身を案じてのことだと思うと、ビリーナもさすがに胸に詰まるものがあった。が、

「それに、わたしは必ずここへ『帰って』きます」

　確かく約やくするビリーナの態度にもはや迷いはない。

　ライラはなおもかぶりを振り、細い肩を震ふるわせながら、しかしそれ以上なにかを伝えることはできなかった。
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「どうして、お姫さまはこんなにもか弱い身の上のわたくしを、執しつ拗ようにおいじめなさるのです？」

　そんな嘆きの声が聞こえたのは、地上から六百メートルほども離はなれた空の上である。

　あたかも薄はつ幸こうの美しき乙女おとめが、理不尽な生いけ贄にえの儀ぎ式しきにかかる寸前かと思われたが、しくしく泣いているのは操そう舵だ機きを手に取っているクラウである。それも泣なき真ま似ねだ。心底嘆いているのは事実だろうが、生あい憎にくと彼女の涙るい腺せんはそれほどゆるくない。

「ごめんなさい」

　それでも素直に謝あやまり、ビリーナは、丸められた肉厚の背中をそっと撫なでた。

「でも、いじめているのではないのですよ。クラウを頼りにすればこそです」

「結果は同じことです。わたくしはきっと、殿下にこっぴどく叱しかられてしまう。鞭むち打うたれ、食事を抜かれて、きっと声には出せない辱はずかしめを受けるのだわ」

「まあまあ」

　悲壮にわめきたてるクラウに比して、吞のん気きそうな声を出したのはテレジアだ。空船には慣なれていない彼女だから、艦かん橋きようから見まわすことのできる一面の空に先ほどから夢中になっていた。

「あのお方が、そんなことをなさるとも思えません。いまみたいな大だい女じよ優ゆうもかくや、というお芝居をして、いかにも自分は王女に騙だまされたのだと主張なさればよいのですよ」

「お芝居だなんて」

　おいおいと泣きじゃくりながら、クラウは、

（はて）

　といぶかしんでいる。

　いつもなら、王女のこうした行動をいの一番に非ひ難なんしそうな侍女長が、今回ばかりは共犯者のごとく振ふる舞まっている。

　無む論ろん、テレジアにしても心底から賛さん同どうしていたわけではないのは、王女に面と向かって「反対」といったことからもあきらかだ。だが、今回は事前に知らされてあった。王女が単身、アプターから西方へ向かったときのように、陰でこそこそやられるよりはよほどいい。ビリーナの心意気もわかるつもりであったから、今度は最後まで同行するつもりである。

　この飛空船に乗り込んだのが約二時間前。

　王女は使者を介し、クラウを部へ屋やへと呼び寄せた。真夜中である。

「ネダインへ船を飛ばしてほしい」

　と王女は頼んだ。前ぜん線せんの兵たちを慰い問もんするためだという。

　夜中に発たてば、朝には辿たどり着く。一度も中継基地に立ち寄る必要がないよう、足の長い飛空船を用意立ててくれ、ともいった。

「こんな時間に？」

　当然、クラウは不ふ審しんに思ったが、ビリーナは、

「先ほど思いついたもので」

　と涼しげな顔をしていた。思い立ったら即行動、というのはいかにもこの姫君らしい。それに、皇子の許可も取ったといい張った。

　不可解な点は数多くあったものの、なにしろテレジアがいっしょだったため、

（まあ、噓うそはないだろう）

　と思ってしまった。

　艦かん橋きように四、五人も乗ればいっぱいになる飛空船を選んだ。船室もない。その割に船体が大きいのは魔素エーテルの積せき載さい量りようが多いためだ。あまり速度の出るタイプではないが、航続距きよ離りは長い。主に警けい備び隊たいなどが都市周囲の巡回をおこなうための船だった。

　空港の管理人には王女自らが交渉に当たった。クラウのときと同様、皇太子の許可はいただいていると口にした。

　皇太子ギルやビリーナがいつも唐とう突とつに行動を起こす、というのはもはやビラク中にも知れわたっている。今回の場合、オルバにしてみれば自分の英雄的活かつ躍やくが散々喧けん伝でんされているのが仇あだになった形だ。

　そして、飛び立ってから二時間。

　もう戻るには遅すぎる距離まで来たとき、王女は、

「今回のことは皇子にも内密のことです」

　と打ち明けたのだ。

　クラウの嘆き悲しみも、あながち芝居だけのことではない。

　いつビラクから追つい撃げき隊たいが差し向けられるか、おっかなびっくり後方をうかがいながらも、結局、夜明け近くになって、予定どおりに船は自軍陣地が見える位置まで来た。

　オーダイン・ロルゴ将軍が、現在一千五百にまで増えた部隊に陣を敷しかせている。後方にビラクという大きな港があるから、補給に不安がない。あたかもネダインへ見せつけるかのように彼らは堂々と居座っているようだった。

　時折、ビラクで新しん編へん成せいさせた部隊を呼び寄せては、銃や槍やりの訓練をさせているという噂うわさもあった。戦場にほど近い空気を嗅かがせることで新兵たちを鍛きたえる意味もあったろうし、もちろんネダインを牽けん制せいする目的もあろう。

　臨りん時じの飛空船発着場もできている。丘を平らにならし、物資を運びやすいような道を築いているだけの代しろ物ものだったが、王女はそこへの着陸を命じた。

　土煙をあげて船が降り立つ。

「珍しい型の船だな」

　早起きし、陣地を見まわっていたオーダインが関心を示した。物資の補給、兵の補充のみならず、ビラクへ伝令が頻ひん繁ぱんに行き来するため、陣地では船がひっきりなしに離り着ちやく陸りくを繰くりかえしている。その彼にしてもはじめて見る型の船であった。

　が、よもやそこからガーベラ工王女ビリーナ・アウエルが姿を見せようなどとは、さしものオーダインにも予測できなかった。

　あわてて馬を飛ばすと、王女は律りち儀ぎに一礼する。

　間近で見ても信じられぬ思いのしていたオーダインだったが、本当の意味で度ど肝ぎもを抜かれたのは、挨あい拶さつののち、王女の用向きを聞かされたときだった。

「これより、わたくしはネダインへ参ります」

「ネダインへ？　な、なぜ、姫がネダインへ参られるのです」

　オーダインは当惑を隠しきれない。よもや、ビラクと当面の敵であるはずのソロンとのあいだでなにか話がついているのかとも思ったが、そのような知らせはいっさいなかった。

「なにか不都合なことがありましょうか。わたくしはメフィウス皇太子の妻になるべくガーベラより赴おもむいた身。メフィウス領のどこへ向かおうとも構わぬでしょう」

　構わぬはずはない。

　王女の様よう子すから、どうやらギル・メフィウスの許可を得ていないことがオーダインには察知できた。すぐさまビラクへ連絡をよこそうとしたオーダインだったが、

「オーダイン、たとえあなたが身を張って止めようと無む駄だなことです」

　王女はいつになく、無表情でいった。もともと端正な顔立ちをしているせいか、そうしていると表情からあどけなさが消えて、驚おどろくほど大人おとなびて見える。

「いまだわたしはガーベラ国王女の身ぞ。メフィウスの一将軍でしかないおまえが、わたしに逆らえるか」

　とまでいうのである。

　王女は、ネダインへ王女来訪を告げる使者を飛ばせ、と命じた。

「できませぬ」

「そうか、ならわたしはこれから飛ひ空くう艇ていを飛ばして、ひとり、ネダインへ乗り込もう。そこで敵とまちがわれて誤射され、命を落としたとしたなら、その責はおまえが負う。それで構わないのだな」

　この乱らん暴ぼうないいように、オーダインは頭を悩ませた。

　ついには、この命令に従った。皇太子の婚約者とはいえ、王女自身が口にしたようにいまだその身はガーベラ王家の娘である。さすがに縛しばりつけておくわけにもいかない。

　相手方からの返事があるまで、王女は陣地の一角に座り込んだ。

（どのようなつもりだ）

　兵たちが囁ささやき声ごえを交わすのも、自然と耳に入ってくる距きよ離りだ。

（こちらが劣勢になったと見て、逃げ出すつもりではないか）

（ガーベラの兵たちがメフィウス領に入ったというではないか。合流して、国に帰るつもりなのでは）

（まさか、あの王女が──）

　ビリーナ・アウエルが単身西方へ向かって、メフィウス軍侵攻を阻はばもうとした逸話は広く知られている。それは皇太子ギルが起こした戦いの目的とも符合していたため、王女をも英傑のように持ちあげる雰囲気があったのである。

　兵たちにも自然と混乱が生じる。なかには、

「ギル殿下が立てられたなにかの作戦なのでは」

　という声もあった。

　ビリーナは寂々として待つのみである。床しよう机ぎ椅い子すに膝ひざを揃そろえて腰掛けている。背後に、ものいわぬ陰のごとくテレジアがひっそりと従っていた。

　中天に陽ひが差しかかってほどなく、黒と白の旗を交差して掲げた飛ひ空くう艇ていがネダインからやってきた。使者を意味する合図である。

　ネダイン領主ジェイラス・アビゴールは、ガーベラ国王女の身柄をお預かりする用意がある、という。

　それを耳にして、

（よし）

　とばかりにビリーナは椅子から立ちあがった。

「王女、本当に参られるのですか」

「くどい」

　ビリーナは、オーダインの最終確かく認にんを一いつ蹴しゆうした。




　王女が来訪するという報は、当然、ネダインにも小さからぬ混乱をもたらしていた。

　無言のにらみあいが長くつづいていたこともあって、兵も民たみも疲ひ弊へいしている。そこへ来て、突然敵方より、ビリーナ・アウエルがやってくるという。

「罠わなではないか」

　という声も囁ささやかれた。

　皇太子ギルといえば、あらゆる奇策を用いて敵を搔かきまわすことで知られている。対リュカオンのときも、アプターでタウーリアの襲しゆう撃げきを一度目に退しりぞけたときもそうだった。

　ただし、それはいわば『本物』のギルの手柄である。『現在』のギルとは別人だという大前提があったが、ただしその『現在』のギルもまた、兵力の差を覆くつがえしてフォルカーの軍勢に勝利している。

　複雑極まりないが、いずれにせよ油断はできない。が、

（もし本物のガーベラ王女を迎え入れられれば）

　この停滞した状況をようやくのことで動かせるのではないか、というジェイラスの淡い期待もあった。

　現在、メフィウス領を騒さわがしているサラマンドなる男の掲げる大義とは、

「王女奪だつ還かん」

　にあるらしい。

（であるなら、とっとと国に送り返してしまえばいい）

　ジェイラスはそう考え、

「迎え入れる」

　と返答はしたものの、ネダイン領主とて、実際にその目にするまでは正直信じられない思いがしていた。

「なるほど、確たしかに王女本人だ」

　使者を乗せた飛ひ空くう艇ていがこちらへ戻ってくる。兵から双そう眼がん鏡きようを奪ったジェイラスは、その艇のなかに王女と、侍女らしき女性が同乗しているのを見て、一いつ瞬しゆん言葉を失った。彼は以前にも、ビリーナ姫をこのネダインで迎えたことがある。そのときは帝都ソロンからの客人としてであった。今回は、そのソロンと敵対するビラクからである。

（お忙しいご身分だな）

　そんな感想を抱いたジェイラスは、皮肉の利いた自身の思いつきをいたく気に入って、

「これは、王女殿下」じきじきに対面した際も、同じことを口にせずにはおられなかった。「またお目にかかれようとは思いもよりませんでした。メフィウスのあちこちを飛びまわられておられるようで、なんともお忙しそうでいらっしゃいますな」

　アビゴール家の屋や敷しき、その玄関口から入った通路である。

「わざわざのお出迎え、痛み入ります、アビゴール公」

「なんの。姫とは、なにかしらご縁えんがあるようで」

　にこやかに応対しているジェイラスだが、王女ビリーナには恨うらみごとのひとつもないわけではない。

　ソロンからやって来た際、客人として預からねばならなかったのに、王女は帝都へ帰き還かんする振りをして、ジェイラスらを出し抜く形でアプターへと向かった。その後、南西の国境近くで西方軍との戦いくさが起こったときには行方ゆくえ知しれずともなった。

　ジェイラスはその場にめまいを起こして倒れそうな思いがした。皇帝陛下からどのような叱しつ責せきがあるかわからなかったからである。

　圧倒的優ゆう位いに立てるポジションにいたナバールが敗戦し、批判の矢や面おもてに立ってくれたため、むしろジェイラスは助かったようなものだった。

　が、

（その姫も、いまや）

　眼前にあって、つつましげに微笑ほほえんでいる。

　結局は十四、五歳の小娘だ。古臭い英雄伝記に憧あこがれてか、勇ましく立たち振ふる舞まってはみたものの結局はなにもなし得ず、不利な状況と見るや、大あわてで戻ってきた。そう考えてみると、なにもかも自分のてのひらで踊っていたようにも思えて、気分がよい。

　だから、

「殿下の偽者に、愛想を尽かされましたかな」

　そんなきわどいことも平気で口にする。

「アビゴール公は、わたしをも偽者とお疑いですか？」

　ビリーナは、心外だという調ちよう子しで、悲しげにいうのである。

「いえいえ、まさかそのような。高こう潔けつなるビリーナ王女なればこそこうして、正しき道を選択なされているのです」

　そこへ、ボイス・アビゴールがやってきた。いつ戦いくさになるかわからぬ状況ゆえか、甲かつ冑ちゆうで武装している。その割に、ひとりの女性を後ろに連れていた。

「せがれとは、はじめてでしたかな」

　ジェイラスはいい、ボイスを王女に紹介した。そつのない挨あい拶さつを交わしたのち、ビリーナはちらりと背後の女性に目を留めた。

「そちらの方は？」

「わたくしの妻になる女性です」

　ボイスは誇らしげにいった。そのとき、ジェイラスがやや顔をしかめたのを見ると、この件に関しては父子の意見は必ずしも一致していないらしい。

　ビリーナは軽くお辞じ儀ぎをして、その女性にも挨拶をした。型どおりの返事が返ってきたが、ルイーズと名乗ったこの女性、目にも表情にも、およそ精気というものがない。

（なるほど、この方が）

　ビリーナはその女性の手を取った。一いつ瞬しゆん、びくりとしたルイーズだが、非礼に当たると思ってか、引っ込めはしない。ビリーナは、男二人ふたりが不自然に思うほどに長くその手を取っていたが、

「アビゴール公」

「なにか」

　このとき、ジェイラスはなぜかぎくりとした。ビリーナの、こちらを試すように見あげた上うわ目め遣づかいが、妙に光ひかり輝かがやいて見えたからだ。

「こうしてお出迎えいただいて申しわけありませんが、すぐにここを発たちたく思います。早急に、ソロンへの足を頼みます」
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　夜明けになってからだ。ビリーナ出しゆつ奔ぽんの報がオルバの耳に届いたのは。

　何事が起こったのか、最初オルバには理解できなかった。

　敵の密偵が侵入して、人知れず王女をさらっていったのではないかとすら思えたほどだ。

　が、辺りが明るくなるにつれて、視界が晴れるのと同じくして、次第次第に正せい確かくな情報も入ってきて事情も飲み込めてくる。

　ビリーナ・アウエルと侍女長テレジアを乗せ、クラウが操そう船せんしていた船は、ネダイン方面へ飛んでいったという。

　航続距きよ離りの長い船といっても、補給なしではネダイン近辺まで飛ぶのがせいぜいだろう。目的地もおのずと知れる。

「追わせますか」

　ローグ旗下の空船部隊中隊長が聞いてきたが、

（すでに遅い）

　とオルバには思われた。

　そしてそのとおりに、昼を過ぎたころあいには、ネダイン方面に陣を敷しいていたオーダインから、飛ひ空くう艇ていを乗り継いでの伝令が到着した。

　陣へ着陸した王女は、オーダインらの制止を振り切って、使者を交わした上でネダインへ入ったという。

　オルバはゴーウェンをはじめ、わずかばかりの供のいる部へ屋やでこれを耳にした。

（なんのつもりだ）

　夜明けに事情を聞かされて以来、胸がむかむかしてどうにもならなかったオルバである。ただでさえサラマンドやらエンデ、アリオンの件で、肉眼では捕らえられない包ほう囲い網もうが徐々に自分を孤立させていくかのような思いに駆られていた。

　そこに来て、味方であるはずのビリーナの独断行動だ。

（今度の戦いくさは、おれに任せるといったばかりじゃないか）

　思わず癇かん癪しやくを起こしたくもなる。

　が、

（オルバ）

　という風にゴーウェンがじろっと見ていたので、なんとか内心の思いを表情に出すのだけはこらえた。この、元奴ど隷れい監かん督とく官かんからは、以前忠告めいたことをいわれたことがある。これからは周囲の人のみならず、国ひとつ、もしくはメフィウスに関かかわるすべての人間たちを欺あざむきとおさねばならぬ以上、オルバ個人としての『顔』はいっさいが邪じや魔まになる。

　すなわち思いつきだけでは行動できない。背負ったものが重過ぎて、ただ一歩外を出歩くという行為そのものにためらいが生じるほどだった。

　そうわかってはいるものの、

（人を散々、噓うそつきだの、卑ひ怯きよう者ものだのといっておいて）

　感情そのものは歯止めが利かない。実のところ、『噓つき』も『卑怯』もオルバ当人が自分のことをそう評して王女に語った台詞せりふなのだが、いまはおく。

　と、

「噓つき」

「なに？」

　唐とう突とつにオルバがおかしなことを口走ったので、ゴーウェン当人が、昔の『顔』になってしまった。いや、とオルバはかぶりを振りつつ、

（そうか、『噓つき』か）

　内心では、はっとなっていた。

　数日も隔てぬ過去、ビリーナ王女が、仮面の近この衛え兵へいオルバにいった台詞だ。皇太子ギル・メフィウスへの伝言として。

（はん、いまになって思い出すとはな。オルバは、皇子に伝えそこなったらしい）

　馬ば鹿かげた思いを抱きもする。あのとき、気づくべきだったのではないか。敵対した人間相手なら、その挙動ひとつひとつに目を配り、ふとした言葉や動作から、弱点やら思惑やらを見抜こうと最大の集中力を発揮するオルバだが、十四歳の少女相手にはそれが欠けていた。

　大勢の人々を欺あざむかねばならぬというなら、ビリーナもまさにそのひとりなのだ。

（そのことを、忘れていた）

　ある意味においては、これは王女の意い趣しゆ返がえしともいえよう。

　姫を置き去りにして、面めん倒どうなことの数々から逃げたオルバへの。

　が、

（ビリーナの場合は、逃げたわけじゃない）

　たとえいま、どれだけ姫に憎々しい感情を抱いていても、そればかりは断言できる。

　彼女が行動するとき、それは戦うべきとき。

　となれば、王女がこれから取る行動もおのずと読める気はする。するのだが、

「まさか」

　という思いもあるのだ。

（ええい）

　感情の波は様々な方角へと波及して、いっこうに落ちつくところを見み出いだせない。

　オルバは壁かべをぶん殴りたい思いに駆られながらも、

「ゴーウェン」

「は」

「ビリーナ王女が発たったことは、もはや隠しとおせないだろうな」

「オーダイン将軍の陣地を経由したらしいので、さすがに兵たち全員の口止めはできますまい」

「なら、王女がビラクを出ていった、と聞かされたおれ──ギル・メフィウスは、『そうか』とだけいった、ことにしろ」

　馬ば鹿かげた命令だった。

　だが、ここへ来て王女が身勝手な行動に出て、皇子がうろたえている様よう子すを知られたようでは、兵たちの士気も極限まで落ちようというものだ。

　あくまでも、王女が出しゆつ奔ぽんしたことなどは大勢に影えい響きようのないことだと、あるいは、それもこれもすべて示しあわせた上でのことだった、と思わせねばならなかった。

　そして──、部へ屋やから誰だれもいなくなってやっと、

「くそっ」

　オルバは、思う存分壁かべに拳こぶしを叩たたきつけることができた。骨までじんと重い痺しびれがある。

　胸を占めているのはもはや憎しみばかりではなかった。そんな単純なものではない。この形勢に焦っている自分の思いを読まれてしまったか、という悔いもある。ひょっとして、自分が王女の立場なら同じことをしたのではないかという共感めいた思いとて、あるのだ。

　であっても、冷静に物事を分析できるというのと、今後も冷静に動向を観かん察さつできるというのとはまったくの別問題。

　心に冷やりとしたものがあった。

　あの、肩に感じていたぬくもりがふっと消失し、遠ざかっていく。

　ただ一時のことだとは思う。

　だが、この世のいったいどこに、それを断言できるなにものがあるというのだろう。

　ロアンも、母も、アリスも、そしてシークも、当たり前のように傍かたわらで息づいていた人々が、次の一いつ瞬しゆんにはあっという間にぬくもりを奪われ、冷たく横たわっていた。

　オルバの歯が、ぎりりと音を立てて強く嚙かみあっていた。




　ここのところ、同じ夢ばかりをみていた。

　覆おおいかぶさってくる影かげがある。獣けものじみた体臭がした。

　彼女は悲鳴をあげて、懸けん命めいにもぎ放す。しかし影はなおもあきらめずに跳びかかってくる。まさしく獣そのものだ。目には爛らん々らんと欲望が灯ともり、搔かき開いた口のなかには、彼女の柔やわ肌はだにかぶりついて喰くらいつくさんとする牙きばが涎よだれに光って見えた。

　ついには、手足の自由を封じられた。悲鳴ばかりがとめどない。破は壊かいと死の予兆に心さえもが思考の自由を奪われ、それもほどなくして肉ごと破壊されるかに思われた。

　寸前、凄すさまじい雷鳴が轟とどろいた。

　一発の銃声だった。

　何者が放ったとも知れぬ銃弾に、野や獣じゆうの影かげはよろめいて、倒れ、やがては消失した。

　彼女の心身からなる容器をいっぱいに満たした恐怖も、じわじわと潮しおが引くがごとくに失われていく。

　気がつくと、頭上からさんさんと陽ひが降っていた。

　先ほどまでとは別世界に等しかった。寺院で打ち鳴らされる鐘かねの音が、さわやかな風に乗って耳に聞こえてくる。

　彼女の左右に、知りあいの男女が、多数顔を揃そろえていた。全員、笑えみを浮かべている。そして彼女と目があうたびに、

「おめでとう」

「おめでとう、ライラ」

　と、彼女──ライラに、祝福の声を送ってくれる。そうだ、とライラは思い至った。今日きようは、結婚式だ。

　ありがとう、とそれぞれの顔に笑みを返しながら、ライラは、真っ白い婚礼衣装を身にまとい、誇らしげな気持ちで往来を歩いた。

　花びらが振りまかれるなか、向かう先に、花はな婿むこが待っていた。純朴で、誠実な青年だった。時折ライラを喜ばせようと、慣なれない冗じよう談だんを口にするのだが、直後は必ず真まっ赤かになった。仕事一いつ徹てつの父によく似ていた。彼に惹ひかれた理由がそこにあるとは思わない。ただ、父と母のように必ず仲のよい夫婦になれるはずだという確かく信しんを持つことはできた。

　花婿も笑え顔がおを浮かべていた。差しのべてくる手に、ライラの指が触れる。

　しかしその寸前、ふっと花婿の表情が翳かげると、ライラの手を包むはずのその腕で、花嫁の肩を突き飛ばしにかかった。

　後ろによろめいた。突然のことに、呆あつ気けにとられた。笑顔の消えた花婿を見つめ、

「なぜ？」

　と聞いた。そのはずだったが、声は出ず、むしろ、

「なぜだ？」

　と聞き返されていた。

「なぜ、きみの服は切り裂かれている？　なぜ、純白であるはずの婚礼衣装が血の色に汚れているのだ？」

　ライラははっとなって自分の身体からだを見おろした。

　指摘されたとおりだった。服はあちこちに裂け目ができており、肌が露ろ出しゆつしている。そして胸の辺りが真っ赤に染まっていた。それはたったいままでこびりついていたようだったのに、ライラがその目で見るなり、突如液体の流動性を取り戻すや、婚礼衣装をずるずると這はい落ちていって、やがては股こ間かんの辺りから地面へ滴したたり落ちた。

　足もとにこしらえられた血だまりを、花はな婿むこは指差した。

「汚けがされたな」と彼はいった。「去れ、ここはきみのいるべき場所じゃない。去れ、汚された花嫁よ。去れ、おぞましき売女ばいたよ」

　ふたたび悲鳴。

　耳を塞ふさぎたくなるほどの大だい音おん声じようであったが、それが自分のものであることに気づいたときには、周囲の光景がまたも一変していた。

　人々が逃げ惑っている。口々に何事か叫んでいるようだったが、ライラは、自分の悲鳴以外聞くことができない。たったいま婚礼に参加していた友人たちもいた。異国の地で出会った優やさしき隣りん人じんたちもいた。

　彼らは全員追われていた。あたかも、ライラの身体からだから流れ落ちた血が生命を得たかのように、血の色、あるいは炎の赤あか色いろをまとった殺さつ戮りく者しやたちに。

　鋼こう鉄てつがきらめいた。幼おさな馴な染じみの女性が背後から槍やりで刺し貫かれた。ライラに花を贈おくってくれた異国の少年が、剣で手を斬きり飛ばされていた。

　血ち色いろの双そう眸ぼうをした殺戮者が、ついにはライラの眼前まで迫った。振りかざされた槍は、先端からぼとぼとと炎を滴したたり落としている。ライラの悲鳴はなおも止まらなかった。自身の命が断たれる恐怖からではなかった。このあとに起こることを、彼女は知っていた。もう何べんも目もく撃げきしたことだった。

　果たして、ライラと殺戮者とのあいだに駆け込んでくる影かげがあった。ライラの父、元近この衛え士し官かんのローン・ジェイス。

　手を広げてライラの前に立ちはだかった父は、そのまま腹部を貫かれた。筋肉や皮ひ膚ふの抵抗などほとんどないままに槍は父の腹部から背中にかけて貫通し、その穂先をライラの眼前に突きつけていた。

　父の身体がぐらりと傾かしいだ。倒れた父と、槍の穂先とを無む意い識しきのうちに辿たどったライラの視し線せんに、槍を握る男の姿が見えた。

　全身を鮮せん血けつの色に染めあげられたその男は──、

　ギル・メフィウス。

　にたりと笑った歯の一本一本さえもが赤黒く染まっていた。

　いまや、ライラは自分の悲鳴さえも聞こえなかった。

「よし」

　と代わりに、重々しい声が響ひびいたばかりだ。

「楽にせよ、ライラ。もう怖い思いをすることはない。いまのところはな」

　父でも、恋人でもない、もっといえば知りあいですらないはずのその男の声が、ライラに驚おどろくほどすばやく、気持ちの平へい穏おんさをもたらしていた。

　すっと目を閉じ、眠るように首を後ろに垂れる。

　実際、ライラは眠っていた。

　たったいま生々しい恐怖とともに体たい験けんしたことなどは、記き憶おくの残ざん滓しが構築した夢の出来事に過ぎない。

　生身のライラはそのとき、真っ暗い室内にただひとりきりでいた。

　いやもうひとり──闇やみと同化したかのような黒い衣をまとった魔ま道どう士しザファルがいる。

　数日前ビラクに訪れ、薬物商の露ろ店てんを出していた男だ。

　もちろん、ただの酔狂でこの魔道士が庶民の扮ふん装そうなどするはずもない。

　情報を集めるためであった。

　屋や敷しきに勤める兵や、その兵が通っている店の女中などから、現在ビラクにいる皇太子ギル・メフィウスを名乗る男の動向などをおぼろげながら摑つかみかけていた。

　おそらくソロンから派遣された密偵らも、やはりビラクに到着し、同じような情報を集めつつあるころだろう。ザファルの目的は彼らの行動を支援し、その目的を果たさせることにある。ただし自分が竜りゆう神しん教きよう神殿に仕える魔道士であることを知られてはならないし、魔道の力を直接振るうことも許されていない。

　あくまで、手を下すのはただの人間でなければならなかった。

　その矢先に、願ねがってもいない人物が向こうから来てくれた。

　ガーベラ国王女に仕えているという侍女ライラ。その素性から利用しがいがあるとにらんだザファルは、彼女を無人の民家に連れ込むと、薬物や暗示を用いて深い催眠状態に陥れた。結果、記憶の断片を拾いあげることに成功した。

　それによると、皇子に深い憎しみを抱いていることが察知された。ガーベラ王女に仕えるようになったのも彼女自身が志し願がんしたからだ。おそらく、その憎しみと無関係ではあるまい。

　ザファルはより高い精度で彼女の記憶を探るべく、ライラの深層意い識しきに細工を施した。二日に一度は必ずザファルのもとを訪ねるように仕向けたのである。

「ふむ、そうか、王女が」

　ザファルは椅い子すに腰かけたライラからの報告を耳にしている。この魔道士はライラの深層意識を見えざる『手』で探り、彼女の心に根ざしている風景をいく枚か切り取って、それを操あやつることで、ライラの深層意識そのものを動かしている。ただし、すべてを意のままに操れるのかというと、ちがう。

　かつて西方世界にあらわれてガルダを名乗った魔道士レイズスがそうだったように、時間をかけて対象となる人物の心を把握せねばならず、また、極端に本人の意思と異なる行動を取らせることはできない。あくまでも、本人が「自分の意思でそうしている」と思い込めるていどに感情を誘ゆう導どうするばかりである。

　王女がビラクを発たった、と聞いたザファルは、

（王女を人質にして、皇子を誘い出すという手もあったのだがな）

　と考えていた。

　しかしそのためには多くの手順が必要となる。あまり大きく事態を動かそうとすると、気を配らねばならぬことも多くなるので厄やつ介かいだ。

（やはり、かねてからの計画どおり、そろそろ密偵らとも接触を図っておくか）

　ライラと出会ったときと同様、あくまで『偶然』の出会いでなければならない。その上で、利害関係の一致しているライラと引きあわせ、彼女の協力のもとで、計画を手引きさせる流れになるだろう。

（そのためには）

　ライラの迷い、倫りん理り観かん、情といったものを可能な限り破は壊かいしておく必要がある。レイズスがかつて西方カダインの王女リマに、

「死ね」

　と命じても果たせなかったように、催眠状態にある人間といえど自分の本能に逆らう行動を取らせることは困こん難なんを極める。

　だからザファルは時間をかけ、こうしてライラを呼び出しては、過去の記き憶おくを何度も追つい体たい験けんさせる。時には、彼に都合のよいようにつくり変えながら、ライラに本能を凌りよう駕がするほどの感情を植えつけるのだ。

　皇太子ギル・メフィウスへの殺意という感情を。
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　ソロンへ戻るまでのあいだ、ビリーナ王女には過剰なまでの護ご衛えいがついた。サラマンドが領内に入っていることから、奇き襲しゆうにあい、王女が奪われる恐れもあるとにらんだのだろう。

　数度、魔素エーテル補給のために基地に立ち寄ったが、船から外へほとんど出られなかったほどだ。

　しかし王女は文句ひとついわない。静かな面持ちで、所定の席に鎮ちん座ざしたままだった。

　侍女のテレジアも悠然としたものだ。空の旅に飽きると、すぐに居眠りをした。

　ビリーナはテレジアが眠っているのを確たしかめると、時折、首にかけてあるチェーンつきのメダルに手をのばした。通常は服の下に隠してある。

　かつて、剣けん闘とう大会に赴おもむくオルバのため、お守りとして与えたメダルだ。あれから様々なことがあって、いまはビリーナの手もとに戻っている。ギル皇子やオルバが生せい還かんしたと知ってからは、いずれ返すつもりだったが、

（ソロンへいく）

　と決めたとき、このメダルもともに持っていくことにした。

　が、ふとこうした折に無む意い識しきのうちに触れていると、

（お守りなら、オルバに預けておいたほうがよかったかもしれない）

　とも思えてくる。彼も、いつ生死をわけた戦いに赴おもむくかも知れぬ身だ。自分の気のまわらなさが嫌いやになる。

（もう二度と会えぬわけでなし。この次にこそ）

　とビリーナは心に決めた。

　やがて、騒そう動どうもないままに帝都へと辿たどり着いた。

　夕ゆう闇やみ濃こい時間帯だ。

　皇帝への謁えつ見けんは、明日あしたの朝ということになった。

　やはり、ビリーナは特別になにをいうでもない。

　かつて寝泊まりしていた部へ屋やに同じく通される途中、すれちがった女官たちが何事かひそひそ声を交わしても、気にする素振りもなかった。

　運ばれてきた食事を口にし、夜が深まる前に床へと入った。




　翌朝。

　ビリーナ・アウエルは長いきざはしを挟んで、皇帝グール・メフィウスと向かいあった。

　およそ二ヶ月前に王女が謁見を申し出て、ネダインへいくという旨むねを告げて以来のことである。しかしいま、この謁見を見守る人々に、あのときのように面おも白しろがるような雰囲気はない。緊きん張ちように顔を引きしめてはらはらしている者、余計な詮せん索さくをされまいとしてか無表情を貫く者たちがあるなかで、王女を邪じや魔まくさそうに、あるいは憎々しげに見やる者たちとている。

　いまや他国から預かった客人というより、メフィウスを二分している張本人である、ギル皇太子の名を騙かたる不届き者に加担する異国の姫、といった見方のほうが強い。さらにはサラマンドのこととてある。前に述べたとおり、王女とサラマンドは結託してメフィウスに混こん沌とんをもたらそうとしているのではないかという噂うわさまであったのである。

「お久しぶりにお目どおりかないまして、恐悦にございます」

　王女は頭をさげる。

　いかにも平静をよそおっているようだが、この後、十四歳の姫君には口にせねばならぬことが山ほどあった。

　ネダインへ一週間ていど逗とう留りゆうする予定といっておきながら無許可でアプターやら西方やらへ足を運んだことへの釈明が第一。

　アプター近郊においてメフィウス正規軍と衝しよう突とつした軍事部隊を率いる、『ギル・メフィウス』を名乗る人物のこと。

　そして現在、国境を侵したガーベラ軍との関連への説明。

　だが、ビリーナはそれらに関してはひと言も口にしなかった。

　メフィウス皇帝グールとて同様。

　いきなり詰きつ問もん口く調ちようになるかと思いきや、

「して、わざわざ何用かな、姫」

　とグールは、頰ほお杖づえをついたいつもの姿勢で聞く。

「姫のほうから、この謁えつ見けんを所しよ望もうされたようだが」

「は」

　頷うなずく王女を見て、見守る人々はこっそり視し線せんを交わしあった。皇帝が呼びつけたものだとばかり思っていたからだ。自分から志し願がんしたということは、釈明やら謝しや罪ざいやらをするためかと普通は思うのだが、

「陛下に、ひとつお願ねがいしたきことがございまして」

　という。

　またも、声なきざわめきが広間をわたった。

　あまりといえばあまりに厚かましいひと言だ。そもそも、「お願いしたいことがある」といい、ネダインへいく許可を貰もらいながら、それを裏切ったのは誰だれであったか。皇帝との約束をたがえ、船を奪うような真ま似ねをしてまでアプターへ赴おもむいただけでも断罪に値するというのに、その後、王女は西方へメフィウス侵攻を密告までしたという。

　それを皇帝へ告げたナバール・メッティはいまだ名誉回復の機き会かいを与えられておらず、この場にも同席を許されていなかった。この話を聞けば、さぞ歯は嚙がみする思いであったろう。

　グールも、

「ほう？」

　さすがに今度ばかりは鷹おう揚ように頷くというわけにはいかぬようであった。

「姫のお願いは、すでに一度聞き入れたはずだが。これ以上、なにを欲する。息子むすこの名を騙かたる愚者に、この座をあけわたせという話なら、さすがの王女の頼みごとでも、聞き入れるわけにはいかんな」

　と含み笑いを浮かべた。

　家臣たちはそのきわどい言葉に冷やりとしたものを覚えてか、誰ひとり笑っていない。

　ビリーナは言葉を失った。

　目を伏せ、自分の足もとをうかがうかのようにする。

　しばし間が空いた。

　さすがに勇猛果敢で知られる姫も進しん退たい窮きわまったかと思われたとき、

「約束を」

　とビリーナ王女はいった。

「約束を、覚えていらっしゃいますでしょうか」

　グールは重たげな瞼まぶたで、数回、目をしばたたかせた。

　王女はつづけて、

「メフィウス建国祭、剣けん闘とう大会の折りのことでございます」

　と補足する。

　当然、人々にはなんのことやらわからない。いかにも王女が苦しまぎれに発したひと言のように思われた。

　が、

「おお」とグールは肩を大きく揺すった。「そういえば、準決勝のとき、王女と賭かけをしたのであったな。わしは過去に英雄とまでたたえられた罪人の男に賭け、姫は、あのオルバという元剣闘士に賭けた。結果は、どうであったかな」

「オルバが、勝ちました」

　広間に集まった顔が、揃そろって困惑と驚おどろきの表情を並べた。

　そのような賭けが、皇帝と異国の姫とのあいだでおこなわれていたことを知る者はない。それよりも彼らにとって驚きだったのは、皇帝が、「結果はどうであったか」などといわずもがなのことをわざわざ聞いて、その上で王女に答えさせたことだ。それはつまり、ここに集まった家臣たちに賭けの経けい緯いを知らせることで、王女の申し出を受け入れる用意がある、と伝えるためではなかったか。

「皇帝陛下は、わたくしに、なんなりとほしいものを与えてやろう、とお約束してくださいました」

「覚えている」

　皇帝は顎あごを引いた。なにやらこの会話を楽しんでいる──と思いきや、顔はあくまでも仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　ただ、やや身を乗り出し気味にしながら、

「ほう」と眉まゆを動かした。「わざわざそのことを口にされるということは、なにか、ほしいものが見つかったかな。確たしかにわしはなんなりと好きなものを進ぜよう、といった。ただし先ほどいったとおり、この座をあけわたすことはかなわんぞ」

「畏おそれ多きことでございます」

　対する王女もまた表情は無に近い。当たり前かとも思われるが、さすがに心身ともに緊きん張ちようしきっている。

（まさか）

　とこのとき、家臣たちはまたも目配せしあっていた。

（あの姫御、偽者の皇太子と和解せよというのではあるまいか）

（まさか。ただのお遊びのような賭けごとで、そこまで口にするものか。それほど子供ではあるまい）

（ガーベラへ帰りたいと陛下にお願ねがいするつもりなのではないでしょうか）

（おお、それならばあり得そうなことだ──）

　王女が伏せていた目をあげた。

「では、厚かましくも陛下におねだりさせていただきます」

「申されよ」

「わたくし、ビリーナ・アウエルに、兵を」

　家臣たち一同が、この瞬しゆん間かん、揃そろって目を剝むいた光景は、ここ最近謁えつ見けんの間でおこなわれた数数の催し物のうち、ある意味でもっとも興きようをそそる見世物であったかもしれない。

「兵を、百名ほどお貸しいただきたいのです」

「ほほう」

　グール・メフィウスは動じない。さりとて、子供の戯ざれ言ごとを相手にしているという感じでもない。

「百名の兵で、なにをされる」

「メフィウス精強の士をそれだけ揃えていただければ、それだけで愚劣なる者をメフィウスより追い出してみせましょう」

「愚劣なる者とは」

「サラマンド・フォーゲル」

　ビリーナの口く調ちようによどみも迷いもなかった。

　人々は、ただただ呆あつ気けに取られている。

（この姫は──）

　皇帝から取りつけた口約束で、百名の兵を借り、それをもって、領内を荒らすサラマンドを追い返すというのである。

　ガーベラから嫁とついできて、その婚約者を失ったという立場にはまだ同情の余地があった。だからこそ皇帝も王女のネダインいきを許可したのだろう。しかしそれからの行動には目に余るものがあるのは繰くりかえし述べてきたとおり。

　その上、さらに馬ば鹿かげた申し出をした。

　肩を震ふるわせる者があった。一瞬の驚おどろきから覚めて嘲ちよう笑しようを浮かべる者もあった。しかし大半の人間たちは固かた唾ずを吞のんで皇帝の顔色をうかがうばかり。

「実に面おも白しろい」

　はっと人々は顔を緊きん迫ぱくさせる。グール皇帝は頰ほお杖づえをやめて、

「兵百名とは、いかにも姫らしい申し出だ。姫はサラマンドなる人物を知っておられるか」

「見たことも、聞いたことも」

　と王女はかぶりを振る。

　このときさすがに皇帝も笑えみを見せた。

「その姫が、サラマンドを追い払えるか」

「かの者は、不届きにもわたくしの名を出してメフィウスに押し入ったとか。そのわたくし当人がメフィウスの旗を振りかざして出てくれば、かの者は大義を失います」

「わからぬ話ではない。ないが、しかし異国からお預かりした客人である姫に、そのような危険な真ま似ねはさせられぬ。わしも、十四、五歳の娘に泣きついて外敵を追い払ってもらった、などと噂うわさが立てられたのでは、ここで皇帝として威い張ばってはおられまいよ」

「それも目的のひとつ」

「ほう？」

「というのは、冗じよう談だんです。しかし陛下、不ぶ躾しつけにもおたずねしてよろしいでしょうか」

「なにを」

「わたくし、ビリーナ・アウエルがなぜ……、なんのためにここにいるか」

「そなたは、ガーベラ国よりわが息子むすこギル・メフィウスの妻となるべく嫁とついでこられた身である」

「そう、わたくしはガーベラの人間であり、そして遠くない将来、メフィウスの人間となる身です」

　人々は、またしても緊きん迫ぱくに身をゆだねないわけにはいかなかった。

　近ごろの──特に、シモン・ロドルームの事故死があって以来──めっきり口数の少ない皇帝にしては、長々と王女とやり取りをしている。

　それだけ、皇帝はこの少女を気に入っているのだろう。果断な性格と口く調ちようは、確たしかにかつて武人としても名を馳はせたグール好みといってよいかもしれない。

　だが、いまの台詞せりふはさすがに聞き捨てならなかった。

「遠くない将来、メフィウスの人間になる」

　ということは、すなわち、予定されていたとおりにギル・メフィウスの妻となる──という意味である。

　ただし、その予定はすでに崩れ去った。ギルはアプターにおいて西方の人間の手にかかって死しているはずだからだ。

　だというのに、ビリーナははっきりと「メフィウスの人間になる」と口にした。つまり、グールが偽者と断じている男こそ、メフィウスの次期帝位後継者であると宣言したにも等しい。

　グール・メフィウスは唐とう突とつに玉座から立ちあがった。

　はっと人々はほとんど反射的に首をすくめる。

　皇帝は長い杖つえを手にし、

「コーライン」

　と家臣の名を呼んだ。コーライン・イスファーンが、

「は、ははっ」

　と急いで近くへ寄ると、

「皇帝直属の近この衛え師し団だんの隊長を呼び、百名を選び出せ。またソロンの鍛か冶じ師したちを総動員させ、姫の体格にあう甲かつ冑ちゆう一式を明日あしたまでに打ち出すよう、命じるのだ」

「はっ、いえ、し、しかし、陛下」

　常に皇帝の意に沿うような言動しかおこなわぬともっぱら評判のコーラインとて、さすがに目を白黒させぬわけにはいかなかった。

「なんだ」

「お、王女の申し出を、受け入れられるので」

「ほかになにがある」

「し、しかし、その」

　コーラインの動転ぶりを、笑える者は誰だれもない。広間に集つどった人々すべてが同じ気持ちであった。

　皇帝自ら、王女の申し出を受けることは国の恥になりかねないと口にしたばかりだ。それに、もしこのことで王女の身に危険が及ぶようなことになれば、いよいよガーベラとの関係は崩れ去る。

　ただひとり──この場に困惑と驚きよう愕がくをもたらした張本人であるはずのビリーナ・アウエルのみが、膝ひざをついた姿勢のまま静かに頭こうべを垂れている。が、その実、凝ぎよう視しせねばわからぬくらいに、白い首がかすかに震ふるえていた。

「コーライン、わしは何者であるか」

　先ほどの王女の言葉を真ま似ねしてか、グールはそのようなことまでいった。

「め、メフィウス帝朝皇帝グール・メフィウス陛下にございます」

「そう、そのグール・メフィウス、いかに婦女子相手とはいえ、一度交わした約束は決してたがえぬ。さあ、命令どおりにいたせ！」

　いよいよ広間内が声をもともなってざわめきはじめた。

　一国の姫が兵を率いて出馬するなど、おそらくメフィウスの長い歴史上でも前代未聞の出来事であったろう。

　そもそも、グールがサラマンドの部隊を放置していたのは、いよいよその存在が脅威と思われる時期を狙ねらい、皇帝自らが号令を発して、これを打ち払うことで、偽皇太子の存在感を失わせるためではなかったのか。

　人々に、皇帝の真意は読めぬ。

　はるか以前からそうであったようにも思われるが、ある意味で皇帝がもっとも理解不能な言動をしたのがこのときだ。

　グールは、マントを翻ひるがえすと謁えつ見けんの間から立ち去った。あわてて家臣団は立ちあがってこれを見送る。

　そんななか、皇后メリッサ・メフィウスは、ひとり椅い子すに座したまま、白しら々じらとした目で王女の姿を上から見おろしていた。




「事情が変わった」

　の一点張りだった。

　宮廷での謁えつ見けんが終わった直後、皇后メリッサは竜りゆう神しん教きよう神殿へ足を向けていた。

　いつもならすぐに迎えが来るはずが、今日きように限っては誰だれとも会うことができない。ようやくのことで長老衆のひとりを捕まえることができたが、

「あの小娘を始末する件、確たしかに請うけ負っていただいたはず」

「あのときとはまた時勢が異なった」

　と、メリッサの言をはねつけた。

「ご案じめされるな、皇后さま。どのような『見立て』があったかはわたしも耳にしている。しかし、あの娘が偽皇太子についている時点で、その運命の行方ゆくえなどは知れている。おおらかに構え、よき跡継ぎをお産みなさればよい」

「だけど」

　メリッサは少女じみた仕し草ぐさで下唇を嚙かむ。いよいよ子を産む前とあって、心の均きん衡こうがあれこれと乱れている様よう子すでもある。

　そんな皇后の姿をじっと見つめていた老人は、

「どうしても気になると仰おおせであるなら」

　ふと声をひそめた。

「あなたご自身が動かれればよい。そのことにわれわれは関与しないし、はなから止める権限も持ちはしない」

　皇后メリッサははっと顔をあげた。なにか、常人では理解しがたい哲学的な議ぎ論ろんを交わしていた老ろう碩せき学がくが、ふとした拍子に、足もとに答えの書いた紙を見つけた、というような顔をしていた。

「よろしいのですか」

「時を動かすは、人。われらはいわば運命の後見人がごとき存在。思うがままに動かれればよい」

　神殿を去ったのち、皇后は侍女を通じて近この衛え師し団だんの隊長から、王女に同行する百名のリストを手に入れた。

　その百名、突然出動命令を受けたので、急いで準備をしている最中である。

「タニス、マントの替えがあったら貸してくれ」

　ひとり、アルナックという男が大あわてで仲間のあいだを駆けずりまわっていた。

「この前支給品の要望があったら申し出るようにいわれていたはずだろう」

「忘れていたよ。あのときは、ネダインですぐ戦いくさになるという話だったから、あれこれと忙しかったんだ」

　タニスという近この衛え兵へいは嘆息して、替えをアルナックに用意してやった。二人ふたりとも若い。ガーベラ十年戦争で手柄を立てて近衛兵にまでなりあがったアルナックはともかく、タニスにはまだ大がかりな戦の経けい験けんはなきに等しかった。

「しかしタニスよ、ガーベラの王女さまもとんでもないことをいいだされたものだな。とばっちりを受けたこっちの身にもなってくれ」

「いや、おれはなかなか感心した。姫君自らが兵を率いて賊ぞくの討とう伐ばつに乗り出すなど、まるで絵物語のようではないか。歴史的な場面と遭遇できるんだぞ、名誉なことさ」

「タニスはロマンチストだな。敵が王女の言葉に耳を貸さず、いきなり発砲してきたらどうする」

「望むところだ。領内を好きに闊かつ歩ぽしているような奴やつの首など、おれの手で刎はねてやる」

「夢見がちな上、ガーベラの騎き士しもかくやというほどの正義漢か。それは救われないねえ」

「では、敵が攻めてきたら、アルナックはどうするのだ？」

「真っ先に逃げる」

「馬ば鹿か」タニスはしかつめらしい顔をしようとしたが、思わず笑ってしまった。「それでは、敵に討うたれるどころか、まずは陛下のお怒りを買ってしまうぞ」

「おれはひとり身だし、家族もない。だから、とことんまで逃げてやる。そうだな、それこそ西方まで逃げて、行商人でもやろうか」

　皇帝直属の近衛師団だから、兵たちの大半は家柄もいい。が、なかにはアルナックのように腕前でのしあがった若者もいる。近衛兵となれば、功を立てるなり、皇帝の覚えがよくなるなりすれば貴族の地位を手に入れることも夢ではないはずだが、アルナックにそのような立身出世の夢はないようであった。

「では、おれが追っ手の役目を仰おおせつかるかもしれんな。地の果てまで追ってやろう」

　などといっているうちに、タニスに客があった。若い娘で、いつもタニスが恋人との橋わたしに使っている宮廷仕えの下女だ。そっと手紙を渡された。

「ほう、出しゆつ立たつ前に逢あい引びきか」

「仲間にいいふらすなよ」

「わかっている。存分に英気を養ってこいよ、色男」

　タニスは後宮で働く侍女と恋仲にある。それも、皇后メリッサのお側そば仕づかえである。

　タニスは、出陣前に甘く、それでいて激はげしく熱ねつのこもった夜を迎えることを期待した。

　若い二人は大胆にも、宮殿の一室を逢おう瀬せの場所に使うことがあった。いつも空いているし、見まわりの死角になっているから利用しやすい。

　手紙で指定された場所はやはりそこだ。タニスは、陽ひが暮れたのち、周囲に十分警けい戒かいしながら部へ屋やへと向かった。

　すでに恋人が来ているはずなのに、室内は暗い。

　闇やみのなかに蠢うごめく気け配はいがあった。

　よく見えなかったが、侍女の服装をしている。今日きようは変わった趣しゆ向こうを選んだらしい。タニスは息をひそめ、侍女の背後から抱きついた。

　かすかに抗あらがう気配がある。これも、より激はげしい夜を迎えるための演出だろう。

　タニスは力ずくでその抵抗を押さえつけると、唇に貪むさぼりつき、服の上から胸をまさぐった。

　瞬しゆん間かん、違和感に捕らえられた。

　何事か、恐ろしげな気配に駆られて、肩を押し放して女性の顔を間近で見やる。

　タニスの息が止まった。身体からだを支配していた熱も、ついでに、彼が未来に思い描いていた展望の数々さえも、このわずか一瞬で根こそぎ奪われていったのである。




　　　　２




　サラマンド・フォーゲルの名は必ずや歴史に残る。




　少なくともサラマンド本人と、彼につき従う五百余名の決死隊全員が同じ思いを抱いていた。

　誇りを失いかけていたガーベラ王族に正しき義を突きつけ、敵領内で雄々しく戦い、そして華々しく散っていった英傑たちは、サラマンドをはじめとして、その全員の名が石せき碑ひに刻まれることになるだろう。

　が、国境を越えたそのときにでも死地が待っていると覚悟していたサラマンドたちだから、領内にて七日以上も過ぎれば、さすがに焦じれてくる。

　牽けん制せいの意味も込めて、時間をかけつつドゥーミック平だいらを北上したが、メフィウス側にこれといった動きはない。ごく稀まれに、こちらの位置を確かく認にんするためか、遠くを飛ひ空くう艇ていが舞まうのが見えるだけだ。

（そのつもりなら）

　こちらから打って出るしかない。

　サラマンド・フォーゲルははっきりと進路をソロンへ定めた。途中、帝都防ぼう衛えいのための支城、砦とりでがいくつか待ち受けている。そこに攻こう撃げきをしかけるつもりだ。

　その計画を話した夜、火を囲んで最後の晩ばん餐さんをおこなった。メフィウスの村で得た食しよく糧りようはすべてここで尽きた。

　しかし決死隊の顔に悲壮感はない。皆が歌い、踊って、酒もないのに大いに盛りあがった。

　そして夜明けとともに、馬に飛び乗る。

　駆けた。

　陽ひが差して、ガーベラ騎き士したちの顔を白しら々じらと照らしあげる。

　丈たけの短い草地に差しかかった。

　と、

「敵だ」

　前方から、先駆けさせていた斥せつ候こうが戻ってきた。サラマンドのところへ急いで辿たどり着くと、

「メフィウスの騎馬兵がこちらへ接近しつつあります」

　と告げる。

　おおっ、とどよめきが起こった。サラマンドの顔にもさすがに緊きん迫ぱくの色がよぎった。

　が、よくよく聞いてみると、敵の数は百かそこら。それも、砲も引いておらず、騎馬のみの集団であるらしい。

「百だと？」

　サラマンドはあからさまに不服そうな声を出した。

（この期におよんで、使者を遣つかわしたか）

　こちらがまだ勧告に応じるとでも思っているらしい。一応武装らしきものをととのえているのは、武威を示して恭きよう順じゆんを促すつもりか。

「いかがなさいます」

　部下たちも拍子抜けした顔をしている。

「書状のひとつでもしたため、グールに届けさせますか。いっそ、貴様が出てきてわれらと果たしあいをするがいい、とでも」

「それもいいが」

　サラマンドは歯を食いしばっているような表情でいった。彼は、戦場においては常にこれに近い顔をしている。

「まずはその百、平らげてくれよう。すべての首をソロンへ送りつけるのだ。書状などよりよほど、グールにわれらの本気を知らしめてやることができよう」

　ふたたび、

「おおっ」

　と声を揃そろえて騎士たちが意気をあげた。待ちに待ちわびた戦いとあって、あたかも肉体から放たれる気迫が鎧よろいを突き破り、全員を恐れ知らずの巨人にしつらえたかのようだった。

　サラマンドは部下たちに縦たて七列の陣形を組ませると、馬に鞭むちをくれて走った。

　周囲に遮しや蔽へい物ぶつはほとんどない。地面の起伏も乏とぼしかった。

　戦うとなれば、正面からのぶつかりあいになるだろう。

（それでこそ）

　ガーベラ騎士の気概を示せる、とサラマンドは兜かぶとの下でほくそ笑えむ。

　やがて、彼の目にも『敵』の姿が目視できた。なるほど、甲かつ冑ちゆうで身をかためた百ほどの騎馬が進行方向から迫りつつある。半分ほどが銃を背にしているようだ。

　先頭集団の左右を走る騎き馬ばが、それぞれメフィウス国旗を翻ひるがえしている。

　いよいよ体内の血があらぶるのを感じたサラマンドだったが、

（む）

　先頭を走る騎馬武者に目を留めた。留めざるを得なかった。

　小柄だ。

　面めん頰ぽおをおろし、顔かたちは見えないものの、まだ子供といっていいだろう。

　なんのつもりだ、と思いつつ、サラマンドはいったん剣を掲げて、部下たちに停止を命じた。

　同じく、敵集団も馬足を止める。その指図を下したのは、先頭の小柄な武者だ。

　となれば、やはりその人物が指揮官格であると見ていい。

（名のある貴族の子弟か、もしくは）

　皇族に名を連ねる年少の者か。

　いずれにせよ、敵はここで戦うつもりなど最初からないようだ。そうと知ったサラマンドの形ぎよう相そうが歪ゆがむ。

　両軍、距きよ離りにして百メートルほどを隔てて向かいあった。

　風は弱い。互いに掲げた国旗がゆるやかに頭上を舞まっている。

　サラマンドの部下たちが腰の剣や槍やりに手をかければ、メフィウス側の兵たちも銃を手にしようとする。

　馬の荒々しい息いき遣づかいが静寂をわずかに乱すなか、

「申す、申す。ガーベラの騎士どもにもの申す」

　メフィウス側の先頭に位置していた小柄な兵が口を開いた。

　やはり、声は高く、幼い。

「そのほうらはメフィウス領内に土足で踏み入り、あまつさえ帝都ソロンへ進路を取っている。いますぐ馬首を翻して、おのが領地へ引き返すがいい。ご寛大なるグール・メフィウス皇帝陛下は、同盟と約やく定じようの名のもとにそなたらの罪もお許しになられるであろう」

「馬ば鹿かげたことを」

　サラマンドが、対照的なまでに野太い声を発した。

「貴様のような子供を遣わすなど、グールの恥知らずめが。罪を許すだと？　天をも恐れぬ罪を最初に犯したのは、そもメフィウス側であろう」

「われらがなんの罪を犯した」

「知れたこと。畏おそれ多くもわれらガーベラ王族、ビリーナ・アウエルさまのことよ。ここへお連れしてくるがいい。でなければ、貴様らの口上に耳を貸す道理などはない」

「なぜ、ここへビリーナ姫をお連れせねばならぬ」

　いまさらながらの問いに、サラマンドは馬上でせせら笑った。

「何度も同じことをいわせるな。王女がこちらにおられない以上、貴様らと交わす言葉も惜しい。そちらのほうこそさっさと城に戻るがいい。でなければ、その青い尻しりを引っぱたいてやるぞ！」

　槍やりを掲げてサラマンドが吠ほえると、部下たちのあいだからも笑い声が起こった。

　が、

「そうか」

　敵指揮官は怖おじる様よう子すもなく、ひとつ頷うなずくと兜かぶとに手をかけた。

「であるなら、これならば話を聞くというのだな、サラマンド」

「なにっ」

　名前を呼び捨てにされてサラマンドの顔から笑えみが消えた。

　敵指揮官がひと息に兜を脱ぎ去る。

　拍子に、頭上でまとめていたらしい白金プラチナの髪が乱れ、肩から下へときらきら垂れさがった。

　サラマンド以下、五百のガーベラ騎き士しが等しく息を吞のんだ。

　その場に居あわせるはずのない者が突如あらわれた。いうなれば、死者が墓の下からよみがえったのも同然である。

　アプターにおける、ギル・メフィウス復活がそうであったように。

「お、王女」

　笑え顔がおのついでに声をも失ったサラマンドに代わって、背後にいた騎き士しのひとりが喉のどに絡んだ声でいった。

「ビリーナ王女！」

「まさか」

　サラマンドは目をひん剝むいて怒ど鳴なった。対して、

「さあ」

　とビリーナ・アウエルは冷れい徹てつな声で呼びかける。
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「これでよかろう、サラマンドなるガーベラの騎士よ。そのほうらがメフィウス領を侵すどれほどの理由があり、大義があるというのか。このわたし、ビリーナ・アウエル本人が納得できるよう、いまここで述べてせみよ」

「そ、それは」サラマンドは突然飛来してきたなにかから身を避けるかのように上体を反そらした。「な、なぜここに王女がおられるのです。なぜ」

「なぜ？」

　ビリーナは馬上で小首を傾かしげた。

　いかにも少女らしい仕し草ぐさだったが、直後、彼女はきっと『敵将』をにらみ据え、

「わからぬか、下郎」

　と吠ほえた。

　サラマンドの顔が、固形物を咀そ嚼しやくもせずにそのまま飲み下してしまった人間とそっくりのものになる。

「なぜわたしがここに──ガーベラに生まれ育ったわたしが、メフィウスにいるのか。教えてやろう、サラマンド。それは、過去十年以上にもわたって不幸な歴史を負っていた両国が手を取りあい、同じ未来を目指すため。兵や無む辜この民たみがこれ以上戦せん禍かで傷つかぬため。二つの国旗が互いの血に汚れぬため。そのために、わたし、ビリーナ・アウエルは、メフィウス皇太子ギル・メフィウス殿下の妻となるべく国境を越えたのだ。さあ、次はサラマンド、そなたの番であるぞ。そなたはなぜここにいる。国境を踏み越えるのに、この、ビリーナ・アウエル以上に負った大義と覚悟があるやなしか、それだけを答えるがいい。さあ！」

　サラマンド・フォーゲルは馬上で口をぽかんと開けたのみ。強きよう靭じんな肉体が、やわな少女の言葉ひとつでずたずたに引き裂かれたかのようでもあった。

　それでも、

「し、しかし」

　かろうじて声を絞り出した。サラマンドも死を前提に軍馬を進めてきた身である。銃弾が降りかかるならいざ知らず、まさかこのような『窮きゆう地ち』がおのれを見み舞まおうとは想像だにしていなかったが、

「皇太子ギル・メフィウスは皇帝に歯向かい、いまは国が割れている状況だと聞いております。また、皇帝はそのギルを偽者だと断じているとも。王女の御身も危険にさらされたはず──」

「そのことが、そなたらの取った行動に義を与えてくれるとでも思ったか。いわばガーベラとはかかわりのないこと。口出しする権限など、いわんや王族でもないそなたにあろうはずがあるか」

「かかわりのないことなどでは、決してございませぬ！　メフィウスが乱れれば、隣りん国ごくであるガーベラにも火の粉が降る危険がないと誰だれに断言できましょう。ガーベラとの同盟を軽んじているグールならばなおのこと。であればこそ、われらは──」

「くどい！」

　ビリーナは一いつ蹴しゆうするや、その腰から拳けん銃じゆうを抜き去ると、サラマンドの頭に狙ねらいを定めた。

　あまりにすばやく、あまりに的てき確かくな動作であったため、一いつ瞬しゆん、騎き士したちはこれが現実に起こっている出来事なのかどうか把握できなかった。

「ひ、姫」

「まだわからぬか。ここに、わたしがいる。メフィウスとガーベラ、双方の同盟のなによりの証あかしである。サラマンド、同盟を軽んじているのはそなたのほうだ。いいだろう、それ以上足を進めてみせよ。それはすなわち、両国の橋ともいうべきわたしの身体からだを土足で蹴けりつけ、頭を踏みつけるのと同じこと。いいだろう、そのままソロンめがけて進軍してみせよ。それはすなわち」

「姫！」

　サラマンド以下、五百の兵が叫んだのは、ビリーナが銃口の狙いを変え、自分のこめかみへと押しつけたからだ。

「……すなわち、わたしの命と引き換えにするのと同じことである」

　ビリーナの目は青く煙って、サラマンドの姿を正面から見据えていた。




　それを、ザイム砦とりでの再来だと感慨を覚えた者など、この場には誰もいない。

　ザイムで散ったリュカオンを神のごとく信奉するサラマンドとて、その最後の場面には居あわせていなかったのだから当然だ。

　すべてを知るのは、微び風ふう吹きつけるこの草地においてはただひとり、十四歳の若き王女、ビリーナ・アウエルのみである。

　あのときも、ビリーナは自分のこめかみに銃を押しつけた。いわば自分自身を人質にして、凶行に走ったリュカオンを諫いさめようとした。

　しかし、果たせなかった。

　彼は自らの剣をもって、ビリーナの首を刎はねようとしたのである。

　誰よりもガーベラを愛して誰よりも騎士であろうとしていたリュカオンを鎮しずめたのは、結局のところ、敵対した皇太子ギルの采さい配はいであり、その采配のもとに砦へ侵入したオルバの剣であった。

（今度こそ）

　と意気込む思いがあった。

　無む論ろん、恐れがなかろうはずもない。

　いまこうしているあいだにも、狂気に駆られた兵たちが銃の引き金を引くかもしれず、すなわち次の瞬しゆん間かんには少女のやわな肉体など──その目であろうが、鼻であろうが、口であろうが、胸であろうが、手足であろうが──鉛の弾で射抜かれているかもしれない。

　心しんの臓ぞうが奏かなでる鼓動は、耳で追いつけぬほどに速くなったり、ともすればひとつ打ち、またひとつ打つあいだの間隔があまりに遠いために本当に脈打っているのか信じられぬほど緩かん慢まんになったりもしている。

　心身を充じゆう溢いつさせた気概の力がわずか一瞬でも抜け落ちれば、ビリーナの目には涙が盛りあがり、身も世もなく泣きじゃくっていたにちがいない。

　しかし、

（もう泣かぬ）

　ビリーナは決断していた。ザイム砦とりででは不覚にも泣いた。もうあのときの少女ではない。その大きな瞳ひとみを、いまふたたび将兵たちの前で濡ぬらすわけにはいかなかった。

「わたしを討うつか、サラマンド」

　諸もろ々もろの感情を嚙かみ殺しながら、ビリーナ・アウエルは問いかけた。

「なにを仰おおせられる？」

「リュカオンとて、最後はわたしに剣を向けた。おまえも同じことをするのか、と問うたのです」

「し、将軍が、そのような」

　サラマンドは、動揺したままかぶりを振った。

「おまえは、リュカオンに似ています。ただし、彼を小さく、よりいびつに仕立てあげたもの。それがおまえ。サラマンド・フォーゲル。リュカオンの墓にすがりついて、いまだその死を受け入れることができずに、びいびいと泣きわめく、矮わい小しような存在」

　サラマンドの身体からだはわなわなと震ふるえを帯びていた。騎き士したちには声もない。それは、王女に従ってここまでやってきた兵たちとて同様であった。

（すごい。すごいが、やばいぞ、姫さま）

　アルナックという近この衛え兵へいが、驚きよう嘆たんを面おもてに貼はりつけたまま、腰の鞘さやにそろりと手をかけたのは、サラマンドの面相に覚えがあったからである。あれは、歳としの近い近所の少年と遊んでいたときだ。弟のように普ふ段だんからかわいがっていたが、その日は、なぜか彼をからかう流れになっていた。それほど程度がひどかったとも思えないのに、彼は突然癇かん癪しやくを起こすと、近くにあった花瓶で殴りかかってきた。

　それと、よく似た顔をサラマンドはしていた。

「わ、わたしは、わたしは」

　サラマンドは唸うなるがごとき声を発した。と、

「わたしは、ここで、死ぬのみ」

　鋭するどく、矢のように彼は馬を走らせた。

　槍やりを腰だめに構える。目指す先に、ビリーナ王女がいた。王女が拳けん銃じゆうを自分のこめかみから放すのが見える。

　サラマンドは、王女ビリーナその人を狙ねらったわけではない。

　そのまま脇わきを通り過ぎ、メフィウス兵に襲おそいかかるつもりだった。彼は、狂的なまでに、自分はメフィウスの兵と戦い、死んだ、という理想を欲していた。

　華々しくあればなおよかったが、もはや精神的に追い詰められた彼には、その理想を現実のものとすることしか頭になかった。

　疾しつ駆くにあわせて、ガーベラ王女の白い顔が、サラマンドの正面から、真横へと移動する。なお鞭むちをくれた。

　アルナックが誰だれよりも早く反応した。彼も馬の脇腹に蹴けりを入れ、剣を鞘さやから引き抜く。

　が、王女を守ろうと前に出かかっていた彼は、サラマンドの勢いが落ちず、そのまま王女を素通りしたことで、むざむざサラマンドの正面に立つ格好となってしまった。

（いかん）

　サラマンドの槍がそのまま彼の胸を貫くかに思えた。

　がうん、と野や獣じゆうの咆ほう哮こうがまるで風に押おし潰つぶされたかのような銃声がひびいた。

　サラマンドの身体からだが馬上でよろめいた。そのまま横倒しになり、妙にゆったりとした落下の行程を経たのち、地面に叩たたきつけられた。

「ああっ」

　と声をあげたのは誰だれであったか。アルナックであったか、その他のメフィウス兵か、あるいはガーベラ騎き士しか。

　ビリーナの、肩の高さまで掲げた銃口から硝煙が吐き出されている。

　王女は馬をぐるりと反転させると、倒れたサラマンドを真上から見おろせる位置まで来た。

「死んだか」

　と問う。

　近くにいたアルナックは、呆あつ気けに取られながらも反射的に敵騎士の顔を見おろし、

「いえ、気を失っております。意い識しきが戻るかは不明ですが」

　と答えた。

　銃弾はサラマンドの背中に命中していた。貫通はしていない。血の色が彼の身体から広がっていた。

（殺すつもりで撃うったが）

　とは、ビリーナは口にしなかった。胸に、なにかつかえるようなものがある。いまは気を張っているからよいが、その気が抜け落ちたとき、口を開けばそのまま嘔おう吐としてしまいそうな悪お寒かんもあった。

　が、ビリーナは表情を引きしめたまま、ガーベラ騎き士したちのほうへと視し線せんを移した。

　五百名以上の彼らは、身動き取れずにいる。

　サラマンドを撃ったのがメフィウス兵ならば、彼らのうち何割かは報復に出ようとしたかもしれない。しかし、銃弾を放ったのはサラマンド自身が大義として掲げていたビリーナ王女である。

　サラマンドが撃たれた瞬しゆん間かん、驚おどろきのあまりにか、ガーベラ騎士が掲げていた国旗が地面へ落ちていた。

　おかしな巡りあわせがここにあった。

　かつて、ガーベラの騎士道を取り戻そうとリュカオンに従った騎士たちがいた。

　かつて、西方にふたたび覇はを唱えんと、ラスワン・バズガンに同どう調ちようした兵たちがあった。

　そしていま、サラマンド・フォーゲルとともに死し出での旅に同行した者たちがいた。

　皆、なにかしらの理想を抱きつつも、その理想をともにしたいと願ねがっていた一国の王女に道を阻はばまれた者たちであった。

　そのうち、二度の場面を経けい験けんしたビリーナは、彼らの、打ちひしがれたような顔から決して目を逸そらさなかった。

「王族とて、ただひとりではなにもできぬもの」

　と彼女はつぶやいた。

「家臣や民たみがあって、はじめて王族は王族である。では、王族はなにをするか。指針を示す。その指針が心に逆らうこともあるだろう。しかし、力ずくでそれを正そうとするなら、それは大きな──時には、取り返しのつかぬほど大きな争いを生む」

　いまのガーベラが、そしていまのメフィウスがそうであるように。

　そうした行動のことごとくが誤りだというなら、ギル・メフィウスもまさしく誤っているということになる。

　ビリーナ・アウエルにも、確かくたる答えはなかった。

　ひとりの騎士が、馬首を巡らせて、その場を駆け去った。またひとり、次にひとりとつづいた。ビリーナは追わぬ。あるいはこのなかには、まだあきらめきれず、同行者たちを募って、メフィウスで死のうとする者たちがあらわれるかもしれない。

　だが、首しゆ謀ぼう者しやのサラマンドは身柄をメフィウスに捕らえられ、それをなし遂げたのがガーベラ国王女ビリーナその人である以上、彼らにはもはや武力を振るう大義はない。彼らは殉じゆん国こく者しやにもなり得ず、となれば、ただの無む駄だ死じにだ。

　ビリーナは目にかかった髪をそっと払った。風が強くなってきたようだ。メフィウスの旗が勢いよくはためく反面、ガーベラ騎き士しが掲げていた国旗は地面に打ち捨てられたまま。

　束つかの間ま、その場にいたすべての人間たちがただ風に身を任せて、声を出すでも、身じろぎするわけでもなく、沈ちん黙もくを守り抜いていた。

　と、遠方の空に飛ひ空くう艇ていが飛んでいるのが見えた。

　方角からして、南──おそらく、メフィウスの国境警けい備び隊たいのものであると思われた。

「あれを」

　とビリーナは背後に控えていた近この衛え兵へいへいった。

　彼らはすばやくその意図を理解した。あたかも主君その人に命じられたかのように、即座に動き出す。

　旗を掲げていた騎馬が駆け出し、飛空艇の辿たどるルートを先取りしつつ、その旗をかざして着陸を促した。

　数分後、艇を着地させたのは、やはり国境警備隊の兵士であった。

　ガーベラのザイム砦とりでより、これから国境を越える旨むねが伝えられたという。

　いよいよゼノン・アウエルが業を煮やしたのである。あらかじめ、『サラマンド討とう伐ばつの許可をくだされよ』といった趣しゆ旨しの書状を皇帝に送っていたが、いっこうに返事がない。これ以上はそれこそ取り返しのつかぬ事態になる恐れがある、と見て、多少その後の両国関係がぎくしゃくしようとも、自らの手でサラマンドを討うつ覚悟を決めたらしかった。

　飛空艇の兵士は、その知らせをソロンに届ける最中であった。

　ビリーナは、

「時が惜しい」

　と即断した。

　近衛兵らにも、もはや異存はない。

　七割ほどがサラマンドの身柄をもってソロンへ向かうことになり、残りがビリーナとともに南へ向かうこととなった。

　その、ビリーナと同行することを選んだ兵士のなかに、アルナックやタニスの顔もある。




　　　　３




　国境警備隊が用いる飛空艇中継基地へと辿り着いたビリーナは、前もって飛空艇による使者を出した。

「国境を越えること、ビリーナ・アウエルの名において許さず」

　と告げる。

　許さず、とはいかにもこの王女らしい豪気な言葉だが、彼女とて基地に留とどまって返答を待つほど心にゆとりがあるわけでもなかった。

　近この衛え隊たいから数名の供のみをつれていたが、彼らは護ご衛えいというよりいわば王女の監かん視し役やくでもある。

　半時間ほどの小休止ののち、すぐさま国境を目指した。王女は飛ひ空くう艇ていに跨またがって時間を少しでも縮ちぢめたかったが、近衛兵たちには操そう縦じゆうできない。馬ではついていくことができないので、監視の目から逃れるつもりではないかと余計な詮せん索さくをさせることになる。

　結果、新しく乗り換えた馬で出しゆつ立たつした。

　南の国境へ近づくにつれ、ヴラド高地が険しい岩肌を見せながら眼前にそびえていく。ヴラド高地といえば、まだメフィウスへ来て間もないころに、婚礼前の儀ぎ式しきを執とりおこなった聖せい臨りんの谷がある。

（あのころ、わたしはいっぱしの兵士だった）

　感傷に浸る間などないとはわかってはいても、ビリーナは長い髪をなびかせながらふと思わずにはいられない。

（必ずやメフィウスのうつけ皇子どのを意のままに躾しつけて、母国ガーベラのために操あやつってやろう、と思った）

　勇敢で、恐れ知らずで、騎き士しの誇りを胸に抱いた少女ビリーナ。

　そんな過去の自分が羨うらやましいやら、面おも映はゆいやらで、いっとき、王女は複雑な心境に陥った。

　が、やがてザイム砦とりでをおぼろげに見あげることのできる位置まで来ると、さすがに頰ほおを緊きん張ちように引きしめた。

　使者に前もって申しわたしていたとおり、ガーベラ側の迎えが姿を見せている。

「ここにて、お待ちください」

　王女は近衛兵たちに声をかけた。こちらからガーベラ側に乗り込もうというのである。

（このままガーベラに帰るつもりではないのか）

　とは、誰だれもいわない。

　その代わり、

「わたしが同行します」

　アルナックがそう申し出た。さすがにひとりでいかせるわけにはいかない。王女は黙だまって頷うなずいた。

　二人ふたり、ガーベラ側の案内にしたがって、西にブルーノ丘きゆう陵りよう、東にノーザン山地のある間かん道どうを抜ける。

　まばらに木々を生はやす険しい斜面に左右を挟まれつつ、ビリーナ、アルナックは無言で馬を進ませる。

　登り勾こう配ばいの道をいく先に、ガーベラ第二王子にして、猛もう虎こ騎き士し団だん長ちようゼノン・アウエルが待っていた。

　甲かつ冑ちゆうを着込み、腰には剣と拳けん銃じゆうを差している。

　その姿をひと目見るなり、ビリーナの胸にこみあげてくる熱あつい感情があった。

　歳としは離はなれていても、二人ふたりは仲のよい兄妹だった。

　幼いころ、おもちゃの剣で遊びながら、

「おまえならばどんな男にも劣らぬ将になれる」

　とゼノンは笑ったものだった。

　そしてメフィウスへ嫁とつぐと決まったあのとき、

「ビリーナ、嫌いやならばよいのだぞ」

　と声をかけてきた。

　よいはずがない。すでに王の決定は下されている。たとえ徹てつ底てい抗戦派のひとりであっても、王子ゼノンにはもはや覆くつがえすことのできぬ事項であるのはわかっていたはず。それでも、そう声をかけた。

　妹はそんな兄の思いを汲くんで、

「兄上。ビリーナはこれよりメフィウスへ参ります」

　と微笑ほほえんだ。

　そのとき、ビリーナは武人としての覚悟を決めていた。先ほどヴラド高地を前に思い返していたとおりだ。憎むべきメフィウスの心しん臓ぞう部ぶに槍やりを打ち立てる勇者にならんと決意していた。

　だから、兄とも遠くない将来に必ずや再会できるはず、とも踏んでいた。

　そしていま、それは実現した。

　王女がガーベラを発たってまだ一年にもならぬ。

　しかし、こうして相あい対たいした瞬しゆん間かん、互いが経てきた年月が、決して短すぎはしなかったことを思い知らされた。

　ビリーナが感じた熱い感情は、ただ再会の感傷によるもののみではない。

「参ったか」

　ゼノンはいい、椅い子すを妹に勧めたが、ビリーナはかぶりを振った。

　他ほかの将兵たちの顔もある。皆、まるで誘われるようにして、王子の背後に姿をあらわし、まぶしいものでも見るように王女を遠巻きにしている。

「サラマンド・フォーゲルのことで、お伝えすべきことがございます」

「うむ」

「サラマンドの身柄はわがメフィウスが預かりました。残った兵らは散ってゆきましたが、もしまたメフィウス領内にて無法の行為におよぶようであれば、そのときは討うち果たしましょう」

「構わぬ」

　ゼノン・アウエルは、ビリーナの名で使者が出された時点で、おおよそのことは推察できていたのであろう。面おもてにそれほど驚おどろきの感情を出すことはなく、

「すでに彼らの軍ぐん籍せき、国籍は抹まつ消しようした。もしわが国に姿を見せるようなことがあっても、罪人としてこの手で捕らえよう。メフィウスがお望みなら、その身柄を早急にお渡しする」

「承知しました」

　ビリーナは軽く顎あごを引いた。

　はたから見れば、久方ぶりの再会となる兄と妹の会話とは思われぬほど、よそよそしい。

　しかし、交わす視し線せんに、互いにしかわからぬ熱ねつがあった。

　その手をのばして妹の肩を抱かずとも、あるいは妹から兄の胸に飛び込んでいかずとも、二人ふたりは、正面から見交わすそのわずかな時間、確たしかに言葉以外の方法で通じあうものがあったのだ。

　と、兄妹水入らずともいえるその空間へ、無ぶ遠えん慮りよに近づいてくる人物があった。

（おや）

　とビリーナが心中眉まゆをひそめたのは、それが、兄が陣を敷しいたこの地で見かけるとは思わなかった顔だからだ。

「お久しぶりでございます、ビリーナ姫」

　ノウェ・サウザンテス。

　サウザンテス家現当主の兄にして、ガーベラ一の知将とたたえられる男である。

「メフィウス建国祭以来になりますか」

　ノウェは、祭りの折に祝いの使者として帝都ソロンを訪ねている。

　軍略家として名を知られる男だから、戦場になるかも知れぬ地にいても不ふ思し議ぎではないのだが、なんというのか、兄とはそりのあわぬ男だろうとビリーナは思っていた。そんな男が兄の隣となりにいる。

（なるほど、決して短くはない）

　という認にん識しきを新たにした。

　ノウェは一通の文ふみを手にしていた。それをビリーナに手渡す。

「本来、わが君主アイン・アウエル王より、グール・メフィウス皇帝陛下にお届けするはずであった書状です。サラマンドはしかしこれを届けるという口実で、貴国の領土を侵してしまった。今回のことはわれらの不ふ手て際ぎわなれど、しかしこの文を読んでいただければ、決してそれがガーベラ王家の本意ではなかったことはおわかりいただけるはず。わがきみは、メフィウスとガーベラの同盟と友情がこれからもつづくことを、心より望んでおります」

「お渡ししましょう」

　書状には、ゼノンとノウェが新たに書き記した一文も添えられてある。中身は確かめなかったが、今後のことに関してあれやこれやと書いてあるのだろう。ひょっとしたら、またノウェ自身が使者としてソロンを訪ねることがあるかもしれない。

「では、われらはこれにて」

　用件を済ませて、ビリーナは一礼した。兄の前を辞するとき、さすがに足取りが重たいのを感じた。なんとか堪こらえて、背を向けようとする。瞬しゆん間かん、

「ビリーナ姫」

　と兄のほうから声をかけてきた。はっと振り返るより早く、

「ギル殿下によろしくお伝えしてくれ。わが妹のことを頼む、とな」

　ゼノンは微笑ほほえんで、いった。

「お、お伝えします」

　ビリーナはようよう、それだけを答えた。

　傍かたわらにいたアルナックがはっと顔をそむける。少女の横顔に、きらりと光るものがよぎった気がしたからだ。

　が、すぐに王女は笑え顔がおを浮かべると、

「さあ」

　とアルナックに声をかけた。

「帰りましょう。皆さん、お待ちかねです」




　ビリーナとその供の兵が見えなくなってからも、ゼノンは長いことその場を動かなかった。

　すでにノウェと兵の大半はザイム砦とりでに引きあげている。

　残ったのは、猛もう虎こ騎き士し団だんのわずかな手勢のみ。

　ビリーナとじかに声を交わしていたときは、無感情をよそおっていたが、

（まさか、妹に救われることになろうとは）

　当然、胸の内では様々な思いが交こう錯さくしていた。

　サラマンド・フォーゲルは、ガーベラ王族ビリーナ・アウエルの手で捕らえられた。

　この事実は、国内の反メフィウス派を押さえつけるこれ以上もない材料になり得るであろう。

（いや）

　ゼノンはうっすら微笑をたたえる。

　他人がどのような評価を下すのであれ、妹は、『ガーベラ王族として』行動したわけではあるまい、と思う。

　そのように考えたとき、ゼノン・アウエルは珍しく、感傷めいた気持ちに駆られた。

（これが、今こん生じようの別れになるやもしれん）

　妹がメフィウスに輿こし入いれしたときもそう覚悟した。だがあのときは、まだメフィウスを攻め取ろうとする気持ちがどこかにか残っていた。ビリーナ自身が、遠くない将来に再会を期していたように。

　いまはちがう。

　だから、改めてその思いを強くした。

　ゼノンは馬上に身を投げ、足を進ませた。ザイムからは離はなれる方角である。唐とう突とつな行動だったが、部下たちはなにもいわず、やはり彼らも馬に跨またがりつつ、諾だく々だくと従った。

　ザイムからメフィウスへ通じる間かん道どうを、丘の上から見おろせる位置まで来る。

　眼下に、小さく騎き馬ばの姿が見えた。

　ちょうど、ビリーナと供の兵たちとが合流したところだ。

　背中を向けて去っていく姿を、ゼノンは無言で見送る。

　誇り高き妹の未来に、少しでも多くの幸があらんことを、と胸に祈りの文句を浮かべた。

　その瞬しゆん間かんのことだった。

　銃声がした。

　いくらも戦場を駆け巡ってきたゼノンだ。聞きまちがえるはずがない。

　ビリーナの身体からだが上下に揺れた。馬が激はげしくもがいたのも一瞬、妹が馬上から振り落とされる。

　地面に投げ出された。

　動かない。

（なにっ）

　気がつけば、ゼノンは馬に鞭むちをくれていた。




　ビリーナもまた、ザイムを背後にした瞬間、後ろ髪を引かれる思いがしていた。

　久しぶりに肉親の姿を見たことで、郷愁の思いを新たにさせられた。父や母、祖父の顔が浮かんで離はなれない。

　そして当然、ビリーナも、これが今こん生じようの別れになるかもしれないということは覚悟していた。

　ともすれば身体をも支配しかねないほどに強い感情を、しかし少女はぐっと飲み下す。向かうべき道は、ガーベラとは反対方向。帝都ソロンである。

　そんな葛かつ藤とうにさいなまれている後ろ姿を見やりながら、

（ガーベラの姫君。やるものだなあ）

　近この衛え兵へいアルナックは賞しよう賛さんの声を送っていた。

　王子ゼノンに報告に向かった際、ビリーナには、このままガーベラに留とどまるという選択肢もあり得たはずだ。サラマンドを追い返したことで、いわばメフィウスへの義理は果たした。婚約者ギルの生存さえも疑われるなか──いや、それどころかギルと皇帝とが争っているいま──、わざわざ危険なソロンに舞まい戻ることもない。このまま、

「しばしメフィウスの情勢を見極める」

　とでもいって、ガーベラに帰ったところで、他国から不義理のそしりを受けることもなかったはずだ。

　だというのに、王女はごく当たり前のように、

「帰りましょう」

　と口にした。

（これは、あるいは）

　アルナックは、複雑な思いをも抱いていた。

（あるいは、この王女が身を寄せているのだから、偽者とされている皇太子さまも──）

　やがて仲間たちと合流した。

　彼らのなかにはタニスという近この衛え兵へいの姿もあった。アルナックとは昔から仲のいい若者である。よほど王女や友の身を案じていたのか、表情がこわばっている。が、アルナックも自分の考えに没頭していたため、必要以上に案じることはなかった。

　仲間たちとともにソロンへの道のりを進みはじめる。夕刻に差しかかっている。今日きようは、飛ひ空くう艇ていの中継基地で宿を取ることになるだろう。

　アルナックがそう思ったときだ。

　近くで、銃声が鳴りひびいた。

　ほとんど条件反射的にアルナックが馬の上に身を伏せる。

　サラマンドの手下たちが破れかぶれで襲おそってきたものと思われた。

　が、このとき彼が馬上に上半身をくっつけながら目もく撃げきしたのは、王女の乗っていた馬が棹さお立だちになり、その上から王女が振り落とされていく光景だった。

　馬は王女が倒れたのとは反対方向に横倒しになる。その腹から血を噴ふいていた。

　アルナックが呆ぼう然ぜんと見守る間に、隣となりでタニスが馬から飛び降りていた。信じられぬことに、その手に硝煙を吐きあげる拳けん銃じゆうがある。

（まさか！）

　考える時間とてない。

　王女は動こうとしなかった。その王女めがけ、タニスは銃を手にしたまま歩み寄っている。

　狙ねらいはあきらかだ。

「やめろっ」

　アルナックはこの瞬しゆん間かん、取り返しのつかないことになるという恐怖から、自分でも思いがけないほどの俊しゆん敏びんさで馬から飛び降り、タニスに駆け寄っていた。

　引き金に指がかかる寸前、背後から体当たりを与える。タニスはよろめいたが、すぐさま振り返ると、銃をさっと掲げた。

　銃口越しに見つめたタニスの顔は、別人のように歪ゆがんでいる。

「おれには、こうするしかない──こうするしかなかったんだ。そこをどけっ」

　引き金が引かれた。

　肩に強い打撃を浴びて、アルナックは膝ひざをついた。右半身が後ろに持っていかれたと思われるほどの衝しよう撃げきだった。

　肩から多量にしぶいた鮮せん血けつが、倒れたままになっていた王女の顔から首筋にかけて散る。

　ここ来て、ようやくわれに返ったほかの近この衛え兵へいたちが、口々にタニスの名を呼びながら取り囲もうとした。

　タニスは何事かおめきながら、周囲に銃を向けながら牽けん制せい。

「寄るな、来るなっ」

　兵たちがたたらを踏んだそのとき、連続して馬ば蹄ていが地面を打ち据える、独特のひびきが聞こえてきた。

　見ると、南方の丘よりゼノン王子の一党が馬で駆けおりてくる。

　敵めがけて突とつ撃げきしてくる騎き士し団だんそのものの格好だ。

　タニスが気を取られた隙すきに、近衛兵数名が背後から跳びかかった。われに返ったタニスが振り返って一発の銃弾を放ったが、今度は誰だれにも命中することなく、そのまま地面に押し倒された。

　ひとりが拳けん銃じゆうを蹴けりあげて遠くへ飛ばす。

「ビリーナ！」

　猛烈な勢いで馬を飛ばしてきたゼノンは、半ば地面へ飛び込むような形で降り立った。勢いづいた馬がそのまま遠方まで駆けていくのを尻しり目めに、妹の傍かたわらへとしゃがみ込む。

　顔を見おろした。

　顔や首が赤々と汚れていたが、これは彼女の血ではない。目立った傷らしきものも見当たらなかったが、兜かぶと越ごしに強く頭を打ちつけたのか、意い識しきが朦もう朧ろうとしている様よう子すだった。

　一刻も早く医師に診せねばならない。しかし、ここからもっとも近くて、安全に横になれる場所といえば、ザイム砦とりで以外になかった。

「王女の身柄は、いったんザイムで預かる。よいな」

　ゼノンにそういわれても、近衛兵たちには拒否のしようがない。彼らにも、いま起こった出来事はまったく予想だにしないものであった。それがゼノンにもわかればこそ、必要以上に彼らを問いただすことはない。

　一いつ瞬しゆん、ゼノンは妹を撃うった男の身柄をこちらで預かるべきかどうか、迷った。

　しかしサラマンドの身がメフィウスにあるいま、いかにもガーベラが報復を目もく論ろんだとも疑われかねない。

　そこへ、弱々しい声がした。

「あ、兄上」

「ビリーナ」ゼノンははっとなって妹に顔を近づける。「待て、しゃべるな。すぐにザイムへつれていく。こればかりは、おまえが嫌いやだといっても、兄は聞く耳持たぬぞ」

（それに）

　と小声でつけくわえた。

（いまのままソロンへ戻るのは危険だ。メフィウス内に、ガーベラとの同盟を破り捨てたい勢力があるのだろう。おまえがのこのこ戻れば、ギル皇子に対して人質にされるかもしれん）

　ビリーナはかすかに頷うなずいたようだった。

　意い識しきが朦もう朧ろうとしていても、自分が皇子の足手まといになるのだけは避けねばならない、という思いだけは揺るがないようである。王女は震ふるえる手を胸もとに差し入れた。鎖くさり帷子かたびらの奥から、鎖つきのメダルが取り出される。

「これを」

　と、近この衛え兵へいらのほうへ向けた。

「これを、ギル殿下に」

　メダルも震えを帯びている。

　近衛兵たちは顔を見あわせていた。王女の願ねがいごとをかなえたい気持ちはあっても、『ギル殿下に』届けるということは、ソロンを出、ビラクへはるばる旅立たねばならないということだ。

　しばし、中空に差し出されたままだったそのメダルを、男の手が包んだ。

「必ず」

　とアルナックが約する。

　状況はまるでわからない。なぜ友が王女を撃うったのかも理解できなければ、このまま王女をガーベラ側へ引き渡してよいものかどうかも、判断がつかない。

　ただ、気高き王女の頼みごとならば、一命を賭としてでもやり遂げねばならない、とアルナックは考えた。

　メダルは、血に汚れている。ほかならぬアルナックのものだが、それはそのまま王女が戦いで負った犠ぎ牲せいの象徴のようにも見えた。

　ビリーナは、アルナックの顔を震える瞳ひとみで見つめた。

（ありがとう）

　という風に唇が動く。

　やがて瞼まぶたが落ちて、ゼノンの胸のなか、眠るように気を失った。
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　サラマンド・フォーゲルを捕ほ縛ばくした。

　ビリーナ王女がガーベラ国へと連れ戻された。

　この二つの知らせは、ほぼ同時に帝都ソロンを駆け巡った。

　一時、情報が錯さく綜そうしていたために、今度はメフィウスとガーベラが戦争になる、という噂うわさまで出た。

　現場に居あわせた近この衛え兵へいらはしかしこのことに関しては言葉を濁にごした。皇帝から緘かん口こう令れいを敷しかれていたためである。

　当然、その情報は錯綜するがままに各都市を伝わっていき、やがてはビラクに辿たどり着くこととなる。

　以前、王女が出しゆつ奔ぽんしたときと同様、あくまでも皇太子ギル・メフィウスは冷静であった。

　表向きの顔は、という意味なので、オルバ本人はまた事情が異なる。

　彼は無む論ろん、ソロン方面へ人を遣つかわせており、なるべく正せい確かくな情報を摑つかもうとはしていたのだが、今回はソロンそのものに飛び交う情報が混乱している。

　こういうとき、手早く動いたのは意外にもゴーウェンだった。

　彼は、部下の兵や仲間たちに命じて、

「サラマンドを捕縛したのは、ガーベラ王女ビリーナさまである」

　という情報を率先してビラクに流した。

　皇太子派の勢いを持続させるためである。

　オルバは人づてにその噂を耳にした。

　王女がビラクを発たった、と聞かされたときから、こうなる予感はうっすらとしていた。だが、

（死ぬつもりか）

　と思えるほどに、それは無む謀ぼうで、あまりにも考えなしの行動であった。

　頭が沸ふつ騰とうしそうな怒りと、胸が凍いてつくような寒々しさをともに覚えながら、

（いや──）

（実際、命を投げ打つ覚悟はあったのだろう）

　王女の覚悟をそう分析する部分も、オルバの心のどこかに存在した。

　ギル・メフィウスの焦りや不安を覗のぞき見たガーベラ王女は、そのひとつを解消すべく行動を起こした。自ら兵を率いて謀む反はん人にんに正面から立ち向かうという、あまりに野蛮かつ危険な方法をもって。無む論ろん、そのすべてが皇太子のためではあるまい。あの娘には、生まれながらにして王族の視野というものが備わっている。オルバが苦労してもなかなかに得られず、またその意義さえも本当はなにひとつ理解していないのではないのかと思えるほどのその視野をもって、オルバよりもよほど広く世界を、そして将来を見ている。

　唐とう突とつに、オルバの脳裏に西国の王妃マリレーヌや、メフィウスの忠臣シモン・ロドルームの姿が思い浮かんだ。いずれも、わが身の未来も、さきわいも、後世残るであろう名までも捨て去って、自らが信じたもののために殉じゆんじようとした。

　いや、そういう意味においては、シークも、オルバが起こした戦いで死した多くの戦士たちも、同じであったかもしれない。

　ビリーナ・アウエルもまたそのひとりになる可能性があった、ということだ。

　そのビリーナ、現在はガーベラにいるという。メフィウスへの義理を果たしたと見て本国に帰ったのだという噂うわさもあったが、オルバは信じない。

（あの馬ば鹿かがそんな殊勝なタマなものか。それほど賢かしこいお姫さまなら、おれとてもっと扱いやすかったろうよ）

　いまは詳細がわからない。引きつづき、ソロン方面から情報を集めるしかなかった。

　今回、サラマンドがいなくなったことで、多少こちらの勢いも持ちなおせるだろう。しかし一度方向の変わった風は、なかなかこちらの思いどおりにはならないという危き惧ぐもある。

　そんな折、ビラクを新たに訪ねる人物があった。

　若く、いかにも精せい悍かんな顔つきをしていたので、傭よう兵へい志し願がんの男かと思われたが、自分を、

「皇帝直属の近この衛え兵へいであった男」

　などと名乗っている。

　身分を証明するという、メフィウス皇族の紋章が描かれた拳けん銃じゆうを手にしていた。

「殿下に会わせていただきたい」

　と門番兵には告げていた。

　拳銃を預かった兵は、いかにもうさんくさい奴やつだと思いながらも、

（どんな細かいことでも、気になったら上官に伝えろ）

　と命令が徹てつ底ていされている。オルバが部下たちに叩たたき込んだものだ。

　結果、その男があらわれて一時間後には、拳銃がギル・メフィウスの手にわたっていた。

　見たところ、拳銃に細工はない。では皇帝からの正式な使者かと思いきや、男は、

「かつては近衛兵であった」

　というところを強きよう調ちようしていたらしい。

「会おう」

「危険です」

　そのとき同じ室内にいたパーシルがすかさずいった。

「皇帝から離り反はんしたと思い込ませ、こちらの寝首を搔かく罠わなかもしれない」

「おまえが同席していれば、もしそうであっても問題あるまい」

　オルバは情報を欲している。

　たとえそれが罠であれ、虚偽であれ、それをしかけようという相手の意図そのものが情報につながる。待たざるを得ない立場上、情報収集こそが現在のオルバが取れる最大の攻こう撃げき手段であり、防ぼう衛えいの策でもあった。

　執務室に通された若者は、名をアルナックと名乗った。

　二十代半ばごろと歳としは若いが、なるほど目つきはいかにも勇ましい。ただ、右の腕を包帯で吊つっていた。それがむしろ怪しいと見てか、パーシルは警けい戒かいの態度を緩ゆるめなかった。

「父上に仕えている近この衛え兵へいだそうだな」

「昔のことです。……そう、ソロンを出しゆつ立たつする一週間前までは、確たしかにそうでした」

「昔というほどのものじゃないな。なぜ、ここへ来た」

「ガーベラ王女から、殿下へお預かりものがありますゆえ」

「預かりもの？」

　一いつ瞬しゆん、声が上うわずりかけたのを、オルバはかろうじて持ちなおして、

「それを、なぜおまえが」

「わたくしは、サラマンド討とう伐ばつに向かわれた王女に同行しておりました」

　アルナックは、ソロンで皇帝に謁えつ見けんした王女が、それから近衛兵百を率いてサラマンドのもとへと向かった一連の出来事を説明した。

　そして、

「王女は、わたくしの友であった男に、撃うたれたのです」

「なに？」

　机上に置かれていたオルバの拳こぶしがぴくりと動いた。あたかもそれを押さえつけるかのようにもう片方の手を上に添えながら、

「もう一度、いってみろ」

「王女は、撃たれました。銃弾が射抜いたのは姫が乗られていた馬のほうでしたが、姫は落馬なさり、一瞬、意い識しきが朦もう朧ろうとされていたようです」

　すぐにでも安全な場所に連れていく必要があったため、王女は兄ゼノン王子の手でザイム砦とりでに運ばれたらしい。

　その直前、アルナックは王女から、

「これを」

　と託されたものがあった。

　アルナックは懐ふところから大事そうに取り出したそれを机上に置いた。

　ガーベラの国旗が描かれた金きん色いろのメダルは、うっすらと赤い色を帯びていた。

　そのとき、元近この衛え兵へいの目にも、ギルの表情が動いたのが見て取れたのだろう、

「姫のものではありません。わたくしの血です」

　と語った。

　オルバははっとしたようにメダルから目を放し、

「ここまで来るのに、父上からの許可を得たわけではあるまい」

「ですから、『元』近衛兵です。わたくしに家族はありませんから、誰だれかに累が及ぶこともないでしょう」

　あっさりというが、命いのち懸がけの行為であったことはまちがいない。どこか、晴れ晴れとした顔をしていた。よくよく見ると、目に涙すら浮かべている。

「安心しました。これは、おれの、いえ、わたくしの命と引き換えにしてでもやりぬかねばならぬことと覚悟していたゆえ。無事、殿下の手もとにそのメダルをお届けできて、本当によかった」

　声も震ふるえている。

　用件を済ませたアルナックは、執務室を立ち去ろうとした。パーシルが傍かたわらにつき、部へ屋やの外まで送ろうとする。その直前、

「殿下」

　突然足を止めてアルナックは振り向いた。パーシルが反射的にか、腰に手をやるのをよそに、

「なんだ」

「……いえ」

「いってみろ」

「で、では、不ふ遜そんながら。殿下、いずれ必ず、王女さまをお迎えにあがってください。きっと、あの方はガーベラに留とどまることを本意とは思っておられないはず。殿下の傍らにお戻りになりたいと、そう願ねがっておられるはずです。そうであればこそ、あのような」

　あとは言葉にならない。

　オルバは苦笑ともいえない顔つきになると、手を振り、アルナックの退室を促した。

　扉が閉じられる。

　オルバはメダルにじっと視し線せんを注いだ。

　直径五センチほどの小さなものだ。馬と剣が中央に意匠され、『永遠に剝はく奪だつされぬ友情を』という意味の言葉が刻印されている。

　オルバの目に、それが次第にぼやけて見えてきた。

（くそっ、なぜ）

　自分自身、理解しがたいほどに強い情動が胸の一点に灯ともった。

　それが、やはり思いもかけぬほどの速さで心の内側をあっという間に喰くらい尽くしていく。

（わからない）

　オルバは胸中でつぶやいた。

　王女の行動が──ではない。

　なぜ、いまこうも目頭が熱あつくなるのか、なぜいまこうも震ふるえが来るほどに感情が昂たかぶっているのか。

　その正体に、オルバはついにこのとき気づくことはできなかった。




　パーシルは、アルナックをともなって屋や敷しきの廊下を歩いていた。途中まで黙もく々もくと歩いていたが、

「驚おどろいたな」

　といきなりアルナックがいう。パーシルはじろりと横目で見やる。しゃべるな、という意思表示だったが、アルナックは構わず、

「あんた、今こ年としのフェリペ──剣けん闘とう大会準じゆん優ゆう勝しよう者しやだろう。いま気づいた。剣の腕もそりゃものすごいが、なにより、メフィウスに喧けん嘩かを売った張本人だ」

「──」

「皇太子ギル・メフィウスさまに拾いあげられて、処刑を免まぬかれたんだったな。そのあんたがまさか、いまも殿下につき従っているとはね。やはりあれかい、なにか、人を惹ひきつける大きな魅み力りよく、ってのがあの方にはおありになるのかい」

「さて」

　パーシルは言葉短に答えた。それから、もののついでだというように、

「おれのことはいい。おまえはこれからどうする気だ。ソロンには帰れまい」

「博ばく打ちも女もやらんからね、いままでもらった給金でしばらくはなんとかなる。あとは、ビラクで働き口を探すかね」

「傭よう兵へいには志し願がんしないのか」

　パーシルは、まだこの男の正体を疑っている。メダルを届けることで皇子となんらかのつながりを持ち、それを利用して、密偵行為や暗殺を目もく論ろむのではないかと考えていた。

　が、アルナックはかぶりを振って、

「そりゃ、おれも強い。強いが、もう命を狙ねらう、狙われたの世界はごめんだ。十年戦争では確たしかに手柄も立てたが、近この衛え兵へいに取り立てられたんで、むしろ戦いくさからは離はなれていたんだ。それでこの前、ネダインで戦になるかも、って話になったとき、つまり今日きよう明あ日すにでも出陣の触れがあるかもしれない、ってなったとき、急に怖くてたまらなくなったのさ。もうおれに戦いは向かない」

　パーシルは鼻の頭に皺しわを寄せた。

　もし口にしていることすべてが本物なら、この男も、結構な変わり者だ。

「ようよう、パーシル、そこの御ご仁じんは何者さ」

　通路の向こう側から、パーシルの知るもうひとりの変わり者であるミゲルが声をかけてきた。元剣けん闘とう士しで、パーシルとともにメフィウス反乱のメンバーにも加わった。近この衛え隊たい解散の際に去っておけばよかったものを、

「面おも白しろそうだ」

　という理由でパーシルについてきた青年だ。

　結果として、アプターにおいて処刑寸前の憂うき目めにあった。それで懲こりたかと思えば、また近衛兵の肩書きを持って、いまもビラクに留とどまっている。

「ソロンから正式な使者が来たんじゃないか、って皆が騒さわいでいるのさ」

「そんな大層なものじゃない」アルナックは苦笑いを浮かべた。「個人的な届け物をしに来ただけさ」

「なんだ。いよいよ大おお戦いくさになると思ったのに」

　ミゲル・テスはぱっと見、金髪碧へき眼がんの優やさ男おとこのようでいて、その実、目立ちたがり屋で、いつか世にとどろかんばかりの名声を得たいという功名心に駆られている。

　先のトリネアの戦いでさほど手柄を得られなかったのを、いまでも悔いていた。それに比べるとパーシルは大手柄だ。皇太子の危き機きを救い、その後も先陣にて敵を割さいた。ミゲルはそんなパーシルの活かつ躍やくを妬ねたみ、羨うらやましがってもいる。

「皇帝直属の近衛兵、ってのは本当なの？　皆、やはり選えりすぐりの精せい鋭えい部隊なのかい。どれほど強いんだい」

　ミゲルの飽あくなき好奇心に対し、パーシルは咳せき払ばらいをした。アルナックのことは、その訪問の仕方が仕方だったため、多少ならず噂うわさになるのはやむを得なかった。だからといって、耳じ目もくのあるなか、大声でやり取りをするべきでもない。

　と、突如としてアルナックが足を止めた。

「お嬢じようさん」

　と声をあげる。

　パーシル、ミゲルともに視し線せんを横手に誘われた。通路の曲がり角に、侍女の姿をした女性がいる。

「ライラお嬢さん。そうでしょう」

　駆け寄ろうとするのだが、ライラと呼ばれた女性は、遠目でもわかるほどに顔色を変えると、

「ひ、人ちがいです」

　消え入るような声でいい、身を翻ひるがえして駆け去ってしまった。

　二、三歩追いかけたアルナックの足も止まる。ミゲルが首を傾かしげた。

「ソロンじゃ、そういう誘い方が流は行やっているのか？」

「そういうんじゃない」

　答えたアルナックは神妙な顔をしている。

「知りあいか？」

「……に、よく似ていた」

　パーシルが尋たずねると、今度はアルナックのほうが言葉短にいった。

　そう──ライラ・ジェイスのことを、彼は知っていた。

　父であるローン・ジェイスその人が、彼の上官であった時期もある。何度か、家に招かれた。娘を、

「結婚が近い」

　と紹介されたのを覚えている。普ふ段だんは口数少なく、厳きびしい上官だったローンが、そのときばかりは和なごやかな父親の顔をしていた。

　そのローンが、家族もろとも突如として姿を消した。

　娘の婚礼がおこなわれた直後だった。

　しかしこのことが正式に公表されることはなかった。

　当然、あれこれといろいろな憶おく測そくが飛び交った。秘密の任務を帯びて他国へ赴おもむいたのだとか、なにか罪を犯して逃亡したのだとか、はたまた人知れず陛下のお怒りに触れて処刑されてしまったのだという説まであった。

　そのライラが、ビラクにいた。他人の空そら似にとは思えない。ライラ自身、逃げるように立ち去ったのがむしろ確かく信しんを深めた。

　が、そうであるからには、過去の知りあいに会いたくない理由があるのだろう。婚礼をおこなった直後に消えたことからして異常だ。だから、アルナックはいまのところ追及を避けた。

　ミゲルなどはとうに関心を失って、アルナックにあれこれソロンの現状などを聞いていたが、パーシルは、そんな葛かつ藤とうにさいなまれるアルナックの姿と、ライラの消えた方角とを注意深く見つめていた。
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　今度は、夕食の席に四人を招いた。

　四人とは、フォルカー、ザース、ユライア、それにウォルトのことである。

　オルバは最初、相変わらず本題に入ろうとしなかったが、大体のことは四人にも想像がついていたはずだ。半ばほどまで食事が進んだとき、

「気持ちは変わらんか」

　と聞いた。

「当然」

　勢い込んで答えたのはザースひとりだった。残り三人は口をつぐんでいる。同じ種類のものではなく、三者三様の沈ちん黙もくであった。フォルカーは目を閉じて思し慮りよ深ぶかげに、ユライアは戸惑うように、ウォルトはなにやら仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　他ほかの三人が同どう調ちようしないので、ザースは苛いら立だたしげに席を立った。あたかも敵を見るような目で彼らをにらみつけていたが、

「いいだろう」

　とオルバが口を開いた。

「ザース、おまえは明日あしたここより解放する。ネダインなり、ソロンなり、好きな場所へいくがいい。さっさと部へ屋やへ戻って準備をしろ」

　あまりにあっさりというので、むしろザースは言葉を失った。勢いよく席を立ったのは、これから口八丁手八丁でいいくるめようとするであろうギル・メフィウスへの牽けん制せいの意味あいもあったはずだから、標的を見失ってうろたえ気味ですらある。

　代わりに、目を開いたフォルカーが、

「よろしいのか」

「気持ちが変わらぬのなら仕方ない。おれに従えぬならば斬きる、といったほうがいいか？」

「そのほうがわかりやすい、ということはありましょう」

「ああ、おれもおまえらと同じ立場ならそう思うだろう。だが、それでは父上と同じことだ。そんなおれがたとえソロンを奪ったとて、メフィウスの未来に大差あるまい──、どうした」

　オルバがねめつけたのはザースのほうだ。席を立ったまま、ザース・シディウスは視し線せんを泳がせ、

「ど、どうしたとは」

「部屋へ戻れといった。当てにならぬというのに、これ以上無む駄だ飯めしを喰くわせてたまるか。とっとと出ていけ」

　ザースは目をぎょろっと剝むいた。なにか言葉にもならぬつぶやきを二、三言洩もらすと、やがて、左右の肩をことさらに上下するような歩き方で食堂から出ていった。

　フォルカーはやや笑ったようだ。

「若いザースに、酷なことを」

「奴やつも一軍を率いる将だ。次にまみえたときは、もっと強敵になっているかもしれん」

　オルバは答えにもならないことをいってから、

「それで、おまえたちはどうだ。おれの力になる決心はついたか」

「ここで、たとえばわたしが応、と答えたとして」フォルカーが笑えみを引っ込めて尋たずねる。「昨日きのうまで皇帝陛下に忠誠を誓っていたわれらを、殿下は信用なさるか」

「忠臣二君に仕えず、といえば聞こえはいいが」

　オルバは、ザースの皿を自分の前まで持ってきて、肉に喰らいついた。しばしの間を挟んでから、

「ただ盲目的に信じてついていくというなら、それは考える頭を捨て去ったのと同じことだ。そう、自ら望んで奴ど隷れいになるということさ。おれは自分の頭で考え、自分の判断で剣を振るう家臣がほしい。無む論ろん、おれがすべてを打ち明けることのできない局面もあろう。言葉少なに情報の断片だけを与えて、ただおれを信じろ、と命じるときもあるかもしれない。あるいは、ただ国のために戦って死ね、とだけ命じることすらあるかもしれん」

「──」

「だが、たとえば、皇帝陛下、すなわちおまえたちが仕える現在の主君が、『おれを信じてメフィウスの未来のために死ね』と命じたとしたら、おまえたちはそれに従えるのか？　自分が死したあとのメフィウスが必ずやよりよきものになるだろう、と信じて死ぬことができるのか？」

　フォルカー、ユライア、ウォルトは、このとき程度の差こそあれ、胸に剣を突きつけられるのと同じ感情を味わった。

「では」とフォルカーはやや前のめりになって、「殿下であれば、われわれは安心して死することができるとでも？」

「それを決めるのはおまえたちだ」

　オルバはあたかもすがりついてきた腕を突き放すがごとき態度でいった。

「いまは誰だれにとってもそうでないかもしれない。しかし、いまのおれを見て、多少ならず未来の君主として信用に足るであろう、と思えるならば」

「ならば？」

「力を貸してほしい。おれは、おまえたちが命を預けられる君主になると約束しよう。そしておまえたちは、そういった君主におれがなるためにも、その力をおれのために振るってほしいのだ」

　フォルカーはあたかも眉み間けんに火打石を打たれたかのように、目をかっと開いて、首を後ろに反そらした。

　それは以前、

（あなたは、陛下と戦って、この先どうされるつもりなのか）

　という、フォルカーが発した問いかけへの答えである。

　最初に問われたとき、オルバはそれに確かくたる言葉を返すことができなかった。だが、シモンやビリーナ、そして過去の戦いで死した多くの者たちの姿が、いまようやくのことでオルバに指針となる光を足もとに差してくれたのだった。

　一方のフォルカーは、ビラクに捕らわれて以来、毎日を葛かつ藤とうの連続で過ごしていた。いまのメフィウスのままでいいとは思っていない。皇帝グール・メフィウスにある種の危うさを感じたこととていくたびもあった。

　しかし、皇帝に異を唱え、正面切って戦う道を選んだとて、『その後』のメフィウスがどうなるのか、という迷いが絶えずついてまわった。後継者と目されていたギル・メフィウスは暗愚な青年として知られていたし、いくらか英雄らしい名声を得たかと思えばその矢先にこの世を去ってしまった。皇族の血筋が頼りにならぬ以上、ほかに、国を治めるにふさわしい人材がメフィウス内にあるとは思えない。しいていえば、先ごろ事故死したシモン・ロドルームは臣たちの信頼厚く、いかにも有能な政治家だが、メフィウス一国を担える存在かといえば疑問が残った。なにより、本人にそのつもりがないことは生存当時から明白だった。

（それならば）

　たとえ恐怖政治であれ、独裁であれ、国がまとまって機き能のうしているほうがまだしもだ。フォルカーは脳裏に葛かつ藤とうがよぎるたび、そう結けつ論ろんづけてきた。いや、フォルカーばかりではあるまい。いかにガーベラとの長きにわたる戦争で多くの有能な人材を失ったメフィウスとて、多少ならず一国の未来を案じる政治家や将たちもいる。彼らの大半は、フォルカーと同じ気持ちを抱いていたのではなかったか。

　皇帝グールがガーベラとの戦いくさを執しつ拗ようにつづけたがったとき、評ひよう議ぎ会かいを強引に解散させて権力を皇族に集中させたとき、奴ど隷れいの乱が各地で起こったとき、そして、西方への武力侵攻を決めたとき──。

　多くの人間が、

（これでよいのか）

　と問いかけ、

（しかし、『いまは』それしかない）

　と結論づけてきたのではなかったか。半ば、自分にいい聞かせるかのように。

　フォルカー・バランはビラクでの生活を送っているなか、やはり考え、やはり同じ結論に帰着しかけた。だが、

（『いまは』──だと。ならば、時が動いたいまならばどうだというのだ）

　その都度、心に問いかける声があった。それは、鉄剣の重さをもってフォルカーの頭ず蓋がいを叩たたき割り、槍やりの鋭するどさをもって心しん臓ぞうをえぐった。

　そう、いまだ。

　皇太子ギル・メフィウスがよみがえり、父である皇帝グールに反旗を翻ひるがえした。

　それを力ずくで押さえ込もうと皇帝が派遣した軍勢を、ギルは数に劣る軍勢で見事打ち破った。いうまでもなく、フォルカー自身が敗北した戦いだ。

　新たな知らせによれば、領内に侵入したガーベラの不届き者を、同じガーベラ国の王女ビリーナ自ら説得に向かい、それを追い払ったとも聞く。

　若い、というより、幼いとさえいえる二人ふたりが、いま、行動を起こしている。旧ふるき殻が打うち壊こわされ、新しき生命が芽め生ばえようとしている。

（それを、無む下げに踏ふみ潰つぶさせるのか。それを、しょせんは道理のわかっておらぬ幼子の児じ戯ぎも同然、と嘲ちよう笑しようして見過ごせるのか）

　葛藤に身をおくフォルカーには、一日が一年にも等しかった。

　そして、いま。

　そう、いま。

　フォルカー・バランは、コップに残っていた水を飲み干した。

　ひとつ息を吸い、吐く。

　胸の隅々まで、清涼な気持ちがいき届くかのようだった。

「わかりました」

　フォルカーはいうと、腰を持ちあげた。胸に右みぎ拳こぶしを当て、踵かかとを揃そろえる。

「フォルカー・バラン、これより皇帝陛下への忠誠を捨て、皇太子──いえ、未来のメフィウス皇帝陛下、ギル・メフィウスさまに命を捧ささげ申す」
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　瞬しゆん間かん、疾風はやてのごとき勢いで立ちあがったのはウォルトである。厚ぼったい唇を開いて、フォルカーを敵のごとく非ひ難なんするかと思えば、

「同じく、このウォルトも命をお捧げいたします」

　と黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だん団長と同じ姿勢を取る。最後のひとりもあわてたようにつづいた。

「お、同じく、ユライア・マッター」

　雰囲気に吞のまれてしまったような風ふう雲うん弓きゆう団だん団長ユライアはともかく、ウォルトも苦悩と熟じゆく慮りよの果てに得た結けつ論ろんであったろう、オルバを見つめる目にもはや敵意も、いつかやり返してやろうという復ふく讐しゆうの色もない。

「よし」

　オルバも立ちあがっていた。

　ひとりひとりの拳こぶしを手に取り、おのが胸に当てる。

　メフィウス流の、主従の誓いである。

　オルバは、ギル・メフィウスとしての仮面をまとったまま、

「おまえたちの命、このおれが預かった。使うも捨てるもおれ次第。ただし、おまえたちとて命の使いどころを見極める目、おれにもの申す口、そして考える頭があることを忘れるな」

　そういいきった。




　会かい談だんを終えたオルバは、自室に戻った。

　当然、パーシルからつけられた護ご衛えいもいっしょだ。今宵こよいは、二人ふたりのうち片割れに見知った顔があった。

　ミゲル・テス。建国祭のとき、鉄仮面の近この衛え兵へいオルバとしてじかに剣を交えたこともある。無む論ろん、向こうは護衛の対象がそのとき打ち負かされた相手だとは気づきもしていない。

　通路のあちこちに松たい明まつやランプが灯ともされている。

　雲が出ていたせいか、陽ひが陰るのが今日きようは早かった。雨になるのか、風も湿っていて、この辺りでは珍しいくらい気温がさがっている。

　部へ屋やへ戻った。ミゲルともうひとりの護衛は、扉の外で引きつづき任務に当たる。

「着替えを」

　と、いつもならすぐに小こ姓しようのディンが駆け寄ってくるはずだった。

　しかし、室内は妙に静まり返っている。

（出かけているのか）

　なんの気もなしに足を進めかけて、しかしオルバははたとその足を止めた。鼻をすぼめる。なんというのか、

（部屋のにおいがちがう）

　と感じる。

　具体的に、どうちがうかはわからない。オルバの心身に根づいた生存本能が訴えかけているのだ。

　嗅かぎなれた空気とはあきらかに異質なものが混じっている。この部屋に馴な染じまぬ何者かが足を踏み入れたのだ。

　ふっと視し線せんが自然とある方向に動いた。オルバが書きものや読書をするときに使う机だ。その上に、丁てい寧ねいに折り畳まれた紙がある。近づき、広げてみた。

　瞬しゆん間かん、フォルカーらを味方に迎えたことでオルバがこの先に立てていた数々の予定、計略、未来の予感すべてが、音もなく崩れ去った。

『おまえのことを知っている』

　とある。

　つづいて、

『今宵こよい、竜りゆう眼がん二つの刻に屋や敷しき南西にある古き塔にてお待ち申しあげる。ただおひとりで来られよ。そうでない場合、今宵の逢あい引びきは中止となり、代わって、皇太子殿下の秘密がビラクの都市隅々にまでいきわたることになりましょう』

　と書かれていた。

　わずかなあいだ、オルバは身じろぎひとつしなかった。

　心しん臓ぞうの鼓動が、耳に直接ひびいてくるかのようである。

（秘密）

　といわれれば、もちろん思い当たるものはひとつしかない。

　自分が、皇太子ギル・メフィウスなどではないということだ。

　あまりにもごく当然のことすぎて、オルバはこの瞬しゆん間かん、苦さを含んだ笑えみを浮かべたほどである。

　が、すぐに表情を引きしめた。

　いまこの段で、正体が暴あばかれるわけにはいかぬことも、これももちろん当然のことである。

（誰だれだ。誰に知られた）

　誰にも気け取どられまいというほど完かん璧ぺきな扮ふん装そうをしていた自信は、実のところない。帝都ソロンにいた際には、可能な限り細かいところにまで注意を払うこともできたが、いったん姿を消したのち、アプターでよみがえってからは、どうしても無理をする場面が多くなっている。

　自ら槍やりを取って最さい前ぜん線せんに向かったのがその際たるものだ。

　いままでも、確たしかに以前の『うつけ』とまでいわれたギルからは考えられぬくらいの活かつ躍やくをしてきた。ただしそれは、たとえば知ち識しき豊かな家臣であるとか、たとえば有能な部下であるとか、なにか強力な後ろ盾があってのことであろう、と推測させることで、かろうじて納得へいたらしむことができた。

　しかしもっとも危険な戦地へ先頭切って赴おもむくという行為は、さすがに以前のギルを知る者であればあるほど、自身を納得させるのは難むずかしかったはずだ。

　さらには、

（おれが剣けん奴ど隷れいであったことまで、つまりはビリーナとの婚礼を機きに入れ替わっていたことまで知っているのか、それとも、ただ単にアプターにおいて姿を見せて以降のギルが、皇帝へ立ち向かう大義ほしさにローグらが担ぎあげた偽者だと思っているのか）

　その部分も不ふ鮮せん明めいだ。

　前者ならば、オルバの秘密すべてを握られているといっていい。

　が、後者であれば、まだ疑念を抱いているというレベルのものである可能性が高い。

　オルバ本人は当然ギルその人ではないが、いまのギルは、聖せい臨りんの谷で婚礼前の儀ぎ式れいをおこなって以降のギルとは同一人物なのである。その辺りの複雑な事情が、オルバ本人をして思考を入り組ませた。

（わからねえ）

　屋や敷しきの南西にある塔というのは、以前は見張りの塔に用いていたというものだろう。オルバはビラクに逗とう留りゆうしているあいだ、あちこちに出歩いていたから頭に入っている。拡張工事の際に用済みとなり、低い部分は倉庫になっている塔だ。陽ひが暮れてからは、ほとんど人も寄りつかない場所だった。

　果たして、何人で待ち伏せをかけているか。

　さほど広い塔ではない。見張りの兵が屋上付近で用いていたスペースなど、五、六人も入ればいっぱいになる。

（よし）

　オルバは、腹を決めた。

　単身、乗り込もうというのである。

　差出人不明の手紙を見てから、三十分と経たっていない。

　そもそも与えられた猶ゆう予よが少ない。一日、いや半日でも与えられればもっといい策が思いついたかもしれないが、いまは一刻を争う。

　腹を決めると、心身に刺すような緊きん張ちよう感かんと、活力がみなぎってきた。

　野をうろつき、獲え物ものを探し求める一匹の獣けものと化したような感覚は、奇妙に懐なつかしい。

　帝都ソロンを、剣けん闘とう士しと皇太子の顔を使いわけて闊かつ歩ぽしていたときにも感じた、一歩先すら見えない綱つな渡わたりに挑むにも等しい感覚だった。

（死んではならない）

　という思いはある。ただし、それは自分が死ねば烙らく印いんを暴あばかれ、味方たちをただ卑劣な裏切り者扱いさせてしまうからだ。今回はすでに正体が暴かれている恐れがある。ということは、

（おれはすでに死んでいるも同じか）

　おかしな思いに駆られて、オルバは笑えみを浮かべた。先ほどの苦笑いとはちがう、どこか獰どう猛もうな表情である。

（このまま死者として葬ほうむられるか、再度、死地を生き抜いてよみがえるか）

　時の固着したビラクにて迎えた、最後の正念場のような思いがする。

　腰に剣を入れるとき、オルバは恍こう惚こつに近い感覚を脳のう髄ずいで味わっていた。
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　オルバはまず、外で護ご衛えいをしているミゲルらに声をかけた。

　どうということはない用事を申しつける。身辺警けい護ごの配置換えのために勤務表を持ってこいだの、軍用飛空船の管理人にいつ新式の船を換装し終えるか予定を聞いてこいだの、どれも瑣さ末まつなことだったが、

「眠くてかなわん。しかし今日きよう中じゆうにどうしても確かく認にんしておきたいから、すぐに済ませてこい」

　用件が多いため、必ず二人ふたりで手わけしてこい、と命じた。

　案の定、難なん色しよくを示された。

「パーシル中隊長から、ここを離はなれるなと厳げん命めいされております」

「皇太子の命令より、パーシルの命令を優ゆう先せんするのか」

　オルバは目を三角にして怒ど鳴なる。ミゲルらは苦りきったが、どれも数分とかからない用事だ。二人して立ち去った。その間、オルバは室内で着替えをする。軽けい甲かつ冑ちゆうで身を包み、顔には鉄仮面をはめた。

　部へ屋やの外で待つこと十分ほど、ミゲルたちが戻ってきた。オルバは、さもたったいま部屋から出てきた振りをする。

「おや、鉄の虎とら。久しぶりじゃないか」ミゲルが眉まゆをあげた。「いままでなにをしていたんだ？」

「殿下から密命を受けている。ああ、いいつけられた用事は済んだのか？　今宵こよい、もう殿下はお休みだ。あとのことは頼んだ」

　オルバはいうと、二人の前を堂々と歩いていった。皇太子の気まぐれに振りまわされた二人は肩をすくめ、部屋の前で護ご衛えいの任に戻る。

　廊下を進み、屋や敷しきの玄関口まで来る。やはり警護の任に当たっていた兵士が、オルバの姿を認めて直立の姿勢を取った。彼らが夕方に交替したばかりなのは知っている。突然オルバがあらわれても、「いつ屋敷に入った」などと疑われる恐れはなかった。

　庭へ出る。

　建物に沿うようにして、刈り込まれた灌かん木ぼくの茂みがある。人目はない。オルバはその脇わきにしゃがみ込むと、鉄仮面を取り外した。

　南西の塔を目指す。

　ぽつりと水滴が肩に跳ねた。小こ雨さめが降り出したようだ。風も冷たい。

　しかしいまのオルバは、一歩進むごとに血がざわざわと蠢うごめくようで、むしろ身体からだは熱ねつを帯びていた。

　果たして向かう先に待っているのは何者か。皇帝から遣つかわされた暗殺者か、はたまた獅し子し身しん中ちゆうの虫。もしくは、

（ガルダ）

　その名が、胸のなかにひらめいている。

　先日、西方へ赴おもむいた際に、老軍師ラバン・ドウと交わした会話が自然と思い出された。アークスの命を狙ねらった正体不明の暗殺者があり、それを退しりぞけたのもまた正体不明の人物。後者が、立ち去る間ま際ぎわにいったという。

「ガルダはまだ生きている」

　と。

　西方においてガルダを名乗った魔ま道どう士しを討うったのはオルバ本人だ。アークスを殺そうと企たくらんだのと同様、今度はオルバに暗殺の手がのびてきても不ふ思し議ぎではない。魔道士というのは不可思議な力を操あやつる連中だ。オルバ本人の近辺を探っているうちに、ギル皇太子の顔をも持っていることに気づいたのではあるまいか。

（まあいい）

　どのみち、いく先で待つ者が暗殺者であれ、魔道士であれ、竜りゆう人じん族ぞくであれ、オルバは身に抱いた鋼はがねひと振りで片づけねばならない。

（分ぶの悪い戦いくさは、いつものことだ）

　塔の前まで来た。

　扉に手をかける。意外とすんなり開いた。対して、なかは埃ほこりっぽい。階段に足をかけたとき、蜘く蛛もの巣が頭に絡みついた。

　灯あかりもない。上部の窓から、塔の近くにある屋や敷しきの灯がかすかに入っているから、視界は薄うすぼんやりとしている。

　この上に、見張り兵たちが休むときに使っていた部へ屋やがある。

　鬼が出るか、蛇が出るか。胸中にそんな覚悟を抱いていたオルバだったから、階段をあがり、いよいよ扉に手をかけて、押し開いたとき、あまりに意外な姿を目もく撃げきして、剣の柄つかにかけた手がぴたりと止まった。

　ライラである。

　室内には、ランプがひとつだけ吊つるしてあった。外に光が洩もれぬようにとの配はい慮りよだろう、覆おおいがかけてあって、女性の姿を淡く映し出している。

「殿下」

　とライラは震ふるえる声で呼びかけた。

　肌が透けて見えるほどの薄い衣をまとっている。薄うす闇やみのなか、肉感的な肢体が生々しいまでの存在感を誇示して、オルバに迫っていた。

　オルバは視し線せんを左右に配った。石いし壁かべがすぐ近くにある。狭い部屋だ。他ほかに何者かがひそんでいるようには見えない。

　来るとするなら、背後だ。オルバは後ろ手で扉を閉めた。

「殿下」

　と、もう一度ライラが呼びかけた。

「なぜ、他人を見るような目でわたくしをご覧らんになられるのです。わたくしを、覚えていらっしゃらないのですか、殿下」

「手紙を出したのは、おまえか」

「あのようなひどい真ま似ねをしておきながら、しょせんは取るに足りぬ庶民の小娘。皇太子殿下の記き憶おくのひだにも引っかからぬ、そのていどのことであったとおっしゃるのですか」

　一歩、詰め寄ってくる。声ばかりか、その全身が震ふるえていた。

　武器らしいものは帯びていない。

「なんのことだ」

「憎いお方！」ライラは身をよじらせて、大声を放った。「あなたは、わたくしを破滅へと導みちびきました。大帝朝の後継者ともあろうお方が、ただほんの気まぐれ、ただのお遊びで、婚礼を控えたわたくしと、強引に同どう衾きくされようとしたのです」

（ライラ──）

　瞬しゆん間かん、その名が、はっとなるほど唐とう突とつにオルバの脳裏に浮上した。

　以前、皇太子の義妹イネーリや、その遊び仲間数人と帝都ソロンを出歩いたことがある。主な目的は、いまもオルバとともに戦ってくれている老将ローグの誘いに応じるためだった。

　その帰り道、オルバたちは剣を手にしたならず者たちに囲まれた。事の前後を思い返すに、その発端は遊び仲間の貴族が仕組んだ計画にあったろう。だが、彼が金で雇ったはずの者たちは、貴族の思惑を飛び越えて、イネーリたちを人質に取ろうとした。

　そして、

「こ、こちらにいるのは、ギル皇太子殿下だぞ！」

　貴族の少年がその名を発した。相手を威圧しようとしてのことだったろうが、むしろ男たちのうち、ひとりが逆上した。

「ギル・メフィウスだと。ライラの仇かたきだ、逃がすな！」

　オルバはイネーリをはじめ、残り数名を逃がすと、彼ら相手にわたりあった。そして「ライラの仇」と叫んだ男を銃で脅しつけて事情を聞き出したのである。

　婚礼を迎えていた、ライラという近この衛え士し官かんの娘。たまたま往来を通りかかった皇子ギルは、皇族にのみ許された『初夜権』を用いて、ライラを強引に抱こうとした。

　男が知っていたのはそこまでだ。近衛士官とその家族は、数日後にはソロンから姿を消した。口止めに殺されたのだ、とすらいわれた。婚礼にかかわった人間たちは、このことに関しては記き憶おくから忘れ去ることにした。男は、そのためにまともに働く気力も失って、盗とう賊ぞくまがいの行動に出たのだった。

　そのライラだ。

　オルバが一瞬、呆あつ気けに取られた隙すきを突いて、ライラの肉体が飛び込んできた。

　熱あつい肉の感触がオルバを包んだ。

　年上の女性が、オルバの胸にすがりついて泣いている。

　押し放そうとした刹せつ那な、腋わきの下あたりにちくりとした感触が走った。

　反射的に、肩を突き飛ばす。

　ライラは後方によろめき、多量の埃ほこりを巻きあげながら床へ倒れ込んだが、ふたたび立ちあがったとき、その表情には、驚おどろきも非ひ難なんの色も浮かんでいなかった。ただ、うっすらとした微笑ほほえみが口もとにへばりついているのみ。

　オルバは何事かいって、ライラに詰め寄ろうとした。そのどちらも果たせなかった。急に見えている世界ことごとくが上下に激はげしく震しん動どうしたかと思うと、膝ひざから力が抜け落ちて、その場に腰を落としそうになった。

「なにを……」

　した、という言葉さえまともに発せられない。舌が痺しびれ、感触がなかった。口まわりも同様で、自分が口を開けているのか閉じているのかもわからぬ状況なので、なにかいおうとするたびに涎よだれがぼとぼととこぼれ落ちる。

　そんな肉体の緩かん慢まんさとは裏腹に、

（毒）

　という言葉だけが脳裏に激しく明滅している。

　もう一度、ライラに詰め寄りかけた。三歩といかぬうちに転倒する。肉体的な感覚の欠如もさることながら、床がぐにゃりと溶けたみたいになっていて、まっすぐに歩行することさえかなわない。

　ライラの手には、いつしか短剣が握られていた。鞘さやには、つい最近見た覚えのある紋章が刻まれている。メフィウス皇族のもの。彼女の父、ローン・ジェイスが近この衛え士し官かんになった際に貰もらい受けた品であろう。

　鞘から抜き放たれた刃やいばが、ランプのかすかな灯あかりを映してきらめいた。オルバは前のめりに倒れた姿勢で、ようよう腰の剣に手をのばす。指がしばし宙をさまよった。ようやくのことで柄つかに触れる。

　そのときには、逆手に短剣を握りしめたライラが覆おおいかぶさってきていた。この瞬しゆん間かん、時間と空間を隔てて、ギルとビリーナ、二国が取り決めた婚約者同士が、同じく暗殺の陰いん謀ぼうに巻き込まれたことになる。

　身体からだを転がして避ける。

　なんとか膝立ちの姿勢を取って、剣を引き抜いた。その重さによろめきかかるところを、片方の足をのばして踏んばった。だが、依然世界は揺れ動いている。体勢を維持するのがやっとだ。

　ライラが再度、躍おどりかかってきた。

　剣と短剣とがぶつかりあう。

　相手は女性の身、いつもなら一瞬で吹き飛ばせるはずが、いまは力がほぼ拮きつ抗こうしている。いや、むしろライラが押し気味ですらあった。互いの刀身におびただしい震ふるえを生じさせつつも、短剣の刃やいばがじわじわとオルバの首もとへ近づいていく。

　汗の珠たまを顔中に浮かせ、形ぎよう相そうも凄すさまじく変化させながら、ライラの笑えみが深くなった。

　が、オルバはこのとき相手に体重を預けることで、かえって足もとの安定を得ていた。呼吸を止め、腹の底から力を搾しぼり出す。

　ライラが後方に押し倒された。オルバの剣が唸うなりをあげる。

　ライラの、苦痛の表情が一気に恐怖のものへとすり替わった。

（オルバ！）

　瞬しゆん間かん、女性の声が耳じ朶だを打った気がした。

　オルバは息を吞のんで剣を止める。

　その声が、ほかならぬアリスのものに聞こえたからだ。声ばかりではない。いま、確たしかに眼前で恐怖に凍りついたライラの表情が、幼おさな馴な染じみの女性そのものに見えた。

（なぜ）

　宙で振りあげたままだった剣の重さに釣られ、オルバはまたも立っていることができずに尻しり餅もちをついた。

　息が荒い。心しん臓ぞうが、まるで身体からだの外で激はげしく脈打っているかのようだ。さらには、肥大した血管がいまにも肌を突き破ってきそうな、奇妙な苦痛があった。

（ああ）

　明滅する意い識しきのなか、オルバは思い当たった。

　なんのことはない、いく度となく、悪夢で見た光景そのものであったのだ。

　火が放たれた村を逃げ惑うアリスに、黒くろ兜かぶと団だんの兵士が迫る。下げ卑びた笑いを浮かべた兵士は、倒れ込んだアリスめがけて血刀を振りあげるのだ。

　オルバ自身は目まの当たりにしたこともないはずの光景だったが、寝苦しい夜に垣かい間ま見みる悪夢の一場面として、もはや現実のものと変わらない記き憶おくとなって脳に刷り込まれていた。

　思えば、ライラもまた、アリスと同じ境遇にある女性だった。

　力を手にしたひと握りの人間たちの思惑や気まぐれ、欲望によって運命を狂わされた。

　ライラの誓った復ふく讐しゆうと、オルバ自身が果たそうとした復讐に、どれほどのちがいがあるだろう。

　そのライラが、ゆらりと身を起こす。

　依然、短剣のきらめきはオルバの白はく濁だくとした意識に鋭するどい光を投げかけていた。




　そのとき、星明りの下を、数名の影かげが駆けていた。

　いずれも兵士の扮ふん装そうをしていたが、誰だれかが呼び止めれば、この集団の誰ひとりとして見覚えのある顔がないことに気づいたはずだ。

　しかし周囲にほかの人影はない。彼らが向かう先は屋や敷しき南西部の塔──すなわち、現在オルバとライラのいる場所だ。

　先頭に立った影かげが、扉に手をのばした。




　階段を駆けあがる音も、扉が開く音も、オルバの認にん識しきの外部にあった。

　獲え物ものに跳びかかる野や獣じゆうもかくや、といった速度で駆け込んできたその人物は、いままさにオルバめがけて短剣を振りおろしかけていたライラの背中に、勢いそのままにぶち当たった。

　ライラの身体からだがオルバを飛び越え、壁かべ際ぎわに積つんであった藁わら束たばに転がる。

「パー……シル」

　オルバがしゃがれ声でつぶやいたとおり、あらわれたのは、パーシルだった。

　アルナックとライラの場面を目もく撃げきしていた彼は、念のため、ライラに見張りをつけておいたのだ。彼女がひとり塔に向かったとの報告を受けたパーシルは、見まわりの任務から大急ぎで帰って、かろうじてこの場面に間にあった。

「無事か、皇太子どの」

「パーシル！」

　オルバが、今度は可能な限り声を張りあげて彼の名を呼んだのは、パーシルの背後にわだかまる闇やみが、数個の人影を吐き出したからだ。

　パーシルでなければこの瞬しゆん間かん、首と胴とを断たれていたろう。剣を抜きざま振り返り、眼前で火花を散らせる。

　しかしそうしてひとりと撃うちあっているあいだ、もうひとりが室内へ駆け込んでくる。いや、さらに後方に、二、三の影。

　オルバがこの瞬間剣を振りあげ、顔面に襲おそいかかった一撃を弾はじくことができたのは、僥ぎよう倖こうという以外にない。

　敵はメフィウスの装具を身につけていたが、気合の一声も、脅おどし文句のひとつもなく、オルバに群がりかかる。訓練された暗殺者の動きだった。

　オルバは壁まであとずさった。追い詰められて、というよりは、背後の死角をなくすためだ。

（ほう）

　兜かぶとの下で、暗殺者の目がきらめいた。

　右、と見せかけて左から剣先が降りかかる。オルバは剣で弾く。目で追いきれたわけではない。経けい験けんとして記き憶おくのなかに積みあげられた無数の戦せん闘とう場面を参考にし、敵の動きを予測した上での、いわば一いちか八ばちかの動きでしかなかった。

　しかし腕にも足腰にも力が入らぬいま、受け止める一撃一撃が重い。

　オルバ決死の抗戦を、ライラは壁際にぺたりと座り込んだまま見つめていた。口もとに浮かんでいた笑えみは消えかかっている。

　毒に苦しむオルバと同様、ライラもまた平素の状態とはほど遠い。催眠状態にあるのだ。意い識しきの表層のほとんどを、ギル・メフィウスへの殺意によって占められている。

　しかし、その目的が完遂されそうになっているいま、ライラの息は荒く、目は極限まで見開かれていた。

　胸がすくような爽そう快かい感かんなどはない。

（なぜ）

　とライラはぼんやりと思う。

　むしろ、いま感じているのは、喪失感に似たものであった。自分がこれまで何度となく経けい験けんしてきた感情。生まれ故郷も、婚約者も失った。あわや、目の前で父が殺されそうになった。世話になった西方の人々が傷つくのもこの目で見た。

（ちがう、これは）

　自分が感じているのではない。

　脳裏に──殺意に乗っ取られたはずの部分に──ガーベラ国王女の姿が、炎であぶり出された影かげのように揺らめきつつ、ぽつねんと浮かんでいた。

　ソロンへと向かった王女は、伝え聞く話によれば、サラマンド軍と対たい峙じしあったのだという。そのときに狙そ撃げきされ、いまはザイム砦とりでに運ばれたとも。

　王女がそうした行動に出たのには様々な理由があったろうが、そのうちのひとつには、まちがいなくメフィウス皇子ギルのため、といった動どう機きがあるはずだ。

　その彼女が、失ってしまう。

　自分が味わった、この空虚な感覚を、あの少女にも味わわせてしまう。

　不ふ思し議ぎな渇望が体内の底よりこみあげてきた。

　ギルへの殺意も本物なら、ギルが殺されるのをなんとしてでも阻止せねばならぬ、という思いもまた真実。矛む盾じゆんしてはいるが、人は常にそうして相あい反はんする感情を抱いて、せめぎあわせているものである。

　しかし、いまぶつかりあう感情の激はげしさは、いままでライラが経験したことがないほどのものだ。長くつづけば、ライラという心身の器うつわを内側から破は壊かいしかねない。

　だから、心をゆだねてしまったほうが楽だった。

　ただ、ギルへの殺意に溺おぼれればいい。なにもかも失った復ふく讐しゆうのためだけに。

　しかし、それに抗あらがおうとする気持ちもまた強い。かろうじて得たつながりが絶えてしまうのを恐れるあまりに。

　ライラの口から、瞬しゆん間かん、絶叫が迸ほとばしった。




　同じ時刻、屋や敷しきの中庭にある植物園の手前で、彫像のように固まっている人影があった。ザファルである。

　柵さくが設けられた手前で、目を閉じ、両の腕を胸の高さに掲げて左右の指を複雑な形に組みあわせている。

　彼もまた、一種の自己催眠状態にあるといっていい。ザファルは、ライラの目を通して、塔内部の光景を逐一『見』ていたのだ。

　皇太子暗殺の任がもう少しで成功に終わる、というときになって、

「何者だ」

　突如、背後から声をかけられた。

　いかに魔ま術じゆつを行使しているさなかにあっても、人の接近に気づかぬザファルではない。

　信じられぬ思いで振り向いたザファルは、その目で、さらに驚おどろくべき人物の姿を捕らえた。

「バルバロイ」

　と洩もれた言葉は、反射的なものだ。

　同じく反射的な動作で、彼は後方へと跳びさがった。

　闇やみのなか、そこへあらわれた人物とは、褐かつ色しよくの肌をした少女──ホゥ・ラン。

　遅くまで竜舎に残っていた彼女は、竜たちの様よう子すがいつもとちがうことに気がついた。以前、ラン自身がビリーナに語って聞かせたように、竜たちの肉体には魔素エーテルそのものが備わっている。その流れに敏感なのだ。

　ランは、見張りをしていた兵たちが制止するのも聞かずに、小型竜フェイを一頭檻おりから出すと、屋や敷しき周辺の探たん索さくに出向いた。

　そのフェイが竜独特の嗅きゆう覚かくで探し当てたのが、ザファルである。

「くっ」

　ザファルは、一いつ瞬しゆんどうしてよいかもわからぬ風であったが、意を決すると、ひと跳びで高さ二メートル近い柵さくを越え、その場を駆け去る足取りとなった。




　その瞬間、ザファルの支配力が弱まった。

　ライラのなかで長いことせめぎあっていた感情が、ついに勝者を見み出いだした。

　そしてそれが、ライラ自身、思いもよらぬ行動に走らせた。

　きらめきあう鋼こう鉄てつのその只ただ中なかへと、身を泳がせたのである。

　オルバは、朦もう朧ろうとする意い識しきのなかで、見た。

　ライラの身体からだが、あたかも剣けん戟げきの空間に吸い寄せられるかのようにして近づいてくる。暗殺者たちの剣が、左右からライラの頭ず蓋がいを叩たたき割ろうとした。

　一瞬、オルバの目にはすべての光景が緩かん慢まんに映っていた。

　そしてまたも、ライラの姿が別人に重なって見えていた。

　今度はアリスではない。

　幼きころ、ガーベラ兵に家が襲おそわれたとき、自分をかばおうとした母の姿がそこにはあった。

（ちいっ）

　瞬しゆん間かん、オルバの血管に黒い炎が沸き起こった。それはわずか一瞬ではあったが、全身を駆け巡って、体内の麻ま痺ひや痺しびれを取りさらっていたのである。

　気がつけば、オルバの足は床を蹴けり、ライラを抱きすくめたまま、宙で身を反転させていた。

　背中を剣が薙なぐ。服が裂け、血が迸ほとばしった。

　ライラを組くみ敷しき、うつぶせの状態になったオルバだったが、そこへ暗殺者がさらに白はく刃じんを降らせようとする。

　もはや避けられるはずもない距きよ離りであり、速さであった。

　いよいよ偽皇太子の命が断たれるというこの刹せつ那な、肉体ばかりか精神までも極限近く鍛きたえあげられたはずの暗殺者の目が、驚きよう愕がくに見開かれた。

　夜よ闇やみにあっても、彼の目にははっきりと見えた。

「待てっ」

　同じくオルバに止とどめを刺そうとしかけていた仲間をも制する。

　その仲間の目にも同じものが見えたのか、はっと足を止めた。

　服が裂け、荒々しく上下するオルバの背中が外気に触れていた。血を滴したたらせるその背に、まちがいなく奴ど隷れいの刻印がある。

「計画は変更だ」低い、粘ねばつくような声で暗殺者のひとりがいった。「殺すな。この男を連れていく」

　ひとりがいうと、オルバの腕を蹴って、剣を手放させた。もはや体力を使い果たしたか、動かぬオルバの襟えり首くびを摑つかんで引きあげようとする。

　しかし、まさにこの瞬間、オルバは体内に残っていた最後の力を解放したのである。ライラの手からもぎ取った短剣を手に、暗殺者の心しん臓ぞうを深く貫いた。

　苦鳴をあげる間もなく絶命したその男を盾にして、後方にいた男の一いち撃げきを避ける。

　そこへ、ようやく部へ屋やの入り口付近での戦いに勝利したパーシルが駆けてきて、残り二人ふたりを疾風はやてのごときすばやさで斬きり伏せた。




　人知れず起こっていた皇太子暗殺の危き機き、その闘とう争そうは、ザファルが駆けていく背後の夜闇に沈んで、やがては消えた。

　見た目からは信じがたいほどの健脚である。

　酔漢たちがうろつく夜の街を駆けていきながら、ザファルは先ほど、あの少女を見かけたときに受けた衝しよう撃げきを、いまだ頭から振り払うことができずにいた。

　計画は失敗に終わった。

　そのことへの強い自責の念がある一方で、しかし収しゆう穫かくがまったくなかったというわけではない。その証拠に、都市部の裏通りへと差し掛かった際、

「見たぞ」

　とザファルの唇が笑えみの形に歪ゆがんだのである。

「われらが介入するまでもない。歴史は、必然の流れをもって、邪じや魔ま者ものを速やかに排除してくれるであろう」




　血だまりのなかにオルバは倒れていた。全身、汗と血の色にまみれている。呼吸が荒い。

　ライラもまた、壁かべ際ぎわにもたれかかるようにして眠っている。

　パーシルはマントを脱ぎ、それをオルバの背中にまわした。怪け我がの手当てという風に見せかけてから、

「待っていろ」

　といったん外へ出たあと、部下を呼び入れて、死し骸がいの始末と、ライラを医務室へ運ぶように命じた。

　皇太子が暗殺されかかったと知って、眠りから覚めた人々が大おお騒さわぎするなか、パーシル自身はオルバを担いで外へ出る。

「前に、聞いたな」

　小声で語りかける。

「なぜ、いつまでもついてくるのかと。ならばおれのほうから聞いてよいか。いつからだ。そしていつまで、おまえは皇太子なのだ？」

　いままでも、推測を働かせたことはあった。彼は、いつかの戦場で、ギル・メフィウスが危き機きに陥った際、あのシークという剣けん闘とう士しが、

「オルバ！」

　と叫ぶのを耳にしていた。

　なるほど、そう考えるとあれこれ抱いていた違和感が解消する思いがする。それが、いかに馬ば鹿かげた真実であろうと。

　そして今日きよう、パーシルはその目で奴ど隷れいの烙らく印いんを目まの当たりにした。

　パーシルに担がれたオルバは、荒々しく呼吸をするなかで、何事か答えた。

　それから、急におとなしくなった。気を失ったようだ。

（そうか）

　とパーシルは答える。

「ならば、おれもだ。メフィウスを炎の海に投じる代わりに、新たなメフィウスが生まれ来るのをこの目で見届けてやる。命を懸かけてもな。なぜ、とは聞くな。おれのほうから同じことを問うても、おまえは答えまい」










　終章




　ビリーナ王女が、ネダインを経由してソロンへ飛び立ってから、十日あまり。

　事態になにか進展があるか、と期待していたジェイラス・アビゴールだったが、依然、偽皇太子軍は都市近くに陣を張っている。ソロンからの援軍も、第一陣として一千の兵が入ったばかりで、追加されるはずの一千五百の部隊はいまだに到着していない。

　さらにジェイラスは外がい壁へきを隔てた都市外部のみならず、壁かべの内側にも警けい戒かいのまなざしを配らねばならなかった。採石場における虐ぎやく殺さつ事件が、市民たちのあいだに常ならぬ怒りと不満を呼び込んでいることは、さしもの彼とて承知していたからだ。

（ボイスめ）

　首しゆ謀ぼう者しや格の人間をひとり二人ふたり処刑するだけでよかったものを、息子むすこは謀む反ほんに加担した人々すべての命を断った。おまけにバーダイン教徒の娘を強引に連れさらって、「妻にする」とまで公言している。いかに息子に甘いところのあるジェイラスとて、このことに関しては息子を叱しつ責せきせざるを得なかった。

　そういう家庭内の事情もあって、ジェイラスの我慢もいい加減限界に差しかかりつつあったところ、

「敵軍、動き出しました！」

　未明に知らせが入った。

　ジェイラス、ボイスのアビゴール親子はあわてて飛び起きた。

　オーダイン・ロルゴが指揮する一千の部隊が、銃火を放ちながら前進してきたのだという。

「馬ば鹿かめが」大急ぎで着替えながらジェイラスが唸うなった。「ついに焦じれて、動きおったな」

　オーダインはこちらをおびき寄せようという腹か、砲を射程ぎりぎりに据えて一時足を止めている。

　しかしジェイラスは挑発に乗らず、ネダイン南西側の砲台から応射を命じた。

　双方から砲声が飛び交ったが、丘きゆう陵りよう地ちに据えてあるネダイン側のほうが射程は長く、偽皇太子軍は一歩たりとて近づくことができなかった。

　五、六発ほどの砲ほう撃げきを浴びたあと、いったん後方へと引いた皇太子軍は、一時間も経たたぬうちに再進発してきたが、結局は同じ結果になって三々五々と散った。

「なんだ、だらしのない」

　甲かつ冑ちゆうに着替え、馬上に身を投げた直後になって敵の撤てつ退たいを知ったボイスは、昂たかぶった血のいきどころを求めた。

「父上、追つい撃げきいたしましょう。ネダインから東へなど一歩も近づくことなどできぬということを教えてやらねば」

「駄だ目めだ」

　ジェイラスはかぶりを振った。

「敵はこちらを誘っている。引き込んで、罠わなにかける算段だろう」

　皇太子の偽者とはいえ、フォルカーの大軍を打ち倒した敵である。ジェイラスは決して甘く見なかった。一方のボイスは不満そうに鼻を鳴らした。前回、オーダインにしてやられた借りを返したくて仕方ないのである。

　──が、オーダインのこの一見無む謀ぼうかつ無む駄だな行為にも、当然、裏があった。

　これは別働隊の動きを敵に気け取どられぬようにするための時間稼かせぎでしかなかったのだ。

　オーダイン隊が砲弾に逃げ散っていたころ、その後方では六百の部隊がズィム川を東に渡航していた。ただしオーダイン隊に合流しようというのではなく、国境でもある北の山道にわけ入っている。

　ネダインの北方はこの山において要害の地となっている。なのに、というより、だからこそ、六百の部隊はあえて峻しゆん険けんな山道を選んだ。

　部隊を先せん導どうしているのはレイモン・ピースラウ。彼は、地元の村人たちからこの山の地形に関する情報をくまなく集めていた。もともと周辺の地理に明るく、民たみ人びとたちからも慕われているレイモンにはうってつけの仕事であった。

　この部隊が、昼過ぎにネダインの背後を衝ついた。

　一いつ気き呵か成せいに門へ群がりかかる──と見せて、彼らはまず、メフィウス国旗と、指揮官の家紋が描かれた旗を晴天に大きく翻ひるがえし、それから鉄砲隊に天めがけて引き金を引かせた。

　銃声が、だだだあん、と撃うち重なりあう。

　これに仰ぎよう天てんしたネダイン側の兵たちは、門の向こう側で翻る旗を目もく撃げきして、さらに度ど肝ぎもを抜かれた。

「あ、あれは」

「バラン将軍の旗だぞ」

「フォルカー・バランが襲しゆう撃げきしてきた！」

　知らせを受けたジェイラスも、さすがに驚きよう愕がくの色を面おもてから隠せなかった。

「フォルカーだと」

（寝返ったというのか。いやまさか、あの男が）

　そうは思っても、偽皇太子軍には長年メフィウスに仕えてきた老武人ローグやら堅物の軍人オーダインなど、彼らを知る者ならばいっそう裏切りを信じられぬような人物がもとより味方についている。

（偽皇太子は西方の邪じや悪あくな魔ま術じゆつを操あやつっている、という噂うわさもあながち噓うそではないのかもしれん）

　そんな考えが頭をかすめたが、いまはともかく背後の敵に当たる必要がある。

　しかし、フォルカー・バランがあえて奇襲に出ず、まず自らの姿をさらしにかかったのは、なにも虚栄心や、正々堂々戦おうという心意気からではない。

　これは『合図』であった。

　フォルカーが旗を翻ひるがえしたのと時同じくして、都市部のあちこちから火の手があがった。皇太子軍の銃火や砲ほう撃げきによるものではない。火を放ったのは、ほかならぬネダイン市民たちである。

　民たみたちが一いつ斉せい蜂ほう起きしたのだ。

　ギル・メフィウス──すなわちオルバが、長い時間をかけて準備していたことのすべてが、いまこのネダインに結果としてあらわれつつあった。

　彼は、ただにらみあいで無む為いに時を消費するのをよしとしなかった。配下の者や、村々から募った男たちを都市内部へ忍ばせて、情報を集めるとともに蜂起の準備をととのえていたのである。アビゴール親子への不信や恐れは、当然、都市内部にも燠おき火びとなってくすぶっていた。そこに風を吹き入れた格好だ。

「アビゴールの横おう暴ぼうを許すな！」

「奴やつは小皇帝だ。このネダインが彼にとってのメフィウス全土であり、彼自身は皇帝グール・メフィウスその人のように振ふる舞まっている」

「土地の財産も、収しゆう穫かく物ぶつも、民の命すべてが自分のものであるかのように錯さつ覚かくしているのだ」

「放っておけば、ネダイン全部が奴に喰くらい尽くされるぞ！」

　人々は口々にわめきながら、手に手に武器を振りあげて、都市各地で暴動を起こした。

　そして彼らの手引きによって、ネダインの北門が内側から開かれた。

　フォルカー・バラン率いる六百の騎き兵へいが突入。それに、ウォルトが従える二百の歩兵がつづいた。

　大急ぎで迎げい撃げきにあらわれた守備兵たちと、石畳の路上で激はげしい突きあい、斬きりあいとなる。

　左右の家々からは、市民たちが煉れん瓦がや壺つぼやら石やら、とにかく武器になりそうなものを、手当たり次第に守備兵の頭上から投げつけた。これしきのことでも十分効果はあるものだ。ネダイン側はあっという間に劣勢に立たされた。

　それを知ったジェイラスは息子むすこのボイスにも加勢を命じた。さらに、ソロンから援軍の第一派として訪れていた兵たちにも、フォルカー・バランへ当たるよう要よう請せいした。

　この援軍を率いているのは、十二将軍のひとりに仕える副将、ドレイク千人長。彼はその役やく職しよく名めいのとおりに千人の兵を預あずかっていたが、

「待たれよ、全軍を投入するわけにはいかぬ。敵はこちらの目を内側に向けさせている隙すきに、本隊で攻めあがってくるつもりだ」

　とジェイラスに忠告した。

　結局、二百の兵を暴動鎮ちん圧あつに差し向けたばかりで、残りの兵はネダイン前面に配したまま動かなかった。

　ジェイラスは怒りの色も露あらわにしたが、そのとき、

「まさか、あのドレイクも」家臣のひとりが青ざめた顔で声をひそめた。「偽皇太子軍と通じあっているのではないでしょうか」

「なにっ。どういうことだ」

　兵からの報告によると、暴ぼう動どうを起こしている民たみが、いかにもネダインの兵がこちら側につく手はずになっている、というようなことを口にしていたらしい。

「兵が来ても恐れるな、持ちこたえろ。あの人が決起するまでの辛しん抱ぼうだ」

　と。

　いわれてみると、思い当たる節があった。ドレイクはかねてから兵の待遇に不満をこぼしていた。食事も酒もまともなものが出た試しがなく、武器、弾薬の備えもいかにも不足気味だというのである。ビラクという港を失ったいま、この田舎いなか町まちネダインに許容される以上の兵数が集まったのが原因である。だというのに、ドレイクはあたかもそれが領主ジェイラスの不ふ手て際ぎわであるかのような陰口を叩たたいている、という噂うわさを何べんも耳にした。

　結けつ論ろんからいうと、その噂などはオルバが流させたものにすぎない。

　だが、あの冷静沈着で知られるフォルカーの裏切りを目まの当たりにしたジェイラスにしてみれば、それをただの噂、敵の流言だと決めつけることができなくなった。

　だから、

「敵軍、新たに南西方面より出現！」

「旗印は──皇太子、ギル・メフィウス殿下のものです！」

　一度逃げ散ったはずのオーダイン隊が、新たにギル・メフィウスを先頭に再集結してきたとき──すなわち、ドレイクが指摘したとおりの展開になったとき──、ジェイラスはそれをドレイクの洞察力ゆえだと評価するのではなく、

（あ奴やつ、やはり寝返っておったか）

　と断定してしまった。

「門を閉じろ。まずは全戦力でフォルカー、そして暴徒どもを叩く。ソロンへ急ぎ援軍の要よう請せいを！」

　ジェイラスの命令は速やかに実行へと移された。

　結果として、ネダインから締しめ出される形となったドレイクは、前面から迫り来る皇太子軍に対抗することができず、今度はこちらのほうが三々五々と散っていく羽は目めになった。

　軍の先頭で馬上にあるのは、ギル・メフィウス──すなわちオルバ。

　彼は先陣切ってドレイク隊へ突入し、二、三人の騎き馬ば兵へいを馬上から斬きりおとした。

「無む茶ちやをされるな、殿下」

　その傍かたわらにぴったりと寄り添って馬を進めていたのはパーシルである。彼は、矢の一本も通さじといった風情で、皇子から片時たりとて離はなれようとしなかった。

「お身体からだは」

「大丈夫だ。それより、もう少し離はなれていろ。おまえにくっつかれると、暑苦しくてかなわん」

　オルバはそういったが、パーシルが不安に駆られるのも無理はない。なにしろ、ビラクで暗殺されそうになってからまだ五日と経たっていないのだ。

　オルバはあえてこの事実を公表しなかった。噂うわさとなってビラクに流る布ふするのに任せたばかりで、本人は否定も肯定もしなかったのである。

（暗殺が目的だったのはあきらかだ。だが連中は、致死性の毒を使おうとはしなかった）

　毒殺というと、いかにも正面から戦うのを恐れた印象が残る上に、権力者の闇やみの部分が色いろ濃こく浮かびあがってしまう。皇帝は、その手段を取ったことで、これ以上皇族の威い厳げんが失われることを恐れた。つまりは、そんな些さ細さいなことを気にするほどに、グールとて現在の皇族、すなわち自分自身が危うい位置にいることを自覚しているのであろう。

　とはいったものの、この件に関してはオルバにもわからないことが多かった。ライラが首しゆ謀ぼう者しやのひとりであったのはまちがいないだろうが、土ど壇たん場ばにおいて、彼女は皇太子の盾になろうとしたのだ。事件ののち、身柄を拘こう束そくした上で尋じん問もんもおこなったが、ライラの言葉はどうにも要領を得なかった。

　だが、そこに皇帝の『弱気』が見えたことは確たしかだ。

　オルバは、真相の解明はあとまわしにしてでも、ビラクにおいて最後の準備を進めさせた。ネダインでの工作が完了したという報告もあって、いよいよ軍を進める決意をかためたのである。

　ギルが行動を起こすための障害となっていたうちのひとつ、サラマンドはすでに排除された。

　メフィウスの『風』はまたも乱れている。いま、その『風』をおのがものとせねばならず、そのためにはもうひとつのわかりやすい戦果が必要であった。

（王女が、道を開いてくれた）

　オルバはその実感を胸に、オーダイン、フォルカー、ウォルトらに立てつづけに命令を送った。

　そしていま、ドレイク旗下の兵がひとり残らず視界から消え去ったと見て、

「竜戦車を出せ」

　オルバは怒ど鳴なった。

　がらがらと車しや輪りんの音をひびかせながら進み出てきたのは、機き械かい仕じ掛かけの竜そのものだ。投石器と兵を乗せる櫓やぐら、さらには門を打ち破るための衝しよう角かくをも有しており、見あげるほどのその巨体をバイアン数頭に引かせている。

　以前、タウーリアがアプターを急きゆう襲しゆうしたときに用いたものである。あとで聞いたことだが、軍師ラバン・ドウの設計によるものだという。

　一度は敵側に使用されたその兵器を、オルバはタウーリアへ訪問した際にラバン本人から譲ゆずり受けていた。

　小型竜に跨またがったホゥ・ランが竜たちの指揮を執とり、この巨大な竜戦車をネダインの大手門めがけて突進させた。

　砲を使わなかったのは、ネダインの都市部に被害が出る恐れがあったためである。

　二度目の突進で門が打ち破られた。

　櫓やぐらに乗っていた銃兵たちが、門の内側めがけていっせいに射しや撃げきを浴びせかける。

　連続した銃声を耳にしたオルバは馬上で長剣を振りあげ、

「突撃」

　と怒ど鳴なった。

　剣を打ち下ろした拍子に、鎖くさり帷子かたびらの下にあった固い感触が、動きに抗あらがうかのように震ふるえた。




　戦いは夕暮れを迎える前に終結した。

　都市各地で計画的に連続した暴ぼう動どう、北からはフォルカー軍、南西からは皇太子軍という波状攻撃にあっては、たとえ兵数が拮きつ抗こうしていてもネダイン側に勝ち目はない。

　実際、ギル・メフィウスを先頭に「突撃」した皇太子軍だったが、ギルの剣はほとんど血に濡ぬれることはなかった。

　本隊はほどなくしてネダイン領主の居きよ館かんを取り巻いて、フォルカー軍と合流したときにはアビゴール親子を捕らえることに成功していた。

　ギル・メフィウス一行は、市民たちから爆ばく発はつ的てきな歓呼で迎えられた。あらかじめ根まわしされてあって、半ば義務的に皇子を出迎えたビラクとは様よう子すがちがう。アビゴール親子に蹂じゆう躙りんされた村々の者たちも加わり、もう世界はこの日を境になにもかもがよくなっていくのだと信じている風に、涙を流し、抱きあって、ギル皇子の名前を声の限りに叫んでいる。

　街のあちこちはまだ白煙をあげていたが、民たみや、オルバ配下の兵たちの手で、消火作業が進んでいた。

　レイモン・ピースラウはこのとき、ギル・メフィウスのすぐ後ろで馬を進ませる栄誉にあずかっていた。

　降りかかる喜びの声を一身に受けながら、レイモンは馬上で涙に暮れた。

（この瞬しゆん間かんを、ドルフや、村人たちとともに迎えられたらどれほどよかったか）

　そういう思いがこみあげてきて止まらない。

　が、まだ感傷に浸ひたるには早すぎた。

　レイモンには、その目で見なければならぬこと、耳にしなければならぬこと、そしてやり遂げねばならぬことが、ここネダインに山と残されていたのである。




　ジェイラスとボイスの親子は、居館の一室に捕らえられていた。裏口の通路から逃げようとしていたところを、オーダイン旗下の兵士に見つかってしまったのだ。結局、武装した兵士にずらりと取り囲まれた館やかたのなかへと連れ戻された。が、これはある意味で彼らにとっても幸いであったかもしれない。たとえば逃走中のところを市民のひとりにでも見つけられていたならば、いまごろ二人ふたりは嬲なぶり殺しの憂うき目めにあっていてもおかしくなかった。

　その部へ屋やには、ともに捕らえられたルイーズ・ピースラウの姿もある。紙のように真っ白い顔をしてうなだれたきり、ひと言も口を利いていなかった。

　アビゴール親子も、運命のあまりに急すぎる流転に、しばし意気消沈の体ていであったが、

「あのとき、追つい撃げきを命じてくだされればよかったものを」

　ボイス・アビゴールは、いまになって口にしてもどうにもならぬことで嘆いていた。

「父上が及び腰になったため、みすみす敵の術中にかかってしまったのですぞ」

「いうな、ボイス」

　ジェイラスの、普ふ段だんは油で固めてある髭ひげが汗で口まわりにへばりついている。

「それ以上いうようなら、いかに血をわけた息子むすことはいえ、許さぬぞ」

「許さぬ？　許さぬというなら、なにをどうされるというのです」ボイスは捨すて鉢ばち気味にあざ笑った。「いまはネダインのご領主でもなんでもない。命じることのできる兵ひとり、身のまわりの世話をする小こ姓しようひとり、お側そばにはおられないではありませんか」

「貴様──」

　実の親子が、次の瞬しゆん間かんには取っ組みあいをはじめるのではないかというほどに激はげしくにらみあっていたそのとき、皇子ギル・メフィウスの入室が告げられた。

　二人ふたりともさすがにはっとなり、身動きを止める。ドアが開いた。入ってきた若者は、

「楽にしろ」

　といいつつ、小姓が用意してきた椅い子すに腰かける。

　ジェイラスもボイスも、口を閉ざしたまま、どういう態度を取ればいいものか決めあぐねていた。敗軍の将という立場よりなにより、二人が予想していたよりもずっとその若者が皇太子ギルに酷似していたからである。宮廷でたびたび顔を見かける機き会かいがあったジェイラスにしても、本物との区別がつかないほどだ。

（よもや）

　という思いが、二人の顔色にあらわれていた。

　と、親子が口を開こうとするより早く、また新たに室内に入ってきた者があった。こちらは入室の知らせも皇太子への挨あい拶さつもないまま、ずかずかと踏み込んでくるなり、

「ボイス、貴様！」

　と怒ど鳴なって、突然ボイスに殴りかかっていた。

（あっ）

　と声にならない悲鳴をあげたのは、ルイーズ。

　不意を打たれたボイスの身体からだが床に転がった。皇子ギルはその無礼千万な態度にも動じることがない。ちょっと眉まゆをあげ、ボイスに馬乗りになろうとしたレイモン・ピースラウの肩を押さえたばかりだ。

　さすがに動きを止めたレイモンだったが、顔を真まっ赤かにして、半ば啞あ然ぜんとなったボイスを上からにらみ据えている。自分の屋や敷しきに立ち寄った彼は、使用人たちの口から、ボイス・アビゴールの所業を耳にしたのである。

「これは失敬」ギルはあくまで涼しげにいった。「しかしおれの部下は、おまえを殴る正当な理由があるようだぞ」

「な、なにを馬ば鹿かな。これ以上虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けるくらいならば、戦って死なせよ！」

　ボイスも負けてはいない。大柄な体たい軀くを立ちあがらせると、レイモンの薄うすい胸に指を突きつけた。

　今度はこちらの二人ふたりがいまにも斬きりあいをはじめそうな雰囲気になった。ギルはそれを止めるかと思いきや、

「名案だな」

　ととんでもないことをいう。

「決けつ闘とうを許可しよう。ガーベラで昔流は行やったそうだ。己おのれの尊そん厳げんと誇りを守るため、どうしても譲ゆずれぬものがある両者は、立会人のもと、剣で勝負をつけたという。勝った者はなんでもひとつ、敗者に命じることのできる権利があった。レイモン、それで構わんな」

「の、望むところです」

「ボイスは」

「おうさ」

　応じたボイスの心理状態もまともではない。彼はいまだ敗戦したという事実も、もう自分が未来になにひとつ希望を抱けぬ状態であることも受け止めきれずにいた。

　するとギル・メフィウスは腰から自らの剣を引き抜いた。

「では、レイモン・ピースラウの代理人として、このギル・メフィウスがおまえの相手をつとめるとしよう。ディン！」

　呼びかけると、小こ姓しようの少年が鞘さや入いりの剣をその場に運んできた。ボイスに、取れという。

「で、殿下」

　レイモンが当惑したようにいったが、ギルはかぶりを振って、

「剣けん舞ぶと同じで、決闘において代理人が立つことは恥ずべきことではない。おまえの名誉も尊厳も、このギルが引き受けた」

　ボイスは無言で剣を手に取った。

　彼も最初のうちこそ戸惑っていたが、鋼はがねを手にした途と端たん、目の色が変わった。

（いっそのこと）

　ここで偽皇太子を討うち取ってやる、という気概に燃もえている。

　父親のジェイラスはうろたえるばかりで、また、ルイーズは隣となりに兄のレイモンが近づいても気づかぬ風に、ただただ二人ふたりが部へ屋やの中央にて向かいあうのを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　剣をまず、軽くあわせた。

　と、その瞬しゆん間かん、ギル・メフィウスが声をあげずに笑った。

（なにがおかしい）

　ボイスは目を吊つりあげながら、いきなり必殺を期した一いち撃げきを放った。ギルの身体からだが後方へと飛んだ。軽やかな避け方だったが、しかしボイスの動きも止まらない。大きな体格から振るわれる一撃一撃は見た目にも重い。ギルがことごとく身を避けているのは、剣をあわせると、その細い身体が吹き飛ばされかねないからではないか。

　レイモンははらはらしながら見守っていた。目を閉じることもかなわない。視界を閉ざしたその瞬間にも皇子に取り返しのつかないことが起こるのでは、という恐怖があったからだが、

「うあっ」

　と声をあげて、ボイスが前へとつんのめった。懐ふところに飛び込もうとしたところを、横にいなされたのだ。

　ボイスはあわてて振り返った。その喉のどもとぎりぎりの距きよ離りで、剣先が鈍にぶい光を放っている。一瞬身動きが取れなくなったそのとき、

「十年」

　ギル・メフィウスを名乗る人物はまたも冷笑した。

「小僧、十年だ。十年したらかかってこい」

「なにを！」

　ボイスは喉もとの剣先を弾はじきあげると、真っ向から斬きりかかった。

　弾いた火花も消えきらぬうちに、ギルの身体がまたも後方へと飛んだ。ボイスはさらに二撃目を期して肩に力を溜ためた。だがそのとき、先ほどまでなら距離をそのままおくはずのギルの右手から、鋼こう鉄てつの光が直ちよく線せんを引いた。

　ボイスの剣がのびきったその瞬間を狙ねらったのだ。

　根もとからへし折られた剣が、テーブルの上へと突き刺さった。ボイスが愕がく然ぜんとする間もないままにギルは躊ちゆう躇ちよなく距離を詰め、その懐へと一撃を叩たたき込んだ。

　ボイスは苦鳴を発し、そのままくずおれた。

　さすがに父のジェイラスが悲鳴に近い声をあげたものの、ギルの刀身は血に濡ぬれていない。ボイスの鳩みぞ尾おちへめり込ませたのは柄つかの部分である。

　しかしそれだけに苦しいのか、ボイスはまるで激はげしく咳せき込みたいのに口からは息ひとつ洩もらすことができないといった具合で、背を曲げ、搔かき開いた口から涎よだれをこぼしながら身を痙けい攣れんさせている。

「おれの勝ちだな」

　誇るでもなく、ギルはいった。

　二、三歩、ボイスのほうへ近づくと、

「では、決けつ闘とうの勝者としておれにはおまえに命ずる権利がある」

　そういい、なぜだか兄と並んでいたルイーズのほうへと手を差し向けた。

「ボイス・アビゴールは、そこにいるルイーズ・ピースラウを妻として娶めとるがいい。皇族の権限において夫婦になることを命じる」

「で、殿下！」

　仰天したレイモンと、はっと目を見開いたルイーズを、どこかギルは面おも白しろそうに見やって、

「おや。勝者のほうがこの決定に不服か。まあ、確たしかにおれはこの決闘においては代理人にすぎぬ。さりとて、皇族がいったん下した命令を取りさげるのも格好がつかん。では、どうするかな」

　ギルは考える振りをした。ピースラウ兄妹はもとより、ジェイラスも、いまはただ苦く悶もんに打うち震ふるえているボイスも当然、なにがどうなっていくのかわからぬ風に黙だまり込んでいる。と、

「よし。ならば、今度はボイス・アビゴールと、ルイーズの離り縁えんを命じよう。おまえたちは確かに一度婚こん姻いん関係を結んだが、しかし皇族たるおれの命令でその縁えんも切れた。それでよいな」

　レイモンはぽかんとなった。ギル・メフィウスがただの戯たわ言ごとを口にする人物でないのは承知の上である。

　そして、思い至った。

　ルイーズはバーダイン教徒の教義に従い、純じゆん潔けつを捧ささげた相手であるボイスとの結婚を半ば義務づけられている身だ。だからこそギルはいったん二人ふたりに婚姻関係を結ばせ、その義務を果たさせた上で、皇族の権限で離縁させた。

　ルイーズ・ピースラウ、その心が受けた痛手が癒いえることはまだかなわぬであろうが、少なくとも立場の上では自由となったのである。

　レイモンは気がつけばまた頰ほおを涙で濡ぬらしていた。そして妹の肩を抱いて、胸に強く抱きしめた。




　ネダイン陥かん落らく──。

　フォルカー、ユライアというさらに新たな二将が皇太子陣営に加わった──。

　この新報がソロンを揺るがしてから数日後というタイミングで、ネダインに、メフィウス皇帝から正式な使者が届いた。

　その使者は、前回のアプターのときと異なって、ギル本人と面めん談だん。

　誰だれしもが驚おどろくべき皇帝からの伝言を携えていた。

　それは、皇太子ギル・メフィウスをソロンへ招き入れるというものであった。










　あとがき




　この作品もいよいよ十巻の大台を迎えました。まずはそのことを単純にお祝いしたいところなのですが、それと同時に、恐るべきことに気づいてしまいました。

　昨年（２０１１年）の時点で、いつの間にやら、わたくし杉すぎ原はら智とも則のりもデビューから十年、という大台を迎えていたのであります。いつまでも若手のような気分でいたのですが、そういや実じつ年ねん齢れいも××歳。ははは。そりゃ十年くらいは経たちますわな。いやあ時間の流れというものは実に恐ろしい。はっはっは…………は。




　何気にショックを受けた作家本人はさておいて、『烙らく印いんの紋もん章しよう』本ほん編ぺんのほうはいよいよ佳境を迎えようとしています。皇太子の仮面をつけた少年オルバの物語はいかなる形で結末を迎えるのか。乞こう、ご期待。

　──と煽あおってみたはいいものの、実際、決まっているのはクライマックスに至るまでの大まかな筋だけで、細かい部分はまだまだこれから煮詰めねばならない段階。

　物語の最終局面に向けてオルバが辿たどる道もなかなか困こん難なんなものになりそうですが、作者本人の戦いもそれに負けぬくらい熾し烈れつなものになりそうです。
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。いい加減、著者近影（↓）を変えようかとも思うが、多分しばらくはこのままなんだろうなあ。そうです、わたしが噂のものぐさ大魔王。ははは、そんな装備で勝てると思ってるのか。すべりっぱなし。
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イラスト／３

お絵描きソフトの操作パネルが画面に焼付くようになってきたのでモニタを買い替えたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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竜りゅうの雌し伏ふくを風かぜは嘆なげいて
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